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ご挨拶

福島県動物救護本部本部長 浦 山 良 雄

2011 (平成23) 年3月11日の東日本大震災、 その後の津波による東京電力福島第1原

子力発電所の爆発事故の影響により、 わが福島県は、 今まで経験したことのない未曾有の

災害に見舞われ、 太平洋側の浜通りを中心に約15万人の県民が避難せざるを得ない事態と

なりました。

束京電力福島第1原子力発電所の爆発事故に伴い、一緒に生活していた犬、描、 家畜が

取り残される事態となり、  今まで経験したことがない様々な被害がでました。
このような混乱の中、警戒区域に取り残された犬、描を救済すべく、 4月15日に福島

県、 (公社)福島県獣医師会、郡山市、いわき市、福島県動物愛護ボランティア会が福島

県動物救護本部を立ち上げ、 できうる限りの保護活動をしてまいりました。

被災した犬、 描の飼育、保護管理活動を開始するまでは、様々な情報が錯そうし国、
県、 福島県動物救護本部等との連絡が困難となり、 大変な苦労を強いられたことは、 災害

時の被災動物対策のあり方について、 獣医師会と行政との連携等とのさらなる検討をする

必要があると反省しているところです。

4年8ヵ月もの長期間にわたり、全国はもとより、世界中の多くの皆様により、支援、

義援金などの心温まる協力を頂きまして、平成25 ( 2 0 1 3 )年3月までは、飯野シェル

タ ーにて、 その後は三春シェルタ ーにて平成27 (2015) 年12月まで、 避難生活を余儀な

くされた飼い主の犬、描の飼育管理、さらには、環境省、福島県動物救護本部と共に協力

をして、警戒区域より保護された犬、描の保護管理活動をするとともに、新たな里親への
譲渡活動を継続してまいりました。

おかげさまをもちまして、飼育、保護管理してまいりました、約1,000頭以上の犬、描

達を元の飼い主への返還と新たな里親への譲渡をしてあげることができ、 尊い命を救う事
ができました。

今後、 いつ起きるかわからない災害の教訓として、 今回の福島県動物救護本部が経験し

たことを記録に残す事により、将来、 あってはならない災害時のひとっの指針となってい
ただければと考えます。

全国の皆様はもとより世界中の皆様より心温まるご協力、 ご支援をいただきました。 お

かげさまをもちまして、  福島県動物救護本部が管理運営してまいりました三春シェルタ ー

を念願でありました、福島県に寄贈することができ、平成29年4月より新たに福島県動

物愛護センター (ハピまるふくしま)として稼働し、今後の福島県の動物愛護の拠点とし

て、さらには、災害時の救護施設として、活動することになりました。

あらためまして、  これまでの福島県動物救護本部の活動にご理解とご支援、 ご協力をし

ていただきました全国の皆様方をはじめ、 世界中から義援金をぉ寄せいただいきました皆

様、ボランティアの皆様方、そして (公社 )  日本獣医師会を中心に、全国の地方獣医師会

の先生方、 (公社) 福島県獣医師会の会員の先生方に深く感謝と敬意を中し上げます。

ご
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発刊によせて

平成23年3月11日午後2時46分、 マグニチュー ド9におよぶ東北地方太平洋沖地震が

発生しました。 この地震に伴い津波が押し寄せ、 東京電力福島第一原子力発電所が長期間

にわたる電源喪失に陥り原子炉の冷却機能が喪失したことにより炉心が損傷し、 大量の放

射性物質が放出される未曾有の災害へと発展しました。
これを受け、政府は第一原子力発電所から、半径3km、10km、20km圈内の避難を指示し一

ました。めまぐるしく変わる避難指示を受け、住民は取る物も取らず避難したため、多く

のぺットが取り残されることとなりました。その後、政府は、住民防護の観点から、 「災害
対策基本法」に基づき、 第一原子力発電所の半径20km圈内を警戒区域に設定しました。
より厳格になった規制の一方で、 取り残された被災ぺッ トの救出を求める声を受け、 福

島県が中心となって、 警戒区域からの被災ぺットの救護活動を開始しました。 予想をはる

かに超える被災ぺットの保護 ・ 収容活動でありましたが、全国から多くの御支援を受け、

対策が進みました。また、全国各地から支援ボランティアが福島を訪れ、被災ぺットの管

理に精力的かつ献身的な御支援をいただきました。 このことにより 、  どれだけ多くの被災

者が励まされ、動物達が救われたことでしょう。 そうした動物を愛する県内外の皆様の善

意に支えられ、平成29年4月1日に本県の動物愛護の拠点として、 田村部三春町に「福島
県動物愛護センタ ー (ハピまるふくしま) 」が開所いたしました。ここに改めて、深く敬
意と感謝の意を表します。

人と動物の調和のとれた共生への社会要求が高まる中、 国内には類を見ない未曾有の大
災害発災後の7年におよぶ活動の貴重な記録をまとめることは、 大変意義深く、 本報告書

が多くの方々に御活用されますことを願つてやみません。加えて、私たちは、震災の経験

から謙虚に学び、 その教訓を様々な分野で将来のために生かしていかなければなりませ

ん。 さらには、福島に心を寄せられる国内外の方々と と もに、  「新生ふくしま」の実現に向
けた挑戦を続けていかなければならないと強く思つております。

こうした視点に立つて、今、福島県では、福島県動物愛護管理推進計画の改定を進めて

います。 今後とも、 人と動物の調和のとれた共生の実現に向けて全力で取り組んでまいり

ますので、 皆様のより一層の御理解と御協力をぉ願い申し上げます。

最後に福島県動物救護本部の関係各位のこれまでの御労普に対しまして、 重ねて深甚な

る敬意と感謝の気持ちを表します。



動物救護活動記録誌の発刊にあたって

公益社団法人日本獣医師会会長 1藏 内 勇 夫

私たちが忘れることのできない平成23年3月11日の大震災から、 すでに7年を経過しま

した。 東日本大震災とそれに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故による放射性物質

の汚染は、自然災害としては空前の被害を我が国にもたらしました。

震災当日の津波に飲み込まれる建物や道路等の映像を思い浮かべ、 そこで生活していた

人々や動物たちがどのような状況にあったことを考えると、 当時の胸が張り裂けるような
衝撃がよみがえります。 東日本大震災の犠牲者は2万人を超えると報道されていますが、

ともに生活をしていた動物たちも多くが被災し、犠牲となりました。

特に、 福島県では放射性物質の汚染が被災者の方々に苦難をもたらしました。家畜や家

禽を残したまま避難しなければならなかった畜産農家の方々の無念さ、 家族の一員である
犬や描を連れて避難できなかった方々の悲しさはいかばかりであったかと思われます。 そ

して、 未だに故郷に帰れない被災者の多くの方々のご労苦が改めて偲ばれます。

このような大災害において被災動物の救護にいち早く立ち上がるのは、 いずれの場合も

地元の獣医師の先生方です。 東日本大震災においても、 福島県獣医師会をはじめ、 岩手

県、 宮城県、 仙台市等の獣医師の方々が、 自身が被災者であるにもかかわらず、 わが身を

顧みることなく被災動物救護のために活躍する姿がみられました。 その姿を見るたびに、

私はとても誇らしい気持ちになるとともに、被災者でもある獣医師の方々に逆に励まされ

た気持ちになったものです。

我々は、 これまでの想定を大きく超える激甚かつ広域な東日本大震災がもたらした被害
を教訓にして、 今後の災害時の動物救護対策を考えていかなければなりません。 日本獣医

師会では、東日本大震災の経験を踏まえて、 災害時動物救護活動の地域活動ガイドライン

の見直し及び日本獣医師会の危機管理対策マニュアルの作成に取り組んでいるところで

す。

束日本大震災の経験を風化させることなく、今後の活動につなげていくことが、本記録

誌発刊の趣旨でありますが、 同時に、 犠牲になった方々や動物たちに報いることにもなる

ものと考えます。

最後に、 束日本大震災で尊い命を亡くされた方々や動物たちの冥福を心からお祈り申し

上げ、 私の挨拶といたします。

ご
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東日本大震災に伴う動物救護活動記録誌の発刊によせて

公益財団法人動物臨床医学研究所理事長 山 根 義 久
(公益社団法人日本獣医師会 前会長)

天災は忘れた頃にやって来る。 という言葉がありますが、 近年の地震、 局地的な豪雨、

台風、 突風、 火山、 土砂崩れ等に伴う天災等は枚挙にいとまがないといえる。

ジェ ームズ ・ R. チャイルズ著(高橋健次訳) 「最悪の事故が起こるまで人は何をして
いたのか」 の本の一節に“起こるはずはないと思いたい災難の多くは、起こり得ないので
はなく起こるまでに時間がかかるだけである” という言葉がある。  確かにいずれの災難に

しろ、 その多くは何等予兆もなく発生している。

東日本大震災の発生当日は、 私は十和田の北里大学獣医学部の卒業式に日本獣医師会会

長として出席し、  その式典終了後の謝思会にてマグニチュー ド9.0、 最大震度7.0の未曽有

の大地震に遭遇した。

それから3日間、交通機関がすべてストップした中、避難所生活を余儀なくされ、最終

的には、北海道までフェリ ーで行き、函館空港より帰京し、被災動物の対応にとりかかっ

た。

そのような状況下で、 東北を中心に被害が如何に甚大であるかがニュー ス等で明らかに

なってきた。 1つの地震の発生で東京を含め、 東日本各地には大きな混乱が生じたのであ

る。

東京に帰つてから、 各県獣医師会との連絡がつかないため、 車を仕立て、 地震に見舞わ

れた地域を中心に現場確認に行き、 今回の地震が地震による被害のみならず、 東京電力の

原子力発電所の爆発事故を始め、 津波や一部火災による被害も加わり、 より被害を複雑

化していることが判つた。  動物達への影響も一部の管理下にある馬、 豚等は別にして、
1995年 (平成7年) に発生した阪神淡路大震災の頃より同行避難が大きな問題となり、 そ

れなりの対応が議論されていたが、 此の度の東日本大震災時には、 その効果が余り明確で

はなかった。今後、同行避難を実効あるものにするためには、先ず、被災地のことを十分

に熟知している方をそのメンバーに入つてもらい、 さらに地域毎に情報が集中する場所を

決め、可能な限り情報を共有することが重要である。そのためには、県や市町村、さらに

獣医師会等が中心となり、 組織作りをする必要がある。 現状は、 同行避難しても動物の収

容する設備が無いのではどうすることも出来ない。 日頃より定期的に打ち合わせをしてお

くことが肝要である。



記録誌の発刊に寄せて

前福島県動物救護本部長 森 澤 道 明

東日本大震災と これに伴つて発生した東京電力福島第一原子力発電所の未曾有の事故以

来早く もあり、  よ う や く こ こ ま で と ,z;;1う思いで7年余を経て、 ここに記録誌の発刊を見る

に至つた事に月日の移ろいを思い感慨深いものがあります。

震災、 束電の原発事故とこれ等対応する知識も技術も持ち合わせていなかった我々は、
当初全くの手探り状態で過ごして来ましたが、多くの方々の指導、支援を受け、被災動物

の収容、 管理施設としてのシェルタ ーを開設し、 本格的に救護活動を開始いたしました。

運営については関係者相互の立場の違いで紛糾することもありましたが、 共通の日的を確

認することで以後順調に運営することが出来ました。

この活動を通じて我々は多くの失敗を重ね又それから多くの教訓を得ました。 これが正
しく後の人々に伝えられることにこの記録誌が一助となれば幸いです。
動物救護本部の活動を通じて、 我々はぺットと人々との系'半の深さを至る所で日にしまし
た。想像を絶する災害があったとしても4年余りもシェルタ ーを長く維持しなければなら

なかったのも、 又長く維持できたのもこの系'半の深さがあったからこそ出来た事と思つてい

ます。

又この長い月日被災ぺットの救護のため全国の多くの団体、 個人の方々から多額の義援

金、大量の物資の提供を受け、更に被災ぺットの管理に献身されたスタッフや全国から足

を運ばれたボランティアの方々に対しましても、 深い敬意と感謝の誠を捧げたいと思いま

す。

動物救護本部は救護活動を終わるに当たり、 災害発生時福島県に動物愛護センタ ーがな

く初期の救護活動に停滞と混乱を来したことを深く反省し、 三春町のシェルターの用地、

施設を取得して福島県に無償譲渡し、 県に今まで無かった動物愛護センター として活用す

ると共に、 今後発生することが考えられる大災害に備えて東北地方の活動拠点として機能

出来るように整備されたところです。

動物救護本部の長い活動を通じて、 この活動に関わられ、 支援して下さった多くの英雄

に深甚な感謝を申し上げます。
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はじめに

平成23年3月 11 日に発生した東日本大震災では、人のみならず多くの動物(ぺッ

ト)も被災しました。他の被災地同様、福島県においても『動物救護本部』を立ち

上げ、被災動物(ぺット)の救護活動を実施しました。

特に、 福島県においては、 大震災に伴つて発生した東京電力株式会社福島第一原

子力発電所の事故により、 前例のない 『原子力災害対策』 が求められることになり

ました。

震災の被害は広域かつ甚大であり、 インフラが断ち切られ、 ガソリン等の補充も

ままならない中、 地域の動物収容施設が津波にさらわれて使用不可となり、 原発か

ら半径数十キロが立入制限され、 この区域に取り残された多くの動物 (ぺット )  を

どのように救えるか、 状況は厳しく特殊なものでした。

このような中、  自らも被災しながら、  動物救護にあたった関係者の方々の活動の

記録を残すことは、今後、各自治体はじめ全国の皆様が、地域の実情に応じて動物

救護体制を検討されたり、 動物救護にっいて見直しを図られたりする際の一助にお

役立ていただけるのではと考えております。





平成23年東北地方太平洋沖地震による被害状況

福島民友新聞 平成23年3月12日掲載





平成23年東北地方太平洋沖地震による被害状況

1 警報等発表状況

平成23年3月1 1日  1 4 : 4 6  震度6強:白河市、須賀川市、国見町、天栄村、富岡町、

大熊町、浪江町、鏡石町、相雷葉町、双葉町、新

地町

震度6弱 :福島市、  二本松市、 本宮市、 部山市、 桑析町、

川俣町、西郷村、矢吹町、中島村、 玉川村、小

野町、棚倉町、伊達市、 広野町、浅川町、田村

市、いわき市、川内村、飯純村、相馬市、南相

馬市、措苗代町

震度5強:大玉村、 泉山奇村、 矢祭町、平田村、 石川町、 三

春町、葛尾村、古展投町、会津者松市、会津坂下

町、喜多方市、湯川村、会津美里町、磐梯町

その他県内で震度5弱̃を観測

3



3月1 1日

3月12日

3月13日

3月2 3日

4月0 7日

14

17

20

07

17

07

07

18

23

49

40

20

30

58

12

34

55

32

4月1 1日  1 7 : 1 6

17

18

4月12日  14

18

05

07

7月3 1日  0 3 : 5 3

9月29日 1 9 : 0 5

平成25年9月20日  0 2 : 2 5

津波警報(大津波)発表

震度5強:富岡町 その他県内で震度5弱̃を観測

津波警報(津波) へ切り替え
津波注意報へ切り替え
津、1:皮注意報解除

震度5強 :いわき市  その他県内で震度4̃を観測

震度5強 :いわき市  その他県内で震度4̃を観測

震度5強 :いわき市 その他県内で震度4̃を観測

震度5強:桑折町、国見町、田村市、伊達市、相馬市、新

地町、飯舘村、南相馬市 その他県内で震度5

弱̃を観測

震度6弱:中島村、古殿町、いわき市

震度5強:白河市、鏡石町、天栄村、棚倉町、平田村、浅

川町 その他県内で震度5弱̃を観測

津波注意報発表

津、i皮注意報解除

震度6弱 :いわき市

震度5強:浅川町、古殿町 その他県内で震度5弱̃を観

測

震度5強:橋葉町、川内村 その他県内で震度5弱̃を観

測

震度5強 :いわき市

震度5強 :いわき市

震度5弱:広野町、1l電葉町 その他県内で震度4̃を観測

2 県・市町村の体制 (災害対策本部等設置状況)
(1)県 3月1 1日  災害対策本部設置、県警本部災害警備本部設置

(2)市町村 災害対策本部設置:43市町村

県災害対策本部

4

県災害対策本部に隣接して設置された報道機関



3 被害の状況
(1)人的被害

死 者 4,067人(南相馬市1,144人、相馬市486人、いわき市467人、浪江町601

人、富岡町451人ほか)

行方不明者 2人(広野町1人ほか)

重傷者 2 0人 (相馬市4人、いわき市3人ほか)

軽傷者 163人(南相馬市57人、国見町20人ほか) .

2)住家・非住家被害

< 住  家 >

・全 壊
半 壊

一部破損

床上浸水

床下浸水

< 非住家 >

・公共建物
そ の 他

15,224棟

80,803棟

141,044棟

1,061棟

351棟

1,010棟

36,882棟

福島民友新聞 平成23年3月12日掲載

福島民友新聞 平成23年3月12日掲載

4 東京電力福島第一原子力発電所事故

平成23年3月11日  1 4 : 4 7  1,2,3号機の原子炉緊急停止

3月1 2日  1 5 : 3 6  1号機水素爆発

3月14日  1 1 : 0 1  3号機水素爆発

3月1 5日  0 6 : 1 0  2号機爆発、格納容器損傷、同日

6時頃、大きな音が発生し、4号

機原子炉建屋5階屋根付近損傷

福島民友新聞 平成23年3月13日付け



・ 1̃ 3号機が地震発生後、 数時間以内に相次ぎ燃料棒
の損傷がはじまった。

1号機は3月12日、 3号機は3月14日、 2号機は3

月15日に、それぞれ炉心溶融(メルトダウン )を起こ

した。(5/23,25東京電力より原子力安全 ・ 保安院に対

する報告)

・平成23年4月12日  国は、国際的な基準に基づく事
故の評価を旧ソ連のチェルノブイ リ原発事故と同じ最悪の

「レベル7」 に引き上げたと発表。

・政府は4月22日、 「警戒区域」 「計画的避難区域」 「緊急時
避難準備区域」 を指定した。

6月30日現在、避難指定区域の避難者数は当該市町村人口

の約40%に達している。

その後も 「警戒区域」 や 「計画的避難区域」 の外側で局地

的に高い放射線量が観測される 「ホ ッ ト ス ポ ッ ト 」 が問題と

なり、政府は6月30日、伊達市の4地区113世帯を 「特定

避難勧奨地点」 に指定した。

福島第一原発事故による警成区域・計画的避難地域及び避難者数 (平成23年6月 30日)

市町村 警戒区域
計 画 的
避 難 区 域

一部

緊 急 時 避 難
準 備 区 域

一部

避難者数 市町村の人口
避難者の人口に
対する割合(%)

28.2南相馬市 小高全域他 19,982 70,769

浪 江 町 ほほ全域 20キロ圍内を除く全域 13,120 20,857 62.9

双 葉 町 全域 5,488 6,891 79.6

大 熊 町 全域 11,507 11,566 99.5

富 岡 町 全域 15,829 15,954 99.2

楢 葉 町 ほぼ全域 20キロ圍内を除く全域 7,496 7,677 97.6

広 野 町 全域 2,985 5,386 55.4

葛 尾 村 一部 20キロ圈内を除く全域 1,148 1,524 75.3

川 内 村 一部 20キロ圈内を除く全域 1,148 2,820 40.7

田 村 市 都路町全域 一部 1,530 40,246 3.8

飯 館 村 全域 1,148 6,134 18.7

川 俣 町 山木屋地内 1,134 15,505 7.3

計 82,515 205,329 40.2

資料:福島県災害対策本部、 人口は福島県統計調査課 (平成23年3月1日現在)
警戒区域:福島第一原発から半径20キロ圈内の地域
計画的避難区域:放射線量の積算値が1年以内に20ミリシーベルトに達する恐れがある20キロ圏外の地域
緊急時避難準備区域:緊急事態が発生した場合、直ちに避難ができるよう備えておく区域



7

政府は、東京電力株
式会社福島第一原子
力発電所から半径20
キ ロ メ ー トル圈内を
原子力災害対策特別
措置法第28条第2項に
おいて読み替えて適
用される災害対策基
本法(昭和36年法律
第223号)第63条第1
項の規定に基づく警
戒区域に設定し、緊
急事態応急対策に従
事する者以外の者に
対して 、  市町村長が
一時的な立入りを認
める場合を除き 、当
該区域への立入りを
禁止し、又は当該区
域からの退去を命じ
た。





写真と年表で振り返る

県内震度6強、浜通りに大津波

期 識 原第 8 8機離基 発1 .
死
者
・
不
限

半
径
3
㌔
避

特別紙面1面 福島民友新聞 平成23年3月12日付け



相馬市松川浦 津波で建物が流され、 火災が発生した被災現場福島民友新聞平成23年3月12目掲載

発生時間 平成23年3月11目14時46分

震央地名 三陸沖

震源の緯度/経度 / 1深さ 北緯38度06分02秒/東経142度51分06秒/深さ24ln

規模(マグニチュード) g .0

最大震度 7(宮城県栗原市)

本県における震度

震度6強:
白河市、須賀川市、国見町、天栄村、富岡町、大熊町、
浪江町、鏡石町、lll葉町、双葉町、新地町

震度6弱:
福島市、二本松市、本宮市、郡山市、桑折町、川俣町、
西郷村、矢吹町、中島村、玉川村、小野町、1ll倉町、
伊達市、広野町、浅川町、田村市、いわき市、川内村、
l確村、相馬市、南相馬市、猪苗代町

※気象庁資料による

福島市伏拝 斜面崩落で大きく壊れた住宅 福島民友新聞平成23年3月12日掲載

最大震度

6強(11市町村で観測)

〔業 業 報 書!'、 〕
楢葉町、双葉町、新地町

最大継続時間
190秒(震度4以上)
いわき市小名浜

観測された津波
9.3m以上
相馬港(H23 .3.1115時51分)

災害救助法の適用 県内59市町村(全域)

※気象庁資料による

特別紙面1面 福島民友新聞平成23年3月12日付け

相馬市松川浦 倒壊した家屋福島民友新聞平成23年3月12日掲載
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20 l l年(平成23年)

t! !●

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

11日 〇東北地方太平洋沖地震発生

〇大津波警報発令

〇東京電力福島第一原子力発電所

(以下:第一原発)に津波が到違

〇第一原発半径3km圈内に避難指

示、3̃10km圏内に屋内退避指示

〇第一原発1号機原子炉建屋で水

素爆発

〇第一原発半径201、,国内・第二原
発半径10km国内に選1英1能指示

〇気象庁が東日本大震災のマグニ

jM)を88力ら90lこf寥正
〇第一原発3号機水素爆発

(1;)第一原発の半1 1l120̃30km間内に
屋 r1、1退避指示
〇第一原発4号機水素爆発

〇陸上自衛隊による警戒(路上の障

害物の撤去)作業の開始

〇県警察による第一原発20̃30km

圈内での行方不明者の搜索開始

〇第一原発5・6号機が冷温停止

〇東北道、磐越道の通行止め解除、

全線通行可能に

11日 〇被災犬描救護対策支援事業開始

(一時預かり)【獣医師会】

〇犬抑留施設及び収容動物の安否

確認【いわき市】

〇逸走動物の保護・収容対応

【部山市 l
〇第一及び第二原発設置地区を管

轄する相双保健福祉事務所によ

る屋内退避区域内 ・外の放浪犬

の保護,それ以外の各保健福祉

事務所は、同行避難した動物の情

報収集、餌等の支援【福島県 l
〇特定動物飼養施設、動物取扱業

施設の被害状況及び動物の逸走

の有無の現地確認開始【部山市】

〇同行避難ぺットの救護に関する打

合せ【獣医師会】

〇必要な物資リストを作成【福島県】

〇特定動物の安否及び逸走の有無

の確認【いわき市】

〇(社)福島県獣医師会に対し、被

災ぺットの診療等の協力を依頼

lいわき市】

〇緊急災害時動物救援本部(現

(一財 )ぺット災害対策推進協

会)に対し、餌の支援を要請

【福島県】

〇救援物資の受入れ開始【部山市】

〇被災者からの犬・描の無料引取り

及び引取つた犬 -描の積極的な譲
渡開始【福島県】

〇避難所等におけるぺット同行避難

者に対する支援開始(救援物資

の配布、飼養相談等)【部山市】

〇同行避難ぺットの救護に関する打

合せ【獣医師会】

〇被災ぺットの治療助成事業開始

【獣医師会】

〇避難途中に乗り捨てた車両内に

放置された犬の救助【部山市】

〇山根前日本獣医師会会長と被災

動物支援と物資支援に関して電

話会議【獣医師会】

〇日本小動物獣医師会と支援物資

に関して電話会議【獣医師会】

〇震災に伴う被災ぺット対策調整会

議,参集者:県、(社)福島県獣医師

l 会、(公社)日本動物福祉協会

【福島県】

〇7支部にて被災ぺット救済支援セン

タ一設置【獣医師会】

12日 12日

13日

14日

15日

13日

14日

17日 17日

18日

19日

20日20日

l;;
24日

1i

県1実害対業本部

振写
り真
返と
る年

考

県災害対策本部に隣接して設置された報道機関

支接物資受け入れ



振写
り真
返と
る年
表
で

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日
〇大:也j震1 ょる器資の名称を「東日
本 大 震 災 」と閣議決定

1日 〇環境省に対し、避難指示区域から

のボランティア等による動物の連れ

出しに係る国の対策の有無を照

会。原子力安全保安院が定めた

避難指示区域からのぺットの持出

し禁止にっいて、国が公表するよ

う要望【福島県】

〇福島県が運営する大規模選難

所の動物収容に関する相談対応

【部山市】

〇動物愛護団体等における収容施

設外一時預かり(団体譲渡)を開

始,犬の捕獲業務体制等を強化

【いわき市】

〇県北支部によりあづま総合運動公

園避難所にて同行避難ぺットの健

康相談会【獣医師会】

〇日本小動物獣医師会役員来県、

被害状況や支援物資に関してl音

報交換【獣医師会l

〇環境省に対し、被災ぺットの収容に

ついて国の支援を要望【福島県】

3日 〇県警察による第一原発10̃20km

圈内での行方不明者の搜索開始

5日

6日

8日

12

被災ぺツ トの健康相談会 (あづま運動公園

25日

27日

28日

29日

30E

31日

〇統一的な被災ぺット対応及び被

災ぺットの分散収容を指示,ホーム

ページにて動物保護情報を公開,

支援を受けたフードを各保健福祉

事務所に補充【福島県】

〇日本獣医師会政治連盟総会にて

県の現状を報告、部山支部によ

りビッグパレット避難所の現状調査

【獣医師会】

〇被災者へフードの支援【いわき市】

〇県北支部により、あづま総合運動

公園内避難所の現状調査

【獣医師会】

〇環境省に対し、今般の災害に伴う

国の支援を確認,動物収容に必

要なケージを要望【福島県】

〇東日本大震災及び福島第一原

発事故災害動物救護活動等支

援義援金開設、動物臨床医学界

役員と支援物資に関して電話会議

【獣医師会】

〇避難市町村に対し、避難所及び

仮設住宅でのぺット飼養に係る相

談情報提供を開始【部山市】

〇避難者が100名を超える大規模な

避難所11カ所にて同行避難状況

調査、フード等配付[いわき市】

〇震災に伴う被災ぺット対策調整

会議を実施,参集者:県、部山市、

(社)福島県獣医師会【福島県】

〇集合方式による狂犬病予防注射

の中止を決定し、動物病院での実

施に係る広報を実施【部山市】

〇各保健福祉事務所に対し、被災

ぺットの取扱い(一時預かり含む)

を指示【福島県】

ぺ ツ  トフー ドの支援状況 (あづま運動公園

保健福祉事務所における被災ぺツトの保護状況



11日

12日

14日

18日

21日

22日

24日

27日

〇本県、茨城県で震度6弱の地震

〇経済産業省原子力安全 ・保安院

が、第一原発事故の深刻度を国

際評価尺度(INES)の暫定評価

で最惡の「レベル7」と評価

〇県警察による第一原発10km圈内

での行方不明者の搜索開始

〇自衛隊による第一原発30km圈内

での行方不明者の搜索開始

〇第二原発避難指示を半径10kmか

ら8km圈内に変更

〇第 一 原発から .、'径201、, l'llI内を警
戒区J;成に設定

〇緊急時避難準備区域及び計画的

避難区域の設定

〇県警察による第一原発5km圈内で

の行方不明者の搜素開始

9日

10日

11日

12日

13日

15日

19日

20目

22日

(̃5月

11日)

24目

25日

27日

〇大規模避難所駐輪場内に設営さ

れた動物収容スペースの運用・支

援開始【部山市】

〇被災ぺットの保護に関する問い合

わせのQ&Aを作成【福島県】

〇山根前日本獣医師会会長らが避

難所の実態調査のため来県、情

報交換【獣医師会】

〇環境省自然環境局動物愛護管理

室の照会に基づき、県内各市町村

に対して、被災ぺットの保護等に必

要なゲージ及びテントの要望数調

査を実施,【福島県】

〇被災ぺット仮設収容施設(福島第

1シェルター、通称:飯野シェルター)

の貨貸契約を締結【福島県】

〇県北支部によるあづま連動公園

選難所での同伴ぺット健康相談会

【獣医師会】

〇福島県動物救護本部の設置、救

護本部のホームページ立上げ

【救護本部】

〇大規模避難所北側に設営された

動物飼養施設(テント)の運営支援

を開始 l部山市】

〇保健福祉部長から各市長村長に

対し、仮設住宅等では動物との同

居を認める方向で検討するよう依

頼【福島県】

〇県北支部によりあづま運動公園避

難所にて同行避難ぺットの健康相

談会【獣医師会】

〇環境省に対し、被火ぺットの保護に

係る役割分担を要望【福島県】

〇東日本大震災被災ぺット救護支援

事業開始 l獣医師会】

〇部山市ビッグパレット内に動物保

護施設を開設 l獣医師会】
〇(社)福島県獣医師会部山支部に

よる大規模避難所でのぺット健康

相談を支援(以後、5月̃7月の間

に4回実施)l那山市】

/福島rli11反野町に被美ぺット仮設収

容方l11設(i1品島第1シェルター、通称:
j111ll野シェルター )を設置
l救護本部】
〇市、(社)福島県獣医師会いわき

支部、動物愛護団体等により「い

わき市動物救援本部(以下「救援

本部」という)」を設置【いわき市 l

〇警成区域内における放置大等の

実態調査実施要領策定,被災ぺッ

トの受入開始【福島県】

〇被災ぺットの受入開始(これまでに

福島県で保護していた犬52頭のう

ち、25頭をシェルターに移動)

l福島県】

13

飯野シェルタ一賃貸契約締結

避難所での同伴ぺツ ト値康相談会 (あづま連動公園

大規模避難所における被災ぺツトの保護状況(ビッグパレット

大規模避難所でのぺツ ト健康相談 (ビッグパレッ ト

飯野シェルタ一設置完了

被災ぺツ トの受入開始 (飯野シェルター

産
る年
表
で



振写
り真
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る年
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28日 C)警成区域内のぺットの状況にっい
て実態調査を実方'u,1、27頭、船2
頭 計29頭を保護 , (初日は、環

境省動物愛 '''i'管理室長も同行)
【福島県1
0被災ぺットの収容施設整備のため

コンテナハウス等をレンタル

【いわき市l

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

10目

1日

l解
県し、被災ぺットの治療助成等に関

して情報交換【獣医師会】

〇国会議員らと南相馬小高区にお

ける西各農・肉牛 ・養豚の実態調査

【獣医師会】

〇福島第1シェルターに係る飼養動物

言参療施設開設届出を管轄する家

畜保健衛生所に提出,【救護本部】

〇環境省自然環境局長から、福

島第一原子力発電所20km圍内

の犬・描の取扱いにっいての

要請を受ける【福島県】

〇福島県動物救護本部のホーム

ページの携帯版を開設

【救護本部】

〇環境省に対し、住民の一時立入に

連動した被災ぺットの持出し支援

の手法を提案し、役割分担や福島

県に対する支援を確認並びに要望

【福島県】

〇住民の一時立入(1巡目)に連動し

て、環境省と連携してぺットの保19

回収を実施(福島県職員延べ387

名、他11自治体職員延ぺ72名が

参加し、大300頭、描191頭、計

491頭を保護)【福島l.、】
〇捕獲した犬の臨時的抑留機能に

加え、飼い主自ら管理する前提で

提供する飼育場所も兼ねた「いわ
き市ぺット保護センター」を設置し、
供用開始(いわき市救援本部)

【いわき市 l

〇各保健福祉事務所に対し、災害

の被災者への手数料等の免除、
納入期限の延長等に関する条

例の施行を通知(飼養管理、返

還費、引取り手数料の減免)

【福島県】

〇県北支部によるあづま運動公園

避難所での同伴ぺット健康相談

会【獣医師会】

〇会員によるシェルターの手伝い

開始(延人数は5月:21名、6月:

53名、7月:26名、8月:15名)

【県ボラ会】

〇(社)福島県獣医師会に対し、

被災ぺットの診療等の協力依頼

【救護本部】

〇環境省自然環境局動物愛護管

理室に対し、原子力災害対策特

別措置法で保護した被災ぺット

の処分の根拠について照会

【福島県】

4日

6日

7日

8日

〇住民の一時立入1巡目開始 10目

(̃8月

26日)

12日

13日

14日

18日

14

警成区域における被災ぺツトの調査保護の状況

住民の一時立入に連動した保護 (中継基地での保護受付

住民の一時立入に連動した保護

住民の一時立入に連動した保護

住民の一時立入に連動した保護



18日

19目

20日

21日

25日

28日

30日

〇東日本大震災被災ぺット救護支

援事業(̃6月10日)、20km圈内

でのぺッ ト救護活動従事獣医師

登録【獣医師会】

〇保健福祉部長から各市町村に対

し、被災者が公営住宅に入居す

る際のぺット同居を検討するよ

う依頼【福島県】

〇第1回福島県動物救護本部会

議,参集者:福島県、那山市、

いわき市、(社)福島県獣医師会

【救護本部】

〇あづま運動公園での被災動物

保護施設整備状況視察

l獣医師会】

〇県北支部によるあづま連動公園

避難所での同伴ぺッ ト健康相談

会【獣医師会】

〇JBVPおよびJAHA役員来県、

被害状況や支援物資に関して情

報交換 l獣医師会】

〇被災ぺット対策に係る調整会

議。参集者:福島県、環境省、緊

急災害時動物救援本部、(社)

福島県獣医師会 l福島県】

〇警戒区域動物救援獣医師チー

ムの独自保護にっいて日本獣医

師会及び環境省へ状況報告及
び保護計画等の説明

【獣医師会】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

6日 〇経済産業省原子力安全・保安院

は第一原発1̃3号機がメルトダウ

ンしたとの解析結果を発表

6日 〇どうぶつ家族の会役員来県、被害

状況等視察及び情報交換、あづま

運動公園避難所に被災ぺットの管

理施設オープン【獣医師会】

〇県北支部によりあづま総合運動公

園避難所にて同行避難ぺットの健

康相談会【獣医師会】

〇飯野シェルター、ビッグパレット及び

船引の施設候補地の視察、県と新

シェルタ一設置に関する協議

l獣医師会】

〇山根前日本獣医師会会長と支援

物資等に関して電話会議

【獣医師会】

〇山根前日本獣医師会会長とシェル

タ一運営及び支援に関して電話

会議【獣医師会】

〇福島第一原発事故被災ぺット等

救済事業開始【獣医師会】

〇各保健福祉事務所に対し、福島

第1施設の被災ぺットの飼養管理

のため職員の派遣を指示(6/15̃

6/30まで)【福島県】

〇三春シェルタ一候補地の視察

【獣医師会】

〇福島臨床部会による飯野シェル

タ一視察、現地にてシェルターメディ

スンレクチャー【獣医師会】

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

15日

15

線量計

放射線対業のための車両の養生

放射線スクリ 一ニング

あづま運動公園に被災ぺツト自主管理施設完成(㈱コジマの支援

猫舎

振写
り真
返と
る年
表
で



空書
る年
表
で

一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

10日

1日

富jア分け

の提案、仮設住宅内へのぺット専
用シェルタ一設置について民間ぺッ

ト関連業者へ協力依頼【部山市】
〇0FCの被災ぺット保護に係る調整

会議に参加 l福島県】

〇どうぶつ家族の会震災チャリティー

大集会において福島の現状を報

告【獣医師会】

〇緊急災害時動物救援本部(現

(一財 )ぺット災害対策推進協

会)にて、被災ぺット対策に係る調

整会議に参加.参集者:環境省、
緊急災害時動物救援本部、福島

県【福島県】

〇南相馬地区等にて20km圈内の

ぺット対策に関する事前調査

【獣医師会】

〇各保健福祉事務所に対し、福島

第1施設における被災ぺットの飼

養管理のための職員派遺を指示

(7/11̃7/29まで)【福島県 l
〇 川 崎 市 獣 医 師 会 副 会 長 、

JARMeC役員来県、情報交換

【獣医師会l

〇被災ぺット対策に係る調整会議及

び福島第1施設から県内各動物

病院へ被災ぺットの搬送
【福島県】

〇山根前日本獣医師会会長らが来

県、飯野シェルタ一及び三春シェル

タ一候補地の視察【獣医師会】

〇コラッセ福島にてシェルターメディス

ンに関する講習会【獣医師会】

〇宮城県・仙台市・山形県の獣医師

会に被災ぺットの一時預かりを要請

【獣医師会】

2日

5日

7日

8日

〇本県などで震度4の地震、相馬で

10cmの津波観測

10日

12日

13日

16

一時立入による保護に連動し収容数も増大していく (1ll野シェルタ ー :犬舎

ボランティアによる支援



26日 新潟・福島豪雨発生

14日

16日

̃17日

17日

19日

20日

21日

25日

26日

27日

28日

31日

〇緊急災害時動物救援本部(現

(一財 )ぺット災害対策推進協

会)に対し、義援金を申請

【福島県】

〇会津支部が飯野シェルタ一視察、

支部長会議にて震災後の取り組

み、会員の被災状況等協議

【獣医師会】

〇警戒区域動物救援獣医師チーム

による20km圍内のぺット保護活動

実施動【獣医師会】

〇部山市ビッグパレットにて富岡町と

仮設住宅での避難動物施設設置

に関する会議、仙台市獣医師会に

よる飯野シェルターからの被災ぺッ

ト搬出開始【獣医師会】

〇緊急災害時動物救援本部 (現

(一財 )ぺット災害対策推進協

会)に対し、義援金を申請

【救護本部】

〇山形県に対し、被災ぺットの一時

預かりを依頼【福島県】

〇三春シェルターにどうぶつ家族の

会からのコンテナ到着、設置工事

【獣医師会】

〇緊急災害時動物救援本部 (現

(一財 )ぺット災害対策推進協

会)に対し、義援金を申請

【救護本部】

〇仙台市獣医師会被災ぺット7頭引

取り【獣医師会】

〇山形県獣医師会による被災ぺット

引取り l獣医師会】

〇JAHA石田代表来県、情報交換

【獣医師会】

〇環境省会議【救護本部】

〇緊急災害時動物救援本部(現(-

財)ぺット災害対策推進協会)に対

し、義援金を申請【救護本部1
〇田由島現地対策本部長と電語会議

【獣医師会l

〇磐梯熱海にて県獣講習会

【獣医師会】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

3日 〇田嶋現地対策本部長と警戒区

域内に関しての会議、 日本小動物

獣医師会副会長ら来県、情報交換

【獣医師会】

〇田嶋現地本部長と警戒区域内間

題に関して電話会議【獣医師会】

〇三原じゅん子議員の要語により自

民党本部にて党員に向け福島の

現状報告、環境省との会議

【獣医師会】

〇県課長らとの会議【獣医師会】

〇どうぶつ家族の会代表、コンテナ覚

書で来県【獣医師会】

〇環境省・県 -日本動物福祉協会・日
本愛玩動物協会・県獣医師会会議

l救護本部】

4日

5日

10日

11日

12日

17

警戒区域動物救援獸医師チームによる被災ぺツト保護活動

コンテナ設置工事

原子力1災害現地対業本部長との会議

振写
り真
返と
る年
表
で



振写
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る年
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一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

1日

3日

〇被災動物救護支援家族(ホストファ

ミリー)制度を作成【福島県】

〇各保健福祉事務所に対し、被災

ぺットの識度に係る運用方針を指示

【福島県】

〇福島市にて被災地応援セミナー

fromHOKKAID0開催

【獣医師会】

〇各保健福祉事務所に対して、被災

飼い主に対する現況確認の発言

要旨を通知,同日から被災飼い主

の現況確認実施【福島県】

〇どうぶつ家族の会代表らが来県、

部山市内の被災動物施設、三春

シェルター、飯野シェルタ一視察、

情報交換【獣医師会】

〇アニマルドネーション代表ら来県、情

報交換【獣医師会】

〇住民の一時立入り(2巡目)

※2巡目以降、マイ力一での立入りが

可能となった,【福島県】

〇環境省・県 -日本動物福祉協会・日
本愛玩動物協会・県獣医師会会議

【救護本部】

〇各都道府県に対し、義援金募集の

協力依頼【救護本部及び福島県】

〇JBVP年次大会震災シンポジウム

にて福島の現状を報告

【獣医師会】

〇あづま運動公園内動物保護施設

解体工事【獣医師会】

4日

8日

8日

(̃9日)

10日

10日

(̃11月

20日)

12日

14日

18日

28日

̃29日

18

先行調査(警戒区域内巡回

先行調査(警成区域内巡回

マイ力一での立入り (ドライブスル一方式

義援金募集ボ トル



一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日 〇福島第2ンエルター ( .'・1春面「)本格
平家働【救護本部】

〇市ぺット保護センターを閉鎖(いわき

市救援本部)【いわき市】

〇被災ぺット救済支援グッズ販売を

決定【救護本部】

〇IDEXXアメリカ本社副社長が来

県、現状報告、FM東京内館牧子

トークショーにて福島の現状を報告

【獣医師会】

〇環境省・県・日本動物福祉協会・日

本動物愛護協会 -日本愛玩動物協
会・県獣医師会会議、部山市ビッグ

パレット北側仮設住宅内動物施設

引き渡し式

〇郡山市ビッグパレット北側仮設住

宅内のぺット専用シェルタ一運用開

始【部山市】

〇日本テレビ、FTV取材【獣医師会】

3日

4日

5日

7日

14日 〇第一原発1号機建屋力バ一設置

完了

24日

(̃

11月18日)

25日

28日

〇11 f成区域内 -言保護(他自治体
及び:,'f戒区域をかかえるl l f l11l付
13lI 、1台体延べ129名の協力によ

り、犬42頭、111'20頭、計62頭を保
1111 )【福島県 l
〇ホストファミリ一募集に係るポスター

作成 l救護本部】

〇第1回東日本大震災動物救護委

員会(仮称)会議【獣医師会】

〇JARMeC役員来県、情報交換

l獣医師会】

28日 〇原子力委員会専門部会が福島第

一原発の廃炉終了まで「30年以

上かかると推定」との見通し示す

30日

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

12日

2日

9日

11日

21日

〇Hills会長ら来県、情報交換

【獣医師会】

〇どうぶつ家族の会にて現状報告

【獣医師会】

〇県と会議【獣医師会】

〇福島県動物救護本部から兵庫県

に対して、義援金募集に伴う支援

グッズの販売の案内を通知,

【救護本部】

〇JAHA役員来県、情報交換

【獣医師会l

〇役員が飯野シェルターにてスタッフ

と意見交換【救護本部】

〇政府と東電は事故後初めて第一

原発を報道陣に公開

24日

28日
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一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

7日

1日

̃ 2 日

5日

̃27日

〇福島市内にてJAHA被災地ツアー

にて現状報告【獣医師会】

〇環境省及び福島県が被災ぺットの

保i11lを目的とする民間団体に向
けた警戒区域立入基準等のガイド

ラインを公表 ※適用期間は平

成24年12月5日̃27日,(民間の

16団体が公益立入りの許可を得

て保護活動を実施し、 大34頭、描

298頭、計332頭を保護)

【福島県 l

〇陸上自衛隊が警戒区域の楢葉、

富岡、浪江3町と計画的避難区域

の飯館村の役場除染開始

〇復興庁設置法成立

〇どうぶつ家族の会が日本小動物獣

医師会に出向き感謝状贈呈

【獣医師会】

〇麻布大学教員が動物の被ばくに

関する調査依頼のため来県

【獣医師会】

〇東日本大震災動物救護委員会会

議【獣医師会l

9日

21日

16日

19日

〇JR常磐線原ノ町一相馬駅間連転

再開

〇政府の事故調査 -検証委員会が
中間報告公表

〇県復興計画(第1次)策定

〇県内の一時避難所が全て閉鎖

22日

26日

28日

1 20l2年(平成24年) 1
- . - - . -・ 一 、 , , - 一一_ _- a一 __ , o・ _______ . _ i

■l!■

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日 〇放射性物質汚染対処特措法が全

面施行

〇川内村、帰村宣言

19日 〇被災に関する日本獣医師会への
予算語求に関する会議

【獣医師会】

〇住民の一時立入り3巡目に伴う被

災ぺットの持出し(※3巡目以降住

民が自らぺットを持出すことが可能

となった)に対する中継基地での

対応業務(持出し実績:犬2頭、保

護:描6頭)【福島県】

29日

(̃

4月15日)

31日

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日

7日

〇JBVP幹事による現地視察

【獣医師会】

〇県・県獣医師会三役会議

【獣医師会】

20



〇東電が震災後初めて第二原発内

を報道陣に公開

〇復興庁が発足,福島市に復興局

を設置、南相馬、いわき両市に支

所を開設

15日

19日

22日

28日

〇ぺット研究会「互」山崎代表来県、
三春シェルタ一視察、情報交換

【獣医師会】

〇神戸アニマルケア国際会議2012

にて福島の現状報告【獣医師会】

〇動物救護本部機能移転に関する

県と調整会議【救護本部】

〇県獣医師会理事会にて救護本部

機能を県獣にすることを決定

【獣医師会】

一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

1日 〇広野町、1年ぶりに本来の庁合で

業務を開始

1日

̃19日

/ 11 ・ 成区域内における -1lf保言1基1(他
白治体12部府、市計28名の111 J J

を得て、 11113l1 l1l 、11 l1193頭、計106頭
を保11iil) l1高島1l1l】

〇東日本大震災動物救護委員会会

議【獣医師会】

〇東商アジア1l11医_師会が福島のシェ
ルタ一視察【獣医師会】

4日 〇楢葉、双集の両町がそれぞれ町民

の追悼式、慰霊式

〇「東日本大震災犠性者追'悼式」開
催

〇福島復興再生特別措置法成立

9日

11日

30日

31日

一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

1日 〇避難指示解除準備区域(田村

市、川内村)と居住制限区域(川

内村)に再編

2日

3日

5日

〇旭山動物園長小菅先生講演(いわ

き市文化センター)【獣医師会】

〇旭山動物園長小管先生講演(南

相馬情報交流センター)

【獣医師会】

〇旭山動物園長小管先生講演(福島

こむこむ)【獣医師会】

8日

16日

〇常磐自動車道「南相馬̃相馬IC」

(延長14.4km)が開通

〇避難指示解除準備区域、居住制

限区域、帰還困難区域に再編(南

相馬市)

19日

22日

〇環境省・自然環境研究センターとの

会議【救護本部】

〇南相馬での災害に関するシンポジウ

ム【獣医師会】
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一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

12日

4日

7日

10日

〇民進党玉木議員らと飯野 ・三春

シェルタ一視察【獣医師会】

〇環境省 -自然環境研究センターと
の会議【救護本部】

〇Hi11s会長ら来県、情報交換、東

日本大震災動物救護委員会会議

【獣医師会】

〇福島民報社によるイベント開催(三

春シェルター)【福島県 -獣医師会】
〇住民の一時立入り4巡目に伴う被

災ぺットの持出しに対する中継基

地での対応業務(持出し実績:描1

頭)【福島県】

〇JBVP幹事来県、飯野 -三春シェル
タ一視察【獣医師会】

〇麻布大学教員来県、動物被ばく

調査の説明【獣医師会】

〇福島海上保安部と県警察が南相

馬市小高区小高川河口海域で、

被災行方不明者を合同搜索

13日

19日

(̃

7月8日)

30日

31日

'、,_ 6月?

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

10日

15日

〇東日本大震災動物救護委員会会

議【獣医師会】

〇日本獣医師会本部第3回動物福

祉・適正管理対策委員会にて福

島の現状報告【獣医師会】

〇救援本部4団体 -環境省・JAHA・
ぺットのコジマへ動物救護本部移
管の接拶【獣医師会1
〇WJVFにて震災についての講演

【獣医師会】

〇三春シェルターに手術機器搬入に

関して業者と会議【救護本部】

21日

24日

28日

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

17日

4日

6日

〇環境省・自然環境研究センターと

の会議【救護本部】

〇自然環境研究センター・HIS関係

者と同行避難者に関しての会議

【獣医師会】

〇日本動物福祉協会・JAHAによる

シェルターメディスン講演(部山市

ビッグアイ)【獣医師会】

〇環境省 ・自然環境研究センタ ー ・

県・県獣会議【救護本部】

〇北里大学伊藤教授来県、被ばく

調査に関する会議【救護本部】

〇日本小動物獣医師会役員来県、

情報交換【獣医師会】

〇東京大学弥生講堂にて福島の現

状報告【救護本部】

14日

〇避難指示解除準備区域、居住制

限区域、帰還困難区域に再編(飯

館村)

24日

27日

28日

30日



一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

10日

2日

8日

〇獣医療討論会にて福島の現状報

告【獣医師会】

〇環境省・自然環境研究センターと

の会議【救護本部】

〇市民向け被災動物に関する講演

(アオウゼ)【獣医師会】

〇東日本大震災復興を応援する獣

医師の会による被災地セミナー (部

山市ビッグアイ)【獣医師会l
〇東日本大震災復興を応援する獣

医師の会による飯野・三春シェル

タ一視察【獣医師会】

〇環境省 -自然環境研究センターと
の会議【救護本部】

〇interpetsにて福島の現状報告

(幕張) l獣医師会】
〇住民の一時立入り5巡目に伴う被

災ぺットの持出しに対する対応業務

(持ち出し実續:0頭)【福島県】

〇避難指示解除準備区城に再編

(楢葉町)

〇海域の警戒区域が浪江、双葉、大

熊、富岡4町の沿岸から沖合約5

kmの範囲に縮小

11日

19日

20日

22日

24日

25日

(̃

10月15日)

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

19日

5日

7日

〇岐阜県獣医師会にて震災講演

【獣医師会】

〇全国公衆衛生獣医師協議会にて

震災地講演(明治記念館)

【獣医師会】

:) ,成区域内における一l,1l保11i1 ( 111
191目、 1l1 131頭、計132頭を保護)
【福島県】

〇HIS関係者シェルタ一視察

【獣医師会】

〇助け合いJapanによる取材

【獣医師会】

〇香川県にて被災地講演および譲

渡会開催(11頭識度)

【獣医師会l

〇JBVP年次大会にて震災地講演

l獣医師会】

7日

(̃

10月2日)

18日

19日

21日

̃23日

30日

〇原子力規制委員会発足

1、. l0月 ]

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

4日

6日

〇東日本PET緊急救援チーム解散

式参加(千葉)【救護本部】

〇動物感謝デーにて被災地現状の

パネル展示、中村メイコ氏と被災地

に関するトークショー (駒沢)

【獣医師会】

〇南相馬にて北里大学伊藤教授ら

と動物被ばくに関しての会に出席

【獣医師会】

〇環境省・県・県獣医師会会議

l救護本部】

7日

12日

香川県での議渡会

震災地講演

振写
り真
返と
る年
表
で



振写
り真
返と
る年
表
で

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

3日

(̃

12月15日)

20日

29日

〇住民の一時立入り6巡目に伴う被

災ぺットの持出しに対する対応業務

(持ち出し実績:猫4頭)【福島県】

〇環境省・県 -県獣医師会会議
【救護本部】

〇茨城県獣医師会来県、情報交換

【獣医師会】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

10日

3日

3日

(̃21目)

4日

〇北里大学伊藤教授・環境省・県獣

医師会会議【獣医師会】

〇響'成区域l1、1における一斉保言l11 (犬
3頭、描85頭、計88頭を保護)

【福島県】

〇北里大学伊藤教授と日本原子力

研究機構(福島市)に被ばく測定

の協力要請【獣医師会】

〇秋田県獣医師会にて被災地講演

【獣医師会】

〇環境省 -県・県獣医師会会議
【救護本部】

〇避難指示解除準備区域、居住制

限区域、帰還困難区域に再編(大

熊村)

16日

20日

20l3年(平成25年)

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

16日

18日

23日

〇香川県議会山本議員が三春シェ

ルタ一視察【獣医師会】

〇東日本大震災動物救護委員会会

議【獣医師会】

〇環境省・県・県獣医師会会議

【救護本部】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

2日 〇警戒区域の双葉町で津波犠牲

者、避難先で亡くなった町民の追

悼式

24



22日

25日

〇避難指示解除準備区域、居住制

限区域、帰還困難区域に再編(葛

尾村)

〇避難指示解除準備区域、居住制

限区域、帰還困難区域に再編(富

岡町)

3日

9日

̃11日

14日

〇茨城県獣医師会講習会で現状報

告(つくば市)l獣医師会】

〇日本獣医師会年次大会にて震災

地シンポジウム(大阪)【獣医師会】

〇千村先生来県、三春シェルタ一視察

【獣医師会l

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日 〇滝川クリステル氏と震災地の今後

と動物の譲渡に関する電話会議

【獣医師会 l

〇どうぶつ家族の会にて福島の現状

報告【獣医師会】

〇北里大学伊藤教授らと内部被ばく

調査に関する打合せ【救護本部】

〇震災地応援セミナー【獣医師会】

〇三春シェルターに内部被ばく調査

機器導入【救護本部】

/l'l島第1ンェルター (1l11l野 u J)を閉 、f l 1
【 、11女護本部】

10日

11日

17日

26日

31日

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日 〇避難指示解除準備区域、居住制

限区域、帰還困難区域に再編(浪

江町)

4日

13日

〇どうぶっ家族の会からの診療車の

贈呈式【獣医師会】

〇三春シェルターの内部被ばく機器

の調整・稼働【救護本部】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

28日

5日

7日

〇香川県歯ART美術館関係者来

県、情報交換【獣医師会 l

〇新日本ヵレンダ一社長ら来県、情報

交換【獣医師会】

〇避難指示解除準備区域、帰還困難

区域に再編(双葉町)(※平成23年

4月に第一原発から20km圏内に設

定された警戒区域は全て解除)

lf 6月. 3

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

11日

17日

〇県警察による月命日の特別搜索

開始(H29年12月末現在も実施)

〇双業町が、役場機能を埼玉県加

須市からいわき市東田町に移し、

仮庁合「いわき事務所」で開所式

17日 〇環境省・県・県獣医師会会議

【救護本部】

犬 ・ 猫 用 ホ ー ルボディ力ウンタ ー

どうぶつ家族の会から寄贈された車両
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一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

10日

13日

28日

〇麻布大学にて被災地講演【獣医

師会】

〇山根前日本獣医師会会長ら来

県、情報交換【獣医師会】

〇どうぶつ家族の会によるチャリティー

セミナ一開催【獣医師会】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

8日

1目

2日

〇環境省との会議【救護本部】

〇三春シェルターにてシェルターメディ

スン講習会【獣医師会】

〇HISシンポジウムで現状報告

【獣医師会】

〇大阪府獣医師会・香川県獣医師

会役員来県、情報交換

【獣医師会】

〇避難指示解除準備区城、居住制

限区域に再編(川俣町)

24日

25日

'、._ 9月?

一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

8日

2日

8日

̃9日

27日

̃29日

30日

〇香川県、獣医師会長ら来県、三春

シェルタ一視察【獣医師会】

〇関東地区三学会にて震災講演

(伊香保)【獣医師会】

〇JBVP年次大会にて震災講演

【獣医師会】

〇救援本部と被災地3県での会議

【救護本部】

〇震災からの復興を目的の一つに掲

げる東京オリンピック(2020年)の

開催が決定

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

13日

̃14日

〇神奈川県獣医師会動物フェスティ

バルにて市民向け震災講演

【獣医師会】

1、,_ l l月?

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

29日 〇富岡町仮役場にて町村との会議

【獣医師会】

一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

5日 〇群馬県獣にて、日本獣医師会にお

ける災害関連の委員会立ち上げ

に関する会議【獣医師会】

〇環境省との会議【救護本部】

〇日本獣医師会本部にて災害部会

【獣医師会】

17日

25日

26



20l4年(平成26年)

■l!●

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

18日

27日

〇どうぶっ家族の会と情報交換

【獣医師会】

〇動物救援本部会議【救護本部】

一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

22日

19日 〇東京大学弥生講堂にて人と動

物の共生についての被災地講演

【獣医師会】

〇日獣年次大会にて被災地講演

(幕張)【獣医師会】

〇震災以降、通行止めになっていた

常磐自動車道「広野一常磐富岡

IC」(延長16.4km)が約3年ぶりに

再開通(※旧警戒区域内の自動

車道の通行可能は初)

22日

̃23日

'、._ 3月:

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

4日 〇全国知事会が、被災3県の復興を

支援するため、452人の応援職員

を派遣すると発表(うち本県への
派遣は151人)

9日 〇どうぶつ家族の会にて現状報告

【獣医師会】

〇災害医療研究会にて被災地講演

【獣医師会】

〇富岡町仮役場にて帰還困難区城

会議【獣医師会】

〇東日本大震災を応援する獣医師

の会によるチャリティーセミナー

【獣医師会】

16日

20日

23日

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日 〇田村市都路地区の避難指示解除

準備区域を解除

〇県が原子力災害に備えた初の広

域避難計画を公表

21日 〇動物救護本部会議【救護本部】

30日

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日 〇JR常磐線広野一竜田駅間運転

再開(避難区域内での鉄道再開

, は初)

10日

30日

〇環境省との会議【救護本部】

〇自然環境研究センターとの会議

【救護本部】
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一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

2日

3日

17日

〇東日本大震災動物救護委員会会

議【獣医師会】

〇日獣大にて災害獣医療研究会会

議【獣医師会】

〇どうぶつ家族の会との情報交換

【獣医師会】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

22日

23日

30日

〇県・県獣医師会会議【獣医師会】

〇山根前日本獣医師会会長来県、

情報交換【獣医師会 l

〇ぺット保護センターにおける被災者

への飼育場所提供を終了
【いわき市】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日 〇川内村の避難指示解除準備区域

を解除,居住制限区域を避難指

示解除準備区域に見直し

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

5日 〇東京電力は福島第一原発4号機

使用済核燃料プールの燃料取り

出し作業で、放射線量が高い使用

済み燃料1,331体全ての移送を完

了

28日 〇環境省 -県・県獣医師会会議
【救護本部】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

6日 〇常磐自動車道「浪江一南相馬IC」

(延長18.4km)と「相馬一山元IC」
(同23.3km)が開通、相双地方一

仙台市が直結

〇東京電力が第一原発4号機の使

用済核燃料プールから全ての燃

料の取り出しを完了

22日

20l5年(平成27年)

n

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

7日 〇県と大熊、双葉両町は、東京電力

との間に「福島第一原子力発電
所の廃炉等の実施に係る周辺地

域の安全確保協定」を締結

28



一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

24日 〇除染廃棄物を保管する中間貯蔵

施設をめぐり、知事が施設への廃
棄物搬入の受け入れを表明

8日 〇どうぶっ家族の会にて現状報告

【獣医師会】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日

13日

〇常磐自動車道「常磐富岡一浪江
IC」(延長14.3km)が開通し、全線

がつながる

〇中間貯蔵施設の保管場へのパイ
ロット輸送開始

6日 〇動物救援本部会議【救護本部】

1、. 4月]

一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

3日

21日

〇日本動物福祉協会との会議

【獣医師会】

〇山根前日本獣医師会会長来県、

情報交換【獣医師会】

[ 7月 ]

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

28日 〇東京電力が延期していた第一原

発1号機を覆う原子炉建屋カバー

の解体作業を開始

1日 〇動物救護本部会議【救護本部】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

2日

18日

〇東日本大震災復興を応援するチャリ

ティーセミナー (郡山市)【獣医師会】

〇環境副大臣及び伊澤町長らと

被災動物に関する協議(部山市)

【獣医師会】

〇副知事と三春シェルターに関する

協議【獣医師会】

26日

[ 9月〕

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

3日 〇国と東京電力は第一原発の汚染

水対策の「サプドレン計画」で 1 ̃ 4
号機建屋周辺の井戸から地下水

の汲み上げ作業を開始

4日 〇山根前日本獣医師会会長来県、

情報交換【獣医師会】
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'、. l0月:

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日 〇全町避難が続く富岡町は約4年

7ヶ月ぶりに町内で一部業務を再

開

〇東京電力が第一原発の汚染地下

水の流出を防ぐ海側遮水壁の完

成を発表

26日

'、. l l月:

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

13日 〇環境省との会議【救護本部】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

25日 〇県復興計画(第3次)策定 25日 〇福島第2ンエルター (三春町)を開鎖

【救言'11本部】

〇市ぺット保護センターを閉鎖(いわき

市救援本部)【いわき市】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

28日 〇福島県動物救認1本部から福島県

に通株三1fi.シェルターを寄階
【救護本部】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

4日

15日

〇北里大学伊藤教授と被ばくデータ

について等の協議【救護本部】

〇㈱コジマへ三春シェルタ一寄贈報告
【救護本部】

、._ 3月 ]

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

23日

28日

31日

〇富士通とシェルターの管理ソフトに

ついての協議【救護本部】

〇動物救護本部会議【救護本部】

〇いわき市動物救援本部を解散

【いわき市】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1目 〇福島県動物救護本部事務局を福

島県に移転【救護本部】
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一主な出来事等一

一数護本部構成員のあゆみ一

22目 〇JBVP本部にて石田代表に感謝

状贈呈【l獣医師会】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

10日 〇動物救護本部会議【救護本部】

'、._ l0月]

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

11日 〇北里大学伊藤教授来県、被ばく

データについての協議

【救護本部】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

8日 〇東京都獣医師会練馬支部来県、

被災関連の会議【救護本部】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

9日 〇南相馬市にて被災ぺット慰霊式を

開催(参集者:救護本部員、相双

地域の被災市町村動物愛護担当

者)

【救護本部及び福島県l1l順師会】

県獸医師会長あいさつ

慰重式講演会(山根義久先生

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

28日 〇東日本大震災復興を応援する獣

医師の会によるチャリティーセミナー

(福島市)【獣医師会】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

1日 〇福島県動物救護本部から寄贈さ

れた施設(通称三春シェルター )を

改修し、福島県動物愛護センターと

して開所【福島県】
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一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

19日 ・:「' 111 ,1ll,l・11、1 人 l: l 1 1 11、と「,,11-l1 1に t・け
1ol 1?,、f ,1リ:1 1ツ1 ( 、 ノ l、)1、」 11 lにl 1-1する
l 1,1 ;1 」 i,:, l , ,'1
【l・11、l''、ll f'1,r 1lf 1「l, l l r 1山市いオ 11 l li】

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

27日 〇どうぶつ家族の会によるチャリティー

セミナー【獣医師会】

1l

一主な出来事等一

一救護本部構成員のあゆみ一

24日 〇救護本部長(福島県獣医師会長)

が福島県から感謝状を授与される

【救護本部】

〇福島県動物愛護センターの愛称

「ハピまるふくしま」を発表

【福島県】

災害協定締結

「ハビまるふくしま」 に決定

感謝状授領



福島県動物救護本部の設置とその活動





福島県動物救護本部の設置とその活動

( 1 )  福島県動物救護本部の構成と事務局

福島県動物救護本部は、福島県、那山市、いわき市、公益社団法人福島県獣医師会、福島県

動物愛護ボランティア会の5団体で構成されており、 平成23年4月15日に設置されました。

事務局は、平成24年5月末までは、福島県食品生活衛生課に置かれていましたが、 平成24

年6月1日から、公益社団法人福島県獣医師会に移り、 その後、再び平成28年4月1日から

現在にいたるまで、 福島県食品生活衛生課が事務局を担つています。

【福島県動物救護本部と 関係機関との関係図】

( 2 )  福島県動物救護本部の活動

① 被災ぺット救護施設(シェルター ) の設置

県救護本部は、 被災ぺットの救護施設として県内2箇所に臨時シェルターを設置し、 警

戒区域から保護した大や猫の収容体制を整備しました。 1つは平成23年4月27日に福

島市飯野町に開設された福島第1シェルター (通称:飯野シェルタ ー ) で 、 も う 1 つは同

年9月14日(10月1日から本格稼働)に田村部三春町に開設された福島第2シェルター

(通称:三春シェルタ ー )です。福島第2シェルタ ーの新設にあたっては、犬舎、猫舎と

も個別収容とし、 犬猫それぞれの習性や衛生管理、 逸走防止等に配慮した設計となるよう

工夫しました。

また、保護活動の実施に伴い、 シェルターの収容頭数が増加していたことから、平成

24年度環境省事業により、 福島第2シェルターの敷地内に、 犬猫200頭程度が収容可能

なシェルタ ーが增設されました。
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② 被災ぺット救護施設 (シェルタ ー ) の管理 ・運営

各シェルターの人員は、 物資の調達やスタッフの管理を行う事務管理担当と、 犬チーム

(チーフ 、スタ ッフ ) 、猫チーム ( チーフ、スタッフ)のスタッフ及び動物の健康管理を行

う専属獣医師1名で構成され、犬チームは給餌、 給水、清掃、散歩等の犬の飼養管理を、

猫チームは給餌、給水、清掃等、描の飼養管理を行いました。

シェルタ ーの設置にかかる費用は、 緊急災害時動物救援本部 (現在は一般財団法人ぺッ

ト災害対策推進協会) から配布された義援金から支出され、 人件費や光熱水費、 飼養管理

費、 物品購入経費等の運営経費については、 これに加え県救護本部に集まった義援金及び

福島県緊急雇用創出事業による委託 (福島第2シェルタ ーに增設したシェルタ ーについて

は主に環境省予算により運営) によりまかなっていました。  また、必要な物資については、

緊急災害時動物救援本部からの救援物資、個人 ・ 企業等からの救援物資のほか、義援金か

ら購入しました。

③ 支援物資 ・ 義援金の管理、活用

a .物資について

動物救護活動に必要な物資にっいては、 福島県が災害時に備えてストックしていた物資

を活用したほか、緊急災害時動物救援本部よりフー ド等の支援を受け、ケージについては、

緊急災害時動物救援本部及び環境省からの提供を受けました。

救援物資の中でも特にゴミ袋、フー ド 、 ケージ、描砂、その他消耗品が役に立ちました

が、 また同時にこれらは不足している状況でもありました。他にも医薬品、新聞紙が不足

していましたが、その一方で犬の服は要望に沿わず、また、高齢大、小型犬用などのフー

ドの要望に対し、対応できないこともありました。

物資の補充にっいては、 必要なものが必要なときに補充されず、 間題が解決した後に補

充されるという問題点もありました。

b . 資金にっいて

動物救護活動に必要な資金は、 義援金の募集、 緊急災害時動物救援本部 (現在は一般財

団法人ぺット災害対策推進協会) からの義援金の配布により確保しました。 義援金の募集

はインターネッ ト 、ポスター ・チラシの活用、知人 ・ ボ ラ ンテ ィ ア等への依頼のほか、募
金用アイテムの作成や、 缶バッジの作成販売等を通じて行いました。 集まった義援金の総

額は、平成30年3月末現在、475,992,988円(緊急災害時動物救援本部(現在は一般財

団法人ぺット災害対策推進協会) から配布された義援金9,366万円を含む) となっていま

す。 これらの義援金は、 シェルターの設置、 運営管理等に活用されました。 義援金の総額

及び支出の内訳はホームページで公表しています。

④ 被災ぺット救護施設(シェルタ ー ) の閉鎖

被災ぺットは処分しないという方針から、 保護されたぺットはシェルタ ーでその飼養管

理を行つていましたが、 全ての被災ぺットが元の飼い主に返還又は新しい飼い主に譲渡さ

れたため、平成25年3月末をもって福島第1シェルタ ー (通称:飯野シェルタ ー ) が 、

平成27年12月末をもって福島第2シェルタ ー (通称:三春シェルタ ー ) が閉鎖しました。

⑤ 被災ぺット救護施設(三春シェルター ) の寄贈
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福島第2シェルター (通称:三春シェルター ) は、 その役日を終えて閉鎖しましたが、

今後は、 動物愛護の拠点として有効に活用されるよう、平成28年1月28日に福島県に

寄贈しました。現在では、福島県動物愛護センタ ー (愛称: 「ハピまるふくしま」) と し て
福島県の動物愛護活動の中心となる役割を担つています。
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福島県動物救護本部構成メ ンバーの活動





1 はじめに

平成23年3月  11 日 14時46分18秒、 宮城県牡鹿半島の東南東沖130kmの海底を震源と

した東北地方太平洋沖地震 (後に東日本大震災) が発生した。 この地震と津波により被害を受

けた東京電力福島第一原子力発電所(以下 「第一原発」)は、全電源を喪失して原子炉を冷却

することができなくなり、 大量の放射性物質の放出を伴う重大な原子力事故に発展していく。

これを受け、 短時間で第一原発から半径3km圈内、 10km圏内、 20km圏内と避難指示区域

が拡大する中、住民は十分な準備もできないまま避難し、結果としてぺットも置いて来ざるを

得ない状況となった。 さらに、  同年4月22日には、第一原発から半径20km圈内の区域が警

戒区域に設定され、 この区域から持ち出せる物にっいても制限が課せられることとなり、 食品

や家畜等の生物にっいては、 その持ち出しが禁止された。 このため、 警戒区域内に取り残され

たぺットの救出を求める世論が高まり、 ぺットの持ち出しにっいては、環境省と福島県がその

対策を担うこととなった。

【めまくるしく変る状況】
3月11日

3月12日

3月14日

3月15日

3月17日

3月18日

3月24日
3月25日

3月26日
4月11日
4月22日

14:46 東日本大震災発生M9.0̃大津波襲来
19:03 原子力非常事態宣言

15:36 第一原発1号機水素爆発

18:25 半径20km以内の住民に避難指示

第一原発3号機水素爆発
11:01 (付近線量400ミリシーベルト)

第一原発2号機内で爆発
6:10 (付近線量30ミリシーベルト)

第一原発4号機内で火災及び爆発
6:14 (付近線量400ミリシーベルト)

原発正門前線量11.93ミリシーベルト
11:00 半径20̃30km圈内13万6千人に屋内退避指示
第一原発上空90mで87.7ミリシーベルト

第一原発3号機付近で150ミリシーベルト

作業員3人被爆→170̃1 8 0 ミリシーベルトの被爆

半径20̃30kmの住民に自主避難指示

第一原発2号機建屋水面線量で1シーベルト

計画的避難区域及び緊急時避難準備区域の設定

警戒区域設定(半径20km圈内)

【津波被害の状況】

2 福島県 (中核市を除く) におけるぺットの被災概況

束日本大震災に伴う津波及び原発災害により、 住民避難を余儀なくされた旧警戒区域 (南相

馬市、栖葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村及び'田村市)を抱える九つ

の市町村における震災前の犬の登録頭数は、 約5,800頭とされているが、 このうち約2,500頭

が津波災害等により死亡したものと見られている。

また、 平成27年8月までに、 放浪 ・ 負傷した状態で行政が警戒区域から保護した犬は463

頭、 描は545頭。飼い主と避難した大は約1,470頭、猫は約200頭と推測されている。 なお、

猫については、 震災以前の飼育頭数や被災の状況は分かっていない。
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3 緊急災害時における 「福島県」 の動物保護の準備体制と実態
福島県では、 平成16年に発生した新潟県中越地震を踏まえ、 県内で災害が起こった場合に

備えて、 「災害時における動物(ぺット)の救護対策マニュアル(以下 「マニュアル」)」 を平

成19年5月15日に策定し、災害時における対応方針や平常時の対策等を定めていた。 また、

このマニュアルに基づき、被災ぺットの保護や被災飼い主を支援するために必要なケー ジ、ぺッ

ト フー ド、 動物用医薬品等の緊急保護器材等を福島県内の各保健福祉事務所に分散して備蓄し

ており、 災害発生時には、 被災地以外の保健福祉事務所から被災地にこれらの物資を搬送する

ことになっていた。一方、被災地におけるぺット動物の保護については、現地に 「ぺット動物

救護対策班」 や 「保護収容施設」 を設置し、被災ぺットの健康及び安全の保持を図るとともに
被災飼い主等の安心を確保することとなっていた。

しかしながら、  今般の大震災においては、 原発災害という未曾有の災害を伴うこととなった

ために、想定もし得ない事態が生じることとなった。 その一つは、原発災害に伴い広範囲にわ

たる地域の住民が福島県外または第一原発から離れた県内の他の市町村に分散避難し、 当該災

害地域は無人となったこと。 も う 一つは、 多くの被災ぺットが取り残されている第一原発から

半径20kmの地域が 「原子力災害対策特別措置法」 に基づき避難を指示され立入が規制された

ことである。  (後に警戒区域に設定される)

このため、 マニュアルで想定していた被災地に限局した支援活動を県下全域に広げ、 また、

相双地域(相馬郡 ・ 双葉郡)における原子力災害の再発の不安を抱えながら、さらに、当該地

域の保護動物を収容するための 「地区犬 ・ ねこ保護管理センター」 が津波で損壊してしまった
事実を踏まえて、 緊急にマニュアルを書き換えざるを得なかった。

従来のフロー 改正のフロー
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4 被災動物の保護の状況

東日本大震災に伴う津波災害及び原発災害により被害を受けた地域の多くは、 相双地域に集

中していた。 このため、 従来のマニュアルでは、 この地域に設置された避難所に同行避難した

ぺット動物及び被災飼い主に対する支援とこの地域の放置ぺットの保護対策が中心となるはず

であった。 しかしながら、 今般の災害では、 原発災害の影響から広範囲の被災地が無人化し、

被災者は県内各地の避難所に分散避難したことや保護すべき地域への立入が規制されたことに
より、発災当時の対策は、改正フローに基づき県内約300 力所(平成23年3月14日現在の

推定数) に分散避難した被災飼い主等に対する支援と第一原発から半径30km圈内の屋内退避

指示区域等における放置ぺッ トの保護に終始した。

( 1 )  初期対応

ア 被災飼い主等に対する支援の実施

福島県内の各保健福祉事務所では、 職員による避難所支援に合わせて、 改正フローに基

づき同行避難した被災ぺットに関する情報の収集を行うとともに、 緊急災害に備えて各公

所に備蓄していた餌等の物資の支援を行つていた。

<備蓄品リスト (H18 . 1 2.8から整備開始 ) >

品 名 数 量
ド ッグフー ド 500kg
キ ャ ッ ト フー ド 125kg
ケー ジ 50個(大25,小25)
餌入れ 50個

首輪 50本
係留用チェー ン 50本
動物保護用麻酔薬 セ ラ ク タ ール500m1,ドミ ト ール150ml,アンチセダン150ml

消毒用水槽 5槽
ぺ ッ ト サー ク ル 10個
飼養施設消毒薬 50kg
手指消毒薬 5L

イ 第一原発から半径30km圏内 (屋内退避指示区域) の被災ぺットの保護

第一原発から半径20km圈内の地域が避難を指示され立入が規制されたため、 当初この

地域を管轄する福島県相双保健福祉事務所は、 半径30km圈内に放置された被災ぺットの

保護を中心に行つていた。 当時、 相双保健福祉事務所には、 緊急時迅速放射能影響予測

ネ ッ ト ワークシステム 「SPEED I (スピーディ )」 の情報は入つていなかったと聞いてい

る。このような不安な状況の中、動物保護を担当する職員は、全身を防護服に包み、マス

クと線量計を着けて毎日風向きを調べながら野外での作業を行つていたと言う。 また、 災

害の影響によりぺット動物保護車両の燃料確保が非常に困難だったことも保護活動には大

きなブレーキとなっていた。加えて保護動物を収容するための 「地区犬 ・ ねこ保護管理セ

ンター」 が、津波で損壊したことも保護の拠点整備に大きな影響を与える結果となった。 発

災直後、 原発災害の再発を懸念した相双保健福祉事務所は、 事務所のある南相馬市に被災

ぺットを収容するための仮設施設の設置を断念する。このため、当地域で保護した被災ペッ

トは、 改正フローに基づき相双保健福祉事務所の車庫等で一時的に管理された後、 福島県
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内の他の保健福祉事務所が管理する 「地区犬 ・ ねこ保護管理センタ ー」 に移され、 それら

を管理する保健福祉事務所のホームページ上で情報公開することにより被災飼い主に対す

る精神的な支援を併せて行つていた。 ホームページ上での情報公開は、 被災飼い主等の避

難の状況に配慮し概ね1ヶ月間とした。 その間に飼い主等からの意思表示がなかった被災

ぺットについては、 全て譲渡する方針で活動は進められた。

ウ福島県動物救護本部の設置

発災以降、 本庁及び平常時に動物保護業務を担当している各保健福祉事務所の職員は、

避難所支援や緊急被ばくスクリ ーニング (以下 「ス ク リ ーニング」)の業務に追われた。

特に当初は、 県内の各保健福祉事務所には多くの被災者がスクリ ーニングを受けるために

訪れた。 このような状況の中、 何とか被災ぺット対策を推し進めるために、福島県は本庁

の動物愛護担当課 (食品生活衛生課) が被災ぺット保護の実務を含む対策全般を担つた。

また、 相双地区等で保護された被災ぺットの管理や被災飼い主等への支援を行うために、
福島県獣医師会等と連携しながら 「福島県動物救護本部 (以下 「救護本部」)」 を設置し、

事務局を食品生活衛生課内に置いた。 設置以降、 食品生活衛生課の動物担当は、 本庁業務

と救護本部業務の二足のわらじを履くことになる。事務局がまず第一に取り組んだ対策は、

被災ぺットの保護に係る資金の調達と保護収容施設の設置であった。 この二つの取り組み

は、全くゼロからのスタ ー トであったため、困難を期したことは言うまでもない。その後、

収容施設の設置に伴い搬送されてくる被災ぺットの飼養管理に当たる人材の確保やボラン

ティアの募集を行うが、 資金面と放射性物質問題という風評から、 これもまた難航する。

今から18年前に発生した阪神淡路大震災時のボランティア数と比較してみるとその差は

歴然としている。 阪神淡路の際の動物救護ボランティアの延べ人数は約2万2千人である

のに対し、福島のそれは、平成24年5月31日の時点で、ボランティア登録者数約720

人と阪神淡路の1/30である。いかに、風評が恐ろしいものであるかを強く思い知らされ

る現実であった。 また、 資金面でも困窮していたため、 少ない人数で運営していた救護本

部事務局や同本部雇用職員の精神的 ・肉体的負担は計り知れないものであった。

エ 被災ぺット収容施設の確保

発災当初、相双地区から保護された被災ぺットは、当地区以外の福島県内の4箇所の 「地

区犬・ねこ保護管理センター (以下 「地区センタ ー」)」 に分散して管理していた。 これは、

多くの被害を受けた相双地区は、津波によりこの地区センターを失つたためである。 しか

し、 今後保護されてくる被災ぺットを収容していくためには、 各保健福祉事務所が通常の

動物保護業務で使用している地区センターの空きスペースでは、 その収容能力を遙かに超

えてしまうことが予想されたため、  喫緊に被災ぺット専用の収容施設を確保する必要が

あった。

福島県は、前述したように新潟中越地震を踏まえ、平成17年には、災害発生時に被災

ぺットを保護収容するための緊急応急施設として、 県内にある廃校を使用する計画でリス

ト化していた。 しかし、 地域全域が避難するという想定外の災害は、 この計画の実施が困
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難なほどの避難所数を必要と した。 また、 他の県有施設においても 100頭規模で避難し

てくる被災ぺットの数に不安の色は隠せず、 合意が得られない施設がほとんどであった。

このような中、  宅建業者を通じて数年間使われていない貸倉庫が見つかる。 福島県は、 福

島市飯野町の工業団地内にあるこの貸倉庫を緊急応急的な収容施設として使用することを

決め、被災ぺッ ト収容のための準備を進めた。貸倉庫に災害対応に向けて準備していたケ ー

ジ、 餌、 動物用医薬品等や全国からの支援物資を運び入れ、 この施設が稼働したのは平成

23年4月27日であった。当時、食品生活衛生課内の本部事務局は、被災ぺット保護のた

めの運営資金に困窮していたため、 この倉庫の警備を委託することができず、 夜間は無人

となることから、いたずら等を避けるためにこの施設の公表を差し控えていた。 このため、

ネット上では虐待しているなどの言非謗中傷も多く、 電話対応にも苦慮した。

〔 写真1 貸倉庫の外観、 写真2  :貸倉庫の内部及び既存の大型エアコン、1
写真3:平成23年4月25日時点の整備状況 J

( 2 )  警戒区域設定以降の対応

ア調査保護の実施

避難指示による区域への立入規制以降、 食品生活衛生課には連日、 第一原発から半径
20km圏内に取り残された被災ぺッ トの保護についての批難や馬声を浴びせる電話が殺到

した。 法の規制の前に為す術が無く苦しい日々が続く中、 平成23年4月22日には避難

指示区域が 「警戒区域」 に見直され、規制はさらに強化された。批難の電話はさらに激し
さを増し、ネット上での書き込みはそれを助長した。

福島県は、 刻一刻と時間が経過する中、 警戒区域内に取り残された被災ぺットを救出す

る方法を検討した。 その結果、原子力災害対策特別措置法第26条に定める 「緊急事態応

急対策」 に掲げられている一つの事項に着目する。 それは、 「原子力災害を受けた地域に
おける社会秩序の維持」 という事項である。 具体的には、 放置された犬等に起因した警戒

区域内での狂犬病の蔓延を未然に防止するため、 職員が当区域内に入り、 実態を調査する

とともに放置犬等の保護を行うことにより、社会秩序の維持を図るというものである。福

島県は、本計画を 「原子力災害現地対策本部(以下、 「オフサイトセンタ ー」)」 と協議し、

平成23年4月28日から同年5月2日までの5日間の立入調査の承認を受け、警戒区域

内における被災ぺットの現状調査を実施し、 実態の把握とともに犬27頭、 猫2頭の保護

を行つた。

この実績を踏まえ、 平成23年5月6日付けで環境省自然環境局長から福島県副知事に
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対して、 「福島第一原子力発電所20km圏内の犬 ・ 描の扱いについては、 国としても取り

組まねばならない課題であるが、 現地を熟知し実行力のある福島県を軸として対応をお願

いする」 との要請を受け、福島県はこれを受諾し、 以降被災ぺットの保護は本格的に進ん
でいく。

表1  調査保護の結果

実施結果 備 考

実施日 発見頭数 捕獲頭数
放射線量

3,500̃3,600cpm

400̃900cpm

5,000̃71,000cpm

5,000̃9,000cpm

5 0 0 ̃ 4,000cpm

保護頭数

ねこ
人員

9

実施市町村

南相馬市、葛尾村

犬 犬

54月28日 11 1

4月29日 1 4

1 4

2 6

5

4

10

8

8
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写真4  調査保護の状況 写真5 調査保護の状況

イ 住民の一時立入に連動した保護の実施

福島県と環境省は、日增しに衰弱していく被災ぺットをより安全に、ストレスを与えず

効率良く保護するための方法を検討し、被災飼い主等による保護という考えを導き出した。

しかし、 一時立入で被災者が持ち出せる物には制限があり、 ぺットは持ち出しが禁止され

ていたため、 幾度となく、  この住民の一時立入に連動した保護の方法についてオフサイト

センタ ーと協議を重ね、 動物保護を担当する行政庁 (福島県及び環境省) が、  責任を持つ

て持ち出しする被災ぺットのスクリ ーニングを行うことや高い放射線量が検出された場合

の除染を確実に行うという条件で、当該オぺレーションは認められることとなった。この

オぺレーション導入のため、 環境省は、 動物愛護管理室の職員を福島県庁内にあるオフサ

イ ト セ ン タ ーに派遣する。連日、オフサイトセンタ ーからの一時立入の情報を持ち寄り、

救出方法や必要な人員の確保についての検討が重ねられ、 平成23年5月10日から住民

の一時立入一巡目に連動した保護がスター トする。

このオぺレ ーションは、  被災住民が貴重品等を持ち帰るために一時的に帰還する際に、

自身のぺットも保護し、 けい留またはキャリ ーバックに入れて自宅前に置いたものを順次
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福島県の保護車両が保護していく と い う  ものである。 当時、 被災住民が警戒区域に入るた

めの集合場所となる中継基地は、 福島県内に4箇所設置されていた。 この中継基地では、

警戒区域に入る際の防護服の準備や説明が行われた。その他、ぺット保護の受付、保護に

必要な首輪やリ ー ド 、 キ ャ リ ーバック等の貸し出しが行われた。ぺット保護班は、ここで

受け付けられた被災者の住所を地図上に落とし、 被災者が乗り込んだ帰還バスの運行と合

わせて、 地図上の住所地を一車fずっ巡回し被災ぺットの保護を行つた。 中には死亡してい

るぺットもいたため、ぺット班は、奧歯をロ歯みしめながら消毒を行い、飼い主に持ち出せ

ないことを説明した。  このような作業を同年8月26日までの一時立入一巡目期間中繰り

返す。この間の福島県職員動員数は延べ387名で、中には連続して入域する者もいた。当初、

20人乗りの帰還バスは約20台であったが、 一日当たりの立入者数は日增しに増え、 夏頃

には一日50台となっていた。 防護服を着用しての保護作業は、 連日、 早朝から夕刻まで

続いたことに加え、他の被災関連業務等も兼ねていた福島県職員は疲労困憊しきっていた。

このため、 環境省を通じ全国の自治体に応援を要請。 大震災の経験のある兵庫県を始め、

東京都など11都県72名が被災地に入り、延べ145日間にわたり被災ぺットを保護する

ための作業に従事した。 この他、 緊急災害時動物救援本部からも相当数の動員があり、 こ

のオぺレーションは、犬300頭、猫191頭という数多くの被災ぺットを保護し無事終了

する。

一方、保護した被災ぺットは、ほとんどの被災飼い主が引き取れる現況にないことから、

食品生活衛生課内に事務局を置く福島県動物救護本部が管理する動物収容施設において管

理することとなった。福島市飯野町に設置したこの収容施設には、 ピー ク時には320頭

近い被災ぺットが所狭しと置かれていた。 救護本部は、 当時運営資金面で困窮していたた

め、この多くの被災ぺットを少人数の雇用職員で管理していかざるを得なかった。雇用職

員や福島県獣医師会各支部の献身的な管理に加え、 県職員の動員による飼養管理などでき

る限りの手は尽くしたが、 それに反してネット上では虐待などの言非謗中傷の書き込みが氾

濫していく。  このような中、被災ぺットの保護活動を報じるメディアの効果により、被災

ぺット支援のために集まり始めたボランティアや束北の被災地を巡回しながら各地で支援

をしてきた大手ぺット業者からの長期に直る大規模な支援を得て、 危機的な状況は回避し

ていく。
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写真6:警戒区域の検間

写真7:一時立入に連動した保護

写真8: '
写真9:ボランティアによる管理支援

写真10:ボランティアによる散歩

ウ長期対応に向けた施設の準備

ほとんどの被災飼い主がすぐに自身のぺットを引き取れる現状になかったことから、 福

島市飯野町に設置された被災ぺッ ト収容施設は警戒区域から保護された犬や猫で埋め尽く

された。 加えて警戒区域の再編や住民帰還の見通しが立たない状況から、 長期的な飼養管

理になることが容易に予想されたため、福島県及び救護本部事務局は、 被災ぺットの健康

及び安全を保持するために第2の収容施設の設置を検討した。 候補地には中継基地から離

れていない県有地が選ばれた。 設置に先立ち、 平成23年6月に周辺の区長を集めた会議

を開催するが、 放射性物質に対する不安から、 外部被ばくの可能性のある被災ぺットを当

該地区に受け入れることには同意が得られず、 県有地への設置は断念する。 新たな候補地
が見つかったのは、 その1ヶ月後の7月であった。利用することが決まった三春町の空き

店舗は、パチンコ店の後ぺットショツプとして使われていた物件で、広さや防音効果の面

からも適していた。 何より周辺住民から合意が得られたことが一番の決定要因であった。

福島県、 救護本部及び'環境省は、 福島市飯野町に設置した緊急応急的な収容施設での飼

育環境を踏まえ、今後、長期にわたり被災ぺットを管理していくために必要な要件等につ

いて、緊急災害時動物救援本部の専門家の意見を取り入れ、動物のQOL(クオリティ・オブ・

ライフ=生活の質) の向上を図るために個室管理型の施設を設計し、 同年10月から稼働

させた。

エ 一斉保護等の実施

一時立入 (一巡目) に連動した保護以降、 被災飼い主等からの保護依頼は月を追う毎に

減つていった。 しかし、 まだ残つているとの日撃情報等を基に他の自治体職員や環境省が

委託した法人と協働しながら、 複数回にわたり一斉保護は続けられた。 方法も警戒区域を

全般的に行うロー ラ 一保護から、 未だその消息が判明しない飼い主等に対する保護の継続
意向調査に基づく地域検索や野生動物の生息調査の手法を導入して作成した生息マップに

基づく誘因餌による保護へと変更するなど、 その時点で最も効果的と考えられる対策が執
られた。 その他、 相双保健福祉事務所による定期的な保護活動も行われた。

【平成23年度の一斉保護】

平成23年8月31日̃10月23日までの間、 生息調査を兼ねながら、 福島県と警戒区域を

抱える市町村職員が立入りを行い、南相馬市、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江

町及び田村市の7市町から犬16頭、 描15頭を保護している。
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・平成23年10月24日̃11月18日までの間、 福島県を中心に他の自治体と連携しなが

ら保護活動を行い、南相馬市、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町及び

葛尾村の8市町村から犬42頭、 猫20頭を保護している。 この期間中、 13の自治体か

ら延べ129名が派遣されている。

平成24年3月1日̃3月19日までの間、福島県、環境省委託法人及び他の自治体が保

護活動を行い、南相馬市、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町及び、浪江町の6市町から犬

13頭、 猫93頭を保護している。 この期間中には、 12の自治体から28名が派遺されて

いる。

【平成24年度の一斉保護】

平成24年度の一斉保護活動は、平成24年9月7日̃10月2日までの間と平成24年

12月3日̃12月21日までの間に実施した。実施に先立ち、同年8月には、これまで

行政にぺットの保護を依頼していたものの、未だ自らのぺットの安否が不明な飼い主

1,023名に対して、 保護の継続にっいての意向調査を行つた。 その結果、 330名から継

続の要望を受けたことから、こうした飼い主から保護依頼のあった場所や生息調査で犬、

猫が目撃された場所を中心に一斉保護を行い、 富岡町、 大熊町、 双葉町及び浪江町の4

町から犬4頭、 猫216頭を保護している。

なお、警戒区域内から保護したぺットにっいては、全てスクリ ーニングを行つている

が、 これまで、 全身除染の対象となる10万cpmを上回つていた個体は1頭も確認され

ていない。

【平成24年度の一斉保護以降】

平成24年度に入つてからも、 福島県と環境省は、 被災住民等からの依頼や日撃情報等

に基づき一斉保護を実施してきた。 しかしながら、  24年9月の一斉保護以降は、 収容

される犬や猫が若齢であったり、 野生動物の錯誤捕獲が多いなど、 結果として被災飼い

主の求めに応えることができていない状況であった。このため、24年の一斉保護以降は、

保護活動の内容を見直し、 住民帰還のために必要な被害の防止を日的とした保護を避難

指示解除準備区域や居住制限区域等を管轄する市町村と連携しながら、 対象区域を管轄

する保健福祉事務所が中心となって実施した。

【定期立入による保護】

調査保護、 一時立入に連動した保護及び一斉保護とは別に、 相双保健福祉事務所が中心

となって、定期的に保護活動を行い平成27年8月までの間に、南相馬市、楢葉町、富岡町、

川内村、 大熊町、 双葉町、浪江町及び葛尾村の8市町村から犬61頭、 猫8頭を保護し

ている。

オ 民間団体と連携した保護の実施

行政による警戒区域内における被災ぺットの保護が進む一方、 平成23年の暮れが近づ

いてくると、  未だ保護されていない個体が東北の冬を無事に乗り切ることができるのかと

いう投書や保護のために警戒区域への立入許可を求める請願が食品生活衛生課に届くよう
になった。 当時、 民間が警戒区域に入るためには、 住民の一時立入もしくは公益立入の方
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法しかなく、  立入の許可は、 区域を抱える市町村とオフサイ トセンタ ーにおいて行われて

いた。 また、 公益立入についても非常に限定された条件で行われており、 動物の保護を目

的とした立入は認められていなかった。これは、立入に伴う危険性のみならず、区域内の

治安維持等の観点から執られていた対策であったが、 同時に無断で立入り、 区域内の管理

に支障をきたす事例も発生していた。 中には、起訴される事例も少なくない状況であった。

食品生活衛生課への立入許可の請願が激化していく中、 福島県と環境省は、 オフサイ ト
センタ ー と動物保護を目的とした民間の立入について協議の場を持つ。 その結果、 警戒区

域内での治安の維持や被災住民の不安への配慮を最重点とした立入基準を動物保護を担当
する行政庁(福島県及び環境省) が作成し、 それを遵守することを誓約できる者について

のみ限定的に入域が認められることとなった。 このため、福島県と環境省において検討を

重ね、 警戒区域を抱える市町村及びオフサイトセンタ ー と協議の上、 「民間団体による警

戒区域内の被災ぺットの保護に関するガイドライン」 が完成し、平成23年12月5日か

ら同月27日までの間のオぺレーションが実施される。

これにより、  16の団体が警戒区域を抱える市町村から立入の許可を得て保護活動を行

い、犬34頭、描298頭が保護されている。また、ガイドライン期間中は、福島県が主体

となり、環境省及び東京電力株式会社の協力も得ながら、 ガイドラインに基づく立入ポイ

ントでの確認や区域内の巡視が行われた。残念なことに複数の団体が遵守事項に違反した

ことが分かり、 それ以降民間団体の立入は実施されていない。

5 被災ぺット保護の収束

平成23年5月6日付け環境省自然環境局長要請に基づき、 住民の一時立入に伴う保護や一

斉保護等を実施し、 1,008頭に及ぶ犬及び描を保護収容してきたが、 その大部分は、 平成24

年12月までに実施した保護活動によるものであった。

その後も、 相双保健福祉事務所に寄せられた被災犬及び描の日撃情報を基に保護を続けてき

たが、 平成27年8月以降は、 被災飼い主等から福島第一原子力発電所から20km圏内の犬及

び猫の保護要請もなく、 また、 平成25年度及び平成26年度に環境省が実施した旧警戒区域に

おける犬描の生息状況調査の結果からも、 当該区域に取り残された犬及び猫はいないと考えら

れることから、  20km圈内に取り残された犬及び猫の保護については収束と捉え、 平成28年3

月17日付けで福島県知事から環境省自然環境局長あてに被災大 ・猫保護収束の報告を行つた。

6 保護された被災ぺットの状況

発災以降、 平成27年8月までの間に、 福島県が放浪または負傷した状態で警戒区域から保

護した被災ぺットの数は、犬463頭、猫545頭の1,008頭である。これらの被災ぺットの多くは、

保護以降、 被災飼い主等が自身で飼える状況にないことから、 福島県動物救護本部が管理する

県内2箇所の収容施設で飼養管理されていた。

その一方で、当本部のホームページ等による飼い主への保護情報の提供や譲渡への呼びかけ、
または収容施設の支援で来県されたボランティア等の協力により、平成27年12月までの間

に、328頭 (犬162頭、猫166頭) が飼い主の元へ戻り、  また、608頭 (犬290頭、描318頭)
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が新たな飼い主の元で生活を始めることとなった。 これにより、 緊急応急的に設置した2箇所

の収容施設は、 4年9か月にも及んだその役割を終え27年12月末日に閉所した。

7 東日本大震災を踏まえた見直し

福島県は、 この災害の教訓を踏まえ、 地域防災計画の見直しを行い、 同行避難に必要な避難

所等におけるぺット対策 (ぺット等の保管施設の設置・ケージ等の支援) に関する記載や地方

獣医師会との連携、 被災ぺット救助ボランティアの位置づけ等に関する記載を追加した。加え

て、避難の順位では、傷病者、高齢者、幼児等と並列にぺットを位置づけるなどの修正を行い、

平成24年12月3日に内閣総理大臣に報告している。

8 被災動物収容施設の新たな活用

三春町に設置された被災動物収容施設 (通称:三春シェルタ ー ) において管理されていた被

災大 ・描の全てが、 平成27年12月未日までに返還または新しい飼い主に譲渡されたことに

伴いその役割を終了した当該施設にっいては、平成28年1月28日に、これを管理していた

福島県動物救護本部から福島県に寄贈された。

福島県は寄贈された施設の改修を行い、 県の動物愛護を推進するための拠点施設である 「福

島県動物愛護センター」 として、平成29年4月1日に開所した。

附表

◆保護活動が進むまでの道のり

年月目 ぺッ トの避難 ・ 救護に係る対応状況

平成23年
3月11日

地震発生

3月12日̃
4月22日

・ 福島第一及び第二原子力発電所が設置されている双葉郡を管車書する
相双保健福祉事務所では、 3月31日までの間に23件の犬の保護依頼
があったため、 屋内退避指示区域 (福島第一原子力発電所から半径
20̃30km) 内、 外に放、浪している犬の保護活動を実施。
・ 4月25日までの保護頭数は大52頭。 なお、 4月25日以降も住民から
の保護依頼や目撃情報に基づき、 相双保健福祉事務所における20̃
30km圈内、 外の保護は続けられている。
・ 相双地区以外の各保健福祉事務所では、 職員による避難所支援に合
わせて、同行避難した動物に関する情報の収集を行うとともに、緊
急災害に備えて備蓄していた餌等の支援を実施。

3月14日 必要な物資リストを作成。 (食品生活衛生課)
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3月17日

3月18日

緊急災害時動物救援本部に対し、餌の支援を要請。 (食品生活衛生課)

各保健福祉事務所に対して、 震災被災者からの犬 ・ 描の無料引取り及
び引取つた犬・猫の積極的な譲渡にっいて指示。 (食品生活衛生課)

3月23日 震災に伴う被災ぺッ ト対策に係る調整会議を実施。 (食品生活衛生課)
参集者:福島県、社団法人福島県獣医師会、公益社団法人日本動物福祉
協会

3月25日 ・ 各保健福祉事務所における統一的な被災ぺッ ト対応及び被災ぺッ ト
の分散収容にっいて指示。 (食品生活衛生課)
併せてホームページによる動物保護情報を公開
・ 3月23日に緊急災害時動物救援本部から支援を受けた餌をもとに、
各保健福祉事務所に備蓄してある餌の残量に合わせた補充を指示。
(食品生活衛生課)

3月28日 環境省自然環境局動物愛護管理室に対して、 今般の災害に伴う 国の支
援について確認。 併せて、 動物収容のために必要なケ ー ジを要望。
(食品生活衛生課)

3月30日 震災に伴う被災ぺッ ト対策に係る調整会議を実施。 (食品生活衛生課)
参集者:福島県、部山市、社団法人福島県獣医師会

3月31日 各保健福祉事務所に対して、 被災ぺッ トの取扱い (一時預かり含む)
について指示。 (食品生活衛生課)

4月1日 ・ 環境省自然環境局動物愛護管理室に対して、 避難指示区域からのボ
ランティア等による動物の連れ出しに係る国の対策の有無を照会。
(食品生活衛生課)

・ 相双保健福祉事務所において、被災ぺットの保護に係る調整会議を
実施。 (食品生活衛生課)
・環境省自然環境局動物愛護管理室に対して、 原子力安全保安院が定
めた避難指示区域からのぺットの持ち出し禁止について、 国が公表
するよう要望。 (食品生活衛生課)

4月8日

4月10日

環境省自然環境局動物愛護管理室に対して、 被災ぺッ トの収容につい
て、国の支援を要望。 (食品生活衛生課)

被災ぺットの保護に関する問い合わせに対するQ&Aを作成。 (食品生
活衛生課)

4月12日 環境省自然環境局動物愛護管理室の照会に基づき、県内各市町村に対
して、被災ぺットの保護等に必要なケー ジ及びテントの要望数調査を
実施。 (食品生活衛生課)

被災ぺット仮設収容施設(福島第1)の賃貸契約を締結。 (食品生活
衛生課)

4月13日

4月15日 福島県動物救護本部を設置。 併せて、 福島県動物救護本部のホ ー ム
ページ立ち上げ。 (食品生活衛生課)
構成員:福島県 (事務局 ) 、那山市、いわき市、  (社)福島県獣医師
会、福島県動物愛護ボランティア会

4月19日 ・ 福島県保健福祉部長から各市町村長に対して、 仮設住宅等の整備に
あっては、 動物との同居を認める方向で検討することを依頼。 (食
品生活衛生課)
・ 福島県動物救護本部の義援金口座開設。 ホ ー ムペー ジを活用した
義援金募集開始。 (福島県動物救護本部事務局:以下 「本部事務
局」 )



4月20日 ・ 緊急災害時動物救援本部に対して、 義援金を申請。 (本部事務局)
・ 環境省自然環境局動物愛護管理室に対して、 被災ぺットの保護に係
る役 割分担について要望。 (食品生活衛生課)

4月22日 福島第 1 原子力発電所から半径20km圏内に警戒区域が設定される。

4月25日 福島県動物救護本部が福島市内に被災ぺッ ト仮設収容施設 (福島第
1 ) を設置。  (本部事務局)

4月27日 ・ 警戒区域内における放置犬等の実態調査実施要領策定。 (食品生活
衛生課)
・ 被災ぺットの受入開始(これまでに保護していた犬52頭のうち、25
頭をシェルターに移動) (各保健福祉事務所、 本部事務局)

4月28日̃
5月2日

・警戒区域内のぺットの状況について実態調査を実施。 (食品生活衛
生課、各保健福祉事務所)
・犬27頭、猫2頭 計29頭を保護(初日は、環境省審議官、環境省動物
愛護管理室長が同行)

5月6日 ・ 福島第 1施設に係る飼育動物診療施設開設届出を管轄する家畜保健
所に提出。 (本部事務局)
・環境省自然環境局長から、福島第一原子力発電所20km圈内の犬 ・ 描
の取扱いについての要請を受ける。 (福島県)

5月7日 携帯版の福島県動物救護本部のホームページを開設。 (本部事務局)

5月8日 環境省自然環境局動物愛護管理室に対し、住民の一時立入に連動した
被災ぺットの持ち出し支援の手法にっいて、提案するとともにそれぞ
れの役割分担や福島県に対する支援にっいて確認並びに要望。 (食品
生活衛生課)

5月13日 各保健福祉事務所に対して、災害の被災者に対する手数料等の免除、
納入期限の延長等に関する条例の施行について通知。 (飼養管理、 返
還費、引取手数料の減免) (食品生活衛生課)

5月18日 ・ 福島県動物救護本部から社団法人福島県獣医師会に対して、 被災
ぺットの診療等の協力を依頼。 (本部事務局)
・環境省自然環境局動物愛護管理室に対し、 一時立入に連動した被災
ぺットの保護に係る経費の支援を要望。 (食品生活衛生課)
・環境省自然環境局動物愛護管理室に対し、 原子力災害対策特別措置
法で保護した被災ぺットの処分の根拠にっいて照会。 (食品生活衛
生課)

5月20日 第1回福島県動物救護本部会議を実施。 (本部事務局)

被災ぺット対策に係る調整会議を実施。 (食品生活衛生課)
参集者:福島県、環境省自然環境局長、緊急災害時動物救援本部長、
社団法人福島県獣医師会

5月28日

5月10日̃
8月26日

・住民の一時立入 ( 1巡目) に連動して、 環境省と福島県が連携しな
がら、ぺットの保護回収を実施(福島県職員:延べ387名、他自治
体: 1 1自  治体72名)
・犬300頭 猫191頭 計491頭を保護

5月19日 福島県保健福祉部長か ら各市町村長に対して、 被災者が公営住宅等に
入居する際の入居条件に関して緩和 (ぺット同居)  を検討するよう依
頼。 (食品生活衛生課)
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6月12日 ・ 各保健福祉事務所に対して、 福島第1施設における被災ぺッ トの飼
養管理にっいて、 職員を派遺するよう指示。 (6/15̃6/30まで)
(食品生活衛生課)

・ 食品生活衛生課のホ ームページで被災ぺットの譲渡受付を開始 (食
品生活衛生課)

6月23日 緊急災害時動物救援本部に対して、 被災ぺッ ト保護に係る予算の全体
計画を提出し義援金を中請。 (本部事務局)

6月27日 被災ぺッ ト対策に係る調整会議を実施。 (食品生活衛生課)
参集者:環境省、緊急災害時動物救援本部構成4団体、兵庫県、福島
県、社団法人福島県獣医師会、動物小売業者

福島県動物救護本部が当本部のホ ームペー ジに動物ボランティアの募
集告知を掲載。 (本部事務局)

OFCの被災ぺット保護に係る調整会議に参加。 (食品生活衛生課)

緊急災害時動物救援本部において、 被災ぺッ ト対策に係る調整会議を

実施。

参集者:環境省、緊急災害時動物救援本部、福島県(食品生活衡生
課)

6月28日

7月1日

7月5日

7月7日 各保健福祉事務所に対して、 福島第1施設における被災ぺッ トの飼養
管理にっいて、職員を派遺するよう指示。 (7/11̃7/29まで) (食品
生活衛生課)

被災ぺット対策に係る調整会議を実施。会議終了後、福島第1施設か
ら県内各動物病院に被災ぺットを搬送。
参集者:各保健福祉事務所 (食品生活衛生課、各保健福祉事務所)

被災ぺット仮設収容施設(福島第2)の賃貸契約を締結。 (本部事務
局)

7月8日

7月11日

7月14日

7月19日

緊急災害時動物救援本部に対して、義援金を中請。 (本部事務局)

緊急災害時動物救援本部に対して、義援金を中請。 (本部事務局)

7月20日 山形県に対して、 被災ぺッ トの一時預かりを依頼。 (食品生活衛生
課)

7月24日

7月28日

緊急災害時動物救援本部に対して、 義援金を中請。 (本部事務局)

緊急災害時動物救援本部に対して、 義援金を中請。 (本部事務局)

8月16日 福島県動物救護本部から社団法人福島県獣医師会長に対して、県内各
動物病院における被災ぺットの一時預かり期問の延長を依頼。 (本部
事務局)

8月24日 被災ぺッ ト対策に係る調整会議を実施。 (食品生活衛生課)
参集者:各保健福祉事務所、食肉衛生検査所

福島県保健福祉部長から環境省自然環境局総務課動物愛護管理室長に
対して、 全国自治体に対して福島県の被災ぺッ トの保護に係る協力要
請を依頼。 (食品生活衛生課)

8月29日

9月1日 被災動物救護支援家族 ( ホ ス ト フ ァ ミ リ ー ) 制度を作成。 (食品生活
衛生課)
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9月3日 各保健福祉事務所に対して、 被災ぺッ トの譲渡に係る運用方針を指
示。 (食品生活衛生課)

9月8日 各保健福祉事務所に対して、被災飼い主に対する現況確認の発言要旨
を通知。 同日から被災飼い主の現況確認実施。 (食品生活衛生課)

9月9日 福島第1施設の管理運営体制に係る調整会議を実施。 (本部事務局)

9月14日 ・ 福島県及び福島県動物救護本部から各都道府県に対して、 義援金募
集の協力を依頼。 (食品生活衛生課、本部事務局)
・福島県三春町に被災動物保護施設(福島第2)を設置。本格稼働10
月1日 (本部事務局)

9月17日 各保健福祉事務所に対して、 義援金募集の協力を依頼。 (食品生活衛
生課)

9月21日 福島県動物救護本部から福島県内の大手企業に対して、義援金募集の
協力を依頼。 (本部事務局)

9月30日 福島第 2施設に係る飼育動物診療施設開設届出を管轄する家畜保健所
に提出。 (本部事務局)

10月1日 被災動物保護施設 (福島第2) を開所。 (本部事務局)

被災ぺット救済支援グッズ販売を決定。 (本部事務局)10月3日

8月31日̃
10月23日

・ 警戒区域内一斉保護に伴う先行調査を実施。
・ 26日間 市町村職員の協力(延べ6名)
・ 犬16頭 猫15頭 計31頭を保護(食品生活衛生課、各保健福祉事務
所)

10月25日 ホストファミリ一募集に係るポスタ一作成。 (本部事務局)

住民の一時立入 (2巡目)9月10日̃

11月20日 2巡目以降、 マイ力一での立入が可能となった。

11月21日 第常機通「常表、常tて、義援金募集に伴う支援グッ
10月24日̃
11月18日

・ 警成区域内一斉保護を実施。 (食品生活衛生課、 各保健福祉事務所
等)
・他自治体及び警成区域をかかえる市町村の協力 (13自治体延べ129
名)
・犬42頭 猫20頭 計62頭を保護

11月19日̃ 相双保健福祉事務所による定期立入による保護 (警戒区域)
l犬49頭 猫 4頭  計53頭を保護(平成24年12月31日現在)

12月5日̃
12月27日

・民間団体による保護の実施。
・環境省及び福島県が民間団体による被災ぺットの保護を目的とし
て、警戒区域内の立入基準等を定めたガイドラインを作成(適用期
間平成24年12月5日̃27日) (環境省、食品生活衛生課)
・民間団体(16団体)が公益立入の許可を得て、保護活動を実施。

l ・ 実績  犬34頭 猫298頭を保護
平成24年
1月29日̃
4月15日

住民の一時立入3巡目に伴う被災ぺッ トの持ち出し (3巡目以降住民
が自らぺットを持ち出すことが可能となった)に対する中継基地での
対応業務を実施。 (持ち出し実績 犬 2頭  猫6頭を保護)
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3月1日̃
3月19日

5月19日̃
7月8日

平成24年
8月25日̃
10月15日

・警戒区域内における一斉保護を実施。
・他自治体12都府県市計28人
・犬13頭 猫93頭を保護(食品生活衛生課、自然環境研究センター )

住民の一時立入4巡目に伴う被災ぺットの持ち出しに対する中継基地
での対応業務を実施。 (持ち出し実績 描1頭)

住民の一時立入5巡目に伴う被災ぺッ トの持ち出しに対する対応業務
を実施。 (持ち出し実績 0頭)

平成24年
9月7日̃
10月2日

警戒区域内における一斉保護を実施。
犬 1頭  猫131頭を保護
(食品生活衛生課、 各保健福祉事務所等、 自然環境研究センター )

平成24年
11月3日̃
12月15日

住民の一時立入6巡日に伴う被災ぺッ トの持ち出しに対する対応業務
を実施。 (持ち出し実續 描4頭)

平成24年
12月3日̃
12月21日

警戒区域内における一斉保護を実施。
犬3頭  猫85頭を保護
(食品生活衛生課、 各保健福祉事務所等、 自然環境研究センター )
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1 はじめに

郡山市における東日本大震災発生以前の犬の飼養頭数は17,548頭 * ですが、 震災に伴う死

亡頭数や飼い主と避難した頭数については不明です。 また、 当市は福島県の中央に位置するこ

とから津波等による動物の被害はなかったものの、 家屋の損壊等により逸走した犬の保護収容

及び、 市内に飼い主と同行避難した動物の支援、 なかでも県内最大の避難所となったビッグパ

レ ッ ト ふ く し ま ( 以 下 「大規模避難所」 という。)における支援活動を、避難自治体である富

岡町、川内村及び(社)福島県獣医師会郡山支部(現:公社)と共に行いました。なお、描に

ついての飼養頭数や被災の状況については分かっていません。

* 狂犬病予防法に基づく犬の登録頭数 (平成23年2月末時点)

2 ぺットの避難・救護の主な経緯

年月日 ぺットの避難 ・救護に係る対応状況

平成23年

3月11日

地震発生

逸走動物の保護 ・ 収容対応

3月12日 特定動物飼養施設、動物取扱業施設の被害状況及び動物の逸走の有無

にっいて、 現地訪問による確認を開始

3月17日 救援物資の受け入れ開始

3月18日 避難所等におけるぺッ ト同行避難者に対する支援活動開始 (救援物資
の配布及び飼養相談等)

3月20日

3月28日

避難途中に乗り捨てた車両内に放置された大を救助

市内への避難市町村に対し、 避難所及び仮設住宅におけるぺッ ト飼養
に係る相談・情報提供を開始

3月30日 集合方式による狂犬病予防注射 (例年4月̃5月での実施) の中止を
決定し、 動物病院での実施に係る広報を、 町内会単位の回覧や市広報

誌配布により実施 (4月12日からはテレビ広報も併せて実施。)

4月 1日 福島県が運営する大規模避難所における動物収容に関する相談対応

4月 9日

4月15日

大規模避難所駐輪場内に設営された動物収容スペースの運用 ・ 支援開始

大規模避難所北側に設営された、 テン ト (犬用2張、 猫用1張) によ
る動物飼養施設の運営支援を開始

4月24日 (社) 福島県獣医師会郡山支部開業部会における、 大規模避難所での

ぺット健康相談を支援(以後、 5月̃7月の間に4回実施)

7月 1日 仮設住宅におけるぺッ ト飼養のェ リ ァ分けの提案及び'、 仮設住宅内へ
のぺット専用シェルタ一設置にっいて、民間ぺット関連業者への協力
依頼

10月7日 仮設住宅内のぺッ ト専用シェルタ ーが完成し運用開始
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3 災害に備えた動物救護体制の整備状況

当市では、 災害時の動物救護に係る対応方針やマニュアル等の整備並びに地方獣医師会との

協定の締結はしておらず、 原子力発電所事故が加わった複合大規模災害に対応できる体制には

ありませんでした。

4 避難所におけるぺッ トの受け入れ状況

( 1 ) 箇所数・頭数

市が運営する105か所の避難所に最大10,013人が避難を行いましたが、 同行避難が行わ

れたのは2か所の避難所において、 犬が1頭ずっ (計2頭) という状況でした。

また、 当市内には県が運営する大規模避難所を含め、 県立高校等の避難所15か所が開設

され、 そのうち12か所でぺットの同行避難が行われており、同行避難が行われた対象ペッ

トは、大7 1頭、猫2 4頭、 うさぎ 1頭及び'カメ 2頭 (平成2 3年 4月 5日時点 )でした。

( 2 )  条件・ルール

当市が運営する避難所でのぺッ ト受け入れに際し、 特別な条件やルールの設定は行つてお

りませんでしたが、 同行避難をされる方には、 葉尿の処理等、 衛生面や臭気への配慮に努め
るよう助言を行いました。

また、 県が運営する避難所のほとんどにおいて建物内へのぺット動物の入室は不可の状況
であり、敷地内 (屋外) に設置したケージまたは車中での飼養が行われていました。

( 3 )  配慮・支援

大規模避難所では、 敷地内に駐車した車中や車の荷台において大型犬等の飼養が行われて

いたため、 避難2自治体からの相談を受け、 施設の駐輪場内にケージを配置し、 仮の動物収

容スペースとすることの支援を行いました。

しかし、 当該大規模避難所は、 間もなく2,000人規模の避難所となったことから洗濯乾燥

機等の設置場所として使用することとなったため、避難2自治体に対し、大規模避難所北側

に大型テントを準備し動物収容施設とすることの助言を行い、 3張が用意され、猫用1張、

小型̃中型犬用1張、 中型̃大型犬用1張とするためのケージ 、ぺッ ト シーツやペッ トフー

ド等の支援を行いました。

なお、テント内のぺット動物の飼養管理は飼い主による自己管理を原則とし、各テントに

は飼養者の中から代表者を選出し、 運営管理にあたることの助言を行いました。

また、市内外のボランティアからのぺットに対する支援要望に応じ、避難自治体における

受け入れの仲介を行いました。



大規模避難所 (ビ ッグパレッ トふく  しま) の駐輪場に設けられた動物収容スペー ス

大規模避難所北側に設営されたテン ト内動物収容施設

(左から、中型̃大型犬用、小型̃中型犬用、猫用テント)

猫用テント内部
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5 仮設住宅におけるぺッ トの飼養状況
福島県が市内に設置した仮設住宅への入居に際し、 鳴き声等のぺッ ト飼養に関する苦情を軽
減するため、 「動物が嫌いな世帯」 ・ 「動物は嫌いではないが飼養していない世帯」 ・ 「動物の飼

養世帯」 と3つのェ リア分けをすることの提案を、仮設住宅への入居白治体に行いました。
また、市内外の借り上げ住宅での同行避難ぺットに対し、避難者からの要請に応じ、 ケ ー ジ、

ぺ ッ ト フー ド及びぺットシーツ等の物資の支援を行いました。

なお、仮設住宅内の入居に際し、ぺット専用シェルタ一設置について、避難2自治体と共に、

民間ぺット関連事業者への協力の依頼を行いました。

大規模避難所北側の仮設住宅におけるぺツト飼養世帯のェアリア分け状況

仮設住宅敷地内に設置されたぺツ ト専用シェルター (個別管理形式)

6 放浪動物・負傷動物の救護活動

保健所には地震発生直後から、 損壊した家屋等から逸走した大の保護要請が数件寄せられ、

その対応は深夜0時近くまで及びました。保護した犬等は、当保健所(所在地:郡山市朝日)

及び福島県県中地区犬 ・ ねこ保護管理センタ ー (所在地:郡山市日和田町)に収容しました。

平成23年3月11日から平成24年9月までの各月に保護収容した頭数は次表のとおりで、 合

計は大536頭、 描60頭でした。
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なお、 余震が続く3月11日から3月18日までの1週間に保護した犬は17頭、 うち 1 1頭

が純血種であり、 鑑札や狂犬病予防注射済票又はマイクロチップの理め込み等の所有者明示が

なされていた犬は2頭でした。

また、保護収容したぺットについては、公示期間を平時より延長したり当市ウェブサイトに

掲載するなどの対応を行い飼い主探しを行いました。

郡山市における放浪 ・ 負傷動物の保護頭数、 平成23年 平成24年 ・ll:::・.
l-l
計

3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
1 0
月
11
月
1 2
月
1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

犬 2 8 2 4 3 0

1

1 7

4

21

7

41

2

2 6

1

2 7

4

2 6 2 5

1

2 8 2 5

1

21

2

2 6

4

4 5

4

3 0

1 5

3 6

6

3 4

4

2 6

5

536

60猫 1 1 2 0

7 動物救護施設における運営管理体制及び飼養管理状況

当市が保護したぺットは、 既存施設である当保健所及び福島県県中地区犬 ・ ねこ保護管理セ

ンタ ーでの収容の他、 協力の申出があった動物取扱業者の施設及び (社) 福島県獣医師会部山

支部会員の動物病院で受入れていただきました。

なお、 警戒区域や避難指示区域等における動物の保護等は、 主に福島県動物救護本部が運営

する施設が受け入れを行つていたことから、 当市では本災害に特化した動物救護施設は設置し

ておりません。

8 飼い主への返還、 新しい飼い主への譲渡
( 1 ) 返還

保護収容したぺット (犬536頭、描60頭) のうち、犬320頭、猫5頭が元の飼い主に返

還されました。 また、 飼い主への返還を推進するため、 保護した地域の狂犬病予防法に基づ
く犬の登録情報検索を行い、特徴の似た犬の飼い主への電話確認又は現地確認を行いました。

( 2 ) 譲渡

飼い主不明のぺットにっいては、 1か月間の公示期間中に飼い主が現れない場合、譲渡の

適正等を判断した上で譲渡の対象としました。 その結果、 犬130頭 (猫は0頭)  が新しい

飼い主に譲渡となりました。

なお、譲渡を推進するため、市ウ ェブサイトへの掲載、獣医系大学及びボランティアとの
連携を行いました。

また、 譲渡にあたっては、 ①動物関係法令の遵守及び終生責任を持つて飼養すること、 ②

1年以内に不妊・去勢手術を実施すること、 ③狂犬病予防法に基づく登録と毎年1回狂犬病

予防注射を実施すること、④猫にっいては室内で飼養すること、を条件としました。
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9 不妊去勢措置の実施状況

当市では、保護収容したぺットの不妊去勢措置は実施しておりません。また、避難所や仮設

住宅等に飼い主とともに避難したぺットに対する不妊去勢措置に係る助成制度は設けておりま

せん。

10 ワクチン接種等の実施状況

保護収容した全ての犬 ・猫を対象に外部寄生虫(ノミ・ダニ)及び内部寄生虫処置を行いま

した。また、譲渡対象とする犬にっいては混合ワクチンの接種を行いました。

なお、 当市では、避難所や仮設住宅等に飼い主と避難したぺットに対するヮ クチン接種等に

係る助成制度は設けておりませんが、 (社) 福島県獣医師会郡山支部の開業獣医師によるワク

チン接種等を含めた健康相談が行われました。

11 所有者明示の実施状況

保護収容されたぺット (犬536頭、 猫60頭) のうち、  収容時に何らかの所有者明示等がな

されていたぺットは、  犬68頭、 猫0頭でした。  これらの所有者明示の方法は、 犬64頭が鑑

札又は狂犬病予防注射済票の装着、 犬4頭が迷子札の装着でした。

また、所有者明示措置がなかったぺットのうち、犬252頭、描5頭については、飼い主か

らの届出又は犬の登録情報を元にした電話や訪間確認により、 飼い主へ返還することができま
した。

なお、当市では、保護収容されたぺットに対するマイクロチップの装着は行つておりません。

12 ボランティアの活動状況

ボランティアにっいては、申出があった個人又は団体において、譲渡対象動物の一時預かり、

支援物資の保管及び配布、 問題行動の矯正並びに譲渡先探しを行つていただきましたが、 ボラ

ンティア保険等への加入は行つておりません。

13 支援物資の受け入れ、 提供体制

動物救護に必要な支援物資は、環境省、緊急災害時動物救援本部(当時)や全国からの支援

又は寄附により確保しました。 なかでも、 原子力災害の危'限から物資の搬送流通が滞り、 当市

への支援物資の第一陣は、発災から11日後の3月22日、緊急災害時動物救援本部からの要
請に答え、島根県から車を運転し搬送してくださったポランティアによるものでした。

支援物資の配布は、 主にボランティアが市内の避難所や仮設住宅を巡回し行いましたが、 支

援物資の提供を受けれないとの中出があった市外の借り上げ住宅等に居住する方々にもフー ド

の他、 ケージ等の提供を行いました。

支援物資のうち、特に役立つたものとしてクレー ト 、首輪やリ ー ド、猫砂等があげられます

が、処方食までは必要としない高齢ぺットのフード等への対応ができないことがありました。
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14 資金の確保、義援金の募集、配布

当市では、 義援金の募集等の資金調達は行つておりません。

15 広報・普及啓発活動

避難者に対する動物救護関係の広報・普及啓発活動は、避難所、仮設住宅、量販店へのポス
タ ーやチラシ等の掲示、民間情報誌及びインタ ーネットを活用し行いました。

16 東日本大震災を踏まえた見直し状況

当市では、 東日本大震災を踏まえ、 指定した避難所へのぺットとの同行避難及び仮設住宅に
おけるぺッ ト受入れへの配慮等について地域防災計画への記載の追加を行いました。
また、 今後の災害に備えた物資の備蓄や救護対策マニュアル等の整備を検討中です。

17 動物救護活動を通じて特に効果的だった点

動物救護に必要な支援物資やボランティアの受入れに際し、 柔軟に対応したことで、 必要と

する方への支援物資の配布等が十分に行われ、 貴重な支援物資を有効に活用できました。
また、 平時より実施していた保護犬の登録情報検索による電話確認又は現地確認は、 飼い主

への返還推進に大変効果を発揮しました。

18 動物救護活動を通じて特に対応に苦労した点

インタ ーネット等の収容動物の処分に関する記載情報に基づく、 個人や団体からの間合せ対

応に時間を要したことで、 他の動物関連業務に支障が生じたことから、 平時より当市の対応状

況をゥェブサイト等で明記しておくことが必要だと感じました。

19 今後、 必要と考えられる点

犬における鑑札 ・ 狂犬病予防注射済票の装着、 描での迷子札の装着、 マイクロチップの装着

等、 所有者明示の啓発を強化し、 災害時を含め、 行方不明となった場合でも所有者に返還でき

る よ う 、  推進に努める必要があると考えます。

また、 いつ発生するとも限らない災害発生時に、 ぺット動物との同行避難及び避難所でのス

ムーズな受入れを実現するため、

①不妊 ・去勢手術を受ける

②ワクチンを接種をする (犬での狂犬病予防注射は必須) などの健康管理を行う

③ケージに入ることをいやがらないしつけをする

④家族以外の他の人とも調和して過ごせるよう簡単なしつけをする

(無駄吠えの制御、 待て、 ハウスなどができる等)

⑤ぺット用品の備蓄をする(5日分以上)

⑥同行避難に関する家族での話し合いを行う

等の心構えと備えの啓発を、 日ごろから行う必要であると考えます。
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20 各団体の活動記録

(社)福島県獣医師会部山支部被災ぺット救済支援センタ ー (桑島節夫支部長) により、  同

行避難が行われたぺットの健康相談を、避難所又は仮設住宅において行うとともに、フイラリ

ア予防薬・ノミ及びダニ駆除薬の配布並びにワクチンの接種を無料で行いした。

なお、フイラリア予防薬の処方に際しては、事前に動物病院でのフイラリア抗原検査を必要

と し 、  結果証明書を持参いただく形で実施しました。

実施結果は次のとおりです。

* :1回分のみ投与

健康相談の内訳 3/25(金) 4/24(日) 5/22(日) 6/8(水) 6/29(水) 7/20(水)

来件総数

(ビッグパレット以外から)

1 5 1 3 4 9 4 6

2 5

4 8

3 9

2 3

1 8

イヌ

ネコ

1 2

3

9

4

5 5

1 2

6 6

9

2 8

4

イヌ体重別内訳

̃5kg 1 2 2 2 1 1

̃10kg

̃20kg

̃30kg

2 0

1 3

9

2 2

1 6

2

1 7

6

2

40kg̃ 1 4 2

目的別内訳

フイラリア予防薬 3 4 *

3 0

4 8 1 5

混合ワクチン接種頭数 1 5 1 0

イヌ

ネコ

1 8

1 2

1 2

3

6

4

狂犬病予防ワクチン接種頭数 4 9 6 5 1

ノミ・ダニ駆除薬配布頭数
3 5 * 4 2 * 2 2

イヌ

ネコ

3 5

0

3 5

7

1 9

3

相談のみ

. 2

参加獣医師名(敬称略) 古山(英)

溝口

菊崎

菊崎

大井

佐原

桑島

橘

菊崎

大井

小野田

徳田

佐原

鈴木

佐藤(龍)

桑島

菊崎

大井

佐藤(英)

徳田

村上

佐原

鈴木

桑島

岩淵、菊崎

佐藤(英)

大井、村上

佐原、徳田

佐藤(勘)

古山(実)

鈴木

桑島、阿部

橘、大井

佐原、徳田

村上、鈴木

佐藤(英)

佐藤(龍)

佐藤(勘)
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(社) 福島県獣医師会郡山支部被災ぺッ ト救済支援センターの活動状況
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ぺッ トt連オtて通離さ;hている管様へ
ぺッ ト健康相談のお知らせ

7 月 20日(水) P, M 1 : 0 0̃ 3 : 0 0
ビッグパレッ ト北東側にて、

ぺッ トの健康相談を行います。

( フィラリア予防薬等の無料配布も行いま

す。)

※フィラ  リア症予防薬の配布について

郡山市内の各動物病院にて犬フィラリア

症検査(有料)を受けて <ださい。検査結果

証明書が発行されますのでお持ちください。

その証明書が無い場合、 予防薬をお渡しす

ることができませんのでご注意 <ださい。

福島県獣医師会郡山支部

郡山被災ぺッ ト救済支援センター
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1 はじめに

いわき市は、 福島県の束南端、 茨城県と境を接する、 広大な面積を持つまちで、 東は太平洋

に面しているため、寒暖の差が比較的少なく、温暖な気候に恵まれた地域です。地形は、西方

の阿武隈高地(標高500̃700 m) から東方へゆるやかに低くなり、平坦地を形成し、夏井川
や角交川を中心とした河川が市域を貫流し、 太平洋に注いでいます。

当市は、とても住みやすい地域でありましたが、2011年(平成23年)  3月11日に発生し

た束日本大震災による津、i皮により、沿岸部を中心に甚大な被害を受け、 さらに、東京電力福島

第一原子力発電所の事故による放射性物質の影響により、 市北部の一部の地域が原発の半径

30km圈内に含まれたことから、 その地区では屋内退避や避難を余儀なくされる事態に陥るな

ど、生活が一変してしまいました。

水道などライフラインが寸断され、 また、 当市と原発の距離が近いこともあり、原発事故後

は物資の流通が途絶え、 支援物資やガソリン等が届かない状況が続き、 生活に窮する事態にな

りながらも、震災対応に追われる時期が続きました。

現在は、 環境中の放射線量の測定値も大幅に下がっており、 通常の生活に支障をきたすよう

な状態にはありませんが、 農作物や小名浜、冲で獲れる水産物などの風評被害が続いている状況

にあります。

当市は、 福島県の被災動物の救護活動を行うにあたり、 福島県動物救護本部の構成員の一員

でしたが、 福島県動物救護本部が設置するシェルターからかなり離れており、 別にシェルタ ー

を設置した方がいいとの判断に至つたことから、 当市、 社団法人福島県獣医師会いわき支部及

び動物愛護団体等を構成員として 「いわき市動物救援本部 (以下、 市救援本部という。)」 を立
上げ、 仮設のシェルターを設置し、 被災動物の救援活動を行つたところです。

ここでは、 いわき市保健所生活衛生課の被災動物救援活動を中心に、 市救援本部における対

応にっいて記したいと考えています。

市救援本部の本部長は、 同時に、 いわき市保健所長でもありますことから、震災による災害

医療や原発事故への対応など、 保健所の果たす役割の大きさも感じながら、 任務を遂行しまし
た。

今回の東日本大震災は未曾有の災害であることに加え、原発事故への対応として、 当所が放
射性物質の外部被曝スクリ ーニング会場となり、  多くの市職員がその業務に従事することと

なったため、 人命救助を優先せざるを得ない状況下にあり、 被災動物の救援活動について必要

最低限の対応であったことは否めないものでした。

放射性物質からの影響を避けるため、 多くの市民が市内外へ避難するにあたり、 「犬や猫を
預かってほしい」、 「どこか預け先を教えてほしい」 などの間い合わせが殺到する一方で、 飼い

主が飼い犬を残したまま、 場合によっては鎖を外し放した状態にして避難してしまった事例が

発生し、 市民からの捕獲要請が增しました。

また、 束京電力福島第一原子力発電所の周辺自治体の住民は、 国からの避難指示で直ちに全

員が避難しなければならなくなり、 着の身着のままの状態でぺットや家畜を置き去りにせざる
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を得ない緊急事態であったことから、 多くの飼養動物が取り残される事態となりま した。

ぺットを救出しようと、全国各地から多くの動物愛護団体等が現地へ向かおうとし、当市に
は立入制限の設けられた地域がなかったことから、 当市を通つて現地へ立ち入るのが最短距離
であるとのことで、  当所窓口へ多くの団体等が押し寄せ、 その対応でも大変:l1li1慮したところで
す。

当市は中核市であり、 当所は 「いわき市」 のみを管轄していることから、福島県と連携しな

がらも、独自に被災動物救援活動を行うこととなりました。

今後、また当市で、あるいは日本のどこかで、今回のような災害が起きないとも限りません。

今回の市救援本部の活動は、 今後の災害でも大いにその経験が生かせるものと思います。

そこで、 未曽有の災害の経験と、 そこから得られた教訓が風化しないよう、 市救援本部のこ

れまでの活動を記録にとどめることとしました。

2 ぺッ トの避難・救護の主な経緯

年月目 ぺッ トの避難・救護に係る対応状況

平成23年

3月11日
発災直後より、 H古情処理等で市内出張していた市職員及び市犬抑留

施設並びに収容動物の安否確認を実施 (行政)

3月14日

3月中旬

3月29日

市内の特定動物の安否及び逸走の有無の確認を実施(行政)

犬 ・描の預かり先の情報提供を開始(行政)

市内に設置された避難所のうち避難者が100名を超える大規模な避難

所11カ所におけるぺット動物の同行避難状況調査を実施 (行政)

4月上旬 飼い主が飼い犬を残したまま、 場合によっては鎖を外し放した状態

にして、  市内外へ避難してしまっている事例が発生し、 市民からの捕
獲要請が寄せられたため、 犬による市民の生命、 身体等への危害防止
を図るとともに、置き去りにされた大の生命を守る動物愛護の観点か

ら、犬の捕獲業務体制等を強化(行政)

4月上旬 犬抑留施設の収容能力が限界に近づいたことから、 動物愛護団体等

における収容施設外一時預かり (団体譲渡) を開始 (行政)

環境省より保護収容のためのケ ー ジ等配付の照会があったため、 必

要数を要望(行政)

4月11日

4月25日 市、 社団法人福島県獣医師会いわき支部 (当時) 、 動物愛護団体等

により  「いわき市動物救援本部」 を設置

5月 6日 環境省からの配付ヶージ受領 (行政)

5月12日 捕獲した大の臨時的抑留機能に加え、市内に避難する飼い主自ら管

理する前提での飼い主へ提供する飼育場所も兼ねた 「いわき市ぺッ ト
保護センタ ー」 を設置し供用開始

5月13日 「いわき市ぺッ ト保護センター」 の設置について、 報道機関へ公表
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平成26年

9月30日

7 月に退去した被災者の飼い大を最後に、 被災者の継続利用及び新
たな被災者の利用申請がなかったことから、 ぺット保護センタ ーにお

ける被災者あて飼育場所提供を終了

平成27年

12月31日
救援本部が運営する 「いわき市ぺット保護センター」 を閉鎖

平成28年

3月31日

いわき市動物救援本部を解散

3 ぺッ トの被災概況

当市における発災以前のぺットの飼養頭数は、 狂犬病予防法に基づく犬の登録頭数が

18,845頭(平成23年2月末時点における実登録頭数) ですが、猫にっいては不明であり、震

災に伴う死亡頭数や飼い主と避難した頭数、 保護された頭数等にっいては不明です。

なお、 平成23年度におl:ナる犬の死亡届の頭数は、 前年度と比較して100頭以上多いもので

した。

4 災害に備えた動物救護体制の整備状況

当市では、地域防災計画に、動物(ぺット)救護対策を規定していましたが、具体的な記載

はなく、  災害時の動物救護についての方針やマニュアル等が策定されていなかったことから、

東日本大震災に、原発事故が加わった複合大規模災害に対応できるものではありませんでした。

5 震災直後の被災動物救援活動

( 1 ) 犬 ・猫の預かり先の情報提供

「避難するが、犬 ・描を連れて行けない」、 「被災して犬 ・猫の継続飼育ができない」 など

の問い合わせが殺到したことから、 主に関東圈を中心に動物愛護団体等で犬 ・猫の受け入れ

先を調査し、 飼い主等にその情報を提供しました。

( 2 ) ぺ ッ ト フ ー ド等の支援物資の提供

今回の東日本大震災の被害に加え、 原発事故の影響があり、 場合によっては、 自分たちも

避難せざるを得ない状況になるかもしれないという緊迫した状況であったことや、 人命救助

を優先せざるを得ない状況であったこと、支援物資が届かない、 ガソリン不足の厳しい環境

下にあったことなどから、  当初、 被災動物の救援活動は必要最低限の対応とせざるを得ませ

んでした。

しばらくして、支援物資等が届くような状況になってからは、避難所へ避難している犬 ・
描の実態調査を行い、犬 ・猫と共に避難している方等に対し、ぺットフー ド等の支援物資を

提供しました。

(3)犬の捕獲(収容)体制の強化及び臨時的な収容施設の設置

8 放浪動物・負傷動物の救護活動 以降に記載
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6 避難所におけるぺッ トの受け入れ状況

当市内に設置された避難所は127カ所ですが、 このうち避難者が100名を超える大規模な

避難所11カ所においてぺットの同行避難状況を調査したところ、 6カ所の避難所にぺット同

伴の被災者が避難していました (平成23年3月29日時点)。

また、避難所での飼養頭数は、少なくとも大17頭、描10匹でした。

避難所でぺッ トを受け入れるにあたって、条件等を設定したか否かは把握できていませんが、

市では、避難所でのぺットの飼養を支援するため、ぺットフー ドなどの支援物資の配布を行つ

たり、  スペースの確保できる避難所(学校の教室など) では、動物飼育者とそうでない人の区

分を行うなどの配慮を行いました。

7 仮設住宅におけるぺッ トの飼養状況

当市内に設置された仮設住宅のうち、 当市が設置した仮設住宅は1カ所のみで、 当所では、

仮設住宅でのぺットの飼養を可能とするために、仮設住宅の設置担当部局へ中し入れましたが、
ぺットの飼養は難しいとのことでした。

8 放浪動物・負傷動物の救護活動

被災した飼い主が犬を残したまま、 場合によっては鎖を外し放した状態にして、 市内外へ避
難してしまった事例が発生し、 市民よりの捕獲要請が寄せられました。

そこで、 当該要請に対応し、犬による市民の生命、身体等への危害防止を図るとともに、置
き去りにされた犬の生命を守る動物愛護の観点から、 臨時的に職員の増員を行い、 犬の捕獲業

務体制等を強化しました。

しかし、捕獲した犬にっいては、狂犬病予防法に基づく公示の期間(3日)が経過すれば原

則的には処分することができますが、 「被災した飼い主からの申し出による引取り犬等につい

ては極力殺処分せず、 できるだけ生存の機会を与えるようにすべきである」 との環境省の見解

が示され、長期間の収容が必要となり、 それらを収容する市犬抑留所 (所在地:いわき市平)

だけでは収容できない状況になることが想定されました。

そこで、臨時的な仮設のシェルタ 一施設として 「いわき市ぺット保護センター (所在地:い
わき市内郷綴町)」 を設置し、 行政による保護活動の実施により保護した次の動物のうち、 犬

及び猫の譲渡要領に定める適格判定により譲渡適性の認められるものについて、 当該センタ ー

へ収容し管理を行うこととしました。

〇

〇

狂大病予防法並びに市動物の愛護及び管理に関する条例に基づき捕獲した犬

動物の愛護及び管理に関する法律に基づき所有者より依頼のあった引取り犬 ・ 猫

なお、負傷動物の治療にっいて、公益社団法人福島県獣医師会いわき支部所属の獣医師に、

通常の健康管理として定期的に犬 ・猫の診療をボランティアで行つていただく必要もあったこ

と等から、 ぺット保護センタ ーの設置及び運営母体は各団体等で構成する 「いわき市動物救援

本部」 としました。
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震災の影響によると思われる放浪犬 ・ 負傷動物の収容依頼は、 平成23年末までにはほぼ収

まりましたが、平成23年3月から平成23年12月までの各月に保護した頭数は表1のとおりで、

合計で犬266頭、 猫29匹でした。

震災の影響等により、通常よりも警戒心 ・攻撃性が強くなっている犬が多く、 困難を伴う捕

獲が多々ありました。

また、公示期間を平時よりも延長し、飼い主からの行方不明情報との照合を行うなど、飼い

主を探す取り組みにも力を入れました。

表1  いわき市における放浪・負傷動物の保護頭数 (通常捕獲の頭数を含む)

、、、、、、、、
平成23年

人

l-l
計3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10月 11月 12月

犬 2 0 3 0 3 7 2 5 3 3 2 3 2 5

5

2 9

6

1 0 3 4

1

266

猫 0 2 4 2 2 4 3 2 9

( 1 )  ぃわき市動物救援本部の設置

ア 日 的

イ 設置年月

ウ 構 成 員

エ 事 務 局

オ 活動内容

カ 運 営 費

束日本大震災に伴い、いわき市内の避難所等へ避難した被災動物及びそ
の飼養者等に対して、 動物愛護の観点から必要な動物救援活動を行う

平成23年4月

いわき市、社団法人福島県獣医師会いわき支部(当時)、いわき 「犬猫

を捨てない」 会など

いわき市 (保健所生活衛生課)

臨時収容施設の設置、被災動物の保護 ・収容、所有者不明犬 ・猫の譲渡、

健康診断 ・治療など各構成員がそれぞれの役割を担つて動物の救援活動

を行う

主に緊急災害時動物救援本部 (当時) に集まった義援金の交付を受けて

運営

(2)臨時収容施設の設置

犬を収容するにあたっては、 犬のなき声、 糞尿の臭いなどによる周辺の住民との問題が起

こらないような場所、施設を探す必要があり、厚生労働省が所管している 「ポリテクセンタ ー

いわき」 駐車場を借用しました。

ア 施設の名称 ぃわき市ぺット保護センター

イ 所 在 地 福島県いわき市内郷綴町舟場1 - 126

ウ 借 用 面 積  約500 m (当該駐車場の約半分)

エ 稼働年月日 平成23年5月12日

オ 施設の概要

(ア) 駐車場にコンテナハウス6棟(3.8坪/棟 )及び屋外流し台1基 ( 3槽 )を設置

(コンテナハウスのうち、 1棟は管理事務所として利用)

(イ) 屋外水栓よりホース約100 mにて屋外流し台に連結し使用 (給湯器あり)
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(ウ) 施設設備としてェアコンを設置

(エ) 収容能力

犬 : 約 2 0 頭  描 :約 1 5匹

9 飼い主への飼育場所の提供
当市では、 双葉那等からの避難者が約24,000人にも及び、 市内においてぺット飼育可能な

アパー ト等の物件が満杯状態という事情も重なり、 ぺットと一緒に暮らすことができない方か

らの問い合わせが寄せられたことから、 犬・描の所有者が原則的に飼養管理するという条件で、

次の犬・猫を飼育する場としてぺット保護センターの利用を飼い主へ提供することとしました。

〇 被災者が一時提供住宅に入居するにあたり継続飼養が困難となった犬 ・ 猫

〇 動物愛護団体が被災者から預かった犬 ・ 描

施設利用にあたっては、飼い主との間で誓約書を交わしました。

飼い主が飼育場所の提供を依頼する理由として最も多かったのは、 「ぺット飼育が認められ

ていない住居に移つたため」 であり、次いで 「仮設住宅でのぺットの飼育が許可されていない

ため」、「ぺットの飼育可能な仮設住宅への入居を申し込んだが、住むことができなかったため」
の順でした。

被災者がぺットと会えることで心が癒されること、  ぺットの世話をすることで活力を見いだ

せることもあるとの被災者の心のケア、被災者支援の観点から、基本的にはぺットのお世話に

毎日来てもらう条件で飼育場所の提供を行つてきましたが、 預けたままになっていた方もおり

ました。

また、当初、施設の利用期間を原則1力月としていましたが、利用者が避難者でありその住

環境の変化がないことから、利用の延長中請が繰り返される状況もありました。

平成23年5月から平成27年12月末日までの施設利用頭数は表2及び表3のとおりで、 合

計は犬174頭、描63匹でした。

管理されていた犬 ・猫の多くは、飼い主が判明したり、飼い主の飼育環境が整つたことで飼

い主の元へ戻り、  または新たな飼い主へ譲渡したことで退去し、 平成27年12月31日現在、
施設を利用する動物はおりません。

表 2  犬の飼育場所提供頭数 (保健所、 動物愛護団体への提供を含む利用)
区 分 受入頭数 退去頭数 現在頭数

平成23年度

保 健 所 27 26 1

動 物 愛 護 団 体 34 29 5

- 般 市 内 4 3 1

7

14

市 外 14 7

65計 79
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保 健 所

動 物 愛 護 団 体

11 9 3

21 21 5

平成24年度 - 般 市 内 0 1 0

市 外 1 3 5

計 33 34 13

保 健 所 4 7 0

動 物 愛 護 団 体 11 8 8

平成25年度 - 般 市 内 0 0 0

市 外 2 1 6

計 17 16 14

平成26年度

保 健 所 21 20 1

動 物 愛 護 団 体 13 13 8

- 般 市 内 0 0 0

市 外 0 6 0

計 34 39 9

保 健 所 3 4 0

平成27年度

動 物 愛 護 団 体 8 16 0

- 般 市 内 0 0 0

市 外 0 0 0

計 11 20 0

合計(累計) 174 174 0

※ 平成23年度:平成23年5月12日̃平成24年3月31日

※ 平成27年度:平成27年4月1日̃平成27年12月31日

表 3  猫の飼育場所提供頭数(保健所、動物愛護団体への提供を含む利用)
区 分 受入頭数 退去頭数 現在頭数

保 健 所 8 8 0

動 物 愛 護 団 体 15 11 4

平成23年度 - 般 市 内 2 1 1

市 外 9 7 2

計 34 27 7

保 健 所 4 3 1

平成24年度

動 物 愛 護 団 体 0 3 1

- 般 市 内 1 2 0

市 外 3 3 2

計 8 11 4

構 福
成 島
メ 県
ン 動
バ 物
l 救
の 護
活 本
動 部



b福
島
メ 県
ン 動、物
l 救
の 護
活 本
動 部

保 健 所 4

2

5 0

平成25年度

動 物 愛 護 団 体 3 0

- 般 市 内 2 2 0

市 外 0 1 1

計 8 11 1

平成26年度

保 健 所 8 8 0

動 物 愛 護 団 体 1 1 0

- 般 市 内 1

0

1

1

0

市 外 0

計 10 11 0

保 健 所

動 物 愛 護 団 体

3

0

3 0

平成27年度

0 0

- 般 市 内 0 0 0

市 外 0 0 0

計 3 3 0

合計(累計) 63 63 0

※

※

平成23年度:平成23年5月12日̃平成24年3月31  日

平成27年度:平成27年4月1日̃平成27年12月31日

10 ぺッ ト保護センターにおける連営管理体制及び飼養管理状況

収容動物の管理までの流れは、①捕獲及び引取りにより既存の抑留施設に収容、②公示、③

所有者が判明しない場合は譲渡適性判定、 ④譲渡候補となった動物にワクチン接種等の健康管

理実施、 ⑤小型大̃中型犬及び描をぺット保護センタ ーにて管理、 としました。

被災者飼育動物の管理までの流れは、 ①飼い主が動物病院にてワクチン接種等の健康管理実

施、②救援本部事務局(保健所)にて施設利用申請、③ぺット保護センタ ーへ収容、④原則、
毎日飼い主がぺット保護センターへ行き、 自身の動物の給餌等管理、 としました。

ぺ ツ  ト保護センターの外観
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ぺ ツ  ト保護センタ一内部での飼養の様子 ぺ ツ  ト保護センタ一建屋内での飼養の様子

( 1 )  運営管理体制

ぺット保護センタ一施設及び当市で保護した収容動物にっいては、 委託したポランティア

団体からの2名と一般ボランティアが管理を行い、 施設を利用する被災者は、 収容動物を自

身で管理することとしました。

ぺット保護センターの飼育管理スタッフは、1日2名体制で犬・猫の世話等を行い、スタッ

フ 3̃ 5名が交代で従事しました。

また、収容している犬 ・ 描の健康診断、傷病治療、不妊去勢手術については、定期的に公

益社団法人福島県獣医師会いわき支部の獣医師がボランティアで実施しました。

なお、 市保健所生活衛生課が事務局としてぺット保護センタ ーの事務管理を行いました。

ぺット保護センタ ーの運営管理等に必要な資金(動物救護施設設置費、飼育管理費、光熱

水費、人件費等)については、緊急災害時動物救援本部(当時)からの義援金のほか、救援

本部に集まった寄附金を活用しました。

また、必要な物資については、緊急災害時動物救援本部(当時)や全国の支援者からの支

援物資のほか、 ホームセンタ ー等で購入しました。

( 2 )  飼育管理状況

ぺッ ト保護センタ ーにおけるぺットの収容可能頭数は、大約20頭、描約15匹ですが、

収容頭数が大幅に増加したため、 感染症の蔓延を防ぐためにワクチン接種を行う等、 健康管

理を徹底するとともに、清掃及び消毒を徹底して行いました。

なお、 市犬抑留所においては個別収容が出来る状態になかったため、 できる限り犬同士の

相性等を勘案して収容しましたが、 闘争による負傷・ 死亡事故が何度か発生しました。

( 3 )  ぺット保護センタ ーの閉所に向けた対応

当市は、被災地であるにもかかわらず、双葉郡等から約24,000人が避難してきており、ぺッ

トと一緒に暮らせる賃貸住宅等が不足する状況にありました。

しかし、 飼育環境が整えば飼い続けたいと考えている避難者が多かったことから、 あまり

所有権放棄には至りませんでした。

今回の災害は、原発事故の影響が大きく、原発周辺自治体からの避難者の飼い犬 ・猫の受
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け入れを行つたことから、 ぺッ ト保護センタ ーの閉鎖時期を設定することが困難な状況とな

り、設置期間を延長しました。

一方、 震災から1年を経過した頃からは、 特に成犬の譲渡が困難になってきていました。

収容頭数が多く、 行政だけでは譲渡頭数を増やすことに限界があったことから、 地元の動

物愛護団体に加え、 全国の動物愛護団体の協力を得るなどして、 譲渡の促進を行いました。

その後、管理されていた犬 ・描の多くは、飼い主が判明したり、飼い主の飼育環境が整つ

たことで飼い主の元へ戻り、  または新たな飼い主へ譲渡したことにより退去し、 平成26年
7月に退去した被災者の飼い大を最後に、 被災者の継続利用及び新たな被災者の利用中請が

なかったことから、  同年9月末日をもってぺット保護センターにおける被災者あて飼育場所

の提供を終了しました。

なお、 引き続き管理が必要な譲渡候補動物がいたことから、 施設運営は平成27年12月

末日まで継続しました。

11 飼い主への返還、 新しい飼い主への譲渡
東日本大震災により被災し、 所有権を放棄せざるを得なかった犬 ・猫や、  所有者が分からな

い犬 ・描は、動物愛護団体と連携しながら、新たな飼い主を探し、譲渡する事業を実施し、全

国各地から被災地の被災動物を救いたいと申し出ていただいた方々に多くの命を救つていただ

きました。

この場をぉ借りしてご協力いただいた方々に改めてお礼を中し上げます。

( 1 )  返還

当市では、保護したぺットがより多く飼い主へ返還されるよう公示期間を平時よりも延長
して1カ月間とし、飼い主からの行方不明情報との照合を行いました。

( 2 )  所有権放棄

飼育場所の提供を依頼したまま飼い主がぺットを連れ帰れない理由として最も多かったの

は 「ぺットの飼育可能な仮設住宅への入居を中し込んだが、住むことができなかったため」
であり、次いで 「仮設住宅でのぺットの飼育が許可されていないため」、 「ぺット飼育が認め

られていない住居に移つたため」 でありましたが、所有権放棄されたぺットにっいては、動

物愛護団体と連携し、 新たな飼い主へ譲渡を行いました。
( 3 )  譲渡

飼い主不明のぺットにっいては、 延長した公示期間中に飼い主が現れない場合、 譲渡適性

を判断したうえで、譲渡候補動物としました。

また、 当市では譲渡を促進するために、 市ホームページに譲渡動物情報として写真付きで

掲載したほか、 個人への譲渡だけでなく動物愛護団体等への譲渡を開始しました。

12 不妊去勢措置の実施状況

当市では、長期に渡り施設の収容能力の限界まで犬を保管しなければならなかったことから、

犬同士の闘争 (発情に起因したもの含む) ゃ収容以前に妊娠していたと思われるもの、 不慮の

交配を防止する必要があるものについては、 飼養管理上支障をきたすものと判断し、 不妊去勢
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措置を実施しま した。

不妊去勢手術にっいては、市保健所で実施するとともに、獣医師会いわき支部の獣医師にボ

ランティアで実施していただきました。

なお、当市では不妊去勢措置に係る助成制度を行つていませんでしたが、平成25年7月から、

飼い犬及び飼い猫の飼い主(市民に限る) を対象とした、不妊去勢手術に係る費用の一部助成

制度を開始したところです。

13 ワクチン接種等の実施状況

ぺット保護センタ 一等に保護収容した全ての犬 ・猫を対象に、混合ワクチン接種、ノ ミ ・ダ
=処置を行い、全ての犬にフイラリア予防措置を行いました。
これらのワクチン接種等は市保健所で実施し、 費用は寄附により賄いました。

なお、 当市では避難所や仮設住宅等に飼い主と避難したぺットに対する、 ワクチン接種等の

助成事業は実施しません.でした。

14 ボランティアの活動状況

震災発生以前より市の事業で関わりのあった愛玩動物飼養管理士を通じて、 ぺット保護セン

タ ーの飼育管理を1団体、 団体譲渡を6団体に依頼しました。

また、 市内の大学の学生課に希望のあった学生を斡旋してもらい、 ぺット保護センタ ーで収

容されている犬の散歩等のボランティアを依頼しました。

15 支援物資の受け入れ、 提供体制

動物救護活動に必要な物資は緊急災害時動物救援本部 (当時) からの支援を受け、 市職員が

調査を兼ねて避難所に配布したり、 ぺット保護センターで利用しました。

一方、発災直後には、人の物資が優先とのことで、避難所の管理責任者が支援フー ドの受け

取りを断るなどの場面もありました。

支援物資の中では、おやっ (ジャーキ一等)やサプリメントといった嗜好性の強いものより、
多くのぺットが消耗品として必要とするぺットシ ーツが不足しました。

16 資金の確保、義援金の募集、配布

動物救護活動に必要な資金にっいては、 緊急災害時動物救援本部 (当時) からの義援金、 独

自に集めた義援金及び自治体予算から確保しました。

集まった義援金は、 救援本部が行う救護活動及び'ぺット保護センタ ーの運営管理費等に充当

しました。

なお、 設置したぺット保護センターの利用者の多くが、 原発周辺自治体から当市へ避難して
いる方であったことから、  市及びぺット保護センタ ーの立場としては、 義援金を積極的に募集

しにくい状況でした。
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17 広報・普及啓発活動

被災者への動物救護に関する広報 ・普及啓発活動は、 避難所や仮設住宅における避難者も含
め 、 イン タ ーネットを活用して行いました。

18 東日本大震災を踏まえた見直し状況

東日本大震災以前は、 市地域防災計画に災害時の動物対策についての具体的な記載はありま

せんでしたが、 現在は具体的な災害対策にっいて見直しを行いました。

また、 発災以前は、 動物救護活動に必要な物資の備蓄は行つておらず、 具体的な活動マニュ

アルも整備していませんでしたが、 今後の災害に備えて備蓄及び整備を検討中です。

19 動物救護活動を通じて特に効果的だった点

県内では、福島県が当初は2カ所に仮設の動物救護施設を設置し、 警戒区域から保護した犬・

猫を収容していたところですが、 当市は獣医師会いわき支部及び市内のボランティア団体と共

同で、 平成23年5月から臨時の動物収容施設を設置し、 東日本大震災によりぺットとの同居

等が困難である飼い主に飼育場所の提供を行つてきました。

家族や家屋を失つた被災者の中には、ぺットと一結に暮らすことができなくなった方も少な

からずぉり、悲しみや喪失感を癒されることがなく、心身共に疲弊していたことと思いますが、

当市の臨時収容施設にぺットを預けている被災者は、散歩やケージの清掃等、飼い犬の管理を

自ら行うこととなるため、結果的にぺットに会えることで心が癒され、被災者の心のケアに役

立つたものと思つています。

20 動物救護活動を通じて特に対応に苦労した点

8(2) 臨時収容施設の設置 にも記しましたが、 収容後の犬のなき声、 糞尿の臭いなどによ

る周辺の住民との問題が起こらないような場所、施設を探す必要がありましたので、適地が見

つからず、 また、借用の了解を得ることが難しく、最終的に厚生労働省が所管している 「ポリ

テクセンターいわき」 駐車場を借用することとなるまで、立地の選定に苦労しました。
また、 災害対応の需要増加により、 コンテナハウスの借用が難しい状況となっていましたの

で、 確保するのが困難でした。

加えて、 工事関係の業者が災害対応に追われ、 ぺット保護センタ一施設の整備にかかる各種

工事の発注が難しい状況に陥つていましたので、 事務局職員等で部品の調達や設置等をせざる

を得なくなり、とても苦労しました。

その後は、 徐々に復旧が進むにっれ、 全国の動物救護施設が閉鎖され、 残つているのが福島

県内のみとなった中、 市ぺット保護センターを利用する被災者の多くが、 施設の継続利用を希

望する状況にありました。

施設を利用する被災者を対象とした調査の結果、 全員がぺット保護センターの存続を希望し

たこともあり、設置期間を延長しましたが、施設利用者のほとんどが当市民ではなく、 当市に

て避難生活を送る市外の住民であったこと、また、自らが希望する避難地区から離れてでもぺッ

トと共に避難生活を送ることを選択した被災者との不公平が生じていたこと等を踏まえ、 どの
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時点で施設を閉鎖すべきであるか、 時期を設定することが困難な状況がありま した。

21 今後、 必要と考えられる点

人によって、 ぺット動物に対する感情に温度差がある以上、 避難所や仮設住宅等における同

行避難を不可としたい意識は今後も大きくは変化しないと思われます。

また、ぺットに嫌悪を感じないまでも、アレルギーなどの問題から、ぺット同伴を遠慮して

欲しいと考える被災者もあると考えます。

避難所でのぺット飼育場所の設定、備蓄フー ドや預かってもらえる知人の確保、 多くの避難

者が周辺にいても落ち着いていられるようしつけを行うなど、 各々が有事に備えて平時から準

備する必要があると思われます。

22 構成団体の活動記録 (一部のみ)

( 1 )  公益社団法人福島県獣医師会いわき支部 安藤 和典(震災発生当時支部長)

ア 震災直後の被災動物救援活動

震災直後のライフラインが途絶える中、 動物病院には地震や津波によって負傷し、 ま

た、ストレスにより体調を崩したぺットを抱えた飼い主が多く来院しました。

時間の経過とともに、生命にかかわる心臓の薬や抗てんかん薬、インシュリン等の処方

を求める飼い主も殺到したことから、 各病院では残つている器具や医薬品等で対応せざる

を得ませんでした。

また、 環境省自然環境局長から

動物救護専門員に委幅された獣医

師は、ボランティアとして警戒区

域内に残されたぺットの調査及び

保護に従事しました。

他に、 被災動物の無料一時預か

りゃ治療費の一部負担、 いわき市

ぺット保護センタ ーでの一部診療

にもあたりました。

イ ボランティアの活動状況

各県から多くのボランティア団体が当市内を拠点に活動し、 被災地からぺッ トを保護し

てきましたので、 各病院では可能な範囲で協力しました。

ウ 支援物資の受け入れ、提供体制

支援物資の中には、使用できない薬品等もありましたが、各種ワクチンや予防薬、ノ

ミ・ダニ駆除剤等は、いわき市保健所へ提供し、役立てていただきました。
エ 広報・普及啓発活動

動物病院内での掲示が主な広報媒体でしたが、 通信手段が麻痺する中、 .市内のコミュニ

テ ィ F  M放送にて診療を行つている動物病院が案内され、 非常に助かりました。

オ 東日本大震災を踏まえた見直し状況
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今回の災害で得られた経験や教訓を踏まえ、いわき支部として何ができるのか、現在検

討を進めています。

力 動物救護活動を通じて特に対応に苦労した点

原発事後の発生により、各病院ともスタッフや家族が避難を余儀なくされたため、診療

の再開までに時間を要したところが:llli:労しました。

キ 今後、必要と考えられる点

医薬品の十分な備蓄及びいわき支部会員における新たな連絡網の整備が必要であると考

えています。

ク その他・ 活動全般を振り返つて

災害発生時に私たちは何ができるのか、 難題ではありますが、 一刻も早く病院機能を復

旧し、 治療を必要としているぺットや飼い主の要望に迅速に対応できる動物病院を日指し

たいと思つています。

当時支部長であった私は避難を余儀なくされましたが、 避難せず黙々と言参療を続けてい

た動物病院の先生や、 最後まで公務を全うしたいわき市保健所の獣医師職員には頭が下が

る思いです。

最後に、ぺット保護センタ ーの運営に携わったスタッフとポランティアの皆様に、 この

場を借りて慰労の意を表します。

23 その他番外編

当市は、温暖な地域であり 、 山間部を除けばほとんど雪が降らないところですが、平成26

年2月に湿つた雪が45年ぶりに降つて仮設の屋根が重みに耐えられず、 V字に潰れてしまい

ました。応急処置として、屋根の雪を取り除いたり、下から支柱を挿入するなどの対応で急場

をしのいだ後に改修工事を行いました。

なお、従事する人も動物にもケガがなかったことは、幸いでした。
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福島県獣医師会

当時を振り返つて

福島県獣医師会県北支部 久保田 晃

1 .  大震災直後

1 )  被害状況など

福島県県北支部の動物病院や獣医師またはその自宅におきましては、 自宅の半壊6件、 診

療施設の半壊が1件、診療機器の損壊が3件でした。 (平成23年7月14日時点)

また福島市および周辺地域の状況は、 物的被害は幸いにも甚大というほどではありません

でした。家のブロック塀が倒れたり、幹線道路のアスファルト面が隆起 ・陥没するなど、生

活を続けるのに困難というほどではありませんでした。

他方、 ライフラインの切断により、人々が右往左往しながら飲み水や生活用水の確保、食

料の買い出し、ガソリンの補給などについては一家総出で対応しなければなりませんでした。

特に水道が3日間使用できないだけで、いつもは何の苦労もなく水を飲めたり、 トイレ排水、

お風呂、食器洗い、手洗いができるのに、それが急にできないとなると生活上多大なストレ

スを感じました。 幸い、 私の近所には阿武隈山系からの伏流水がいつも豊富に湧き出してい

る場所があり、その情報を得たたくさんの人々が朝早くから深夜まで、汲みに来ていました。

私達も飲料水としてはもちろん、 自宅の大型ポリゴミ箱をきれいにしてお風呂用の水を汲み

車で何度も往復して、ようやく体を洗うことができたのです。 トイレの排水には、洗髪後の

湯をバケッにとっておいたものを利用していました。

今回、 災害時の水の確保が大変重要ということを思い知り、 その対策には井戸水が大きな

役割を果たすだろうと思いました。電気は翌日には開通し、 近所の家庭の井戸では電気モー

タ 一敷設の井戸で水を汲み上げ普通の生活ができていましたし、 別の家庭では外付けの井戸

を他人に開放しておりそのおかげで自由に水を調達できていました。前段で記したような湧

水 ・ 井戸などを含め、 万一の災害時に利用可能な井戸の場所や貸してくれる家庭を行政が率

先して募集し、 ハザー ドマップのようなものを作成できれば、 給水車を待つても少しの水し

かもらえないという逼迫した状況はかなり解消されると思います。

食料確保にっいては、 早朝からス ーパーに買い出しに来た人々が100 m位列をなして並

んでいました。物流の大型トラックは、福島第一原発の爆発による膨大な放射線量の恐怖や

高速道路の復旧遅れなどの理由で、 県内にはなかなか入つてこなかったため、 ス ーパーはど

こも品不足で不安な日々が続きました。対策としては、 各家庭で日頃から缶詰などの非常用

食を準備しておくことが最も重要なのではないでしょうか。

大気中放射線濃度はかなり高い数値が測定されていました。 その後徐々に下がってはいき

ましたが、今覚えているものでも28マイクロシーベルトやそれ以上の数値の中で、その空

気を吸い込みながら皆が活動せざるを得ませんでした。 当時混乱した状況だったとはいえ、

20歳未満の子供たちがいる家庭では、 汚染した空間に彼らを暴露させてしまったことを、
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今でもその親たちに後悔させ続けています。

2 )  県行政、県獣医師会、他

平成23年3月12日から4月25日の間、 県の行政は、 相双地区の犬の保護活動から始ま

り52頭を収容しました。また各地域への被災者からぺットの無料引き取り ・ 譲渡指示 ・ 分
散収容等、またホームページでの動物保護情報公開 ・ 必要なフー ドやケージの手配・ ぺ ッ ト

の一時預かりの指示 ・ 県動物救護本部を設置 ・義援金口座開設などを行い、4月25日には

福島市飯野町に福島第一施設 (飯野シェルター ) を設置しました。

福島県獣医師会はそれらに呼応する形で、 被災動物救護事業などを立ち上げ、 県内各動物

病院などに要請をし、それを受けてそれぞれの獣医師が全面協力しながら活動し始めました。

3 )  県獣医師会県北支部

福島第一原発の爆発や大規模な津波による被災住民が、県内の様々な地域に避難しました。

その際同行できずに住居に残してきたぺッ トたちを救うために、 環境省や県内外の自治体、

獣医師会、動物愛護団体、 ボランティア団体などの協力により、避難指示区域でのぺットの

保護 ・ 確保活動が開始されました。それとは別に、個別にぺットと同行避難してきた人々の

避難所の一部で、獣医師が個別に無償でぺットの健康診断や治療活動を開始しました。 同時

に、 ある一般企業の厚意でフー ドやケージなどの他、 徐々に問題化してきた鳴き声、 排泄の

普情を解決するため、 無償で小規模シェルターを建設していただきました。

個別の動物病院においては、 インフラの復旧が少しずっ進むにつれて診療も開始されるよ

うになりました。当面できることは、  同行避難してきたぺットの診療費をできるだけ安価に

することや避難以前から食べている処方食の無償または安価提供など、 少しでもそのご家族

の負担を減らすことを心掛けました。 車中泊でしのいでいるご家族が来院された際に聞いた

話からは、 普段の安らかな生活が一変しそのつらさや将来の不安で一杯な様子が、 ひしひし

と伝わってきました。

また、前述の相双地区の52頭の犬は一時行政の施設で過ごしていましたが、その後内陸

部にある川俣地区の一般収容施設に移動しました。 ここでは動物病院から獣医師が出向き、

診療を行つていました。 しかし近日中に一斉保護活動などにより動物の数が增えることが予

想され、 他所にさらに大きな収容施設が必要となったため、 急きょ福島市飯野町に福島第一

施設(飯野シェルター )が設置され、4月25日に52頭中25頭が移動しました。

4月28日から5月2日には警戒区域内において、ぺットの第1回実態調査が行われ、大

27頭 ・描2頭が保護されました。  その後被災者の一時立ち入りに連動して環境省と福島県、

さらに県獣医師会などを含めた他の団体が協力しながら保護 ・ 回収を実施し、 8月26日ま

でに延べ犬300頭、猫191頭の合計491頭が保護されました。その結果、飯野シェルタ ー

にはゴールデンウィ ークの頃から犬猫が急激に增え始め、 5月の時点では103頭、 6月の

時点では254頭とシェルタ一内が満杯の状態で管理されていました。

そのような中、福島県獣医師会では3月11日に遡り被災ぺットを無料で一時預かる 「被
災動物救護支援対策事業」 を全県で開始し、 県北支部の各動物病院でも被災者のぺッ トや飯
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野シェルターの保護動物を、 一時預かることになりました。  その条件は20日問を限度とし、

以下の通りとしました。

預かり料1日にっき :小型犬 ・ 猫  300円

中型犬 400円

大型犬 500円

ケ ージ等施設借受料:一頭にっき5000円

診療費:1頭につき1万円まで。 1万円を超えた分についてはその2分の1を加算する。

(ただし合計が2万円を限度とする)

預かり中の事故などに対する責任は受託者 (病院側) にありましたので、 実際に預かる際

に飼い主さんへのインフオ ームドコンセント・誓約書・所有権放棄届など、各病院で工夫し
ながら対応することになりました。

個人的な考えですが、 もし福島第一原発がさらなる大爆発を起こし放射線被害が甚大にな

る場合は、 まず飼い主さんに連絡し引き取りにきてもらい、 それができない動物はすべてを

車に乗せて避難はできないので止むを得ず院内にとどめ置き、 獣医師 ・ 看護師が一時避難せ

ざるを得ない、 という最悪の状況も想定していました。何とも無責任な話ですが、 当時はそ

れほど原発の再爆発を憂慮していたのです。

2 .  福島第一施設 (飯野シェルター ) での活動
その頃行政では、 ホームページ上で犬 ・猫の情報公開や他県への働きかけにより飼い主や里
親探しをし、 獣医師会でも個人病院での預かりの他、 一般の人に一時的に預かってもらうホス

トファミリ一制度の提案、他県の獣医師会や動物病院などにも協力をお願いするなど、飯野シェ

ルターの収容数を減らすよう努力しました。

しかしシェルターに連日のように搬入される勢いは圧倒的であり、 狭い敷地に大型のコンテ

ナを設置使用したり、スタッフ用のプレハブはほぼ猫で理め尽くされました。来る日も来る日

も犬の世話をしていたあるボランティアの方は、 笑いながらではありますが 「シェルタ ーに来

る人の顔が皆犬に見えるようになった」 と 、  精神的にも体力的にもかなり消耗している様子で
した。

獣医師会でも現場で不足する人員の雇用調整に努力し充実してきましたが、 膨大な頭数を管

理するにはボランティアの方々の他にもさらに人員が必要でした。前出のある企業からは大勢

の社員の方々が、 ボランティアで放射能汚染された犬の全頭シャンプーや毎日の散歩などをし

ていただき、 大変有難かったです。

しかしそこまでやっていても、 動物たちにとっては元々ストレスが大きい環境であることに

変わりはないため、 シェルタ 一内では病気は毎日発症していました。
平成23年6月からは、 獣医師会県北支部の動物病院の獣医師が、 当番制により毎日シェル

タ ーでの犬猫の診療を行うようになりました。速く会、津支部からも参加協力があり、シェルター

診療が継続稼働していきました。

また当番制とは別に、 県内他支部からも個人的に診療に参加していただきました。
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1 )  診療の実際

獣医師が当番制でシェルタ 一診療を開始するにあたって全員が不安に思つていたことは、
院内とは違い診察台もない現場で治療をするのに誰がどうやって動物を保定するのか、 抑え

が効く飼い主がいない状況で咬まれないか、 逃走されないか、 どの程度の治療をすればよい

のか、 しっかりした検査はできないが診断はどうするのか、などなど情けないほどたくさん

ありました。フイ ールドで得体の知れない犬描に加療したことのある獣医師はほとんどいま

せんでしたので、 それらの不安は当たり前のことだったと思います。

先行してシェルタ 一治療を行つていた獣医師の経験談などをたよりにして当番制が稼働し
始めた頃、 米国の大学においてシェルターメディシンを専攻し動物の集団管理に詳しい講師

のセミナーを受講しました。 県北支部獣医師他が飯野シェルタ ーに集まり、  講師から現場で

直接の指導を受けることができたことは、 その後の診療やシェルタ一管理にとても参考にな

りましたので、 以下にその概要を記します。

犬について

①搬入時直ちに全頭ワクチン接種する。

②フイラリア予防は血液検査なしで副作用の少ない薬を投与する。

③治療は細かい検査なしで見た感じでまず治療する。

症状が思わしくない場合は、入院・検査 ・治療を行う。

猫について

①搬入時直ちに3種混合ワクチンを接種する。

FVRの症状が軽い場合は、 ワクチン接種する (猫は皆FVR潜伏感染していること

が前提なので)。

②ストレスを最少限にする。

1 )掃除は便 ・ 尿などをスポット的に行う (全取り替えはしない)。

2 )  猫の体をあまりいじらない。

3 )ヵゼ描は触らない。

4 )注射もストレスになる。

5 )  掃除をしたり猫を触つたら、 次のケ ージに移る前に手をァルコールなどでスプ

レ一消毒する。

6)症状が重い場合は、入院など別棟で検査 ・治療を行う。

シェルターでの診療は、 当番の獣医師1人が午後0時̃3時位の間に犬 ・ 猫の治療をします

が、 その数が多いため予め症状をボランティアの方から聞き取つておき、 準備がすべて整つて

からボランティアの慣れた方に保定をしてもらって皮下注射などを行います。 中には凶暴な動

物もいますので、 けがをしないよう無理をせず、投薬だけで済ませることもあります。 このよ

うな場所では、 よほど条件が良くないと血管点滴はあまり一般的ではありませんでした。

病気の種類については、犬は下痢や食欲不振 ・ 呼吸器病 ・ 皮膚病 ・ 感染症が多く、猫は

FVR ・ FCI ・下痢や食欲不振などの消化器病や皮膚の寄生虫感染症などが頻発しました。原

因はストレスはもちろん、支援されたフー ドが多種のため日々変わる場合があること、暑さ
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対策の大型ク ー ラ ーに犬のケージの場所が近いために体が冷えることなど、 元々持つていた

病気以外に集団生活の中に大きく原因が存在すると考えられました。

感染症にっいては集団管理において特に注意を払わなくてはならないはずでしたが、 一時

FVRが猫舎で蔓延してしまい、 重症患者を有志の動物病院で入院治療し多くは治癒しまし

たが、 中には助けられない描もいたことは事実です。 

また犬ではパルボウィルス感染症と考えられる事例が発生し、 直ちにシェルタ一外部の倉

庫の一角にブルー シー トで簡易遮断した隔離部屋に移動させました。 移動前の収容ケージが

隣接していた大数頭が同様症状を示したため、 パルボウィルス簡易検査キットで陽性を確認

した上でとった措置でした。 患犬は警戒区域から保護されたばかりであり、 同時にワクチン

接種も行つたところでした。 陽性反応はこのワクチンの弱毒生ウィルスの排泄によるものと

も考えられますが、 集団管理上危険性があれば小さいうちにその芽を摘んでおく必要がある

と考えた結果の予防措置でした。

動物のお世話をするポランティアの方々には、 踏込消毒漕での靴の消毒・ スプレーで手の

消毒を徹底するよう指導しました。

2 ) 薬品類

当番制の初めの頃は、自前で薬品や器具などを持参し使用することもありましたが、県・

獣医師会の支援事業、 一般企業などからの支援物資や薬品等により、 不足することはほぼな

くなりました。

支援物資、特に薬品についてはカルテや薬品台帳に記帳しチェックはしていましたが、 当

初の混乱の中ではその品数の帳尻はあまり合つていなかったように記憶しています。その後、

福島県獣医師会に動物救護本部が移されシェルタ一管理体制が整つてからは、 正確な帳簿管

理がなされていました。

3 .  福島第一施設 (飯野シェルター ) の閉鎖
県の被災動物救護本部の役割が福島県獣医師会に移り、福島第一施設 (飯野シェルター ) は

専属の獣医師、事務管理人、飼育管理人により運営されることになったので、県北支部の当番

制による治療を一旦終了し、 専属獣医師の休日にだけ出向くという体制に代わりました。

本来シェルターの役割は、 事態が収拾するまでの短期間を目的としますが、 今般の大震災に

おいて被災者が福島第一原発の爆発による放射能汚染のため長期帰宅困難になり、 また仮設住

宅などでのぺットとの同居が必ずしも叶わなかったことから、 膨大な数の大猫を長期に預かる

ことになりました。飯野シェルターにおいても負担が増え続け、 その環境改善のためにもさら

に広大な施設が必要でした。 そして田村郡三春町に第二施設 (三春シェルター ) が完成し、 平

成23年秋頃より飯野から三春へ数回に分けて犬猫を移動し始めました。その際、多くの犬猫
に避妊・去勢手術を実施し、 マイクロチップを装着した上で、 県内各動物病院に最大限の引き

取りを要請し、 さらには県外の様々な団体や個人の皆様に協力していただき譲渡されました。

平成25年3月末には第一施設 (飯野シェルタ ー ) は閉鎖され、残つたすべての犬猫は第二

施設(三春シェルター ) に移動しました。
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東日本大震災を振り返つて

福島県獣医師会県中支部 佐藤義男

須賀川市内における地震の被害の概要
平成23年3月11日、 PM2時46分、東北地方太平洋沖にてマグニチュー ド 9.0 と い う 大

震災が発生しました。福島県では震度6を観測し各地に甚大な被害をもたらし、そのうえ津波

に原発事故、まさに未曽有の大災害に見舞われました。

特に県中地区においては原発、 津波の被害こそありませんでしたが震災そのものの被害が県

内でも大きく、  8名が行方不明となった長沼地域の藤沼湖の決壊をはじめ、 建物の倒壊、 道路

の陥没、 液状化現象による住宅の傾き等が広範囲に認められました。 須賀川市の広報によれば

人的被害として死者10名、行方不明1名、建物被害として住家は全壊829棟、大規模半壊280棟、

半壊978棟、公共施設においては道路494か所、橋梁5か所、下水道609か所等の被害が報

告されていましたが、  22年前の阪神淡路大震災のような火災が無かったのは不幸中の幸いで

した。 会員においても家屋の全壊2件、 半壊2件の被害がありました。 全壊では住宅の基礎部

分に東西方向及び南北方向に亀裂が入つたケー スと地盤の液状化現象により病院が傾くのと同

時に時計回りに約5°程度回転したケ ー スがありました。  短期期間の避難生活を強いられまし

たが、人的被害はありませんでした。

須賀川市役所前のオフィスビル 須賀川市森宿 林精機の工場

市道から飛び出たマンホール
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14 日には復興の拠点になるべき市役所が倒壊こそしませんでしたが、 支柱や外壁の損傷が

激しく、  その恐れがあるとのことで立ち入り禁止になり、 その後、市役所はインタ 一近くの須

賀川アリ ーナや文化センター、 文化センターの駐車場に造つた仮設庁舎に移住、 6年を経過す

る現在もここで業務を行つています。 尚、 この年の集合狂犬病予防注射は秋に延期になりまし

た。

現在は復興が進み市役所も旧地を整備して新庁舎を建築、平成29年3月に完成、 5月 8日

に開庁の予定です。 町中もメイン通りでは平成27年頃はあちこちに更地が日立つていました

が、平成28年頃よりその更地に建物が建ち始め、現在ではだいぶ復興が進んだ感があります。

復興のシンボル須賀川市役所 ・ 平成 2 8年 1 2 月

地震発生の時間

当日、PM2:30ミニチュアダックスの皮膚病を治療していました。当院では午後の診療は

PM3:00からですが時間を勘違いして来診した患者さんです。 普通でしたら診察を終え帰路

に向かうはずだったでしょうが、運命の2 : 4 6分、  ゴゴゴー という鈍い音と同時にグラグラ

という今まで経験したことがないような強い揺れに襲われ、 しかも時間の経過とともに揺れが

一層激しくなり、  飼い主さんは悲鳴を上げながら動物を抱え込み診療台の下へ避難、 診療室内
では棚の上のパソコンやプリンタ ー、 診療器械、 薬品棚の薬等が今にも落下しそうな状態で、

私は最近、設置したばかりのCRFモニターを必死で押さえていました。 (一番大切なのはこ

れか! ! )さらに揺れは収まるどころか時間の経過とともにより一層強くなり、遂に高さ2メ ー

トルのカルテ入れが転倒、 中のカルテが診療室の床一面に散らばり、 奥の手術室からガッシャ

ンという何か壊れたような大きな音、窓から外を見ると、車がダンスでもしているかのように

飛び跳ね、 電線は鞭打つたように大きく揺れ動き、 隣の家からは屋根の瓦が滝の如く落下して

いて、 そのたびにガシャンガシャンという大きな音、今までの人生で経験したことのないこと

が現実として起こっているのです。 震度6では人間は立つていられないことを実感しました。

やっと揺れが収まりました。感覚時間としては5分ぐらいにも感じましたが時間にして2̃3

分くらいの揺れだったそうです。室内を確認した結果、手術室のドアが開きません。裏のドァ
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から中に入つてみると機械戸棚が転倒、 内部の機械類が散乱し、 戸棚が内側から ドアを押さえ

ていたのです。壁紙はいたるところでひびが入り、有線放送用の配線はだらりと垂れ下がって

いました。台所では食器棚が倒れ、中の食器の大半が壊れていました。またテレビは台から落

下してとんでもないところに転がっていました。 外観では敷地と家の間に1cm程度の隙間が何

か所かに認められ、駐車場には多数のひび割れがありました。幸い、外壁やその他構造物には

大きな損傷は見当たらず、 まずは一安心。 後に専門家に見て頂いて時に、 他に比べて被害は軽

い方だったらしく、 「お宅はカットバン程度ですね」 と言われました。

周囲の家並みを見渡したところ瓦屋根の瓦はほとんど落下、 外壁には何か所かの亀裂が走つ

ていました。幸い、うちはスレー ト屋根で軽量だったので被害が少なかったのでしょう。また、

通りを一本隔てた6、 7軒ある新興住宅地は電柱や家屋すべてが傾いていました。 まるで震災

の状況をテレビ画面で見ているようでした。 でもこれが現実でした。

その後の生活

地震後の生活は正に生きるための生活でした。 当時、 食料は夫婦2人が1週間位食べるくら

いは何とかありましたが問題はライフラインです。ガスはプロパンのため0K、電気は無事で

したが水道は確か7̃8日位は出ませんでした。 近くの清水の水を汲んできても、 濁りがひど

くて飲用には出来ませんのでトイレの流水に使用しました。この時、思いました、水洗トイレっ

てかなり水を使うものだということを。  断水中はお風呂も入らず、 お湯を沸かし、 それで体を

拭いて過ごしました。家にあるポリタンクをすべて集め、飲料水の確保に給水所に並ぶ生活が

始まりましが、どこの給水所に行つても長蛇の列、水を汲んで帰つてくるまで約1時間、町の

中はいたるところで道路が凸凹、一部でヒビが入り崩れ、通行止めになっているところも何箇

所かありました。 また液状化現象なのでしょうか、電柱や住宅は傾き、中には歩道上にマンホー

ルが50cm程度浮き出した所もありました。店舗は何処もシャッターが閉まっていて人通りも

ありません。 たまたま開いているコンビニエンスストアに行つてみても陳列ケースや棚はガラ

ガラ 。ガ ソ リ ンス タン ド も ロープが張られ、ほとんどが閉まっていました。給油できないのも

結構こたえました。給油車はしばらく来ず、水汲みに行くたびに、ガソリンは日々減つていく、

「ここで足が奪われたら」 そう思うと不安でたまりませんでした。町中のガスリンスタンドを

回りましたがいずれも門前払い、 中には 「給油車が何日の何時頃に来ます。」 の張り紙、 これ

に一途の希望を賭け、 行つてみると長蛇の渋滞、 既に整理券が配られており、 もう今日の給油

分は終わったとのこと。当時、私は牛の往診もゃっていましたので診療依頼も何件かありまし

たが 「申し訳ない、ガソリンが無いので行けません。」 そう答えるしかありませんでした。中

には 「そんじゃ迎えに行くよ。」 と送迎してくれる農家もありました。その後、早朝から並ん
でやっとの思いで20Lのガソリンを給油することが出来ました。 また幸運にも往診先の農家

からガソリンを分けて頂いたりして活動が制限されることはありませんでした。燃料の供給が

通常に戻つたのは震災後2週間くらいかかったと思います。 水にしろ、 燃料にしろ、 あって当

たり前のものがなくなるとこんなに大変かということを痛感させられました。

動物病院の方には震災直後はぺットショツ プやスーパーが閉鎖しているためにフー ド類を購

入するオーナーさんの来院が大半でしたが、 中には震災で驚いて逃げ出し、 数日行方不明で怪
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我や衰弱して帰つてきた猫の診療や 「依然、 帰つて来ないのでポスタ ーを張らしてください。」
という飼主さんも居ました。 ぺットにとって震災は正に天変地異、 この世の終わりという感じ

だったのではないでしょうか。

時間の経過とともに近くに避難してきたと思われる浪江や富岡、 葛尾村の人達が来診するの

が徐々に見受けられるようになりました。  そんな中で富岡の方ですが 「福島空港から北海道に

自主避難をしたいんですが、 飛行機に乗るので動物を入れるゲージを貸してください。」 とい

う方もいました。  おそらく最小限の荷物を持つて避難してきたのではないでしょうか。原発事

故さえ無ければ何とか現地にてぺットと一結に生活できたのに、 本当に罪な原発事故、 です。

この方はその後、東京に移住し、 2年後にわざわざ、そのゲージを返しに来てくれました。感

激しました。 「ど う ぞ1頭張つてください。」 心の中でそう語りかけました。

県中支部の救護活動と して

1. 避難所への巡回
震災後一か月程経つた頃、 県中保健所及び岩瀬須賀川の開業獣医師5名を2班に分け、 被

災ぺットの健康診断、ぺットフー ドやぺットシー トの配布等を行つて何か所かの避難所を巡

回慰問しました。 時期的には仮設住宅があちこちに完成して移住が始まった時期だったので

何か所はすでにそちらに移られた後でした。 私が巡回した避難所の一つは阿武隈川沿いにあ

る須賀川市中曽根の須賀川市民スポー ツ会館、広いグランドとバスケッ トボールのコー ト

が2面位とれる位の体育館でした。 避難してきた人たちは30人位で、 中には医療用べット

で寝ている方もおりました。やはり原発事故による避難と聞きました。時間は午前10時頃

だったと思います。グランドには15台くらいの車が止まっており、そのうちの何台かの車

中にはゲージに入つた猫や繁がれている大が居ました。 正に、 同行避難です。 ただ残念なが

ら避難所の内部や周囲にはぺットの居る気配はありませんでした。 ぺットの同行避難は環境

庁でも推進していますが避難所の共同生活では、 なかなか難しいところがあります。 災害時

にぺットと離れ離れになるとぺットの保護が困難になり、 なかなか飼主さんのところへ戻れ
なくなったり、負傷したり、衰弱したり、最悪の場合は死亡するケースもあります。そういっ

た意味で同行避難が理想なのですが、 避難所では犬の鳴き声や臭い、 またぺットに対するァ

レルギ一体質の方の存在等いくっかの障害があります。

私は平成25年から地元町内会の役員をしています。 その関係上、 防災関係の講習会にも

何回か、出席させていただきました。 この類の講習会では決まって、人の災害避難に 「自助」、

「共助」、 「公助」 とい う キー ワー ドが出てきます。簡単に言うと

自助:自分で自分を助けること、すなわち自分の命は自分で守る、そのためには事前の備え

が必要で、防災の基本です。

共助:家族。企業や地域コミュニティで共に助け合うこと、ここでいうと避難所の中での助

け合い、

公助:行政(役場、警察、自衛隊、消防署)による救助活動、救援物質の支給、仮設住宅の

建設などの支援のこと、 です。

ぺットの同行避難に関してもこの 「自助」、「共助」、「公助」 があてはまるのではないでしょ
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うか。

すなわち、 「自助」 = ぺ ッ ト が ゲージに慣れているか、しつけがなされているか、 トイレ、
フー ドの備蓄は用意してあるか、 マイクロチップや鑑札等で飼主がわかる処置がしてあるか

どうか、  そして飼主さんが同行避難の知識があるかどうかの飼い主側の問題、 これにっいて

は日頃から、飼主さんに同行避難の考えを深めてもらうことが大切であると考え、 日常の診

療の中でも機を窺つて話をするようにしています。

「共助」 =避難所が同行避難できる環境かどうか避難所の問題、 もし無理でも話し合いや
創意工夫して同行避難の環境が作れるかどうか、 そして 「公助」 =そのバックアップが出来

ているかどうかの行政の問題 (獣医師やボランテアの出番が不可欠です。) があげられます。

何れにしても今回の経験を生かし、 万が一、 避難するようなことがあった場合はスムーズに

行動できるよう各ステージで準備していく必要があるのではないでしょうか。

避難所に同行避難したぺツ ト達、 車中泊でした。

2. 仮設住宅での講習会

平成23年10月、 公益社団法人日本愛玩動物協会福島支部 事務局佐藤忠弘氏から県獣

医師会経由で仮設住宅での動物の管理講習会を依頼され、翌11月に岩瀬開業部会から2名

の獣医師(本田先生、佐藤)を派遺、 2ヶ所で講習会を実施いたしました。私の担当した地

区は三春町貝山の旧中郷小学校跡地で70世帯程の葛尾村の仮設住宅がある場所でした。 さ

くら湖の岸辺で住宅の西側に集会所があり、 犬を買つている方は集会所の近くの住宅を割り

当てられているとのことでした。 住み分けのできている、 正に理想とする共同避難の出来る

住宅でした。 集会所の中には50̃70代と思われる方々が20名ぐらい集まっていました。

以前に愛犬のしつけ方教室で使用するために作つておいた自作の「人畜共通伝染病」と「手

遅れにならないために」 のスライドを使つて約40分、  その後30分位雑談を交えての質疑

応答という形でお話をさせて頂きました。皆さん、思つていた以上に明るく、熱心に話を聞

いていただきました。質問では、近くの動物病院の場所や狂大病予防注射の場所、仮設住宅

に移つたことによる犬の行動の変化、 それの対応の仕方などでした。 また、 震災後から今ま

で困つ・たことは、「ぺットの不安が強く、安心させることが大変だった。」 「フー ドや水、ペッ
トシーツ、猫トイレ砂等が手に入りにくかったこと。」 などが挙げられました。

帰るときに参加者の一人から 「今日は本当にご書労様でした。 仮設生活で何も無いけど、

これ持つていき」 と乾パンをいただきました。心が温まるおみやげでした。
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講習会の帰り道、 仮設住宅の玄関の框に双葉畜産の帽子を被つた 70代位の老夫婦が座つて

いました。私も当時、牛も診ていたので思わず声を掛けました。 「牛を飼つていたのですか。」

「うんだ、和牛で親が5頭、子牛が2頭、親も2頭が妊娠していた。以前は森沢先生や浦山

先生に診てもらっていた。でもここに避難する前に安楽死させてきた。」 「え、・ ・ ・ ・ ・ ・ 。」

続く言葉が出てきませんでした。 伏目がちに話をしてくれました話の端々から愛情をもって

牛を飼つていたことが推測されました。 きっと毎日、 牛に語りながら餌をやっていたであろ

う光景が脳裏に浮かびました。 「 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 。」 やはり言葉が出ませんでした。 「そ う

ですか。」 そう言うのが精一杯でした。

後に知つたことですが、 産業動物で福島第一原発から20km圈内において国の命令で安楽

死処置された、 牛豚が約5,200頭、 畜舎等に残され餓死したものが25,800頭、 信じられな

い数字でした。 動物たちも納得できなかったでしょう。  「なんで俺たちがこんな死に方をし

なければならないのだ」 そう思つて逝つたのではないでしょうか。同行避難もできず、人間

の作つた文明に翻弄されて亡くなっていった動物たち、冥福を祈るしかありません。自然災

害だけではこんなことにはならなかったのに、 なんと残酷な原発でしょう。

また原発事故では被爆という物的被害と人々の認識からくる風評被害があると思います。

咋今の新聞によると、 横浜、 新潟、 山形に避難した子供達が金銭の要求やバイ菌呼ばわりな

ど陰湿ないじめにあっていることが報道されました。 同じ日本人でありながら助け合うどこ

ろか寄つてたかってのいじめ、 これもまた残酷な話です。 事故直後は様々な地区で福島の人

達を受け入れる支援が行われた一方で放射能に対する無知や不安から福島を忌避する傾向が

多々見られました。たとえば、 「福島のトラックは放射能をばらまく」、 「福島で作つた花火

は上げるな」 「東北の野菜や牛肉は食べるな」 「福島の人は放射能を浴びているから電気を消

すと光ると思つていた」 等々の暴言。 正にこのような風評被害によって福島イジメが大人達
にじわじわと広がり、 子供達もそれに感化されていったのではないでしょうか。 そんな中で

横浜でイジメにあっていた子供が 「震災でたくさんの人が亡くなっているので、僕は死なな

い」、何という強いメッセージでしょうか。目頭が熱くなりました。がんばれ、負けるな、福島つ
子。

3. 救護活動を行つている個人への支援
音からの知り合いで、 ボランティアに熱心な0さん、彼女は子供のころから捨て犬や描

を保護し、 当院に搬入してきました。 そのたびにポスタ ーを作成して里親さん探しを一緒に

した関係です。 震災直後から連日、 横浜のボランティア団体と協力して、 原発20km圈内の

警戒地区(主に栖葉、富岡、双葉、大熊地区)に入り、ネットで救援依頼のあった現地に取

り残されたぺット達を捕獲して須賀川に連れ帰り、 ネットで照会して飼主さんを探し、 捕ま

らない場合は置き餌をして、救済に尽力していました。60頭ほど捕獲して返還率は80%だっ

たと聞きました。  また、どうしても飼主さんの見つからない場合は川崎のシェルターへ搬送、
里親さん探しに切り替えるとのことでした。

彼女の話では現地では道路の陥没や橋の損傷等があっていくらナビを使つて日的の場所に

行こうとしても、かなりの時間を要するとのこと。我々が現地に行つても何もできない可能
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性が大のため、 彼女に獣医師会から頂いたフー ド類やぺッ トシーツ類、 ゲージを提供して現

地での動物の救済を託しました。 ま た、 猪や狸等の野生動物が頻繁に民家に出没しているこ

と、  ゲージ内で餓死している動物たちが多数居たこと、猫同士が共食いしていること、逃げ

出した牛が交通事故に遭い道路上で死んでいること、 もうこれ以上骨が邪魔で痩せられない

という容貌で餌を求め、彷徨している犬達や疫せすぎて首輪に片方の前足が入つてしまって、

首輪による擦過創のため頸部から腋窩にかけて化月農している状態、 いわゆる 「タスキ掛けの

動物」 が多数いたとの悲惨な話も彼女から聞きました。 残されたぺット達が極限状態まで追

い込まれていることが想像できました。・ ・ ・ ・ ・ さ え な か っ た ら 、 そ し て 同行避難 さ え で

きれば、 そんなことを強く考えさせられました。

「タスキ掛け」の猫 ( 0さんより写真提供

4. 三春第2シェルターでの避妊、 去勢手術出張

獣医師会からの依頼で県中支部から坂本先生夫妻、本田先生、佐藤(義)夫妻、計5名で

三春シェルタ ーへ猫の避妊、去勢に往診。 12̃ 3頭実施。 現地に行つて収容されているペッ
トの多さに驚きました。渡辺先生によると飼い主はいるけれど住宅の関係で、 同行避難がで

きないため預かっているぺットもかなり居るとのこと。  実際、 須賀川市の仮設住宅でもほと

んどがぺット不可、ぺット可でも小型犬に限るとのことです。行政さん、何とかして。無事、

飼主の元に戻れることを祈りながら帰路につきました。

5. ボランティア団体との協力、 避妊、 去勢、 里親探し、 現在も継続

平成25年夏頃から 「白河で主に描の早期の避妊、 去勢が行われている。」 という噂を頻
繁に聞くようになりました。その後、たまたま白河で避妊した生後3ヶ月の猫が当院にワク

チンを受けに来ました。 「え、こんな子猫なのに避妊済み」、体重 1.2kgw、 しかも皮膚の切
開創は判らないくらい 1綺麗で驚きました。私はこれを見て、是非とも手術の様子を見学して

みたいという衝動に駆られました。

それから1週間後、青砥先生を誘い、現地へ。新白河、メガステージ北側の貸ビルの一角
にフクシマ スぺイ ク リ ニ ツクがありました。玄関を入ると通路に子猫の入つた捕獲艦が

いくっか並んでおり、 通路には現地での変わり果てた姿の動物たちの写真や救済を求める新

聞記事の拡大版が何枚も掲げられていました。 ボランティアと思われる女性スタッフが大勢
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いたことを記憶しています。 奥に、 手作り感の強い0P室があり手術衣を着た先生が一人で

黙々と手術をしていました。

フクシマ スぺイ クリニックの外貌 奧が違藤先生

聞けば獣医さんは静岡県、 伊豆の国市、 オリ ーブの木動物病院の院長で、 遠藤先生、 年齢

不詳、小柄の女医さん。過去、 アメリカの大学でMackie法という早期避妊、去勢法を学び、

1日で30 ̃ 4 0頭の手術をこなし、  結局、 平成24年9月̃平成26年11月まで2,400頭も

の避妊去勢を実施しました。 毎週土曜日に静岡から新幹線で白河へ来て当日と日曜日に主に
犬、描の去勢、避妊手術を行つて日曜日にはまた静岡に帰るとのこと。 (旅費、宿泊代は自腹)

しかもその動物たちは主に相馬や葛尾村、 飯館方面のいわゆる原発避難地区を含め福島県全

域からアニマルレスキューシステム基金、 アニマルライフサポー ト福島、 緊急災害時動物支

援ネッ ト ヮーク熊本、ニュー タウン動物愛護会、のボランティアさんたちが捕獲檻を使つて

捕まえて搬入し、避妊、去勢をして新しい飼主さんを探していること。正にT: t r a p (良で

捕獲)N : n e u t e r (不妊手術と耳先カット )R : r e t u r n (経過を観察して元の場所に戻すま

たは里親を探す)そして、M:management(TNR後の管理)の実践です。

手術の見学をさせて頂きました。麻酔をかけて毛刈りと強制排尿はボランティアさんのお

仕事で、 避妊、 去勢は1kgw以上が対象ですが、 中には0.8kgwの子猫でも一人でやってお

られました。先生日く、 「子猫は脂肪も少なく、組織に弾力があり結架しやすい、血管も発

達しておらず出血も少なのでやり易く、 薬品も少量で済む」 とのこと。

術式としては、 メスは月齊部と骨盤前縁の中間部位を約1̃ 1.5cm切開、 そこから吊出し鈎

を使用して卵巣を品出し、血管及び靭帯をまとめて4-0または5-0のワイヤーで結架切断、
この時、 品り出した子宮角の子宮広問膜をできるだけ子宮・卵巣動静脈に注意して広範囲に

分離しておくのがコツ、卵巣を切除した子宮角にぺアンをかけ、 それを尾位に引つ張ると子

宮広間膜を広く切つているため容易に対側の子宮角が引つ張られて創外に出てきます。 対側

も同様の処置をして左右の子宮角を尾位に引つ張ると子宮頚管部が出てきます。 そこをヮイ

ヤーで結架切断、 同様にワイヤーにて変法の巾着縫合で腹膿、 筋層を縫合、 皮膚の変法巾着

埋没縫合をして、 それで終わり。 時間にして約15分、 オスに関しては陰嚢の皮膚を約1cm

切開、精巣を創外に出して後方に10cm程索引、縫合糸を使用せず、精巣動静脈自体で結ん

で切除、 この時結架が甘いと後出血の原因になりますので精巣動静脈に着いている脂肪をき

れいに除去し、 結架をきちんとすることが大事。 対側も同じ創面から出して同様処置、 皮膚
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縫合は行わずこれで終了、時間にして 1̃ 2分。術後も回復が早く、当日に食欲も回復します。

期待通りに見事なものでした。 何とかこの技術をものにしたいと強く思い、 その後何回か遠

藤先生のご指導を受けましたが自分でやってみるとこれが結構難しい。 まずはワイヤーの取

り扱いがスムーズにいきません。 結禁が緩かったり、 とんでもないところに結び目が出来て

みたり、  変法の巾着維合をやっても創面が縮まらず悪戦苦闘、 毎日、 鶏肉で練習して、 何と

か一人で出来るようになるまで結構時間がかかりました。

平成26年11月頃から当院で手術をするようになり、 アズマ メディカルさんから吸入麻

酔器をぉ借りして、 入院室の一角を手術室に急遽改造し2回ほど遠藤先生と一緒に手術をし

ました。その後1か月に1回、日曜日の午後から、手作りの料理を持参し、昼食会をかねて、

アニマルサポー ト福島のメンバー (40̃ 50代の女性の方) 5̃ 6人が地域猫を毎回12̃

15頭を搬入し、手術、ワクチン、描白血病、猫エイズの検査や虫卵検査、右耳のV字ヵッ

ト (外観から避妊、去勢済みであることが一日で判断できるため)の処置を行います。術後

は郡山に借りている猫専用のアパー トに一時収容し、 部山保健所や安積町、 須賀川市の冠婚

葬祭所 「みやび」 の会場を借りて、 月に一度、 譲渡会を開催し、 新しい飼主さんを探してい

ます。 里親候補が決まれば、 必ず、 こちらから猫を連れていき里親さんの飼育環境の点検、

合格すればトライァルと称して2週間程度、 実際に飼つてもらい問題がないかの最終チェッ

ク 、 ク リ アーすれば里親0K。これがM:management (TNR後の管理)です。

そして、この人達は今でも誰もいなくなった町で、生き延びている猫達のために、ごはん

を運び、 捕獲できるものは捕獲して、 前述した救護活動を継続しています。 本当に頭が下が

る思いです。

アニマルサポー ト福島さんとは、 そんな関係が今でも続いています。 美人の奧様方に囲ま

れて、 「ワイヮイガヤガヤ」、私にとっても楽しい時間であります。震災によって出来た系'半、

これら地域描の救済は、 今後の私のライフワー クにしたいと考えております。 尚、 白河のフ

クシマスぺイクリニツクは平成27年5月に閉院となりました。

捕獲檻にて、 飯館村より当院に搬入された猫たち

まとめ

今回、初めて、大災害を経験して、 いかに自分が災害避難に対して無知であり、無関心であっ

たか思い知らされました。只々、夢中で過ごしてきたと思います。私が学んだキー ワー ドは前
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述した通り、 自助、共助、 公助、 そして同行避難、 それと人と人との信頼関係です。 どんなに

防災の知識を持つていても災害の被害を無くすことはできません。 しかし、 知識を持つこと、

お互いに助け合うことで減災、被害を小さくする事は出来ると思います。「備えあれば憂いなし」
正にこの一言に尽きると思います。

最後に今回の原発事故を象徴するかのような写真をネットから見つけましたので、 引用させ

ていただきます。
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警戒区域での動物救護の現場に同行して

福島県獣医師会県中支部 坂本岳志

東日本大震災が起きてから 6年がたち、 日々生活をしていて震災の影響を感じることも減つ

ている。 日記やSNSなどで記録を残す習慣もないので、曖味な部分もあるがお許し願いたい。

震災が起きた時は動物病院を開業して2年を過ぎたばかりであった。 私の出身は大阪だが、

妻の実家がある縁もあって福島県で開業した。福島に原発があるというのは恐らく知つていた。

というのは、 知つていたのだろうが開業地に福島を選ぶにあたって、 原発を意識したことがな

かったし、 開業後2年間もそうである。小学生の時、 地図帳で関西地方を見ると若狭湾に原発

が並んでいるのが日に入るので否応にも意識させられる。 若狭湾で海水、i谷するのは大丈夫?な

どと友人と冗談を言つていたかもしれない。 社会人になるとニュ ースにでもならなければ、 潜

在意識の中に埋もれてしまうものか。万が一原発を意識していたとしても、こんなチェルノブ

イリのような惨事が起きると予想しなかっただろうから、結局は福島で開業していただろう。

住み始めてまだ2年でこの大災害に遭い、自身のもってなさを少し恨んだ。しかし起きてしまっ

たものはしょうがない。

震災直後は、 病院、 自宅ともに水道が止まったので非常に不便であったが、 数日で復旧した

ので病院はあけていた。しかしガソリンがいつ手に入るかも見通せない状況では、だれも来な

い。流通が遮断している状況では、薬もフー ドも補充できなかった。そんな中いらしていただ

いた患者さんに、 「先生は自主避難しないの?」 と聞かれた。私が地元出身ではないのを知つ

ている方なので、 そのような問いかけだったらしく、人の開業医が一時閉院して避難したこと

が悪い意味の噂になる時期でもあった。 その気はない旨答えるととても安心してくれたのはと

ても印象深かった。

数週間ののち、 以前からの知り合いで動物愛護のボランティアをされている方Yさんより、、
当院にある猫の捕獲ケージや犬のケージを貸して欲しいとの依頼があった。話を聞いてみると、

相当数の犬描が避難区域に置き去りにされていて、 やむなくぺットを置いてこさるをえなかっ

た飼い主からの救出の依頼が多数あり、 4月初旬より毎日のように警戒区域へ保護活動に行つ
ているとのこと  (図1,2,3,4)。 放射性物質の情報も錯綜している中、 自身の身の危険も顧みず

ただ動物のために活動していることに頭が下がる思いであった。 Yさんが保護した動物は県外

の施設に移動するが、 空きがない場合は一時県内の施設に保護していた。 それからはその施設

に時折診伺つて、健康状態のチェ ツクや治療をおこなっていた。 そんな折、震災より約1か月

後の4月22日をすぎると、動物保護のみを目的とした人は今までのように警成区域に入れな

くなるという政府の決定があった。 Yさんはその日までにできるだけ多くを救出しなければな

らない、人手も足りない、 ある大がどうしても捕まらないと焦つている。同様に全国から救出

にきているボランティアの方々も必死であるという。少しでも力になればと警戒区域への同行
を願い出た。 当日は、すでに施設に保護されている動物の健康診断をした後(図5)、上下雨ガッ

パと帽子、 3Mのマスクに長靴という出で立ちで自分の車にケージを積み出発。 Yさんの乗

る車についていき、先ずは Jビレッジ前の検間所に(図6 )。  検問所で警察官にボランティア
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である旨告げると意外とあっさり通過できた。 これが明日には入れなくなる。 6年前の事なの

で順番や詳しいことは忘れてしまったが、 浪江、 富岡、 栖葉、 双葉、 大熊などをまわった。放

射線は高いのだろうが見えるものではないので、 力ツパを着て運転しているのは不思議な気分

だった。日的地へ向かう。  Yさんによると、このころは犬の捕獲がメインをいうこと。猫より
も犬のほうが餓死しやすい。とくにリ ー ドにつながったままだと水、餌に全くありっけないの

で餓死のリスクが高いのだが、 今の段階ではまだ救える犬がまだたくさんいるということ。 し

かし、 実際に行つてみると自由に歩いている犬ばかりだった。 飼い主が避難する前に放した、

もしくは犬自体が首輪抜けをするそうだ。人懷つこいとっかまりやすいのだが (図7 )、  警戒

心が強いとなかなか大変である。 この頃は犬の捕獲用ケージもなく、餌付け、 リ ー ドをっける、

ケージに引つ張り込むという方法で行つていた。 富岡には、 オヤッをあげるとよってくるのだ

が捕まえようとすると逃げてしまう白茶の犬がいた (図8 )。  持参した鎮静剤をフー ドに混ぜ

て与えてみたが効きが悪く眠つてくれない。再びチャレンジしようとすると今度は警戒して食

べようとしない。結局その子はその日には捕まらなかった。吹き矢で鎮静剤を投与する技術が

あればよかったと思つた。 その子は後日保護されたそうだ。 その隣の家では、 母親と息子の親

子犬がいた。 最初は車が来ると玄関に逃げてしまっていたが、 何日か餌付けしていてだいぶん

慣れていた (図9 )。  Yさんが怖がらせないように近づいて何とかリ ー ドをっけることができ、

私たちが追い込みケー ジに保護できた (図10,11)。 この親子犬は飼い主さんから保護依頼が

あったのだが、 そのあと飼い続けるのは難しいという。 外で飼つている犬を避難先で飼い続け

るのは現実難しい面もある。 飼い主さん自身がこれからどうなるかわからない中での苦渋の選

択だったと思う。楢葉ではぶち柄の犬を保護した (図12)。 この犬をどう捕獲したかは、 Y さ

んも私も記憶がない。 多分難なく保護できたのだろう、 この子の保護依頼はなかったが、 保護

大リス トのホームページサイトにより、飼い主さんが見つかり、無事引き取られた(図13 )。

大熊町ではボランティアの間で柴犬通りと言われている場所にいった。 ある2階建ての民家に

柴犬が10頭近くいるらしく、近づくと犬の鳴き声がけたたましく鳴り響く。家のあらゆる窓

やベランダから確かに柴犬らしき顔が見える。 前の道路上には、 数匹の猫がのんびりくっろい

でいる。なんとも変な光景である。ボランティアの間では有名な場所だけあって、餌には困つ

てないようでみんな元気そうであった。 その柴犬たちは民家の中にいて、保護依頼もないので、

その時期には保護できなかったが、 後日保護されたようである。 場所は忘れたが自宅に閉じ込

められている猫を救出もしくは外に放してほしいという依頼があった民家。 庭から部屋の中を

覗くが猫はいない。 勝手に逃げたと思われる。 普段なら他人の庭に入つて部屋を司見くなどでき

ない行為だが咎める人もいない。猫の捕獲ケージがセットしてある所をチェ ツクしたが、入つ

ている猫はいなかった。行く先々の道路や、駅の構内、民家の玄関先に、ドックフー ドやキャッ

ト フー ドの袋を十字に切つてあるものが無造作に置いてあった (図14)。 場所によっては中身

は残つており、 その周辺の動物は飢えていないようである。 保護活動が届きやすい地域とそう

でない地域の差はありそうだ。道中アスファルトが裂けている所や、 道路からマンホールの部

分が 1 メ ー トル近く隆起しているような場所もあった(図15,16 )。小さな橋では手前の道路

と20センチくらいの段差ができていた。そこを通過するのだが、 JAFを気軽に呼べる状況で

はなく、パンクをしないかとヒヤヒヤしながらハンドルを握つていた。民家が倒壊して全く手
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つかずのまま。 人もいないので時が止まったかのような光景であった (図17)。 夜になり保護

したうちの2匹を車に乗せ、 Yさんの車とは別れて先に帰宅することになった (図18)。 Y さ

んはその後も日付がかわるまで続け、 保護依頼のあった鳥骨鶏も連れ帰つたそうだ。 日が落ち

るといくら走つても漆黒の世界。車のへ ツドライト以外に光源がない。 そんな中明るい場所が

あった。 それは、福島第二原発であった。 まもなく警戒区域をでたが検間はされていなかった。

ちなみに、 保護した動物は後日放射線の測定を行つているという。 放射線技師の方々は長崎か

らボランティアで来ていただいているそうだ (図19)。 その日私が連れ帰つた親子犬は病院で

一時預かった (図20)。 この子たちは新しい飼い主を探すことになったのだが、 母犬は乳腺の

しこりがたくさんあり、  これでは 1買い手を探すのが大変だろうということで、 当院で避妊手術
と乳腺を取る手術を行つた。 現在はそれぞれ別々の飼い主に引き取られ、 元気にしているそう

だ。

その後、 獣医師会員として、 支部の先生と福島県動物救護本部三春シェルターでの描の避妊

手術、 市の施設へ避難している飼い主さんへの動物健康相談を行つた。
この原稿を書いていて、 震災による被災動物への活動は、 自分の中では過去のものとなって
いることに気づいた。 しかし現在も被災動物に対する活動は様々な形で続いていて、 6年たっ

ても終わりが見えないようである。 今後も継続的に協力していければと思う。

図 1 図 2

図 3
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3.11 を体験して

福島県獣医師会県中支部 小湊民生

2011年3月 11 日、 午後の診療が始まる約15分前の出来事でした。

今まで体験してきた地震と違い、 体感的にも長く初めて体験する縦揺れの地震でした。

幸い人的被害や院内動物への被害はありませんでしたが、 棚が倒れたり物が落下散乱してお
り落下した物を片付けながら午後の診療を再開しました。

しかし、日が落ちて暗くなると電気が使えない為病院を閉め、その後、電気・水道・電話等

ライフラインが復旧されるまで日中は開け、 暗くなったら閉めるという病院の体制でした。

最初の数日はそうやって対応していましたが、 物流がストップした為、 診療に使用する薬剤等

も在庫がなくなり診療に対応できなくなり、病院を閉めた日もありました。

段々と物流が再開されはじめるまでに時問がかかったのを記憶しております。

福島県獣医師会会員としては、先生方と避難場所へ訪間しフー ドやシーツ類、無料相談等で
回りました。

自分の車で避難され車内でぺット達の世話をされている方もいましたが、 多くの方々は自宅

に置いてきた為とても心配している旨の話が沢山ありました。

個人的には院内募金活動や、 勉強会仲間の先生方 (山形県 ・宮城県・福島県) から始まり他

県の先生方達と束北被災動物保護活動を立ち上げ、 ボランティアさん等から持ち込まれた被災

ぺットの保護や里親さん探し、 予防、 避妊去勢や怪我等の治療を各先生方と連絡を取り合い、

休診日や仕事が終わってから集まり行つておりました。

現在は各先生方ができる範囲で続けている状態です。
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震災から5年、  もうすぐ6年が経過します、 落ち着いたように見えても完全に震災前の状態

に戻るには、 まだまだ時間がかかるだろうと感じています。
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仮設住宅への獣医師派遣事業

福島県獣医師会県中支部 本田城寿

2011年10月、 県獣医師会の仮設住宅への獣医師派遣事業で、 田村市船引町にあった応急仮
設住宅2カ所を訪問した。 当該仮設住宅には田村市都路地区の住民が避難していた。 2011年

4月22日、福島第一原子力発電所事故に伴い同地区の東側(福島第一原発から半径20キロ

圈内) が警戒区域に指定され、 住民は当該区域から退去を命じられていた。 警戒区域をのぞく

都路地区は緊急時避難準備区域に設定され、 自主的避難をすることが求められていた。 同地区

から避難してきた人の中には飼い犬を連れて避難していた人もいれば、 自宅に通つて飼い犬の

世話をしていた人もいた。同地区を二分する政策により飼い大への対応も様々であった。また、
隣人が遠方へ避難したため、 隣家に残された描の世話を頼まれていた人もいた。 この仮設住宅
が同地区から近いということもあり、  隣家に通つて猫の世話をすることができたようだ。

当日は仮設住宅の集会所に犬の飼い主に集まってもらい、 はじめに感染症予防の話をした。

飼い犬にとっても環境が変わり、 身近に他の犬もいることから混合ワクチンの接種とフイラリ

ア感染防止を強調した。 その後、 仮設住宅にいる飼い犬を見てまわったが、 健康上問題がある

犬はいなかった。参加者からの相談内容としては、ドッグフー ドの選び方などがあった。 また、

新たに動物病院を探さなくてはならないが、 どのくらい診察代が掛かるのか不安があるといっ

た話も出た。 獣医師派遣事業には日本愛玩動物協会福島支部の人も同行しており、 自宅に残し

てきたぺットを収容してくれるシェルターがあることを紹介してくれ大変心強い思いをした。

2014年4月、 同地区東側に出されていた避難指示区域が解除された。 原発事故から2年後

のことだが、 別の仮設住宅から引つ越しをされる人から話を聞く機会があった。 被災地から避

難してきた時は身一つだったのに、 この2年間ですっかり家財道具が增えてしまったというこ

とだった。 当事者にしか分からない苦労もあったと思うが、 明るい表情で新天地へと出発して
いった。

改めて思うことだが、災害に遭い避難を余儀なくされる場合、前もってぺットの移動手段を

確保しておくことが重要だと思つた。 これまで避難先でのぺットの受け入れ方法については議

論に上がっていたが、 移動手段までは思いが至らなかったと思う。 今後災害が発生した場合、

ぺットを連れて避難する人は確実に増えてくるはずだ。 獣医師として組織的に対応していける

よう議論を進めていく必要があると思う。
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当時を振り返つて

福島県獣医師会県南支部 西向伸行

2011年3月11 日午後2時46分、 いわゆる3.11東日本大震災直後の当院の様子ついてであ

るが、 午後3時からの診察に備え、 各種検査機の準備や入院患者の検診を看護師とともに行つ

ている最中に、携帯電話の警報音がけたたましく方々で鳴り響き、 その約数十秒から1分後に

まさに地鳴りとともに、福島県南部の白河市では震度6弱の激しい横揺れが発生した。私の記

憶ではその横揺れが1度は収まったものの再度起こり、 2度の地震が来たように思われた。当

院の看護師2名のうち1人はすぐに処置台の下に逃げ込んだが、 もう1人は揺れの恐怖のため

座り込んでしまい、 そのすぐ脇の棚には検査機や顕微鏡などが載つていたため、 近くの診察台

の下に入るよう指示し、 激しい横揺れの中、 看護師がやっとの思いで移動した直後に顕微鏡が

落下した。幸いにもスタッフ達に怪我などはなかった。私は棚や検査機などを落ちないよう押

さえながら地震の収まるのを待つていたが、 ほとんどの部屋で書籍や小道具などの落下や破損

は甚大であった。 また驚いた事には結構な重さのある入院ゲージが、 倒れる事はなかったもの

の数十センチも移動してしまっていた。 さらには待合室の壁にひびが数か所入つているのが確

認できた。揺れが収まり、スタッフ職員達の安否を確認した後、病院の外の状況を確認したが、

信号が止まり、渋滞が発生しており、当院の向かいにある本やレンタルDVDの商業施設では、

客が店員に誘導され駐車場に避難していた。 この時は大きい地震がきた事の認識だけで、 さ ら

に甚大という言葉では表せない程の被害を、 被災地各地で及ぼす事になる大津、i皮や原発事故に

ついては知る由もなかった。

その後、 看護師達は早めに帰宅させ、 私達家族だけで病院内の後片付けをしていたところ、

地震により倒れてきたタンスの下敷きになってしまったという描の患者が運び込まれたのだ

が、 すでに心肺停止の状態にあり、 救急処置の甲斐もなく残念ながら死亡した。 その日の当院

にはさすがにその他の来院患者はなく、 半日予定の入院でお預りし点滴治療を行つていたM

ダックスの飼い主が、 当然ながら予定よりだいぶ遅れて引き取りにきて頂く事ができた。入院

患者の治療と世話を終え、 自宅へ帰宅すると食器や家具類などが散乱し、 足の踏み場もなく、
また建物の外壁にもひびが入つていた。 断水も起きており、 水も出て比較的生活に支障はない

と思われる当院へ妻とともに避難して、 しばらくの間は生活する事とした。
この日、 地元の白河市の状況は、私が帰路に着く際に日にしたところでは、 ほぼ全壊したと

思われる家屋が数件と、 一部損壊の家屋が多数にあり、 道路には大岩の落石や陥没、 数十メ ー

トルに渡る亀裂がところどころに見受けられ、 主要な道路は通行止めになり、 農道などを迂回

して移動しなければならなかった。 また当時は車のガソリンの入手が困難になり、 供給可能な

ガソリンスタンドには車の行列ができ、長い時は5時間以上待つてガソリンを入れられた事も

思い出される。 当然ながらこのような状況は被災地各地で起こっていたものと思われるが、 白

河市ではこの他に大きな被害が2件あり、 1件は葉ノ木平という地区で地震のため土砂崩れが

発生し家屋が飲み込まれ、 家族6人の方が亡くなられるという非常に痛ましい事故が起きてし

まった。もう1件が、白河市の観光名所の1つであるお城跡の小峰城で、江戸時代から崩れる
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事のなかった石垣が崩れ、 見るも無残な姿と化してしまった。 この復旧作業は震災から 6年

目を迎えた今年2017年4月に完了する予定である。 また、 この小峰城の復旧作業チームは、

2016年4月に発生した熊本大地震で大きな被害が出た熊本城の復旧アドバイザー として招聘

された。

当時の福島県獣医師会県南支部会員獣医師の様子であ

るが、 当支部には開業獣医師だけでも17人の会員の先

生方がおられたが、幸いにも人的被害はなく、皆さんは

お元気そうであった。 だが、 私と同様に病院や自宅が被

害にあわれ、 避難生活を余儀なくされた先生も何人かお

られたが、 御家族の方も含め大きな被害はなかったよう

で、この事にっいては本当に不幸中の幸いであった。こ

の時思い出されるのが、日本獣医師会や、私が会員となっ

ている学術団体の日本臨床獣医学フオ ー ラムから、  飲料水や非常食、

生活用品に加え、仕事に使用するための薬品類や動物用ゲージなど、

本当にたくさんの心温まる援助物資を送つて頂き、 日々の生活や診

療を大いに助けて頂いた。 物流が止まっていたこの時期には本当に

ありがたく、  またこのような志をぉ持ちの先生方や仲間いる事がと

ても嬉しく且つ心強く感じた。 このありがたい援助物資も地震直後

では当院までは配達してもらう事はできず、 最寄りの配送所まで受

け取りに行つた事を覚えている。先にも述べたが、当院では地震の

衝撃で顕微鏡が落下し壊れてしまったのだが、 茨城県の栗田先生か

ら、 ご自身の茨城県も被災地であるにもかかわらず、 使用頻度の少ないものだからと先生所有

の顕微鏡を送つて頂き、当院の顕微鏡が修理を終えるまでの間、ありがたく使用させて頂いた。

このありがたい顕微鏡は当院での役割を終えた後には、 県内の被災動物救護の重要な拠点とな

る第1シェルター (飯野シェルター )に寄付させて頂き、全くなにもない中で出発した被災動

物救護医療活動に大いに重宝されたとの事を聞いている。 栗田先生には、この場をぉ借りして、

改めて御礼を申し上げたい。

福島県では海沿いの沿岸部(県内では浜通りという)の住民の方々が津波被害および福島第

1原発事故により多数避難する事を余儀なくされ、 福島市や郡山市のある県中央部の中通りや

山沿いの会津地方に避難されたが、 中通りの南に位置する白河市にもたくさんの方々が避難さ

れてきていた。 その中には、 飼われている動物達を同行避難されてきた方もいたが、 当時は被

災地ではどこもそうであったと思われるが、避難所には動物を一緒に入れる事は難しく、 車中

で過ごさせておられた方々が多かった。 また、 白河市の住民の方でも、 いまではまさにその通

りであったと思うのだが、 他県へ飼われている動物とともに自主避難された方も多かった。 さ
らに印象に残つているのが、当院には外国人(アメリカ、オーストラ リア、韓国、中国、台湾

など) の方々も大や猫で来院されていたのだが、 動物達と一緒に帰国するため狂犬病ワクチン

や混合ワクチンの接種証明書を御希望されて来院されたり、 再度ワクチン接種をされていかれ

たりし 、  外国人の方の方が放射能汚染にっいて敏感であり深刻に受け止めていたように思われ
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た。 このように家族とともに避難する事ができた動物達がいる一方で、 どうしても仕方なく、

また被災者の方からよく聞いた事であるが、 このように半永久的に自宅に帰れなくなるとは

思つてもいなかったとの事で、 致し方なく自宅に置いてくるしかなかった動物達も大勢いる事

は、この後、個人的活動でシェルタ一支援をする中でわかってくることである。この3.11の

ような1000年に1度と言われる大地震に加え、大津波、 そして福島県では原発事故と重なり

三重苦の被害が起きってしまった事態で、 果たして自分も避難を余儀なくされた場合はどうす

るだろう、  またどうするべきなのか、 という思いが日々頭の中を巡ると同時に、 この被災地の

中でなにか自分にできる事はないのかと、 改めて自分自身の非力さを思い知らされた。

この被害状況下において、 福島県と福島県獣医師会とで動物救護本部が立ち上がり、 福島市

の1,可又淳先生と相馬市の渡邊正道先生のお二方が中心となり、 本格的に被災動物救護活動が始

められた。 県南支部では獣医師会からの要請を受け、 実施された活動としては、 会員の獣医師

が2人1組でローテーションを組み、 県南地域各所にある避難所、 さらには隣町である栃木県

那須地方の避難所を訪間し、 同行避難してきている動物達の健康相談や必要であれば診察治療

を行い、 犬や猫用のフー ドを提供するなどの活動を行つた。 私が訪問した白河市内の避難所で

は、午後の時間だったためか、ほとんどの被災者の方達はどちらかに出掛けられていたようで、

避難所の管理者の方に状況をお聞きし、 なにかあれば御連絡を頂けるよう名剌をお渡しし、 犬

描用のフー ドを被災者の飼い主様へお渡しして頂くようにお預けした。 被災動物達もほとんど
見られなかったが、駐車場に止めてある車中にいた雑種大が1頭、 こちらを見ていた。飼い主

が近辺にいなかったため健康状態などの状況を聞く事はできなかったが、 比較的元気そうで

あった。 私には、 できれば飼い主とともに住み慣れた家へ帰り元の生活に戻るか、 または帰還
が困難であれば、 新しい土地や環境で幸せに暮らしていって欲しいと願う事だけであった。

私の個人活動については、 飯野町に設置された第1シェルタ ー (飯野シェルター ) での被災

動物救護の支援活動をお手伝いさせて頂いた事であるが、 この活動に参加する事となった経緯

としては、確か5月の上旬であったと思われるのだが、環境省の担当者の方から「有志の皆様へ」
という複数の獣医師の方々への一斉メールを頂いた事が発端であった。 内容は環境省管轄の原
発事故警戒区域内に取り残されている動物達を、 住民の一時帰宅に伴つての救護や保護の活動

に協力できる獣医師を募つている、 との事であった。 この大災害が起き、 なにか自分にもでき

はしないものかと思うところがあった私は、 獣医師として少しでも震災からの復興復旧、 そし

て困つている方々や動物達の役に立つことができるのならばと、 この活動に協力したいと考え

た。 しかしながら、  放射能汚染が著しいと当時から考えられていた警戒区域内に入つて実施さ

れる活動のため、一応は家族とも相談をした上で、 こ の メールの連絡がきた2日後に活動に協

力したい旨の返信を送つた。 その約1週間後に同じ環境省の担当者の方から、 6月 6日と 1 0

日に実施される住民の一時帰宅に伴う救護保護活動に参加してほしいとのメ ールでの連絡を頂

いた。 行き先は大熊町で、 集合場所は中継基地のある田村市体育館に午前8時頃来てほしいと

の事だった。この両日には病院の動務は休みにしてもらい、 6月6日午前6時に、多少の余裕

を持つて中島村にある自宅を自家用車で出発し、 田村市体育館へと向かった。 いまにして思え
ば、 思い過ごしや考え過ぎではあったのだが、 当時は当然ながら放射能汚染による体への被害
は、 広島や長崎での原爆被害やチェルノブイリ事故のニュースでの情報くらいであり、 この活
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動で警戒区域内に入る事により、 なにかしら自分の体や、 大要裟であるかもしれないが命にも

関わる事が起きるのではないかとの不安も多少はあったりもした。

集合場所の田村市体育館に到着すると、 すでに多数の環境省職員や福島県職員、 各医科大学

の関係者、 放射能測定の関係者、 各都道府県からの警察官および多方面からのボランティアの

方々が集まっていた。 この中には数人の顔見知りの県職員の方もおられ、 いろいろと教えて頂

いた。 また、 この日に私と一緒に救護活動を手伝うのは、 東京の動物病院に勤務しているとい

う私より年下の獣医師の先生が来られていた。 詳しい活動内容については、 東京に本部のある

緊急災害時動物救援本部から派遺され、 この活動以前から被災地に駐留し従事されているとい

う動物看護師の方から説明があり、 これから被災者の方々も集合され、 担当者から一時帰宅に

ついての説明があり、 皆さんが防護服を着用し、 10人から20人程度のグループに分かれマイ

クロバスで各御家庭を巡回し、 家屋の確認や必要最小限の物資を持参されて来られる予定であ

る事。 そして私達はその後を車両で付いて行き、 各御家庭にいる動物達を飼い主の許可の元に

保護していく、 という事であった。 しかしながら、  室内や犬小屋などにすべての動物達が残さ

れているわけではなく、 外に放たれている場合も多いという事で、 そういう放たれている犬や

猫も場合によっては保護してきてもよいとの事であった。 警戒区域内での活動時問は、 被ばく

線量を考慮し、 2時間までという時間制限が設けられ、

その間にできるだけ多くの動物達を保護して行く事にな

る とい う 。  防護服を着用して活動を開始したら、 飲み食

いは当然ながら、 トイレにもいく事はできないため、必

ず用を済ませておくようにとの事と、 防護服を着ると密

閉され暑くなるため脱水症予防のため、 出発前に水分を

補給しておいた方がよいとの説明を受けた。 被災者の

方々が続々と集まってこられると、  私どもの受付けには飼育動物保護の申請受付けもあり、 何

人もの方が受付表にお名前や住所、 飼われている動物種や頭数などを記入されていた。 この受

付け名簿を頼りに動物保護のチームは、 各御家庭に向かうとの事であった。

私達が、 一時帰宅の住民の方々を乗せたマイクロバスに続き、 大熊町へ向かって中継基地を
出発したのは、午後12時過ぎの頃だったと記憶している。 タイべック防護服に身を包み、 マ

スクを着用し、 手袋は2重、 シューズカバーで靴ごと足を覆い、 県の車両で県職員2名と私達

獣医師2名の4名で警戒区域内へと入つていった。 検問所には山梨県警の警察官の方が検間に
あたっていた。 移動している車中からは、 天気の良い初夏の日だったため、 緑豊かで長閑な田

舍風景が続いていたが、 確認できたのは、 野放しになった牛の群れで幼い子牛もいた。 他には

破壊された乗用車や全壊または半壊した家屋であった。 一番の印象として残つているものとし

ては、 避難指示の出た警戒区域内では当然の事ではあるのだが、 とにかく  「人が誰もいない」

という今までに感じた事のない異様な静けさと感覚であった。 私達が訪問した御家庭は、 受付

時の申請に基づき、 大体5̃6件の御宅を訪問したと記憶している。 うち3件では、  犬を無事

に保護し車両に備え付けられているゲージに入れる事ができたが、 1件では犬が戸外に放たれ

てしまっており、家の近くにはいるのだが、我々が近づくとすぐに逃げてしまい、どぅにも保

護する事ができず諦めざるを得なかったため、食べられる状態にしてフー ドだけを置いてきた。
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その犬は出産直後のような体をしていた。 そして、 もう1件のお宅では、 W ・ コーギーが庭先

に リ ー ドで繁がれていたが、息絶えていた。おそらく餓死したものと思われる。いまでも、そ

の姿の光景が日に焼き付いている。 また別の御宅の方にお話しをお伺いしたところ、 原発の爆

発音がしたため、 その御家族は避難指示が出る前に避難されたとの事だった。 この救護活動を

している間に、 間題の福島第1原発まで1キロほどという距離の国道6号線付近では、 自衛隊

員の方が防護服にガスマスク姿で瓦礫の撤去作業をされていた。 この付近では津波の影響をみ

てとる事ができ、 津波がきたところでは他とは土の色が

まったく違い、 いまだに水分を含んでいるのだろう、濃

く黒ずんでいた。 また移動中には、 まったく被害を受け

ていない家屋も多数見受けられ、 中でも真新しい新築の

ような家が目に付き、 その刹那に思つた、 この家の御家

族の方はいつの日か帰つて再びこの家で暮らす事ができ

るのだろ うか 、 と 。

約2時間の救護活動を終え、 中継基地の田村市体育館に帰り着く と 、  車両から私達の体から

すべてにおいて放射線測定をして頂いたが、 同行した束京の獣医師の先生は、ぺットボトル飲

料を持つていったため、 これは没収という事になった。 また、 東京電力からの配給との事でア

ンパンが支給され軽い昼食とした。その後、同じ環境省の担当者の方から、6月10日にはシェ

ルタ ーでの業務を手伝つてほしいとの指示を受け、 私達は県職員の方々とともに本日に保護し

た大や描を移送するため飯野町にあるシェルターに向かった。

この飯野シェルタ ーには管理者の獣医師が常駐してい

るとの事だったが、私達が到着した際には不在であった。

ここには保護されてきた被災動物の世話、 管理をする宍

戸さんと女性職員の方がおられ状況を教えて頂いた。 同

行させて頂いている県職員の方々と保護してきた犬達の

放射線量を測定し、犬種や性別、大きさ、保護した場所

等を記録し、 入るゲー ジに名札を付ける作業をし終え、

飼育管理者の宍戸さんに 10 日に再度来させて頂く 旨をお伝えし、 この日は帰路に着いた。

4日後の6月10日には、飯野シェルタ ーの作業は午後12時頃から始まるとの事を ノ宍戸さ

んからお聞きしていたので、 その時刻に到着するように自分の病院のある白河市を出発した。

白河から飯野シェルタ ーまでは高速道路の東北自動車道から国道4号線を通り、 約1時問半の

道のりだった。 シェルターに到着するとすでに作業は始まっており、 管理獣医師として福島市

の久保明先生がおられたので、 さっそく私が今日お手伝いをするよう指示されてきた事をお伝

えすると、この飯野シェルターの被災動物医療活動には、福島市の臨床部会という勉強会グルー

プの獣医師の先生方がローテーションを組み、 毎日交代で動物達の健康状態のチェックや治療

を行われるとの事であった。私もそのお手伝いができないかお聞きしたところ、人手の少ない

曜日を教えて頂き、 毎週土曜日に参加させて頂く事になった。 この福島臨床部会の先生方は御

自身も被災者で、 御家族や御自分の病院も被害があるにもかかわらず、 この被災動物救護活動

を支援し、 保護された犬や猫達の治療や管理もされるという。 大変な御苦労であった事は言う
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までもない。 本当に立派なグループだと思つた。 この6月  10 日の時点での飯野シェルターに

保護されてきた動物達は、 正確には覚えていないのだが、 犬30頭、 猫20頭くらいであった

と思われる。 犬は小さめの体育館ほどの大きさの建物の中で個別に中型犬用のゲージに入り、

描は別家屋で猫用のゲージに入つていた。 決してきれいではなく、 広さも充分とはいえない建

物とゲージの中ではあるが、 この予想もできない大参事の中では致し方ない事であろうし、 そ

れでも被災した動物達の管理や治療のできる環境を多少は粗末であったとしても準備された事

は立派な事と思う。 保護されてきた動物達の健康状態は、 宍戸さんはじめ管理スタッフの方々

が食事や散歩、 清掃の際などになにか異常があれば、 その都度教えて頂くか、 またはゲー ジに

張り紙をして教えてくれて、 その情報を元に当番の獣医師が犬や描の収容されている各ゲー ジ

を回り診察治療を行つた。 犬では下痢などの消化器症状、 猫では鼻炎や頻尿 ・膀胱炎などの症

状を示す動物が多かったように思う。 いずれもストレス状態が長く続いた事や栄養不良が原因

の一環としてある事は想像に難くない。動物達の食事用のフー ドは獣医師会やフー ド メ ーカー、

一部愛護団体から寄付され、 医薬品は獣医師からの個人的なものを持ち寄つて使用していた。

後には、 ワクチンなど使用もできるようになっていった。 このような状況で、被災動物の救護

活動とシェルタ ーでの保護管理が、 県職員、管理スタッフ、獣医師との連携で進められた。

福島臨床部会の先生方はローテーションで1人週2 ̃ 3回はシェルターに通われ、 また近く

の川俣町に御自分の病院のある高橋誠先生はほぼ毎日通われ、 被災動物達の健康管理や治療を

されておられたが、 私はとりあえずのところ毎週土曜日週1回のペースでシェルタ一支援をさ

せて頂く事なったので、 土曜は自分の病院での勤務は午前中のみとし、 午後からはシェルター

での支援活動に毎週向かった。 この間にも、 私が大熊町に出向いた避難住民の一時帰宅に伴う

動物救護の活動は、 ほぼ連日で双葉町や浪江町など他の

各警戒区域でも続けられ、 毎週シェルタ ーを訪れるたび

に、 数十頭単位で保護収容される動物が増えていった。

犬舎はすでに満杯となり、 倉庫として使用されていた家

屋が第2の犬舎になっていた。 この頃には、 ぺットのコ

ジマの職員の方々がボランティアで大勢支援に来て頂い

ており、  手慣れた作業で飯野シェルターの改築なども行

われていた。また、県内外からたくさんのボランティア

の方々も来られ動物飼育管理のお手伝いをして頂けるよ

うになっていた。 このシェルターに保護された動物達も

栄養不良やストレス、 基礎疾患の悪化などで様々な病気

を発症したが、 なかでもパルボウィルス感染症などの伝

染性疾患も発症し、 その際は犬舎の1室に隔離室が設け

られ治療が施されていた。 このように飯野シェルターで

は収容オーバーの状態ながらも、県職員の管理の方々やボランティアの方々の御努力により活

動を維持されていた。 そんな中、 管理獣医師の久保先生より重症な患者や長期の治療が必要と

思われる動物は各獣医師が自分の病院へ移送し入院させ治療されている事をお聞きし、 私も重
度な鼻炎の猫と頭に怪我を負つている中型犬を、 少し遠いのだが白河市の当院へ移送し入院で
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治療を継続する事となった。 お預り した描は残念ながら、 全身状態の悪化も著しく肺炎へと移
行してしまい亡くなった。犬の方の頭部外傷は抗生物質などの治療が奏功し回復したため、シェ

ルタ ーへの再収容を考えたが、 この犬の飼い主が所有権放棄をされたため、 当院で引き続きお
預りし、  新たな飼い主を探す事となった。 今では白河市内の方に引き取られ幸せに暮らしてい

る。 この他にも週1回のシェルタ一支援ではあるが、 たくさんの出来事に遭遇し驚きの日々で

あったが、 県職員の方やボランティアの方々、 そして福島臨床部会の獣医師の先生方が日々協

力し知恵を出し合い、 世界に類を見ないこの過酷な動物救護活動を終わりの見えない状況の中

で、懸命に続けられた。このような状況で、三春町に第2シェルター (三春シェルタ ー ) が 建

設され、 警戒区域内で保護された動物は飯野第1 シェルタ ーで治療や

看護を受け、 心身ともに回復がみられた動物達は、 この新しく建設さ

れた三春第2シェルタ ーに移送され、 飼い主への返還や新しい飼い主
への譲渡が行われるようになった。そして、飯野第1シェルターの専
任獣医師に豊田正先生が、 三春第2シェルタ ーの専任獣医師には渡邊

正道先生が就任された事に伴い、 福島臨床部会の獣医師の先生方も含

め、私のシェルタ一支援も10月を持つて終了となった。

この時期には各動物病院において、動物救援本部より被災動物募金活動の募金箱が設置され、

当院でも受付窓口に置いて募金を募つたところ、 当院を受診された一般の飼い主様よりたくさ

んの募金を頂いた。 診療費のお釣りをそのまま全額募金箱に寄付される方が多く見受けられ、

時には1万円札が入つていた事もあった。当時は、 あまり期待はしていなかった私は、 この一

般市民の方々の被災した動物達への温かいお気持ちを感じ入り、 皆さんも憂いておられ関心が
高い事を改めて知つた。

これまで述べてきた活動は、 あくまでも私が参加し体験したもので全体のほんの1部に過

ぎず、 各地域で復興に向けた救援活動が実施された。 このような地道な活動が続けられた事に

より、  被災動物救護だけでなく各地域で、 被害が甚大なだけに時間は相当掛かるものの確実に

収束に向かっていったと思われる。 私の住む福島県の県南地方でもインフラの復旧や被災した

家屋の修復、 物流の回復等が進み、 除染活動も進められ、 自主避難されていた当院ご利用の飼

い主様や動物達も帰つてこられた。 被災動物救護活動については、 上述の飯野シェルター、 三

春シェルタ ー ともに役割を終える事ができ、 閉鎖される事となった。 三春シェルタ 一閉鎖にあ
たり、  残つた動物達の各動物病院での引き受けの連絡があり、 当院では犬1頭、 描2頭を引き

受けさせて頂いた。 この3頭の動物達は当院で新しい飼い主を探す予定ではあったのだが、 年

齢的なものや基礎疾患、性格的な事などから、どうしても飼つて頂くには制限がある事と、病

院内で長く飼育管理の世話をしていると愛着が湧いてしまい、 今や当院看護師達の1魔l、しに一役
買つており、 逆に手放しがたい状況になってしまっている。 しかし、 いつの日にか被災動物の

状況をよく理解して頂ける飼い主の元で、 終生幸せに過ごしてほしいと願つている。

最後に、 この未曽有の震災および原発事故による被災動物救護活動の中心的役割を担い、 大

変な御努力と御苦労をされた、 河又淳先生と渡邊正道先生に改めて敬意を表したい。 また県内

全域において救護活動に従事された獣医師の各先生方や県職員、 環境省担当者の皆様、 県内外

から来られた多数のボランティアの皆々様、 そして全国津々浦々から被災動物支援のために義
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援金や支援物資をお送り頂き、 動物達の事を温かい心で見守つてく ださっている方々に、 この

場をぉ借りしてお礼を申し上げたい。皆様のおかげで普通の生活がおくれるようになれた事を。

そして、 この記録誌を書いていて思い出すのが、 飯野シェルターで支援業務をしている際にい

ろいろと語り合つた同年代の飼育管理者である宍戸さんと県職員でシェルタ一管理をされてい

た新井孝典先生との出会いであり、新井先生とは大学時代は同級生ながら、あまり交流はなかっ

たものの、 今回のシェルタ一業務を通じて親しくさせて頂いた。 また、 いつの日か3人で集う

事ができればと、 この記録を記しながらつくづくと思つた。
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2011 .3.11 東日本大震災に於ける福島県獣医師会会津支部活動記録

一消えない雪一

福島県獣医師会会津支部 加藤徳光

3月11  日午後2時46分知人の病室、 グラッと足元が滑つた。 目日玄か、 いやこれは地震だ。

変わった揺れ方で長くゅっくりと振幅のある揺れから次第に荒つぼい揺れへと移つていった。
大丈夫、 この病院は会津で最も新しく耐震設計も最新のはずだ。 知人の向かいのベッドで品の

良いおばあちゃんが、怖い、怖い、と本当に、i立き出した。 「大丈夫だよ」 と妻が駆け寄り手を握つ

た。小刻みに震えていた。今は容赦のない激しい揺れとなっている。ここは5階、足下で、ビシッ、

ビシッ、と嫌な音がした。まさかのクラック音。おかしい、今までの地震と違う。窓から見え

る駐車場の車が踊つている。 隣のビルのアマチュア無線のアンテナが鞭のようにしなり70度

を超え慌ただしく元に戻つた。大きな地震だ。東京か?東海か?揺れが未練を残しながら漸く

収まってきた。 妻が向かいのベッドを離れると入れ違いに家族が飛び込んで来た。 揺れが完全

には収まっていないのだろうか、 何だか足元の安定感が無い。 看護師さんが落ち着いてと叫び

ながら駆け込んで来て窓を開け放つた。 傍らのテレビのスイッチを入れると、 震源地束北東方

沖、 マグニチュー ド7とテロップが流れ真つ黒い墨汁の様なものがビニールハウスを飲み込ん

でいる。津波だ。そして、テロップはマグニチュー ド7から9に変更されていた。

翌日3月12日に本会より緊急事態発生の第一報が支部に入りこれを受け同日緊急三役会を

開き、先ずは会員の安否確認を実施、結果は人的被害施設被害ともに無し、安堵の瞬間でした。

次に支部執行部の役員体制構築に取り掛かりました。 この時期は未だ正式に新役員体制は承認

されておらず、 会計年度途中でもありました。 そこで新体制を前倒しで承認し全権を移譲して

いただきました。(支部長加藤、副支部長三林、石田、事務局土屋、県理事岡本)続いて、 「福

島県獣医師会あいづ被災犬猫救援センター」 を組織し立ち上げ、 小動物病院の連絡先と会津動
物病院マップを作成し管内避難所に配布した。

図一1、図一2、図一3、図一4、図一5

会津支部開業獣医師名簿と被災犬描一時預かり可能頭数調査 図 一6

4月 2  日より支援物資の配布が始まる。 6月まで支援物資の受け取り会員への再配布に翻弄
される。 もう少し計画的に秩序だった方法が取れないものかと苛立ちがっのる。 事務局の土屋

先生は良く持ちこたえてくれた。 彼のため息が感じられた。 5月下旬副支部長の石田先生が体

調を崩し戦線を離脱。貴重な戦力を奪われる。 時間をっくり各避難所に出向き目視するととも

に直接話を聞く。確かにトラブルも認められたが総じて秩序は保たれていた。特記すべきはぺッ

ト同伴の避難者はトラブルを避けるため又ぺットの身を案じて車中泊を選択していた。 エコ ノ

ミ一症候群が危 t具された。 行政は人優先の名のもとぺット同伴の問題は置き去りにしていた。
やれば出来るのにとの印象を強く感じた。 先進国を標榜する今日の日本国、 ぺットと人との関

わりもステップァップする時期に来ているのではないかと考えさせられた。 5月、 狂犬病の集

合注射の時期を迎え支部の活動は煩雑を極めていた。このような状況下で重要案件が浮上する。
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5月7日、  本会の国分さんから埼玉の双葉町行政区より会津のリステルに40頭ほどの狂犬病

ワクチン希望の犬がいるので会津支部で対応してくれないかとの連絡が入つた。 支部では協議

の結果会津支部全面協力の方向で作業に入つたが更なる問題が浮上した。 ①リステルは双葉町

の正規の避難場所として認められていなかった。 ②双葉町町長の集合注射依頼書に関する許可

が下つていない。 ③町民より2回にわたり中請が出されるも町長からの回答が無く連絡も取れ

ていない。 リステルには町の職員が詰めていたが担当職員ではなく狂犬病対象リストや避難犬

の実頭数の把握も出来ない状況であった。 このような状況下に於いて当時獣医師で双葉町町議

(現双葉町町長) の伊澤先生が町長と連絡を取り5月31日に町長の許可をとりっけてくれた。

ここから実務的作業が進み6月7日に会津支部により狂犬病ワクチン接種を無事実施する事が

出来ました。行政が大変な状況下にあったことは理解するがそれにしても、である。 さらに狂

犬病が人畜共通伝染病であり不特定多数の人とぺッ トが狭い空間に集合している様な場合特に

注意しなければならないことはこれは人が優先かぺットは二の次と言う問題では無く人の健康

に係わる事案である。 しかし、 緊迫感は全く感じとる事が出来なかった。 大きな反省材料であ

る。 伊、澤先生の迅速なる行動と指導力に改めて感謝したい。 図一7

7月新たな問題発生、 県動物救護管理シェルターの診療を県北の数人の先生がローテーショ

ンしていてだいぶきっい状態にあるのに何処からも支援が無い。 との情報が私のところに届き

ました。 おかしい、 会津や県南は地震による人的な被害は無いはず、 何故本会から支援要請が

ないのだろうか、 疑問に思い実態を把握すべく情報収集に努めるが発信元により微妙な違いが

あり判断に苦慮する。 本会に間い合わせるも判然としない。 何故か奥歯に物が挟まっている様

な言い方しか返つてこない。 情報収集の結果得られた一連の不可解な情報(未確認情報を含む)

1 .飯野のシェルターが大変な事態になっているらしい

2 .  シェルタ 一内で感染症が発生しているらしい
3.県北の先生達が大変らしい

4 .  こんなに大変なのに他地域 (会津含む) からの応援が無い

5 . 県獣からは協力要請が無い

6 .  県から県獣に対して協力要請が無い

7 .  他県から福島県の対応に不満が出されている

8 .  ボランティア団体からシェルターワー クの稚拙さを指摘されている

どうなっているのか、 もはや独自に判断するしかないと決断、 先ずは実態把握の日的で7月

14日県北の河又先生と接点のある支部事務局の土屋先生を先遣隊として現地に派遣しました。

結果、 支援要員の派遣が妥当との結論に至り、 一応本会の承諾のもと支援要員派遣決定と協力

要請を会津支部小動物開業会員に向け発信しました。 図 一8 この派遺の位置付けは、 会津支

部が県北支部福島臨床部会に対して行うボランティア活動とし、福島臨床部会の指揮下に入る

事とした。最終的には10動物病院11名の獣医師が参加し8月18日から9月11日まで10回

の支援活動を展開する事が出来ました。 私も飯野のシェルターに出向き現場を視察しぺッ ト救

護の最前線を目の当たりにしました。会津支部の部隊旗とも言える あかべこの置物をそっと

窓枠のところに置いてきました。図一9

9月14日会津支部小動物部会にてシェルタ一支援活動終了に伴い意見交換を行い記録とし
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て残しま した。 以下にその要約を示します。

要約

支援参加10動物病院中7名の動物病院の獣医師が出席し、 加えて県社会保健福祉事務所の

関根先生にも出席して頂き意見交換を実施致しました。 先ず、第一に多かった意見は、何を以つ

て終了なのかということでした。第二として、は、そんなに忙しさは感じられなかった。本当

に支援を必要としたのだろうか (福島臨床部会が会津に配慮し複数体制を數いてくれていたの

です)。第三には、ボランティアとの調整が必要。第四としては、今後の体制はどうなるのか

確認してほしい。 以上が意見として出された主なものでした。 関根先生から県のこれまでの経

過とこれからの体制の説明がありました。先ず基本的な事になりますが、既存の福島県保健福

祉部食品衛生課作成の災害時における動物 (ぺット )  の救助マニュアル (平成19年作成) は

今回の災害時には運用されず、 新たなフローが作成されそれに基づいた体制で動いているとの

こ と 。  新たなフローでは県獣会長は副本部長の立場にありますので改めて県獣に対し要請書の

発信は必要ないとの理解である。 今後、 三春に150頭収容規模の第二シェルターが完成の予

定で、 状態の良い被災動物を三春に随時移動する計画である。 船引が頓挫したので三春に建設

地を移したのではなく当初は、 船引が第二、 三春が第三で計3カ所にシェルタ ーを設置する予

定であった。 シェルタ ーに収容された被災動物の取り扱いは所有権の放棄がなされない限り生

11屋収容が継続すると考える。
これを踏まえ会津支部の考えを以下の通り纏めました。 少し幸口になりますが当時の空気感

が少しでも伝わればと思い敢えて書きます。

県において 「動物救護対策」 の体系がスムーズに立ち上がらなかった事は真摯に反省すべき

であり総括が必要と考えます。 またその結果は関係団体に開示すべきと考えます。 県獣におい

ては、 県からの要請が無いことに拘り膠着状態に陥ること無く、 早急に県との協力関係を再構

築するとともに、  各支部に対し適切な情報の提供をすべきと考えます。 新しいフローに基づき

県と県獣、 政府認可の5法人 (現在は4法人か) が協力しこの千年に一度の災害に対処するこ

とが公益法人化を日指す者としての在るべき姿と考えます。 細部については県獣小動物部会に

て検討されるのが最良と考えます。

これを機に各団体と会津支部との関係図を作成し認識の再確認と共有化を図つた。 図一10

9月に入ると避難所から仮設住宅へと生活の拠点が移つてゆきました。 日本愛玩動物協会福
島県支部の要請に応えて仮設住宅での飼育相談会を3箇所で開催しました。 図一11に加えて美

里町の楢葉町仮設住宅においても開催いたしております。 図 一11 説明会は終始和やかな雰囲

気の中ですすみました漸く避難生活に落ち着きを感じることが出来始めた頃です。

これら県獣医師会経由の流れとは別にいち早く会、津支部にコンタク  ト してきたボランティ  ア

サポー ト団体が有りました。4月初旬、会、津でボランティア活動をしたい旨の電話が最初だっ

たと思います。支部として内容検討の必要から文書での内容説明を求め、 4月18日に文書が

届きました。それは、ALIVふくしま(地球生物会議ALIV地域グループ )代表  和田央子さ

んからでした。 内容は以下の通りです。

参考のため、 やり取りを一部を原文のまま示します。
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<会津地区避難所のぺッ トのおおよその頭数>
ふれあい体育館 犬 3 猫 1 その他

会津総合運動場 5 1 フェレ ッ ト  1

リステル 12以上 1

リ ゾー トイン磐梯 4 1

磐梯少年交流 5 1

河東総合体育館 3 1

東山温泉(各旅館合計) 15̃ 18 2

銀山荘 1 ̃ 3  1

ーさゆり公園 4 2 ウサギ 1

4月18日までに確認できた頭数 (流動的)

0巴握している問題点>
AL IVふくしまボランティア佐藤文子がこれまでに確認したところ、始どのぺットが車内に

置かれているため、 ストレスによる咬傷事故1件が確認されているほか、 今後の日中の気温上

昇による健康被害が懸念されています。

このため飼い主より依頼を受けて、ALIVふくしまにおいて長期一時預かりを実施していま

すが、県内の受け入れが限界に達したため新潟動物ネットワー ク (NDN )に協力を要請して

います。

会津地区避難者からのこれまでの預かり頭数は、 犬7匹  ( うち1匹返還)、  描2匹ですが、

今後の気温上昇によりさらに希望者が增える可能性が高いと考えられます。

集合避難所から旅館 ・ ホテル ・アパー トなどへの入居が進んでいるため、自治体でぺット同
伴可能なぺンションを新たに借り上げるなどの対策が必要ではないかと考えています。

<支援活動>
自治体へ上記にっいて交渉を行うほか、 下記のような支援をできる範囲で行いたいと考えて
います。

<ボランティアスタッフ>

AL IVふくしま 代表 和田央子(東白川郡塙町)

同 ボランティア  北村孝至(同上)

同 ボランティア  佐藤文子(会津若松市)

同 ボランティア  数名(会津地区)

フ リ ー トレーナー &ペ ッ トカウンセラ ー 高橋明子(首都圈勤務)

獣医師 松崎(首都圈在住 所属団体・勤務病院なし)

他 現地ボランティアサポー タ ー  数名

●高橋訓練士によるサポー ト●
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1 .  避難所のぺッ トの状況を把握し、 健康状態が悪化しているケースが認められた場合、 現地

動物病院に橋渡しする。

2 . 避難所の犬及び飼い主の心理的ストレス軽減を図るためのカウンセリング、アドバイスを

行う 。  犬の問題行動の改善をはかる。

3 . 県 外 ・ 首都圍でのぺット同伴可能避難所や賃貸住宅などの情報提供。

松崎獣医師については、数日のみの支援となるため治療行為はせず健康チェックのみ行うこ

と と し 、  治療の必要がある場合は現地動物病院を紹介させて頂きます。

これに対する支部からの返信は以下の通りです。

<会津支部としての対応>

1.3月20日付けで県獣医師会より通知のあった避難犬 ・猫に対する治療の一部助成事業に

協力。

2.一時預かりに応える為に診療用ケージの一部を提供。

3.会津の避難所は、17市町村66カ所で広範囲に認められる。対して小動物診療施設は14

力所であります。 これを以つて各避難所の巡回支援体制を組むには無理があり、 診療施設

機能を維持したまま待機態勢をとるほうが合理的と判断し各避難所に診療施設の名称・地

域 ・電話番号を配布いたしました。

<AL IVさんの活動に対する考え方>
高橋訓練士によるサポー トは問題ありません。

松崎獣医師による健康チェックは診療行為に当たるとの指摘がありましたが短期間であり診

療報酬も発生しないとのことを考慮し問題なしといたしました。

一時預かりの件で県の施設、 芦ノ牧犬抑留施設に5 ̃10頭分の空きを確認確保いたしまし

た。

以上回答し今後協力して活動することを確認しま した。

5月23日にはリステル双葉町行政区避難ぺット支援方法を会津若松駅前の東横インにて

ALIVから福島、和田、会津支部から加藤、三林で検討しております。

検討内容は以下の通りです。

1 .  現況確認

登録犬18頭、無登録12̃22頭正確な頭数把握出来ていない。

車にて飼育のリステルとの取り決めを守らず部屋に連れ込み、 糞の始末不良などでホテル

側とのトラブル発生。

2 .  獣医師会で現在実施している助成事業

一時預かり (無料)、5/1 8 ̃ 6/10治療費1回に限り5,000円助成、6種混合ワクチン、フイ

ラリア薬、猫3種混合ワクチン

3 . A L I V さんが行おうとしていること

120



今後の暑熱期に向け車内飼育の弊害回避、 ホテル側との ト ラブル解消の目的でホテル敷地

外近隣集落の不使用公民館を借り て避難犬猫の集団飼育場を確保。 集団飼育場の円消運営の

為の会とルールを新潟NDNの指導で設立作成。

4 .  その中で獣医師会に求めること

ワクチン、不妊、去勢手術、 ド ッグフー ド 、 キ ャ ッ ト フー ド

ケージ等の助成、 提供。

5 .  獣医師会が協力できること

ワクチン、 一犬は6混 ・ 猫は 3混 、フイ ラ リア薬 、 5/18̃6/10治療費1回に限り5,000
円の助成、 ケ ージの貸与。

6 .  行政にお願いしなければならないこと

正確な頭数の把握、 狂犬病ワクチンの完全実施

7 . 残る間題点(懸案事項)

ド ッグフー ド 、 キ ャ ッ ト フー ドの確保

不妊、去勢手術費用に対する助成(出来れば無償化)

診療依頼者と受諾獣医師との責任のあり方の確認

獣医師会に対してより一層の支援を支部より要請出来ないか

以上取り纏め結果です。

いわゆる愛護団体、 ボランティ  ア団体との直接接触は初めての経験でした。 最初はちょっと

警戒した事を白状しなければなりません。 しかしALIVさんに非常識な点は無く反対にしっ

かりした考え、哲学を持つた団体と思いました。多くの事を学ばせて頂きました。ありがとう

ございました。

最後に震災当時に支部長を務めた者として感想を述べる事をぉ許し下さい。東北人は忍耐強

いとよく言われます。 長く厳しい冬を乗り越える姿を思い描いての表現だと思います。 確かに

大雪の後、 黙々とスコ ツ プで雪かきする姿に納得です。でも、雪はスコ ツ プーつでも確実に無

くなり遂には道が現れる事を知つているから黙々と作業をする事ができるのです。 今回の震災

も地震や津波だけなら失つたものは余りにも大きすぎるがそれでもコ ツ コツと着実に復興を

成し遂げたであろうと思う。  しかし今回は違つた。 3月12日15時36分福島原発1号機水素

爆発、 3月14日11時01分3号機保管燃料由来の水素爆発、 3月14日21時頃2号機圧力容

器破壊、 3月15日6時14分4号機水素爆発、正にパンドラの箱が開いた瞬間でありました。

多核種低線量広範囲の放射性物質汚染が起こったのです。 後に獣医師会から提供されたパー ソ

ナルサーベイメ ー タ ーで自宅周りの空間放射線量を測定してみました。驚いたことに北側雨ど

いの所1cmで5.375µ Sv/hとでたのです。ここは会津なのに、色々な場所を測定してみました。

すると、北側屋根の下日陰の部分が高線量である傾向がありました。 まるで早春の残雪のよう

に。 7回の春を経た今も約半分にはなりましたが消えることなくそこにあるのです。図 一12

日に見えず、 臭いも無く、 味も無い高エネルギーの雪が消える事無くこの先数十年にわたり

存在し続けるのです。 そして溶け落ちた核燃料は現在何処にあるかもわからず、 行方不明なの
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です。 これから先廃炉に向けて様々な新技術の投入や工夫がなされるでしょ う 。  しかし想定外

の事が起こることも想定しなければならないでしょう。  災害時における新しい動物の救助マ

ニュアルに期待するとともに消えない雪からの雪解け水を糧に人と動物の関係がより高い次元

で酸成して行く事を信じます。

人は人だけでは存在出来ないのだから。

以上会津からの報告でした。

■重●l
福島県獣医師会あいづ被災犬猫救援センター

※先ずは電話でご相談ください。

(会津若松市)

病院名 電話番号

藤村犬猫病院 0242-2 7-6190
あさぬま犬猫病院 0242-2 8-2759
はせがわ動物病院 0242-2 7-3729
く まんち野生動物診療所 090-6866-4536
せんば動物クリニ ッ ク 0242-33-2211
ワンにゃんクリニ ツ ク 0242-3 3-1711
つちや動物医院 0242-2 6-1124
にいでら動物病院 0242-36-0562
サ トル動物診療所 0242-2 4-9983

(喜多方市)

病院名 電話番号

もりた犬猫病院 0241 -2 7-2067
きたかた動物病院 0241 -22-1497
たけい動物病院 0241 -2 2-4976

(会津美里町)

病院名 電話番号

いしだ動物病院 0242-5 5-1380

(南会津町)

病院名 電話番号

角田動物病院 0241 -6 3-6050

福島県獣医師会 会津支部支部長 加藤徳光

TEL 090-2609-3578
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会津動物病院マップ

あさぬま犬猫病院

会津若松市湯川町7-17
TEL0242-28-2759
休診日:日曜・祭日

にいでら動物病院

会津若松市門田町

飯寺字村東1033-7
TEL0242-36-0562
休診日:月曜日

つちや動物医院

会津若松市東年貢二丁目1-5
TEL0242-26-1124
休診日:木曜日

※診療時間の詳細などは電話でお問い合わせ下さい。

123

藤村犬猫病院

会津若松市宮町8-46
TEL0242-27-6190

はせがわ動物病院

会津若松市表町7-5
TEL0242-27-3729
休診日:日曜・祭日
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〔喜多方市〕

〔南会津市〕
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会津管内における状況
電話により聞き取り調査

避難所に被災者として受け入れている人数 平成2 3年3月  2 8  日現在

市町村名 被災者人数 犬の頭数

会津若松市 260 会津ドーム 5 預かりの希望あり

喜多方市 350 体育館 3 ̃ 4 今のところ特に問題、 要望等は出ていない

会津坂下町 300 川西公民館 3 今後飼えないということで1  頭処分した犬
がいる

会津美里町 100 新鶴 4 ̃ 5 預かりの対応について

柳津町 80 1 ̃ 2 今のところ特に問題、 要望等は出ていない

三島町 165 0 なし

金山町 200 5 ̃ 6 今のところ特に問題、 要望等は出ていない

昭和村 0 0 なし

湯川村 7 0 1 今のところ特に問題、 要望等は出ていない

猪苗代町 335 体育館 数頭 今のところ特に問題、 要望等は出ていない

北塩原村 120 4 今のところ特に問題、 要望等は出ていない

西会津町 60 1 ̃ 2 犬猫月家を連れて来た方がいた。今はいない

磐梯町 254 2 ヶ所 6 2 2 0人 : 5  3 4人 :犬 1 、  う さ ぎ 1

南会津町 5 5 集会場 1 今のところ特に問題、要望等は出ていない

下郷町 2 5 1 預かりの対応について

只見町 170 体育館 0 なし

棺枝岐村 100 1 1頭新しい飼主さんに引き取つてもらった

2644

・犬は車の中での生活している状況

保健所で預かりの受け入れ体制を作つている。 期限付きで、 無料、 可能な頭数としては数頭

かなとの事

特定非営利活動法人ワンワンパーティクラブ  (http:/ /www.wanwan.org/index.html) が数

か所の避難所に犬の預かりに関してを掲示 (獣医師会はかかわらない方針)

今後のこととして、 狂犬病の対応は?
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ll図'l
避難人数とぺット数

市町村名

会津ドーム 260

会津若松市
ふれあい体育館 170

河東体育館 200

北会津中 2 3

喜多方市 押切体育館

川西公民館

会津自然の家

350

146

会津坂下町 174

環境センター

新鶴体育館

40

106

ふれあいセ ンターあやめ、a莊
農村環境改善センター

210

188

会津美里町 構造改善センター 109

高田体育館 293

旧赤沢小学校 130

新鶴高齢者福祉センター 2 7

柳津町

三島町

銀山莊 80

森の校舎力タクリ 165

金山町

昭和村

湯川村

体育館 200

なし

ユースピァゆがわ、 湯川村公民館

0

7 0

猪苗代町 総合体育館 335

北塩原村

西会津町

磐梯町

体育館 120

さゆり公園体育館 6 0

町民体育館 3 4

リ ゾー トイン磐梯 204

南会津町 研修センター ・集会場など4か所 5 5

下郷町 大川ふるさと公園 2 5

只見町 体育館 170

檜技岐村 100
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会津支部開業獣医師名簿
一時預かりに関しての聞き取り調査です

平成23年3月29目現在

氏名 病院の名称 診療科目 受け入れ

1
ひら やま ただし

平 山 忠 平山家畜医院 産業動物

2
おお たけ しげ みつ

大 竹 重 満 大竹小動物病院 小 動 物

3
わた なぺ ひろし

渡 部 -一有 渡部家畜医院 産業動物

4
いそ ぺ まさる

磯 部 勝 磯部家畜医院 産業動物

5
わた なべ げん みん

渡 部 源 民 渡部家畜診療所 産業動物

6
こ す だ  じ すけ

小須田 治 祐 小須田家畜医院 産業動物

7
わた なぺ ただ お

渡 辺 忠 雄 渡辺家畜診療所 産業動物

8
とお  やま たく

違 山 拓 違山家畜医院 産業動物

9
しお い ひ ふ み

塩 井 一二三 塩井家畜医院 産業動物

1 0
も り  た しゅう ぞう

森 田 修 三 もりた犬猫医院 小 動 物

11
ふじ むら ま さ  み

藤 村 正 巳 藤村犬猫病院 小 動 物

1 2
かわ く'ち さとる

川 口 暁 かわく'ち家畜診療所 産業動物

1 3
さかえ と し  ふみ

榮 利 文 さかえ家畜診療所

あさぬま犬猫病院

産業動物

14
おか も と  ゆ み こ

岡 本 由美子 小 動 物 x 猫ならば可能?

1 5
か と う  の り  みつ

加 藤 德 光 かと  う家畜診療所 産業動物

1 6
たけ い けん

竹 井 健 たけい動物病院 産業動物

1 7
さん  ばやし よ し  ろ う

三 林 芳 郎 きたかた動物病院 小 動 物 〇 2 ̃ 3頭、  できれば小型犬・猫

1 8
は せ が わ  ひろ し

長谷川 浩 志 はせがわ動物病院 小 動 物 〇 2 ̃ 3 頭可能

1 9
いし だ ま き こ

石 田 万記子 いしだ動物病院 小 動 物 △ モの時の病院の状況と、小型犬、猫1頭くらいなら

2 0
たけ い いね こ

竹 井 稲 子 たけい動物病院 小 動 物 つl
今の状況ともう少し考えてみてから

21
たけ た のり  こ

武 田 典 子 くまんち野生動物診療所 小 動 物 〇 小型犬で1、 2 頭

2 2
せん ば ひろ あき

仙 波 浩 明 せんば動物クリニ ツ ク 小 動 物 x

2 3
さい  と う

斎 藤 れ ぃ ワンにゃんクリニ ツ ク 小 動 物 x

2 4
さい  と う  じ ろ う

斎 藤 二 郎 ワンにゃんクリニツク 小 動 物 x

2 5
せん ば ゆ う  こ

仙 波 裕 子 せんば動物クリニツク 小 動 物 x

2 6
つの た たけし

角 田 毅 角田動物病院 産業動物

2 7
つち や かず と し

土 屋 - 敏 つちや動物医院 小 動 物 x

2 8
つの だ いく ょ

角 田 育 代 角田動物病院 小 動 物 〇 5頭くらいまで可能、ワクチン接種犬に限り

2 9
さか  い さとる

酒 井 聡 にいでら動物病院 小 動 物 〇 その時の病院の状況により、3、4頭は可能
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「図二 7 l

リステルに於ける狂犬病ワクチン接種(臨時集合)及び
各担当者連絡調整会議 -,,:;,l j

平成23:キ1o_ fi f _日、?) 15時 ~

担当者連絡調整会議

県保健福社事務所・関根
双業可猪苗代連絡所 ・吉野
獣医師会会津支部・加藤、三林

〇一一1 t
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福島県獣医師会会津支部

小動物開業会員各位

平成23年7月25日

福島県獣医師会会津支部

支部長 加藤 徳光

県動物救護管理のシェルターに対する支援要員派遺決定と協力要請

東日本大震災以来、小動物開業会員各位におかれましては被災動物に対し、種々の対応を頂

いているところであり感謝中し上げます。

さて、 現在原発から20km以内に取り残されたぺットの救護活動が行なわれ、 福島市内にあ

る動物シェルターに収容されておりますが、収容されたぺット (犬150頭位、描40頭位)の

診療を福島市内の数人の先生でローテーションしているという厳しい状況が続いております。

この事に関し、 会員の方々におかれましては、 それぞれの立場で様々な情報を持ち、 事態を

憂いている方も居られることと思います。 会津支部としても実情を把握すべく情報収集に努め

ておりましたが発信元により微妙な違いがあり、判断に苦慮しておりました。

そこで、実情を把握するため、 7月14日に先遺隊として1名現地に派遣し現地視察を行つ

た結果、 支援要員の派遺が妥当との結論に至りました。依つてここに支援要員派遺決定を通知

すると共に会員各位のご協力をお願い致します。

尚、 支部としての支援要員派道は、 福島県獣医師会の承諾を得ている事を申し添えます。

また、 今後三春町に第二シェルターが完成する予定ですが、 1 日当たりおよそ10頭のぺッ

トが救護・収容されている現状を考えますと第二シェルター もすぐに飽和状態になることが予

想されます。

このことにっきましては、被災ぺット一時預かりに対する、 より一層の御協力もあわせてお

願いいたします。

なお、 ご不明な点などは下記事務局までお問い合わせください。

福島県獣医師会会津支部 事務局

つちや動物病院 土屋一敏

TEL ・ FAX 0242-26-1124
E-mail:tsucchy1110@yahoo.co.jp
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仮設住宅での飼育相談会 平成2 3年 9月' 9 日
日本愛玩動物協会福島県支部
獸医師会会津支部

松長近隣公園

つちや動物医院

土屋一敏 先生

扇町1号公園

にいでら動物病院

酒井 聡 先生
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震災から6年

福島県獣医師会相双支部 三瓶忠良

現在、 茨城県茨城町に在住している。 よもや津島の地をはなれて生活するとは夢にも思つた

ことはなかった。突然の避難指示に戸惑つたというより何が、どのようになったのか、当時は

考える余裕もなくただその日を過ごすことだけで精一杯でした。家族のこと、兄弟のこと、 ほ

んとうに身近な人のことを思いこれから先のことを考えることなどできなかった。幸い津島地

区は地震の被害は最小限度であり一度の停電もなく生活する上では何の支障もなかったのだ。

東京電力福島第一原子力発電所の事故がなければ避難することなく生活することが出来たの

だ。本当にくやしくてたまらない。 自然災害だということで今回の事故の責任はどこにあるの

かわからず、 うやむやになっていることに更に腹立たしい思いがある。以下、平成23年3月

11日より時系列に記しわたしの思いを入れながら皆さんに今日までの生活の変化を紹介した

いと思います。

平成23年3月11日午後2時46分、 太平洋三陸沖を震源地とするマグニチュー ド9.0の地

震が発生その後2回の地震が連続して起こり計3回、 6分間のゆれがあり福島県中通り、 浜通

りは震度6強を観測、 それに伴う数10 メ ー トルといわれる津波により東京電力福島第一原子

力発電所1、 2号機のトラブルが発生、 午後9時30分頃、 半径3キロ以内の住民に対し避難

指示、半径3̃10キロ以内の住民に屋内退避の指示が発令されました。

後に、地震発生から約1時間後14̃15mの津波により全電源喪失し1号機から3号機で炉

心溶融 ( メルトダウン )  が起き大量の放射性物質が拡散されたとの発表がされた。

3月12日避難指示が半径20キロとなり姉夫婦、弟夫婦、長男夫婦、他8名、計19名が我

が家に宿泊をした。 同日、 午後3時36分頃1号機で爆発音を伴う水素爆発が起きるも、 政府

見解は放射性物質の放出に大きな変化はなく原子炉は制御されているということだった。

3月13日、他の8名の方々は、それぞれ避難先へと向かいました。
3月14日午前11時頃、 3号機で水素爆発が起き姉夫婦、弟夫婦、長男夫婦はそれぞれの

避難先へ向かった。 この時点でも政府は放射性物質が大量に飛び散つている可能性は低いと発
表している。

3月15日、 浪江町災害対策本部より津島地区に二本松市への避難を指示する文書が届きま
した。私は当時、 隣組々長でしたので各戸に連絡に行きましたが、 7戸のうち4戸が既に避難

をしており3戸がその後避難をされました。 2号機で爆発音があり国から放射性物質が屋外に

放出されたとして第一原発より半径20キロ̃ 30キロ圈内は屋内退避の指示が発令される。(屋

内退避とは経済活動を伴う行動を自粛し屋内に止まること) 4号機の原子炉建屋で損傷、 火災

が発生。

私は3月11日地震発生時、葛尾村の肥育農家で診療中であり牛舎の柱にしがみっいて地震

がおさまるのを待ちました。その後、数件診療を終え帰宅途中に墓地の状態を確認、我が家の

墓は竿石、 墓誌は墜ち散乱している有り様でした。 津島地区には浪江町の平坦部の人達が避難

し一時国道114号線は浪江中心街から車での約6時問程度の時問を要したとのことです。 平
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常時であれば約30分程度の距離なのですが。

その後も診療を続けておりましたが3月14日の午後から津島地区に避難している人たちが

車で移動する状況を見るようになり、なにか重大なことが起きているのかなあとおもいました。

そして3月15日、町より避難指示が出て事の重大さを痛感いたしました。

生計は大動物の診療と繁殖和牛の経営でした。 母牛4頭、 育成牛1頭、 子牛3頭、 計8頭を

飼育しており、 牛の数日間の餌の準備とそれまでの診療農家への連絡などで避難するのは3月
16日午後になりました。避難先は茨城県土浦市で移動は自家用車であり道路状況により郡山

市→白河市→大田原市→真岡市→築西市→土浦市というコースをとりました。津島を午後1時

30分頃出発し土浦着が午後10時すぎという実に約9時間を要しました。 (平常時のコー スで

あれば約2時間30分程度である)

3月22日牛のことや自宅のことが気になり常磐道のいわき中央インタ ー、 国道49号線、

国道459号線経由で自宅に戻る。最初に牛舎に行くが、足音により察知したらしく戸を開く

と全ての牛がこちらを見ており何か訴えるような顔に見え、 その瞬間なんとしてもこの牛達を

守らなければと思いました。 牛舎内は子牛が暴れたのか汚れ放題であり清掃に3時間ぐらいか

かり、以前の牛舎の状態にすることができました。これから5月16日8頭の牛を売却、引き

渡しまで土浦と 、津島の往復する生活が始まりました。週を土浦は3日間、津島は4日間に分け

る二重生活となりました。

3月24日県家畜共済連合会の山野辺さんから家畜共済診断書の提出は4月15日までとし

不可能の場合は無期限とし連合会本部に郵送してほしい旨の電話連絡を受ける。

3月25日狂犬病予防接種集合注射にっいて、双葉郡内の各町村との連絡について県獣医師

会に依頼し今年度の対応を協議してほしい旨を伝えた。 結局、 集合注射を実施することはでき

ませんでした。 平成24年は県内に避難された豊田先生と各町村関係者、 相双保健所の尽力の

もと実施することが出来ました。 が県内仮設住宅のほぼ全域をカバー し尚且つ町村毎の実施と

いうことで隣の仮設住宅が他町村であると別の日に改めて注射を実施するという不合理な日

程であり、  参加可能な先生方が県内在住2名、 県外在住2名であるとゆうことで、平成25年

は仮設住宅毎の日程により日程の短縮、 各先生方の負担も軽減されました。平成26年から28

年まではほぼ同様の状況であったが、 平成29年より各町村の避難解除が進み仮設住宅中心の

集合注射が変わって従来の町村単位になりっつある状況です。 また県の指導により狂犬病予防

接種は避難先の市町村で接種するということ、 これから先のことにっいては各町村の帰還状態

により変化することと思われるが我々獣医師としては最大限の協力をしていきたいと思つてお

ります。

また同時に獣医師会相双支部長としての任務が不可能であり後任の支部長選出を一任しまし
た。

3月29日二本松市束和支所(、浪江町役場機能移転先) で家族全員の被災証明書を申請し交

付を受けました。

4月22日国より津島地区は計画的避難地域に指定され約1カ月以内に避難を求められた。

5月16日8頭の牛の売却、引き渡しが完了する。牛の移動に関して福島県相双家畜保健衛

生所の立会い、 検査により移動の許可をうける。 数力月後、 放射能関係と思われることで県外
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の家畜商の方から牛を購入したが無償で良いので戻したいとの連絡を受けるが正規の手続きに

より移動したので拒否をしたが、 他の農家も同様の連絡を受け私のところに相談があったが同

様の説明をするようにとァドバイスしトラブルの発生はなかった。

11月28日土浦市内の応急仮設住宅(借上住宅)入居し家族4名での生活がスター ト し まし

た。 入居条件があり希望する間取り、 広さがなく毎日がストレスの連続であった。 親類宅での

生活では隣近所は一切知らない人ばかりでしたが家の中では会話もあり、 お互いに知り合いな

ので少しは安心というものがありました。借上住宅に移り本当に周囲が知らない人ばかり、 ど

ういう土地柄なのか等不安だらけでした。 この時期になると東京電力からの賠償が始まってお

り 日々その資料集めや請求の仕方について東京電力茨城相談室や東京電力福島原子力補償相談

室との話し合いや相談が多くなってきました。その内容についていろいろなことがありますが、

一番不可解なことは加害者である東京電力が賠償にっいて細部にわたり決定し、 我々被害者の

要望は何一つ受け入れてもらえないことです。 これは相談や話し合いではなく束京電力の請求

方法の説明であり、 まさに一方通行の状態であると思いました。

私は J Aふたばの理事、 双葉地区保護司という役職を拝命しており J Aふたばの理事として

月平均2回は福島県に来ており、 福島県内や浪江町の情報を得ることができました。 また保護

司としては本来の活動が出来ず土浦地区の保護司会のほうにお世話になり研修会や研修旅行に

特別に参加させて頂き大変感謝をしております。

借上住宅での生活が一年ぐらい過ぎたころになると、 将来のことについて考え睡眠中に目が

覚めたときの考え方がネガティブになり睡眠不足になることもしばしばありました。 どのよう

に考え、 どのように整理するか、 その考え方がいろいろと同時に浮かび整理されることが出来

ないまま夜が明けるということが多々ありました。一日の過ごし方でも避難前よりテレビを観

る時間が多くなりましたが、 その内容を理解するようなことより何かテレビをっけていないと

寂しいという感覚でありました。 その中でバラェティ番組は観ることなく、  その当時は腹の底

より笑うということがなく本当に精神的に病んでいた時期かなぁと思い出されます。

津島地区では隣組の行事、 行政区の行事、 津島地区の行事というふうに年間を通じていろい

ろな祭事があり交流を通じて津島地区が一つであるという認識があったのですが、 避難から現

在までそのようなことは本当になく浦島太郎的な状態である。

でもそういう中でも春になるとマンションの前の樹齢100年ほどの桜が満開になりその姿

はまさに優雅で美しさの極限であるかの如くである。 桜の木の自然の成長にまかせ人の手入れ

は一切せず生命のなすがままの状態には驚かされるばかりであった。 また自転車専用道路のつ

くば リン リンロー ドがあり1時間程度のサイクリングも時々楽しんでいました。これはかなり

ストレス解消になり最高でした。 身体を動かし汗をかくということは人間にとって最低限の運

動であり健康の維持に欠かすことのできないものと実感いたしました。

ーついやな思いをする出来事がありましたので紹介致します。 それは自動車の交換時期と

なったので土浦市内のディ ー ラ ーに行き相談をしたところ福島県浪江町ということで今使用し

ている自動車の放射能測定を行うこと、下取りに関してはあまり乗り気ではない、など何か渋々

と言つているように思い、 また足元をみるような雰囲気でもあったので、 前から付き合いのあ

る福島県のディ ー ラーに連絡をとり交換をしましたがその際、 福島県外で交換をした方々はか
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なり苦労(金銭的、事務的)しているとの話を伺いなにか空しさを感じたことを覚えております。

平成25年借上住宅の生活が2年目になり帰還するまで何年先になるのかが見通すことがで

きず、 このままの生活を続けることにもそろそろ限界を感じ将来を考えた住宅の確保が必要で

あると思うようになりました。新築、中古住宅の二択に絞り、情報の収集をはじめました。某

大手ハウスメ ー カーの担当者との話し合う中で福島県内の土地、 建築単価が値上がり状態に

なっているとのこと、  特にいわき市においては異常であるとのことで福島県内への希望が薄ら
ぎ、 また東京電力第一原発の事故収東にむけた動きを見たとき茨城県内の在住を決断致しまし

た。幸いなことに私の求めていた中古住宅が見つかり、一週間で契約をいたしました。 この住

宅に移るまで約5ヵ月問要しましたがこの時に意識しないストレスがあることを実感しまし

た。 週に2̃3日この住宅に足を運び家の中の空気の入れ替えや掃除などを行つていると何か

安心感みたいなものがあり、土浦市の借上住宅に帰ることが苦痛になるようになりました。 い

かに環境により心の変化があるのか人間は順応能力があるとは言え急激な変化、年齢的なもの、

その状況となった経過など何一つ自分の意志に沿つたものがないとき、 かなりのストレスが加

わることが分かりました。

平成26年8月茨城町の地に移住。 当初はそれなりの広さに安心感がありここでの生活に対

し腰を落ちっけて行くという心構えをもちました。数カ月後、何か物足りないことにふと気が

付きました。  それはなぜか?それは何年もかけて考えたものではなく、金銭的にも自分が汗し

て働いて得たものではなく満足感というものがないこと.でした。 津島の家は自分たちが設計の

段階から係わり、 金銭的にもいろいろ苦労したことを思い出し完成し生活を始めたときの満足

感は格別でした。やはり人間、何か物を得ようとしたとき、苦労、悩み、喜びなど喜怒哀楽が

なければその先が充実したものとは言えないことを学びました。

現在に至るまでそれほど生活変化がないが、 福島県への往来する回数は減り ( J Aふたば理
事退任) ました。 それでも月1回平均で津島の自宅に行つていますが、我が故郷の荒れ果てて

行 く こ と 、  我が家が少しずっ朽ちていく様子を見るにっけ言葉では言い表すことのできない空

しさを感じます。 集落を保つにはやはり人間が生活をし自然と調和をしながら独特の環境が生

み出され故郷が生まれるものだと思います。 家の軒下までイノシシが荒らし更に我が家のなか

まで侵入、 家の中が荒らされている様を目にしたときは愕然としました。 この怒りをどこに、

誰に、 どのように向ければ良いのか?くやしさだけが心の隅に残ります。 そもそも震災による

東京電力第一原発の事故がなければ避難せずに地域再建に向けた動きとなり、 地域一体で相互

扶助の精神により取り組みが出来たことは間違いありません。 人的要因で故郷を強制的に追い

出され、 地域によっては何か我々が悪いことをしたかのように避難先の住民に思われ、 摩擦が

起きていることを耳にするたび本当に空しさを覚えます。地域のコミュニティの破壊と言いま

すが故郷を追われ生活スタイルの全然違う地域、風習の違い、 そしてなによりも人間関係が0

からの出発というように全てが0から築き上げていかなければなりません。津島という地域で

先祖より交際のあった人達との関係は相手を理解するというより小さいときからの付き合いで

肌で感じ、 暗黙の理解ということが一夜にして全て頭で考え、 行動しなければならないという

ことになり、  なかなか避難先に溶け込んでいく難しさを痛感しております。 それと同時にまだ

この地が生活の場として安定したところなのか?まだ感じることができません。何故そうなの
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かと考えた時に思つたのは、 やはり人間は 「土」 を相手に生きていると感じました。 米をっく

り野菜をっくり家畜を飼い太陽が東からのぼり西に沈む日々を当たり前として生活をしてきた

私としては、 あまりにも生活環境が変わりそれが心のどこかで空しさを感じているのだと思つ

ております。 ただ一つ変わっていないことは太陽が東からのぼり西に沈むということです。

震災からもう6年、震災からまだ6年、いろいろな表現、言い方がある。が一生は1回しか

ない。 時間の経過とともに心の変化が少しずっ、 わずかではなあるが変化してきている。 毎日

それほど大きな変化はないことを願い6年前の出来事は決して忘れることはないし忘れない

が、 そのことに縛られることなく前を見て喜怒哀楽の生活になることが出来るように気持の切

り替え、 新たな出発となることを思つている今日この頃である。

津島の地を大切にする気持ちは変わらず故郷の良さを思い、 茨城の地を第二の故郷となるこ

とを思いぺンを置きます。
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郡山支部における被災ぺッ ト救護支援活動の報告

福島県獣医師会郡山支部 鈴木邦治

<はじめに >

3月11日午後、M9.0の大地震が起き、その後の原発の事故、 日常の生活は一変しました。

電気 ・ ガ ス ・ 水道のライフラインが途絶え、通信 ・ 交通の遮断、ガソリン不足、私にとって地

震後からライフラインが復 l日するまでの10日間は激動の10日間でした。部山市は内陸部で

あるため津波等の心配はありませんでしたが、 沿岸部の方々や非難を強いられた方々はさぞっ

らい思いをされたのだろうと胸が痛みます。

郡山市内のほぼ全ての公的施設(公民館 ・集会場 ・ 学校の体育館等)が避難所となり、市内

での一番大きな避難所はビックパレット福島でした。 主に富岡町 ・川内村からの避難先になっ

ており、  一時は2,500人ほどの方たちが避難されていました。 ぺットを連れて避難できた方た

ちは皆、 車の中や荷台において面倒をみているといった状況でした。 地震後10日を過ぎた頃

からガソリン不足が解消されてきたのに伴い、 ぺットを連れてこられなかった方たちがぺット

を連れ戻しに行く動きが見られ始めました。 骨折しながらも1i1良張つていた小型犬、 病院の駐車

場に着いたと同時に息をひきとってしまった老犬、 飼い主にとってもぺットにとってもかなり

過西告な状況と思われました。

<救護支援活動>

支部において数度の会合を開き、 出来ることから始めようということでまとまりました。

まずは状況の把握からでした。市内の避難所(約15カ所)を回り同行非難の状況調査を行つ

たところ、ビックパレット福島が一番多く、他の避難所ではほぼないといった状況でしたので、

ビックパレット福島において 「ぺット健康相談」 を行うことになりました。

3月25日およびS 4月24日に有志の先生方によりビックパレットにおいて健康相談が行わ

れました。 市保健所が中心となって3棟のテントが設置され飼育保管場所となっていました。

5月22日からは定期的にぺット健康相談を行うこととし、市保健所や高岡町および川内村

役場に協力をあおぎ、ラジオ ・ テレビ等のマスコ ミを通じ告知しました。

動物救護本部をはじめ全国の各団体・個人の
方々からワクチンや薬等の支援物資が届き、

それらを健康相談において使わせていただき
ました。
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相談の中には、 「うちの犬への放射能の影響は? 」 ・
「私 も猫 も こ れか ら ど う な っ ち ゃ う ん だ ろ う ? 」 と
いった何とも答えようの無い相談も少なくありません

でした。それだけ今後における不安が大きいというこ
とを実感させられました。
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下記が健康相談の内訳一覧です。

健康相談の内訳 3/25(金) 4/24(日) 5/22(日) 6/8(木) 6/29(水) 7/20(水)

来件総数

(ビックパレット以外から)

15 13 49 46

2 5

48

39

23

1 8

イヌ

ネ コ

1 2

3

9

4

5 5

1 2

66

9

2 8

4

イヌ体重別内訳

̃ 5 k g

̃10kg

̃20kg

̃30k g

40kg̃

1 2

2 0

1 3

9

1

2 2

2 2

1 6

2

4

11

7

6

2

2

目的別内訳

フィラリア予防薬 3 4 (1回分のみ) 4 8 1 5

混合ワクチン頭数

イヌ

ネ コ

30 1 5 1 0

18

1 2

1 2

3

6

4

狂犬病ワクチン頭数 4 9 6 5 1

ノ ミ  ・ダ二駆除薬頭数 3 5 (1回分のみ)

3 5

0

4 2 (1回分のみ)

3 5

7

2 2

1 9

3

イヌ

ネ コ

相談のみ 2
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健康相談の内訳 8/21(日) 1 0/5(水) 10/12(日) 11/2(水) 11/16(水) 11/30(水)

来件総数

(ビックパレット以外から)

27

2 5

7 12 3 5 13

イヌ

ネ コ

2 6

8

7

0

7

5

1

2

2

3

1 0

3

イヌ体重別内訳

̃5kg

̃10kg

̃20kg

̃30k g

40kg̃

6

8

5

5

2

4

2

1

1

1

4

1

1 1

1

7

1

2

目的別内訳

フィラリァ予防薬 1 0 2 1

混合ワクチン頭数 8 3 2 2 1 2

イヌ

ネ コ

4

4

3 2 1

1

1

11

狂犬病ワクチン頭数 7 1 1 2

ノミ・ダ二駆除薬頭数

イヌ

ネ コ

2 9

21

8

2

2

7

5

2

2

1

1

2

2

3

1

2

相談のみ 0 3 4 1 1 7

8月までの健康相談において、 のべ285件の診察 ・ 相談があり、 協力いただいた先生 ・ ボラ

ンティアの方々はのべ72人でした。

6月頃から仮設住宅ができ始め、 徐々に避難所から仮設住宅に移り始めました。 それに伴い

8月までは健康相談を避難所で行つておりましたが、 その仮設住宅地域内にぺット専用シェル

タ ーができたこともあり、  10月からは2ヶ所の仮設住宅地域内で行うこととしました。

11月頃になるとだいぶ落ち着いてきた感じが見られ相談件数も減少してきたこともあり、

健康相談を12月で終了することになりました。

その他、 無償での一時預かりや県獣医師会動物シェルタ ーにおける不妊手術措置等を行いま

した。
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家族の一員として心の支え ・ t処りどころとなっているぺッ トの健康管理等をお手伝いするこ
とによって、 少しでも皆様の不安を軽減できればと思い活動しました。 協力していただいた先

生方やポランティアの方々には感謝の意を表します。 お疲れ様でしたそしてありがとうござい

ました。

最後に、 この度の災害よって様牲になられた方々および動物たちに追悼と心よ りぉ見舞い中

し上げます。
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当時を振り返つて

福島県獣医師会いわき支部 安藤和典

あの年の桜は、 どんなふうに咲いていたのだろうか。

満開の桜を見上げながら想う。

あの時は、これから先今までと同じようには生きていけないだろうと思つた。同じような日

常は戻ることはないと思つた。

巨大地震発生

あの日、 私はいつも通り午前の診療を終え、 予定されていた手術をこなし、 病院二階の自宅

のこたつで横になりテレビを観ていました。 午後2時46分。突然の経験したことのない強い

揺れ。一斉に鳴り響く携帯電話。 その時まず私がとった行動は、 情けないことに、  そばにいた

家族や愛犬を守ることではなく購入したばかりのプラズマテレビを倒れないように押さえるこ

とでした。  襖が外れ食器が床に散乱し、 病院内も、 薬品が飛び散りガラスの破片で足の踏み場

もない惨 l詹たる状況でした。 スタッフもその後度々起こる余震に脅えながら、病院裏手にある

夏井川の堤防でしゃがみこんでいました。

しばらくすると、下流の方から自転車をこいできた中年男性が、 ただならぬ様相で、 「津波
が来るぞぉ」 と叫びながら通り過ぎて行きました。私も急いで土手に上がって見てみると、川

下から、 さわさわと逆流しているのが見えました。 なんとも不気味な光景は今でもはっきり覚

えています。 ただその時の私は、 その河口で大変なことが起きているとは思いもよりませんで

した。

その後断水し、 通信手段も途絶え、 道路事情が悪い中、 地震で負傷したぺット、 津波被害に

あった自宅から救出されたぺッ ト等が次々来院しました。 飼い主の方が、 必死の思いで連れて

来られたのですが、 大量の海水を飲み込んで、 治療のさなかに亡くなったぺットもいました。

停電を免れたのは不幸中の幸いでした。

夜になると、  テレビでいわき市の沿岸部の状況が徐々明らかになってきました。小名浜、 岩

間、豊間、薄磯一。特に久之浜では、津波のみならず、 火災も発生していることを知り愕然と
しました。 私の姉夫婦、 昔からのお客様が住んでいる地区だからです。 姉たちはなんとか無事

でしたが、 久之浜の被害は甚大でした。

私たちはまず水の間題に直面しました。 当初は、 水の供給場所が限られていたので、 どこに

も長蛇の列ができていました。その水を入れる容器も売れきれ、あちこちのスーパー、コンビ

=等にも客が殺到し、飲料水、食料品、生活用品はあっという間になくなりました。病院の診
療においても、断水は切実な間題で、一つ一つの作業にも気を使いました。水用のポリタンク

も入手困難で、 結局パコマ消毒液容器を洗い代用しました。

日を追うごとに診療内容も少しずっ変わってきました。 度重なる余震、 避難による環境の変

化で、ぺットもストレスを抱え体調を崩してやってきました。まだ先が見えない中、命に関わ

る心臓の薬、てんかん薬、インシュリン等の処方を求める飼い主の方が大勢いました。しかし
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それもすぐに底をっいてしまいました。

今振り返ると震災当日は地震の揺れや津波があまりにも衝撃的で、 自分が原発を抱える県に

住んでいるということを、  すっかり忘れていました。

原発事故

平成23年3月12日 福島第一原発1号機 水素爆発

平成23年3月14日 福島第一原発3号機 水素爆発

地震の翌日、双葉郡に離れて暮らす母が、ひょっこり私のところにやってきました。前日に

安否を確認でき安心していたところです。

原発事故発生です。 一斉に町民をバスに乗せ避難させたのです。 ほとんどの方たちは、 まさ

かこの日が故郷で過ごす最後の日になろうとは思いもよらなかったでしょう。

15日の朝、 市内に開業している獣医の友人から電話が入りました。 放射線量が高くなって

いるので、注意するように、 とのこと。政府からは屋内退避の勧告。私のポケット線量計も時

間を重ねるごとに、 室内にもかかわらず線量が増え続けていきました。 その晩、 鉛で遮蔽され

ている手術室に家族全員で移動しました。

原発の状況は、 連日テレビで報道されていましたが、 最初のうちは1週間もすれば収まるだ

ろうと楽観していました。しかし線量計の上り続ける数値、人づてに入つてくる情報、そして

東電や政府の会見で、 メルトダウンという言葉が頻繁に出てくるころには、重大な危機が迫つ

ていることを感じざるを得ませんでした。

徐々に周りの人たちが避難し始めました。 娘は友達がどんどんいわきからいなくなる不安か

ら、  半ばパニ ツク状態でした。私は病院も気掛かりでしたが、 いざ車で避難しようとした時に

次にぶつかった問題が、ガソリンです。埼玉にいる 1l l市のところを目指しましたが、道路事情も

悪く、果たして目的地までガソリンが、もっかどうか。とにかく家族と犬、それと入院してい

る犬を連れて行くことにしました。雪が舞う中、 どの道も渋滞していて、 関東圈内に入つても

ガソリンスタンド近辺は給油の車で溢れかえっていました。3日後、母と子供たちを埼玉に置

いて、妻と二人いわきに戻つてきました。夜になると辺りは真つ暗。 6号国道を走る車もなく、

静まり返つた街。 恐怖を感じるほどでした。

震災後2週間ほどたったある日、連絡が取れた市内の開業医たちと、 唯一開いていたファミ

リ ー レストランに集まりました。お互いの無事を喜び'、近況を報告しあいました。

とりあえず被災者のぺットに関しては、支部としてのルールは決めず、各自の判断で支援協

力していこ う とい う こ とになりました。  その頃のいわき市はほとんどの地域で断水が続いてい

て、 食料品もまだまだ不足していたのです。 沿岸部の壊減的な被害、 原発事故による水産業停

止、 大きな痛手を被つた観光業。 はたしてこのまま病院を続けられるか、 今何をしたらよいの

か、誰もが同じ気持ちでいました。 日に見えない何かを恐れながら、 まさしく手探りの状態で

した。

被災動物

突然人間がいなくなった町は、 動物たちにどう映つたでしょうか。 ほとんどの人がすぐに戻
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れると思つたはずです。 安全安心提唱の原発は、 想定外のことがたとえ起きても、 修復出来な

いことなどないと思つていました。しかしたくさんのぺットが、人が消えた町に取り残されま

した。水と餌を多めに置いて、犬を繁いだまま避難した人も数多くいました。また避難途中で

放置された犬もいます。 いわき市内にも飼われていただろうと思われる置き去りにされた犬が

少なからず見受けられ、 保健所にも捕獲要請がありました。

当初は、 政府の指示を無視し、 立ち入り禁止区域内に入つて犬や猫を保護した全国の動物愛

護団体も、一部の反感こそありましたが、彼らの活動で救われた命は多々あったはずです。 そ

の後も各県からのボランティア団体がいわき市を拠点に活動し、 数多くのぺットが警戒区域か

ら保護されました。

小中学校の体育館の避難所では、 ぺット同伴の人は肩身の狭い思いをしていました。回りの

迷惑を考え、 車での不自由な生活を余儀なくされていたのです。

そこで、 いわき市保健所、 獣医師会いわき支部、 動物愛護団体などにより 「いわき市動物救

援本部」 が立ち上げられました。愛護団体は里親探しに大いに貢献しました。その後、市内に

避難した飼い主自ら管理する前提の 「いわき市ぺット保護センタ ー」 が設置され、 飼育場所が

提供されました。 これは大変喜ばれ、 休日には、 飼い主と被災大お互い楽しそうに散歩する光

景をよく見かけました。 いわき支部も、センタ 一内での被災動物の健康管理、医薬品の提供、
治療などの協力をしました。最初は何もできなかった私たちですが、 獣医師会としても、 各々

の病院で被災動物の一時的預かり、治療費の一部負担等の支援をしました。 5月に入ると、環

境省から動物救護専門員として委嘱された市内の獣医師が、 ボランティアとして警戒区域に入

り 、  取り残されたぺッ トの調査及び保護に従事しました。

私の実家は警戒区域内の楢葉町です。道案内も兼ねて久しぶりに帰りましたが、見慣れた風

景は、 壊れたままの家屋、 伸び放題の雑草、 跡形もなくなった海岸沿い、 どこを見渡しても無

残な姿になっていました。厳しい状況のもと、行政、ボランティアそれぞれがなんのマニュア

ルもない中がんばっていただきました。私は改めて災害時のぺット同行避難の難しさを痛感し

ました。そして平成27年12月31日に 「いわき市ぺット保護センター」 は閉鎖されました。

そして現在

今いわき市は震災前の活気を取り戻しています。 一時は支援物資も届かず、 置き去りにされ

た町でしたが、 今は双葉部から避難されていた方々がいわきに移住してきています。

また以前にも增してぺットを飼う人も多くなり、ぺットショツ プも賑わっています。

皆でフ ァ ミ リ ー レストランに集まったあの時、誰が現在のいわき市の姿を想像できたでしょ

うか。  とは言え、廃炉に向けての作業は難航し、極めて厳しい状況であることには変わりはあ

りません。原発事故のみならず、 日本はありとあらゆる災害に見舞われています。今回の震災

で体験したことを、 今後の予期せぬ緊急時に役立てたいと思います。
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久之浜地区 (被災直後)

147

構 福
成 島
メ 県
ン 動
パ 物
l 救
の 護
活 本
動 部



構 福
成 島
メ 県
ン 動
パ 物
I 救
の 護
活 本
動 部

いわき市ぺッ ト保護センタ一外観

施設内部
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橋葉町(警戒区域内)
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シェルターの活動経過

飯野シェルタ一獣医師 豊田 正

はじめに

2011年3月11日午後2時46分私は、 浪江町のホームセンタ ーマイプラザの店内にて買い

物をしておりました。 突然の激しい揺れと音で立つて居られず床に這いつくばって揺れの収ま

るまで長い間恐怖に耐えていました。 揺れが収まり店内の人々と声を掛あって外に避難し自宅

に戻ろうとして橋のところに行くと橋と道路の段差が15cmもあり渡るのも大変でした。 町の

中は、あちこちで家が壊れたり、倒壊したり何が起きたのか解らない状況でした。海岸部では、

約41分後9m以上の大津波により多くの人々が被害にあって家も流されてしまっていたこと

を次の日に知りました。絶対に安全・安心な、東京電力福島第一原子力発電所(以下第一原発)

が、 この、津波の被害により全電源が喪失し原子炉の冷却ができなくなり緊急事態に陥つていた

ことも後に知りました。

両親は、隣の人と一緒に空き地の真ん中に避難しており無事でした。 病院内では全ての物が、

落下して足の踏み場もない状態でしたが、 元の場所に戻せば良い状態だったので直ぐに後片付

けに取り掛かり夕方には、 病院内は元の状態に戻す事ができ余震が続き怖さがある中すぐに治

まると思い水と食料の確保に取り掛かりました。

3月12日朝、動物病院前の国道114号線は、避難する車で、浪江町から津島まで、数珠つ

なぎになり通常30分の距離が5時間もかかる状態でした。

夕方に白い雨合羽の様な服(タイべックス) を着てマスクを付け完全防備の警察官が2人で

家に来て避難するようにとの指示がありました。理由を聞いても教えて貰えませんでしたが既

に東京電力福島第一原子力発電所1号機では、 爆発事故が発生していました。

東京電力福島第一原子力発電所事故と 震災直後の避難指示

平成23年3月11日

平成23年3月11日

平成23年3月11日

平成23年3月12日

平成23年3月14日

平成23年3月15日

14時46分 東日本大地震発生

14時47分 第一原発 1.2.3号機 原子炉緊急停止

15時27分 津波第一波到来以後数回襲来

1 9時03分 原子力緊急事態宣言発令

20時50分 県が半径2km圈内に避難指示

21時23分 県が半径3km圈内に避難指示

国が半径10km圈内に屋内待機

05時44分 国が半径10km圈内に避難指示

15時36分 1号機水素爆発

18時25分 国が半径20km圈内に避難指示

11時01分 3号機水素爆発

06時10分 2号機爆発、格納容器損傷

4号機原子炉建屋5階屋根付近損傷
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平成23年3月15日 11時00分 国が半径20̃30km圈内に屋内退避指示

東京電力福島第二原子力発電所事故と震災直後の避難指示

平成23年3月12日 7時45分 原子力緊急事態宣言発令

国が半径3km圈内に避難指示

国が半径10km圈内に屋内退避難指示

(福島県ホームページ・東日本大震災における福島県の被害状況より)

3月13  日、 余りにも寒いので、 父が軍隊時代に居たと言う会津若松市に避難することを決

意して両親と3人で、 浪江町を後にした。 その後は仙台市、 東京都武蔵野市と避難しましたが

避難先では町の状況、などの情報不足になり7月15日には、二本松市の岳温泉ゆいの郷東三

番館に避難しました。

浪江町全域が4月22日には、 警戒区域に指定され立ち入りが厳しく制限されました。 町の

中は離された犬や猫、 また多くの牛、 豚が餌を求めて集団で移動する光景がテレビでよく放映

されました。同行避難した犬、描は南相馬市、福島市、郡山市、いわき市などの避難所の仮設

の収容施設に収容され、 各支部の先生方が、 ボランティアで診療をされていると聞きました。

一方で、 一時避難所から二次避難所への移動の時に、 バスや、 避難所への持ち込みが制限され
て その場所で犬、 猫を離さなければならなかったと言う悲惨な話も聞かれました。

そんな中福島県動物救護本部が、 福島市飯野町に設置した相双地区から、 保護してきた犬、

猫を収容している被災ぺット仮設収容施設福島第1シェルタ ー (以下、 飯野シェルター ) があ

ることを知り何か手伝える事がないかと思い公益社団法人福島県獣医師会を訪ねて飼育・管理

ボランティアとして、2011年7月より参加させて頂きました。4月27日開所当初から、公益

社団法人福島県獣医師会県北支部小動物部会、 会津支部、 県南支部所属の先生方が、 ご自身も

被災されているなか診療ボランティアとして入所している被災動物の診療にあたっていたが、

束京電力福島第一原子力発電所爆発事故による影響で、 飯野シェルターの今後の見通しが立た

ない中で各先生方に何時までも多くの負担を掛ける事もできないので常勤の獣医師を探してい

ると言う事で、10月1日より福島県動物救護本部と、被災動物の収容及び管理の業務委託契

約を結び管理獣医師としその任に当たりました。 (業務委託内容は、 以下のとおりである。)

業務委託内容

(1)収容動物の健康管理

(2)負傷被災動物の治療

(3) 収容動物へのワクチン接種
(4)医薬品の管理

(5)収容施設の衛生管理 

(6) 収容動物へのマイクロチップ装着
( 7 )その他、獣医療に関すること
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勤務条件

動務時問は、 1日につき5時間とする。

業務委託契約委託料

日額 15.000円也

1.飯野シェルターの役割
東日本大震災、 及び東京電力福島第一原子力発電所爆発事故により被災した福島県相双地区

(含む警戒区域) から、行政により保護された犬猫の一次収容施設で、性格、体調、行動等を

観察して、 人への馴致訓練を行い返還、 譲渡をすることを目的とする。順次三春シェルターに
移動して平成24年度中に閉鎖することを日指した。

福島県相双保健福祉事務所では、第一原子力発電所爆発事故直後より、犬の保護依頼や、警

戒区域及び、 計画的非難区域(半径20̃ 30km) に指定された地域及びそれ以外の地域の放

浪犬の多くの日撃情報により保護活動を行つていた。 しかし福島県相双保健福祉事務所の保護

収容施設は、 3月11日の津波被害により、流失したため保護された犬は、県内各地の保護収

容施設に収容された。 これらの一次収容施設から新たに福島県動物救護本部により、 4月25

日に設置された飯野シェルタ ーに4月27日に25頭の犬が移動された。

2.被災動物の収容

1)被災動物の保護、収容

保護 平成23年5月10日から始まった一時立ち入りの時に係留した犬、

描の保護回収 (福島県による保護 環境省と、福島県連携による保護)

平成23年5月10日から8月26日一時帰宅による係留保護頭数

犬 300頭 猫 191頭

一巡目一時帰宅終了後から平成24年9月30日までの保護頭数

犬 439頭 猫 456頭

相双保健福祉事務所が、 20̃30kmの区域内外で保護した頭数

犬 190頭

(環境省、 東日本大震災における被災動物対応記録集より)

収容頭数

平成23年 4月27日

5月15日

6月14日

7月14日

8月2 1日

9月  3日

9月  8日

犬 25頭

犬 64頭 猫 8頭

犬 146頭 猫 47頭

犬 162頭 猫 37頭

犬 167頭 猫 61頭

三春シェルタ ーへ移動開始
三春シェルタ ーへ猫43頭移動
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平成24年

平成23年

10月 1 日

1 1月 1 日

12月 1 日

1 月  1 日

警戒区域一斉保護開始

犬 185頭 猫 53頭

犬 188頭 猫 62頭

大 122頭 猫 36頭

犬 135頭 描 35頭

4 月  18 日から平成24年12月末までの警戒区域内保護頭数

大 451頭 猫 992頭(平成25年2月15日県発表)

2 月  8日

3 月  1 日

3 月  6日

3月31日

8月  1 日

9月  8日

9月24日

12月 3 日

12月31日

平成25年 1月2 7日

収容時作業

1 )基本台帳作成

描 29頭 三春シェルタ ーへ移動
警戒区域一斉保護開始

大 116頭 猫 4頭

犬 25頭 三春シェルターへ移動
犬 98頭 描 89頭 子描 35頭

犬 49頭 猫 67頭

猫 43頭 三春シェルタ ーへ移動
犬 48頭 描 5頭

犬 27頭

警戒区域一斉保護開始

犬 18頭 子犬12頭

大 20頭 子犬 6頭  三春シェルタ ーへ移動

依頼による保護 捕獲による保護

1.通報者氏名1.飼い主氏名

2.保護場所 2.保護場所

3.連絡先 3.連絡先

4.種類(犬、描の種類) 4.種類(犬、猫の種類)

5.品種 5.品種

6.性別 6.性別

7.その他 7.その他

8.実効線量(cpm) 8.実効線量(cpm)

9.施設管理No 9.施設管理No

10.写真 10.写真

11.首輪 11.首輪

12.ワクチン接種 12.ワクチン接種

診療記録簿(カルテ)作成

外部寄生虫駆除(レボリューション滴下)
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上記の作業後、 シェルターのゲージに入れ替えて、 犬は伝染病予防及び、 性格、 行動観察の

ため第二犬舎に収容し、 人への馴致訓練後、 第一犬舎に移動。
猫は、 入所時期ごとのグループで分けて猫舎に収容。

2 )  ゲージへの入れ替え作業
一時立ち入りの時に係留して頂いて保護収容した犬、 猫の場合は、 人に慣れていて比較的

楽に移動用のゲージからシェルターのゲー ジへの入れ替え作業が、 出来たが福島県相双保健
福祉事務所の巡回にて行われた捕獲器による保護された犬、 猫や、 警戒区域内における一斉

保護時に保護された犬、 猫の捕獲器からシェルターのゲー ジへの入れ替え作業は、 危険を伴
い大変でしたが、犬の訓練士の飼育・管理者が中心になり手際よく移動し犬舎、猫舎に収容

されました。

一斉保護時の猫の捕獲器からシェルタ ーのゲー ジへの入れ替え作業は、 手製のニ ヤ ンコ
ロー ド(捕獲器と収容するゲージを連結する金網の手製のトンネル)により怪我もなくスムー

ズに移動できました。

3.被災動物の衛生. 健康管理

衛生

犬舎、描舎ともにビルコンにて拭き掃除、猫トイレは、ビルコンに漬け置き後スチーム消

毒、汚したら掃除をする。整理整頓、やりっぱなしにしないことを徹底しました。

健康管理 ・

健康管理の一番のポイントは、運動と食事と考えられる。当初はボランティアさんが自由

にシェルタ ーの周りを、 散歩する事としていたが、 運動量が人それぞれで一定されなかった

ので、シェルタ一前の公道を、右方向に直進し定点から折り返すとした。体力、年齢により

加減することにより毎日の運動量が一定になった。食事は、飼育・管理部門責任者により、

支援物資のフー ドを混合して若齢から、 高齢のすべての動物が食べ切れるように工夫されて

いたことは、  流石に凄い事でした。

次に大事なのは、 飼育環境の整備、 特に温度管理である。 天井が高い工場、 と倉庫の中に

ゲージを並べて仕切り板で仕切つた犬舎は、床がコンクリ ー トのため、外気温に敏感に反応

するために床とゲージの間に厚さ20cm位のパネルを敷き詰めてあるが、 夏は暑く、 冬は寒

い、 厳しい環境であった。

このためにェア コンの管理は、 重要な仕事であり、 特に冬場の室外機の下に出来る氷は、

一晩で10cmにもなり稼働しなくなるため、水で室外機の下の氷を溶かす作業は、日課となっ

た。

猫舎の屋根には、 落ち葉が溜まり易く、 梅雨時期、 秋雨の時期には必ず屋根の落ち葉掃除

をしないと、  雨漏りで、猫舎の中は、水浸しであった。

また、 シェルタ 一周囲の環境への衛生管理に気を付けました。飯野シェルターの周囲には
工場がありそこに勤務する人々が毎日シェルタ ーの前を通り、 工場に行かれます。 その同じ
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道で何頭もの犬が散歩をして、 糞、 尿をしています。

道路の衛生管理と、 犬の健康管理のためボランティアさんには、 糞の回収をお願いしてい

ましたが、 草の中にした糞の回収は、 大変でした。 地元の方の許可を得て散歩コースの草刈

り、  シェルタ ーの周囲の草刈りを実施しました。 その時に聞いたことが,マムシがいるから

気を付けなさいとのことでした。実際にマムシに遭過して実感しました。 ボランティアさん

が、 マムシに n歯まれたら大変な事だったと、 背筋が凍る思いでした。 そんな時に何度も来て
頂いているボランティアさんから、  飯野シェルターが、 綺麗になったとのお褒めの言葉を頂

いたときは、 とても嬉しく思いました。

健康管理 衛生管理の拠点となるべき診療所が、 飯野シェルターに、 出来なかった事は残

念の極みであった。

4. シェルタ一内獣医療

4月27日開所当初は、公益社団法人福島県獣医師会県北支部小動物部会、会津支部、県南

支部所属の先生方が、 ご自身も被災されているなか診療ボランティアとして入所している被災

動物の診療にあたり状態の悪い動物や、 治療の長期に必要な動物は、 ご自身の病院に入院させ

る等手厚い治療が、施された事は、素晴らしい事で、感激しました。

社団法人福島県獣医師会では、 東日本大震災の発生により被災した避難者が同伴飼育してい

る犬描及び福島県動物救護本部が収容管理している犬猫 (以下 「被災動物」 と言う。) の救護

対策等にっいて検討することを目的とする東日本大震災被災動物救護対策委員会設置要領を、

平成23年10月1日より施行し、平成23年10月28日東日本大震災被災動物救護対策委員を

委嘱し福島県動物救護本部シェルターの今後の対応等を検討して、 12月22日にシェルタ一収
容動物の健康管理等方針が以下のように決定された。

1 ) シェルターの診療体制

各シェルタ ーに診療部門のチーフを置く

2 )  シェルターの収容動物の治療

基本的には、 全てシェルタ一内で治療する。

3 )  シェルタ一内での感染症対策

搬入時のワクチン接種

狂犬病予防注射の実施

マイクロチップの装着

さらに、平成24年5月10日には被災動物救護対策委員会によりシェルタ 一収容動物に係
る診療指針にっいて決定されました。

シェルターの診療体制として、 飯野シェルタ 一獣医師休日対応協力獣医師及び診療協力動物
病院が、社団法人福島県獣医師会県北支部小動物部会、を中心にして18名の先生方、18の動

物病院で組織されたことは、誠に心強い限りでありました。

一方、 御協力頂いた先生とのコミュニケーション不足により被災動物の診療にあたり (入院

治療等の判断を含め) 一元管理することが、 出来なかった事は、 飯野シェルタ 一獣医療担当部
門責任者としては、誠に、残念な極みでありました。
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12 月 22 日に決定されたシェルタ 一収容動物の健康管理等方針によりシェルタ一内で個体管
理 ( 治療 ) し た 。

個体管理(治療)

マロンちゃん 犬

犬 下痢 ロ區吐 l1咳 食欲不振 脱水 起立困難

猫 n或 下痢 n區吐 食欲不振 脱水

BUN ≧140mg/ 脱水 衰弱 予後不良との判断

快復後 譲渡

玉男 ちゃん 犬 疥癖 全身脱毛 レボリューション滴下

快復後 譲渡

力 ちゃん 犬 両後股麻痺から起立不能 食事介護

両後肢麻痺発症から1か月後 死亡 所有者より感謝

群管理 犬 平成23年11月24日狂犬病予防接種開始

11月24日マイクロチップ装着開始

12月 7日狂犬病予防接種

平成24年2月16日マイクロチップ装着

5月21日狂犬病予防接種一斉

6月  1日レポリューション一斉,11商下

6月18日体重測定

6月29日マイクロチップ装着

7 月  6日レポリューション一斉滴下

7月18日体重測定

8月  6日レボリューション一斉滴下

9月  4日体重測定

9月  5日レボリューション一斉1/商下

10月 5日レボリューション一斉滴下

11月 5日レボリューション一斉、f商下

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

8

8

4

8

1

3

2

7

4

8

5

0

9

1

8

7

4

5

5

1

4

4

4

5

4

2

1

(レボリューション滴下 フイラリア予防 )

以後、狂犬病予防接種 混合ワクチン マイクロチップ装着 血

液検査 (フイラ リア )は、適時行なった。

群管理 描 平成24年 6月11日マイクロチップ装着 18頭

6月28日血液検査(FeLv・ FIV) 19頭

7 月  9日血液検査(FeLv・ FIV) 8頭

以後、マイクロチップ装着血液検査(FeLv・FIV)は、適時行なっ

た。
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5.閉所

平成25年1月27日 三春シェルタ ーへ犬26頭移動(成犬20頭子犬6頭)
3月31日 飯野シェルタ一開所

私は平成23年10月1 日より平成24年9月30  日まで福島県動物救護本部と業務委託契約

により飯野シェルターの獣医療担当部門の責任者として動務させて頂き、 平成24年10月1

日から平成25年1月2 7日までは、獣医師ボランティアとして、参加させて頂きました。誠

にありがとうございました。

飯野シェルタ ーは、 開所当初からお手伝いを頂きましたぺッ トのコジマの社長様、 ス タ ッ フ

の皆様、全国からおいでいただきました多くのボランティアの皆様、里親になって頂いた各都

道府県の関係者の皆様、個人の皆様、高齢、 衰弱など問題点が多くあった犬10頭、 猫5頭の

里親になって頂いた博愛記念病院の理事長様、輸送して頂いたスタッフ一同様、等々多くの方々

のお力添えにより無事閉所出来ました。 心より御礼申し上げます。

参考文献

東日本大震災における福島県の被害状況 (福島県ホームページ)

東日本大震災における被災動物対応記録集 (環境省)



当時を振り返つて

三春シェルタ一獣医師 渡追正道

1 福島県動物救護本部第二シェルターの設置及び体制
23年4月の飯野シェルタ一開所以来、 原発事故の悪化に伴い、 同所に収容されるぺットは

日増しに增加の一途をたどっていった。 同シェルターはあくまでも緊急避難的に保護された動

物を収容するための施設確保が急務であった事、 収容動物の騒音・糞尿の臭い、 放射性物質に

因る外部被曝等近隣住民に配慮し急、遽同所に設置された。 しかし長引く活動の中で増加し続け

る被災動物の搬入、 一時預かり動物への飼い主の面会、 ボランティアの交通手段等でかなりの
不便を強いる結果となっていた。 シェルタ ーを取り巻く環境も変化し施設環境も十分でなく、

新たな第二シェルターの必要性と開所が急務であった。 いくっかの候補地はあったが、 交通の

利便性 ・ 數地面積などから田村郡三春町上舞木字向田地内に第二シェルタ ー (以下三春シェル

タ ー ) の設置が決定した。 しかし決定後も室内改装の度重なる変更、 資材の不足 ・価格高騰、

空き店舗であったため建物内外の経年劣化による工期の延長等、 決定から開所までには時問を

要してしまった。 その当時の福島県動物救護本部 (以下動物救護本部) の本部事務局は福島県

食品衛生課が担つており、 担当者は他業務との兼務も多く構成団体間での横の連携や情報の共

有という点では満足いくものではなく、 誤解や誤認が更なる業務の停滞を生んでしまった事は

否めない。 その様な中三春シェルターは23年10月から開所本格稼働した。 (写真1)

本シェルタ一開所時の体制は、 動物救護本部の下、 事務管理部門 ( 1名) ・医療管理部門 (専

属獣医師1名) ・飼育管理部門(犬管理スタッフ4名  猫管理スタッフ3名)環境省サポー ト

スタッフ ( 1名 2 3年度末まで )で構成されスタ ー トした。その後収容動物の增加に伴い、24

年12月には飼養管理スタッフを増員、最大21名の体制となる。 これ等スタッフの雇用元は

動物救護本部・ 福島県獣医師会 ・環境省 (自然環境研究所センター ) 等と多岐に渡るがそれら

を動物救護本部が一括管理していた。その後譲渡や返還 ・ 保護動物の増減により、 スタッフ数

も変化していく。

2 三春シェルタ一活動経過
1)被災動物の収容

三春シェルタ ーの開所に伴い、 飽和状態であった飯野シェルタ ーからの動物の搬入が

23年10月より直ちに開始された。 (同年9月より施設運用試験の為、 犬20頭、猫1頭が

既に収容されていた) 収容に際しては個体それぞれに管理番号の割り振り、 個体写真の撮

影、マイクロチップ装着有無の確認、体格 ・ 体 重 ・毛色・雌雄確認後それぞれ個室搬入し

た。しかし収容開始一か月で既存施設(写真2 ・ 3 )は満室となり、施設内の空きスペー

スに簡易ケージを使用しての管理となった (写真4 ・ 5 ) 。  収容密度の増加により、隔離室・

ト リ ミ ン グ 室 ・ 面会フリ ー スペース等、施設内の設備が有効利用できず苦心する状態が、

環境省によるシェルタ ーが増設されるまで約10ヶ月に渡りっづいた。 さらに国により設

定された東京電力福島第一原子力発電所から半径20km圈内 (警戒区域) からの被災動物
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の保護が継続されていたため収容動物は増加の一途をたどっていく。県内一円保健福祉事

務所施設はもちろん受け入れ頭数を越えた個体は県内動物病院等での協力を得、 さらには

隣接県の山形県 ・ 宮城県 ・仙台市・栃木県下の動物病院等に獣医師会を通じて一時預かり

を依頼した。 この状態は25年まで続く。 大々的な3度目の環境省による保護活動 (24年

3月) の実施により、保護される個体も猫が始どとなり、管理の方法を模索しながら、三

春シェルタ 一敷地内に同省の簡易施設の增設が検討され、 四棟の収容施設が24年8月完

成した  (写真6)。24年9月の保護活動時には131頭の描が保護され、 25年1月には最

大収容頭数338頭(犬70頭、猫268頭) となる。保護活動の経過と共に保護個体の特性

は首輪の装着 ・ 馴化度・ 避妊去勢の手術痕等から推察するとぺットとして飼われていたと

思われる個体は減少傾向にあり、 未去勢 ・ 未避妊手術の個体、 又それらから生まれたと思

われる2世代3世代の若齢個体が増加してきた。 これらは被災ぺットか被災動物(野良猫・

野猫) なのか?このまま保護を続けるべきか?新たな問題が発生し判断に苦慮しながらの

活動となっていく。 終息の見えない放射能事故、 福島県特有の事情を考慮し、 現地での術

式まで考慮した繁殖制限 (TNR) による管理の在り方など本部内でも国・県を巻き込ん

で議論されるようになっていく。 これらを踏まえ民間団体から手術可能な診療車(写真7)

の支援を受け、 区域内運用 (写真8) も行われたが関係団体間での調整が整わず有効利用

できなかった。 これら野良猫・未馴化描の保護 ・ 収容 ・管理は手探りな状況があった事は

否めず、 以来かなりの時間と労力を割いてのシェルタ一内活動となっていく。

2 )  被災動物の衛生・健康管理

三春シェルタ 一開所当初より運営管理に関しては満足いくものでは無かった。 収容頭数

とスタッフ数のアンバランス、スキル不足、更には収容個体の特性(未馴化)等から給餌・

散歩の回数も当初は制限され、 それぞれ1回/日でドックランも併設されていたもののフ

リ ーの状態での管理ではなく個々係留するだけであった (写真9)。 これ等に関しては愛

護団体等から数々のご指摘を受けていたが、23年11月よりボランティアの受け入れも開

始され徐々に改善されていく。 シェルタ一内での体制も整い始め、 各管理部門は携帯端末

を使つた個体の健康状態の把握 ・情報の引き継ぎ、 各個体の個室ドアやケージには個体情

報 ・ 特性のカー ドを貼り出し、スタッフ・ボランティア間で情報共有した。細分化したタ

イムスケジュールも作成し円滑 ・ 効率的な作業がなされていった(図1 写真10 ・ 11)。

従来の既存施設の犬舎は床面積約2 mのドア及び給餌窓のついた個室各78室で管理、 預

かり描や譲渡対象描は床面積1ni2高さ2mの分離窓のついた個室を計40室でそれぞれ管

理(図2  写真12・13)、環境省シェルタ ーの猫は約27mの室内に一般的なL型ケージ(60

x 60 x 90cm)を設置その中には身を隠すドーム型べッドを配置し管理した(写真14 )。
全収容施設内は気温18̃ 24°C、 湿度50̃ 60%で通年管理した。

衛生面では具体的には各建物への進入路には踏込槽の設置、 各通路問ドア付近には手指
消毒薬の設置、各個室内 ・ 通路・ パドック ・食器等は水洗 ・消毒剤散布か浸潤ふき取り ・

乾燥を励行した。又スタッフ・ボランティアに対しては、長靴・マス ク ・ ゴム手袋の装着 ・

専用作業着(上下ヤッケ) への着替えを徹底、外傷を受けた際の軽減化、細菌・ウィルス
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等の施設外からの持ち込みに留意する事は勿論、収容個体からの人への感染や個体間の蔓
延にも十分配慮した (写真15)。 動物達に対しては医療面では後述するが、 未馴化・社会

性の身についていない個体が多く、 特に犬に関しては nl交傷事故防止のため個室からの出し
入れは必ずスタッフが行い、逸走防止のためダブルリ ー ドとし、特にしつけ困難・ 途上の

個体に対し散歩は専属のスタッフが担当した。猫に関しては特に相当数の群管理にとなり、

保護収容時から極力特性を見極め、一定期間(二週間)の隔離観察を経て馴化の度合い・ウィ

ルスキャリアにより部屋分けし、個体の馴化度により25年4月からはケ ージから室内に

自由に出入り出来る部屋も設け、 その後1̃2ヶ月をかけ個室によっては24時間自由行

動ができるようにした。限られた空間で順次環境エンリッチメントなどにも配慮、種々の

アジリティを設け個体のストレス軽減、結果として健康維持 ・ 譲渡促進 ・ 業務の効率化が

図られた(写真16 ・ 17)。その中で24年から25年は動物病院福祉協会(JAHA)や動物

関係の専門学校に協力を仰ぎ講師派遺を依頼、スタッフ向けのシェルタ ー メディスン ・ 動

物行動学等の講習会 ・ トレーニング実技を開催、 スキルアップとそれによる管理業務の改

善を図つていった(写真18 ) 。スタッフ ・ ボランティアのケガ・体調不良は活動期間中発

生し、軽度のものは現場施設内で対応、 それ以外は近隣の指定病院へスタッフが同行対応
するような体制ができていた。 幸いにも救急搬送される様な大きな事故・ケガが発生せず、

軽度のケガも時間の経過と共に減少していった。

3 )  シェルタ一内獣医療

開所当時まだ満足のいく医療体制が整つておらず、 備品 ・検査機器に関しても簡易診察

台と事務机、僅かな医薬品・犬2種ワクチン (ジステンパー ・ パルポ)だけであった。必

要最低限の薬品を揃えるにあたっても、 義援金の使途に関し行政的発想の本部と現場では

認識のずれがあったことは否めず現場での対応には苦慮していた。 その様な中メ一カーよ

り駆虫薬 (セラメクチン製剤 ・ フェィプロニル製剤) ・消化器系処方食この二つの大量支

援や日本臨床獣医学フオ ー ラム  (JBVP) 会員の先生方から抗生剤 ・消炎剤等を早急に支

援して頂いた事はシェルタ ーの初期活動に於いて非常に助かった。 24年4月から県獣医

師会が本部事務局を担い関係者の努力により、 薬品類 ・ 機器類の購入整備も円消に行われ

るよ うになり 、  同年6月からはヮ クチン ・狂犬病予防注射 ・フイラリア症の定期的な検査 ・

予防もおこなわれていった (写真19 ・ 20)。 それらに加え個体の多くが収容時から腸炎を

発症しストレス ・細菌性の胃腸疾患を疑い抗生剤 ・ 一般止瀉剤等の対処療法にとどまって

いた。収容頭数の多さに加え、 収容時セラメクチン製剤を投与している事、 直接塗抹によ

る便検査を適時実施していたが一般虫卵の検出は僅かで、 原因の特定や感染拡大 ・再感染

が危惧されていた。 その様な中、 I社からの検査キッドの支援・外注検査の導入等により、

犬に多かった腸炎、 その発症例の50%がジアルジアに罹患している事が判明、 治療 ・ ス

トレス軽減・衛生環境の改善等、 清浄化には人 ・ 動物と出入りが多い中で9ヶ月問という

長期間を要した。 猫に関しても腸炎発症例の殆どがマンソン裂頭条虫の寄生が排出虫卵数

の多さから比較的容易に確認されたものの、 動物用注射 ・ 内服駆虫薬 (プラジクアンテル

製剤) の投与では投与量 ・手技の煩雑さから苦労し高濃度人用製剤の転用により対応した。
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又犬の皮膚疾患も多く、 殆んどが保護 ・ 収容期間の長期化により被毛の手入れが追いつか

ないことに因る細菌性の皮膚疾患、 外部寄生虫に因るアレルギ一性皮膚疾患であった。 こ

れ等はスキルのあるボランティアやスタッフによりトリミングを漸次実施し改善していっ

た。 保護まもない個体には猫は少ないものの低栄養で削痩している大が散見されたが基礎

疾患のある個体を除いては適切な食事管理により改善していった。 猫に於いては上部気道

感染症の発症が収容4̃ 5日でみられ、一般的な抗生剤・消炎剤 ( インターフェロンは資

金的な面から制限使用)の治療を行つていたが、特に描エイズ ・白血病ウィルスキャリア

には慢性化する個体も多く、 25年にはPCR検査も実施、 マイコプラズマの罹患率が群を

抜いて多く、それらを踏まえ抗生剤の選択、治療法を再検討することに因り沈静化した。又、

保護個体が妊娠している事もあり (特に描)避妊手術の実施が急務であったが、 飼い主 ・

関係者の中でも同意形成が得られず、 実施されないままだった。 しかし24年9月の環境

省一斉保護活動に際し、 環境整備も整い (写真21)、 意見集約しマニュアルを作成、 それ

以降の保護動物は全て避妊・去勢手術を実施、 以前に収容されていた個体に対しても順次

手術を実施しその後の管理に役だてた。 又これらの処置に際しては県内獣医師会々員、(特

に郡山支部・ 県中支部)、群馬県 ・ 東京都の開業獣医師の先生方には多くの技術支援をい

ただいた(写真22・23)。 これらにより25年3月までには飼い主の同意が得られない個体・

公示期間中の個体を除いてはほぼ全頭実施した。

管理においても開所以来、犬描の個体管理しか経験のなかった我々関係者にとって集団・

群管理は未知の経験でアメリカ式の群管理を理解し導入することは少しばかり抵1l11lii,があっ
たが、早期よりシェルター メディスンに関する指導を仰ぎ、これらの考えを適宜取り入れ、

多くの収容動物を一元的に管理しなければならない状況下で、 行動学的変化や病気を表や

数値化 (点数化) し、 日々均一化された目で冷静かつ正確に個体其々の状態を把握するこ

とができ馴化の促進に役立て (表1 )、  更に猫カゼ (FVR) においても連日触診が難しい

く視診にたよらざるを得ない状況下で同様に数値化することを取り入れ管理 ・治療に役だ

てた (表2 )。  それらに加え、 24年に入り保護された個体特に描は収容時、 全頭鎮静下で

血液・便を採材 (写真24・25)、行動学的には日々の変化を詳細に観察記録する事を追加し、

基礎データの収集 ・ 積み上げに努め、 「被災動物は殺処分しない」 と言う宣言の下、関係

者の協力を得ながら日本標準まではいかなくとも、 三春シェルタ 一独自の群管理を進めて
行つた。

また収容個体は情報発信・ 公示することに因り譲渡を常に進めていたにもかかわらず、

なかなか進まない現状にあった。 それは福島特有の放射能汚染と関係がある事は否定でき

ないし、 疾病と放射能汚染の因果関係も否定できず苦心していた。 保護当日外部被曝の測

定を行い、 毎時100,000cpmから23年9月以降は13,000cpm以上が除染の対象となって

いた。 幸いにも基準値を超える個体はいなかったものの、もうひとっ説得力に欠けていた。

その様な中、 前述の避妊・去勢による摘出臓器の内部被曝状況を確認するため放射能核種

検査を ( ヨウソ 1 3 1 ・セシウム13 4 ・ 137) 2回合計50検体 (コントロールとして県外の

サンプルを混在) 試験的に測定したところ、 収容日数が長期に渡る個体以外、 つまり収容

2̃ 3ヶ月未満の個体からの検体全てから ョ ウソを除いてセシウム134 ・ 137が検出限界
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を超えて確認され、動物に関する獣医学的見地やスタッフの健康管理面から保護個体の内

部被曝測定の検討 ・ 必要性にも迫られてきた。 その様な中、 動物を生体で測定する機器は

国内はもとより世界にも存在せず、機器の設計・製作 ・ 設置・測定方法等、北里大学伊藤

伸彦先生指導の下計画を進めた。それは全面厚さ0.5 cmの鉄製113X88X11 6 cm厚さ5

cmの鉛塊を敷き詰めた箱型で、 2本のNaIシンチレーション検出器を内蔵それらから出

た信号を波高分析器を通し補正、セシウム134 ・ 137を測定、検出限界値は食品レベルの

50̃ 100Bq/kg以内に設定した (写真26 ・ 27)。25年3月にシェルタ一内に設置、27年

11月まで収容個体の測定と新規保護個体の測定を延べ863回190頭に対し実施した。 こ

れらから暮らしていた場所(保護場所)  の汚染度により内部被曝(体内汚染) はみられ、

それらの数値は基礎疾患や活動量の有無にもよるが、 適切な環境下で管理することに因り

放射性セシウムは減少、 犬 ・猫共に約50̃ 60日で半減した。測定にあたっては一個体

の測定に約一時間要し、 機内での不動化 ・ 精神的安定化・動物愛護の観点などから種々苦

心した。  しかし同一のキャリ ーケースを使用し測定中は声掛け等により機内の動物の状態

を推察しながら実施した事や、回を重ねていくうちに動物側も慣れ、より正確・貴重なデー

タが得られた(写真28 ・ 29)。付け加えれば保護個体の中に火傷・脱毛 ・ 出血性障害等放

射線による急性障害を疑わせる個体は見られなかった。 造血障害・がんにっいては追跡調

査 ・ デー タの再精査が必要と思われた。

4 )  返還・譲渡に向けて (所有権・譲渡の問題)

本来ならば、 所有者が確認されている個体は従来の飼い主の下で早期に生活することが

望ましい、 しかし避難生活の長期化・今後の生活も不透明で、飼養環境の制限等により時

間の経過と共に返還は減少していった。 数は少ないものの厳しい避難先での生活下でも収

容していたぺットを引き取り共に生活を始めた人達もいた。保護収容個体に関しては、23

年内三春シェルターに収容されてくる個体は殆どが飼い主が明記されている個体であった

が、 移送や管理の中で類似した外貌・毛色などから個体誤認も散見され、 これらは飼い主

に対しての情報の再確認・ 飼い主との面談・口頭でのやり取りを進めながら解消していっ

た。 24年の一斉保護以降は犬の保護は僅かで、 前述の通り描の保護が殆どで、 飼い主の

特定、 所有者確認がさらに難しい状況となった。 これ等は保護と同時にホームページを使

い個体情報(保護時の個体写真 ・ 体重 ・毛色 ・齢査定 ・装着物 ・ 雌雄避妊去勢の有無 ・ 保

護場所・日時等) の公示を行い飼い主の早期発見に努めた。 結果飼い主が見つかり確認で

きた場合は先方の事情を考慮し所有権放棄による譲渡を含めたシェルターでの継続管理か

現在の健康状態を説明の上返還とした。 この様な状況の中で被災した飼い主の心情を考慮

し早期の所有権放棄を迫るわけにもいかず、 かといって動物日線で考えるとシェルターと

いう閉鎖空間で長期間管理することもどういったものかスタッフ・関係者は自問自答の

日々が続いた。飼い主不明の場合は一定期間(取得物としての扱いや法解釈で、30日を

公示期間とし更に10日を猶予期問とし、計40日)を経て讓渡対象とした。しかしなが

らこの体制が出来上がり周知 ・ 機能するまでには時問を要した。 譲渡数としては発災年か

ら翌24年にかけ被災地支援の気運も高かったせいか犬の譲渡は堅調に推移していった一
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方、 一斉保護活動により保護された前述の未馴化猫やウィルスキャリアの個体は譲渡対象

から漏れることが多く気運の低下と放射性物質汚染への問違つた風評が加わり譲渡の停滞
が生じてくる。  管理の面でも馴化やェイズ白血病発症群への難治性治療対応など、 群から
個の対応に追われシェルタ ー ワークの変化が生じてくる。 この様な中でも未馴化描と承知

の上で里親になった方や自費での治療を覚悟しフイラリア陽性犬を引き取つてくれた方々

がいた事は、 シェルタースタッフにとって活動の励みとなり頭が下がる思いだった。 これ

等に加え獣医師会を通じ複数頭の団体譲渡も並行して実施東京都・岐阜県 ・ 群馬県 ・ 仙台

市 ・新潟市 ・ 岐阜県各獣医師会 ・民間企業・団体等多くの関係者の協力を得た。尚譲渡の

際全ての個体に対しマイクロチップの装着 ・ 登録を行い、 三か月後の飼養状況報告をする

こととしていた(写真30 ) 。

5 )  ボランティア

開所当時はスタッフ数と収容動物頭数において個の管理能力を含めアンバランスが生じ

ていた。 その様な中でマンパワーの必要性は関係者・現場スタッフは感じていたものの、

未経験の中での活動であり今思えばスタッフ・収容動物全てに対して苦労を強いていたと

痛感している。動物に対しての作業と言う事で、ボランティアの多くは犬や猫の飼養者・

獣医師関係 ・動物関係の学生 ・動物病院従事者等であったが、 動物とは縁のない一般の方

等多岐に渡る人達からの協力も多くあった。 時として受け入れ人数を調整してはいたが

20名を超えるボランティアの参加を得る日もあり、特にそれらは土日 ・ 祝祭日に集中し、

数の偏りは日々の通常作業に加え、 人的管理をしなければならず受け入れ側としては作業

内容の見直しを含め日々対応に苦労した。 その後25年末までは平均5̃7名/日、  26年

に入り3名/日と時間の経過と共に減少していった。月単位では主に3・4・7・8月が多かっ

た。 ポランティアの中には単回だけの参加にとどまらず時間をさいて複数回の協力をする

人たちもおり、 当然の事ながら作業内容 ・ 収容個体の特徴などをよく理解していくように

なり円滑な作業に役だった (写真31 ・ 32)。 また現場に来て作業の協力という携わり方ば

かりではなく、各地方の催事 ・イベントでの里親の広報・ 支援物品(缶バッジ)の販売協

力など違つた形での支援もあった事は日々の業務に忙殺される関係者にとっては心強かっ

た。

前記の譲渡 ・ 返還の他に個人家庭に対する飼い主判明個体の一時預かりいわゆるホスト

フ ァ ミ リ ーの募集も行つていたが、預かり期間の問題 ・ 先住大 ・描との関係 ・事業そのも

のの周知の問題等により殆ど機能しなかった。 言い換えれば依頼者と受任者との動物に対

する認識のズレや期間の長期化に因り大きくなる責任の重さが両者に敬遠された原因かと

思われる。 1 ・ 2年の時間を切つた受け入れならまだしも、 先の見えない長期化した災害

時には不向きなように思われる。

6 )  広報活動

開所当初は日々の作業対応におわれ、 保護 ・ 譲渡情報公示も含め、 動物救護本部のホー

ムぺージ及びそれらにリンクした獣医師会 ・福島県のHP、 それらから情報を抽出したボ
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ラ ンティ アにより作成された広報誌と手段は限られていた。 それらに加え獣医師会関係の

催事 ・ 研修会、民間の地方イベントなどにおけるボランティアのミニ広報活動など地道

に現状報告・里親 ・ ポ ランテ ィア協力 ・ 義援金の募集などを行つた(写真33)。また23 ・

24年中は広く社会全般が震災に注目 ・関心があった事からテレビ ・新聞等マスコミによ

る取材も多く、放送・記事記載後は県内はもとより県外からの支援 ・里親希望など反響も

大きく、重要な情報発信・広報手段となった。25年1月からは譲渡情報・支援物資、 シェ

ルタ一内のタイムリ ーな状況を伝えるべく三春シェルタ 一独自のブログをHP上に開設し
た。 SNSの現在それらにより多くのオープンな情報をほぼタイムラグなく発信すること

が出来た一方、 管理や活動で色々な指摘を受けたのも事実であったが、 反響や反応もよく

無駄のないピンポイントでの支援 ・協力に非常に役立つた。

視察見学者も多く開所当初からそれら来訪者への対応も重要な業務の一つであった。 見
学者の内訳としては行政関係 ・ 獣医師関係が多く、 現在の被災地の状況を知りたい・更に

それらから地元に持ち帰り有事の際の参考にしたいという気概が異口同音に感じ取れ、 被

災動物の対応 ・ 動物愛護の考えなど現在の地域猫対策や殺処分ゼロへの動きなどその活動
気運の盛り上がりの原点がこの福島三春にあったと感じられてならない。 これら取材 ・ 見

学者などの来訪があれば、 作業の妨げ ・ 停滞を生むのではないかと危惧する一面もあった

が、 現場に於いてはいい意味での緊張感が生まれ継続的な事業を行う意味で慢心や慣れの

防止という意味で必要なものであったと今更ながら実感している。

3 シェルターの終了から閉所
関係者の中では終わりの見えない原発事故と動物救護という狭間の中で緊急避難的収容施設

としての終了時期が論議されてはいた。 その様な中で収容頭数が100頭を切つた26年6月頃

から維持するための費用対効果、 保護動物数及び飼い主からの保護依頼が減少してきたことか

ら、 26年9月末日をもって緊急避難的動物保護収容施設としての業務の終了を宣言し、 警戒

区域内からの新たな保護動物の受け入れをしない事とした。 合わせて同敷地内にあった環境省

シェルタ ー も収容動物の集約を図り解体撤収とした。 継続収容されていた一時預かりを含む

37頭(犬7頭、描30頭)については里親の募集と管理をスタッフ数 ・業務を縮小して継続管

理する事とした。 これら収容されている動物は何らかの基礎疾患や問題を持つている個体で一

般譲渡がなかなか進まず、 再度団体譲渡を含む県内外各動物病院への里親受け入れのアナンス
をし協力を仰いだり、 県内保健所保護動物との合同譲渡会の開催 (写真34) ゃシェルタ一開

所時間内であれば何時でもマッチングできる三春シェルタ 一参観デーを設け全頭譲渡を平成

27年12月18日までに終了、 同年12月末日をもって福島県動物救護本部第二収容施設(通

称三春シェルタ ー ) は完全閉所となった。

23年 7月

三春シェルターにおける簡易記録
田村郡三春町内 (田村郡三春町上舞木字向田17-40) に土地 ・ 建物を賃貸
民間企業の全面支援により、 既存構築物の改装がはじまる
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9月 シェルタースタッフの人選 ・ 人数確保
犬 ・描数等の試験的収容開始

三春シェルタ 一開所(事務所 ・ 診療室 ・ ト リ ミ ン グ 室 ・給餌室 ・ パ ド ッ ク ・犬
舎78室 ・描舎40室)

犬の収容頭数增加、 既存施設では足りずケージ管理も併用

三春ボランティアの受け入れ開始

収容動物への狂犬病予防注射 ・ マイクロチップ装着等の実施
シェルタ一内でのトリミング可能となる (ボランティアによる )

10月

11月

12月

24年 1月 収容動物の腸炎の確定診断の一環と してジアルジア検査実施
血球計算機・生化学検査機設置

フー ド メ ー カーより相当数の療法食届く

2月 収容動物のジアルジア症の高い感染率が明らかになる

警戒区域内一斉保護活動実施、猫三春に搬入(既存施設の他ケージ増設管理)

3月 収容動物の増加に伴いスタ ッフ増員はかる

4月 マスコミ ・ 政治家・獣医師関係の来所者多数

5月 (贊否渦巻く中) スマイルアゲイン ̃かけがえのない家族̃イベント開催

入舎動物全頭フイラリア症の診断 ・ 予防・治療可能となる

収容動物(犬)狂犬病予防注射実施

6月

7月 備品の活用によ り個体の健康状態把握、 全飼い主に現状報告

8月 麻酔器 ・ 手術台・呼吸モニター ・ 外科セッ ト等整備

環境省シェルタ 一完成
9月 警戒区域内一斉保護活動実施に伴い環境省シェルタ 一保護個体受け入れ
収容個体の避妊・去勢手術開始

県内各獣医師会支部の有志の協力により一斉避妊・去勢手術実施

猫舎FVRの大量発生

中央の動物愛護週間行事などに於いて福島の現状及び里親の発信

県外団体譲渡活発になる

一部個体の摘出臓器(生殖器)の内部被曝線量測定

10月

11月

12月 福島県動物救護本部HP完成
第二回警戒区域内一斉保護活動及び受け入れ

25年 1 月 救護本部HP内にブログ シェルタ 一通信 開始
収容動物最大数(犬70頭描268頭)

2月 飯野シェルタ 一閉所に伴い転用資材搬入
環境省シェルタ一内に描フリ ースペース設置

3月 WBC機器設置

TNRの必要性高まり、 制限区域内で実施に向けた協議

4月 WBC稼働収容個体の測定開始
どうぶつ家族の会より診療車納車

5月 収容動物(犬)狂犬病予防注射実施

6月 収容頭数200切る 199頭 (犬41頭描158頭)
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7月 JAHA講師による動物行動学 ・ シェルター メデ ィ  スン講習会開催
群管理から個体管理へ (譲渡促進目的)
診療車にて警戒区域内調査活動・TNR予備試験

8月 収容動物環境エンリ ッチメン  トに考慮し舎内改装

9月 スタッフ向け動物 (犬) しっけ方教室開催 (馴化促進目的)
10月 第二回日 JAHA講師による動物行動学 ・ シェルタ ー メデ ィ  スン講習会開催

11月 収容猫上部呼吸器疾患PCR検査実施

25年は関係者の見学訪問非常に多かった

26年 1月

2月

収容動物145頭 (犬30頭猫115頭)

犬譲渡停滞 しつけ馴化強化

3月 FVRの発生皆無

4月 ボランティ  アにも犬のしつけ方浸透し協力実践
義援金口座閉鎖

5月 収容動物(犬)狂犬病予防注射実施

6月 収容動物100頭割る (犬19頭猫76頭)

7月 環境省による区域内生態調査 (双葉町) 同行、 猫4頭保護
シェルタ一譲渡会開催

8月 一般譲渡停滞、 団体譲渡進める

9月 緊急避難的シェルター としての業務終了 収容頭数37頭 (犬7 描30頭)
環境省シェルタ 一閉所
束京都獣・新潟県獣等へ団体譲渡(未馴化・ウィルスキャリア等)

10月 シェルタ 一譲渡会開催
11月 シェルタ 一譲渡会開催
三春シェルタ一参観デ一開始

27年 収容動物の譲渡 ・ 返還へ向けての一年
最後の一時預かり犬返還1月

3月 最後の一時預かり猫返還

4月 シェルタ一譲渡会開催

6月 シェルタ一譲渡会開催

7月 収容動物(犬)狂犬病予防注射実施

シェルタ一内物品在庫の確認8月

9月 シェルタ 一年内閉所決定
10月 福祉事務所収容頭数飽和につき保護犬相当数受け入れ(17頭)

11月 シェルタ一譲渡会開催

WBC測定終了延べ863回実施190頭(その他2含)

12月 18日をもって全ての譲渡終了
三春シェルタ一閉所
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表1 描のストレス行動の評価ポイント

スコア 観 量税 耳 10・tf . ●書・ 議動

開いている、

あるいは半

開き、ゆっくり
と瞬き

1完金にリラッ

クス
正常 正常な位置 正常(積) なし

寝ている、休んで
いる

2ややリラック
ス

開じている.
半開き、普通

に開いている

正常な位置

あるいはや
や前向き

正常(積)あるい

はやや前向き

獲ている、体んで

いる、機敏、活動

的、たまに遊び

正常 なし

3やや緊張
普通に開い

ている

正常な位置、

あるいは前
向きあるいは
後ろ向き

体んでいる、起き
ている、あるいは

活発に動き回る

一i<なっ:i覆、一『
敏、積極的に動き

回る、逃げようとす

る

正常
正常(積)あるい

は前
ニヤーと静かになく

4非常に緊張

正常あるい

は部分的に

拡大

前向き、後ろ

向き、前後に

向く

正常(積)あるい

は前
ニヤ ーと静かにな<、ある
いは静か

大きく見開<

5.怖がって硬

くなる
大き<見開く 拡大

やや平た<な

る
正常(積)あるい

は前

静かになく、大きな声でな

<、うなる、あるいは静か
機敏、活発に逃げ

ようとする

6. 非常に怖が

っている
大き<見開く

大きく見開く

完全に拡大 完全に平ら 後ろ
静かになく、大きな声でな

く、うなる、あるいは静か

動かないが警戒、

活発に動き回る

7 . 恐 縮 完金に拡大
完全に平らで

後る向き
後る

静かにな<、大きな声でな

<、うなる、あるいは静か
動かず警滅

表 2  < F  v Rの評価ポイント >
F V Rはス トレスが原因で発症し、ス トレスが原因で重症化する。よってF V Rを

定量するために、 以下の分類を行い、 記録する。

記録項目ｻ

発i能1日ｻ

症状の分類(毎日)ｻ

治療の有無

? 治1益l日

F V R 1 l11や典からの透明な分泌物 くしゃみ  口内炎

F V R 2

F V R 3 a

F V R 1 の1能状+発熱 食欲減退 脱水 ィ、活発などの全身症状

(呼吸器系)緑色/有色の鼻分泌物十FVR 1 ・ 2

F V R 3 b (跟) 透明あるいは有色の分泌物 中程度から重度の結膜炎十

F V R 1 ・ 2  F V R 3 a と の併発もあ り

F V R 4 限'i藍状のみ:透明/有色限分泌物
他のF V R症状なし

クラミジア・マイコプラズマの原発感染あるいはへルぺスウイルス

の慢性感染

F V R 5 9區吐・発熱・ 下痢などの典型的なF V Rの症状以外 あるいは治療

に反応しないF V R
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福島県動物愛護ボランティア会

震災直後のボランティア活動

震災ボランティア活動への第一歩

震災の翌月4月15日の 「福島県動物救護本部」 の発足前の、 前月3月27日、 私達 「福島

県動物愛護ボランティア会」 に、 多くの被災者が避難をしている県営あづま総合体育館に集ま
るようにと声がかかった。

当日、 数名の会員が出向いた。 私自身これからそこで何が始まるのか、 全く分からずに不安

を感じながら出かけて行つた記憶がある。

体育館の前に、県内の関係者と思われる方々が大勢集まっておられた。 緊迫した雰囲気の中、

それぞれが話し合いをしたり、 動き回つたり一。
私達は犬や猫を連れた方々に話しかけて、困つていることを聞くことから始め、車の中でぺッ

トと休んでいる方がいれば、 フー ドやシー ト等の救援物資が用意されていることを伝えて歩い

た。

会員達はその後自主的に、 各地の避難所の犬描の様子や環境を見るために訪問したり、 話を

聞いたりの活動を続けた。

私個人の事になるが、 各地から送られてくる支援物資を置く場所が必要ということで、 主人

の実家の使つていない土蔵を使つていただくことになった。物資の出し入れの際の手順を決め、

必要に応じて利用していただいた。

その後、 4月27日の飯野シェルタ ーの運用開始に伴い、ボランティアの活動は、保護され

た飯野シェルターでの犬と猫の世話へと移つていった。
元県北動物愛護ボランティア会 会員

2 避難所のボランティア活動 ( 1 )

県北地区の震災時のボランティア活動

2011.3.11.福島県民なら誰しも決して忘れる事のない日である。 私は生まれて初めて 「避

難所」 にお世話になった。

避難してくる側も迎え入れる側も大混乱の中、外では犬がけたたましく鳴いている。声のす

る方に行つてみる。大型犬だ。飼い主は配給されたおにぎり二つのうち一つを分け与えていた。

しかし、食べてくれないという。不安なのだ。人も、犬も。 こんな状態の子がどれだけいるの

だろう。

私は保健所とボランティア会に連絡をとり、各避難所を回ることにした。ガソリン量を気に

しながら。

避難所はどこも異様な雰囲気である。最初に目に付くのは、駐車場の車中でうごめくぺット
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とその叫び。 避難所の受付でぺッ トの救援物資の提供を中し出る。 すると、  「ここにはぺッ ト

はいません。」 これには驚いた。 「車中にたくさんいるのを見ましたけれど。」 「施設内にはいま

せん。 車の中まではわかりません。」

館内へのアナウンスを申し出るが、 ほとんどは断られた。 広い体育館を端から一人ずっ声を
かけてまわると、反応があった。一人が名乗り出ると、次々に連鎖していく。フー ドがない、

首輪が切れた、 薬がほしい。 要望は果てしなかった。全てメモに書き留め、 後日必ず来ると約

東した。もちろん10 0パーセントの要求には応えられなかったが、気にかけてくれる人がい

ると思うだけで安心したと後から聞かされた。

避難所も二巡目くらいで少し落ち着きを取り戻した頃、 飯野町にあるシェルタ ーが開所し、

その後約二年半、 閉所まで通うことになった。

県の動物愛護に関する条例が改正された。 この内容を把握している県民はどれだけいるだろ

う 。ぺットを飼うということは、その命を預かる責任があるということである。ぺットの同行

避難は鉄則である。今すぐできることは何か?登録、予防注射、しつけ、薬の名前の把握、リ ー

ド等の点検、フー ドの予備の備え、犬描以外のぺットの緊急預け先の確保など。さて、飼い主

の皆さんはどれだけやっていますか。

元県北動物愛護ボランティア会 会員

2 避難所のボランティア活動 ( 2 )

会津若松市の震災時のボランティア活動

3月11日の震災発生時、会津若松市も大きな揺れを感じました。ただ、それほど大きな被

害もなく 、  テレビのニュースで東北地方が大変なことになっている事を知りました。

そしてその頃、 福島県ではもう一つ大きな災害が発生しており、 震災発生直後から、 原発の

ある地域からの住民の避難が始まっていました。

会津若松市では主に大熊町の方々の受け入れがなされ、 仮設住宅ができるまで、 いろいろな

施設での受け入れが始まりました。その中には、飼つているぺットを連れての避難者もいて、

3月の雪の降る中、 避難施設には入れずに寒い屋外の車の中で犬猫達との生活をされていまし

た。 その直後に、 会津若松市でもぺットと同行避難されている方々へのボランティア活動が始
まりました。震災3日後から活動されていた方々もいました。

まず、 避難されている方々を把握しようと、 会津総合運動公園、 体育館駐車場などを回りま

したが、当初、一般の私達は避難所に入れてもらうことができず、車に 「何か困つている事は

ありませんか? 」 とポスタ ーをはさんだりしました。

その後、各避難所に入れてもらうために、動物愛護団体や愛玩動物協会で身分証明書を作つ

てもらいました。各避難所の情報は、社会福祉協会のデー タを基にしました。各避難所の駐車

場で暮らすぺットの数を調べ、動物愛護団体に連絡し、救援を依頼したりしました。

避難所ではぺットフー ド 、ぺ ッ ト シーツの需要が多く、犬描を建物の中に入れることができ

なかったことから、  飼育場所は他の人の目につかないところに限られていました。
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また、 ぺッ トとの同行避難をしてきた方々がいる一方で、 ぺッ トを連れてくることは駄目だ

と言われ、 置いてきた避難者の方々からの不満が出てきていました。

犬や猫との車の中での避難生活は寒さとの聞いでした。

日が経つにっれ、 ぺットの預かりなどのネットワークの必要性が高まり、 置いてきた犬や猫

を探して欲しいという声が大きくなりました。

新潟県ではぺッ ト同伴の避難者を受け入れていたので、 それを知らせようと各避難所に電話

をすると、 「ぺットの避難はない。」 と言われたりもしました。

そして当時一番幸かったことは、 ぺットの同行避難をされていた方々の中でも、先々への不
安からやむを得ず、 ぺットの処分を希望して保健所への持ち込みがなされていたことでした。
震災が起きれば人間の生活が優先であり、 動物達の保護団体の動きはとても遅かったように

感じました。震災が起きると同時に、 人間と同様にぺット達の受け入れもあるべきではないか

と思いました。

各避難所へ出向き、 足りない物資の提供などをするほか、 大切な仕事の一つに、 各地から届
いた物資の受け取り、仕分け、分配、お礼状の作成などがありました。

特にケージなどの組み立てには人手が必要でしたし、 借り物の仕分けも大変でした。

仮設住宅ができた後、ボランティアの方々にはも う一つの大きな仕事がありました。それは

仮設住宅でぺットも入居可能にしてもらうことでした。

当初、仮設住宅はぺットの入居不可でしたが、ぺットの入居を可能にしてもらうために、ボ

ランティアの方々が大熊町の職員の方々と何度も話し合い、 その熱意で、 会津若松市の仮設住

宅全部がぺット入居可能になったのです。これはすばらしい事だと思います。集合住宅でのぺッ

ト飼育についての飼育相談、 不妊手術キャンペーンなどをすることが入居の際の条件となりま

した。

このように、災害が起こったとき、人々が飼つているぺット達と同行避難すること、 それに

伴う私達の被災者の方々へのボランティア活動がとても大切なことになると思います。
会津若松動物愛護ボランティアの会 会長

3 シェルターのボランティア活動

飯野シェルターでのボランティア活動
あの震災からもう6年が過ぎました。震災当時は時が過ぎるのが遅く、 日々の苦しい時間が

このまま終わりなく続くような感じがしていたと憶えています。

飯野シェルタ ーにボランティアで行き始めたのは、震災後、ライフラインが回復し、  3 月

11 日以前の生活に戻りっつも、 この先の不安や状況が分からないことへの苛立ちで自分自身
の生活に手一杯、落ち着かない5月の初めでした。福島県北動物愛護ボランティア会事務局か

らの連絡を受けたことがきっかけでした。

初めてシェルターに行つたのは5月14日、テニスコー ト2面分程の大きさの建物とプレハ

ブ小屋、 倉庫の3棟が建つていました。
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飯野シェルターが開設して 1 ヶ月ほど。建物に入る前から大の鳴き声が聞こえていま したが、

入り口のドァを開けた時の1表まじい鳴き声と臭いで、一歩後退しました。建物の中には無数の

バリケンだけが並んでいました。 シェルタ ーのスタッフが犬達を一頭ずっバリケンから出し、

脇の鉄柱に犬を繁ぎ、 その問に私達がバリケンの中を掃除していく。 すべてのバリケンの掃除

を終え、ゴム手袋、マスク、上下の雨合羽、長靴を脱ぎ捨て、想像以上の暑さと重労働で駐車

場に倒れ込みました。

初めて行つたこのときはまだ十分な設備もなく、印象に残つている物は、ほうき、ちり取り、

ジ ョウロ 、  新聞紙とゴミ袋、消毒薬、 犬の数の半分ほどのェサ入れだけです。

その後、一般のボランティアの方の数が増えて活動が軌道に乗つてくるまでは、週に2̃ 3

回お手伝いに行きました。 その都度、少しずっですが設備が整つていきました。暑くなる頃

にはク ー ラーが入り、 寒くなる前には暖房が入りました。 流し台もできて作業効率も上がり、

それとともに犬猫の数もどんどん増えていきました。

10月には三春シェルター も完成し、 たくさんの方々の知恵や知識、 技術、 努力や愛情が集

結し、シェルタ ーにいる犬描達の環境もますます改善されていきました。スタッフの方、ボラ

ンティアされる方も働きやすくなっていったのではないでしょうか。

シェルタ ーでのお手伝いができたのは11ヶ月程と短い期間でしたが、 今はシェルターにい

た犬猫達が新しい環境で幸せなときを過ごしていることを願つています。

県北動物愛護ボランティア会 会員

県北動物愛護ボランティア会 会報より

2 0 1 1年3月11日(金)  14:46 今まで経験したことのない大震災にあい、 前代未聞の原発

事故による被害者は私たち人間だけでなく、 犬や描たちも被害者となりました。人問たちが居

なくなった町に取り残されたぺットたちがようやく保護された時の姿は、 今までと変わりなく

しっぼを振つて甘えてくる犬、 1度人間に捨てられたと思い人間不信になっている大、 放浪生

活の間に妊娠しシェルタ ーで出産をした犬、 警戒区域の中で産まれ保護されるまで1度も人間

を見たことのない犬、 長い間に完全に野良化してしまった猫、 その他にも皮膚病や寄生虫に感

染 し て し ま っ て い る 犬 や 猫 ・ ・ ・ ・ ・ 。いろいろな姿でシェルターに保護されてきました。

2011年12月31日現在 飯野シェルターには犬110匹、仔犬25匹、猫35匹居ます。毎日

のお世話は大変ですが、 お世話を通して沢山のことを犬や描たちから教わっているように思い

ます。 100%のお世話ができているとは思いませんが、 これからも微力ながら頑張りたいと思

います。

福島県動物救護本部 飯野シェルター 管理担当

2011年4 月 25 日に福島県動物救護本部により飯野シェルタ ーが設置されてから約2年間、

県北動物愛護ボランティア会の皆様をはじめ、全国のたくさんのボランティアさんに支えられ

171

構 福
成 島
メ 県
ン 動
パ 物
I 救
の 護
活 本
動 部



属高

構 田
成 島
メ 県
ン 動
パ 物
l 救
の 護
活 本
動 部

最後に飯野シェルタ ースタッフを代表いたしまして

『本当にありがとうございました』 管理担当

1 A : 犬  出入りする時には、ドア内側の消・タオルを暗んでく1-1lい. ドアは必す閉めてくt il lい,,
意e内は、大のD民能が反響するため. 人間同士の意思の険通が難しいです,,

lB:事務所 ホースリールが入り口中にあります(使用するとき外に出して、帰るときには元に展してください)

:「ミを集める大きなポリ袋などは'こにあります.
l C:描 入口中に、長l1lがぁります. (l需る時は消毒して、元に戻してください)

内側のドアノプが域れています. ドァ近くにぺンチがllいてあるので、手で開けにくい時は、それを使つて<
ださい,描が脱走しな 、'うに、ドアは開けっばなしにしないでください.

初めての経験である大震災、 津波、 原発事故と

--一被災してしまったぺット達を皆様とお世話を
してぺッ ト達からたくさんの大切な事を教わった

シェルターでした。 お手伝い頂いた全ての方々に感謝

の気持ちでいっぱいです。

また飯野シェルターは閉鎖となりましたが、  三春

シェルターの方にはまだまだ飼い主さんの元に戻る

ことのできないぺットや新しい飼い主さんを待つて

いるぺッ ト達がたく さん居ますので、 皆様には引き続きご支援をお願いしたいと思います。

作業内容(詳しくはシ:[1レタ一管理者に確認してください)

犬 犬の居ないパリケンの中の汚物処理(汚れている新m確捨て、底を輪題にし、消事液をスプレーして
新間紙を般く,その上に.型いた新聞紙を散らしておく)

床をモップllHl除する(場所と、使用用具は確認してください)
m111い、用具洗い、

描 :  描トィレの補除と国やり.底福除,脱走瘤のある猫が多いので、描が言手な方は無理せずに,

持つてきた方がいいもの

iれてもいい服装一兩合羽(使い捨てのほうがいい) .使し確てゴム手袋(2セット)
マスク、気温が高い時は着替えもあると良い,水分補給を忘れずに,

被災ぺッ トのお世話をしてきた飯野シェルターでしたが、 2013年1月27 日に最後の犬達を三

春シェルタ ーの方へ移動し、2013年2月28日をもちまして無事に閉鎖となりました。
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『災害時における被災動物(ぺット)対策に関する協定』締結について





『災害時における被災動物(ぺット)対策に関する協定』締結について

平成29年5月19  日、 福島県、 郡山市、 いわき市は福島県獣医師会と 『災害時における被

災動物(ぺット )対策に関する協定』を締結しました。

締結前も、 協力して被災動物対策を実施していましたが、 今般の震災を受けて、 発災時によ

り迅速な対応を行うため、 自治体側と県獣医師会側それぞれの役割を明記した協定を結び、 今

後は協定を基に対応することとしました。

【参考】 震災以前、福島県は、 『災害時における動物(ぺット )の救護対策マニュアル』を策定し、災
害時における対応方針や平常時の対策を定めていた。 部山市、 いわき市では、 地域防災計画に動
物(ぺット)救護対策を定めていたが、具体的な記載はなく、災害時の動物救護についての方針
やマニュアル等について定めていなかった。

協定書を交わした (左から) 郡山市保健福祉部違藤部長、 福島県保健福祉部井出部長、 県獸

医師会浦山会長、 いわき市保健福祉部小野部長福島民友新聞社平成29年5月20日掲載
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災害時における被災動物(べ ツ ト)対策に関する協定書

福島県 (以下 「甲 」 とい う 。 ) 、郡山市 (以下 「乙 」 とい う 。 ) 及びいわき市

(以下「丙」という。 )は公益社団法人福島県獣医師会(以下「丁」という。 )

と 、  福島県内において地震、 風水害その他災害が発生した場合における被災

動物 (ぺツ ト )対策 (以下 「対策 」 という 。 )に関して、次のとおり協定を締結

する。

(総則)

第 1 条  この協定は、大規模な災害が発生した場合に、甲、乙及び丙が動物

による人への危害防止や動物の健康及び安全を保持していくために掲げる

業務に対する丁の協力に関し、 必要な事項を定めるものとする。

(定義)

第 2 条  本協定において、「被災動物(べツ ト ) 」 とは 、原則として 、人が占有

している犬及び猫で、 大規模な災害により逸走等をし所有者の判明しない
ものをいう。

(協力の要請)

第 3 条  甲、  乙及び丙は、 対策を実施する必要が生じた場合は、 丁に協力を

要請するものとする。

2 丁は、前項の規定により要請を受けたときは、やむを得ない事由のない

限り 、  対策に協力するものとする。

3 第1項の規定による要請は、 「災害時における被災動物( 、べツト )対策の協

力要請書」 (様式第1号) により行うものとする。

ただし、緊急を要するときは、  ロ頭等で要請し、後日速やかに要請文書
を送付するものとする。

(要請事項に対する措置)

第 4 条  丁は、 甲、 乙及び丙から前条の要請を受けたときは、 要請事項にっ

いて適切な措置を取るとともに、  「被災動物(ぺツト )対策状況報告書」 (様

式第2号 )  により対策の状況を報告するものとする。

ただし、やむを得ない事態が発生した時は、 口頭等で報告し、事後、速

やかに報告文書を提出するものとする。

2 丁は、 対策が極めて因難又は不可能と認める場合又は災害が収束した場

合は、 甲、 乙及び丙と協議して対策を停止することができる。

(動物保護施設等)

第 5 条  甲、 乙及び丙は大規模な災害が発生した場合、 必要に応じて被害発

生地等に緊急的な動物保護施設を設置するものとする。

2 丁は甲、 乙及び丙が所有する動物保護施設や福島県内に設置された避難

176



所内動物保護施設において協力業務を実施するものとする。

(協力業務)

第 6 条  甲、 乙及び丙が丁に協力を要請する業務は、 次に掲げる事項とする。

( 1 )  緊急的な動物保護施設の設置に関する助言等

( 2 )  動物保護施設における被災動物の飼養及び管理に関する助言等

( 3 )  負傷動物の診療施設への受入

( 4 )  負傷動物の診療措置

( 5 )  被災動物に関する情報の収集及び提供

( 6 )  動物保護活動を行うボランティアに対する助言等

( 7 )  その他必要な業務

(備蓄)

第 7 条  甲、 乙及び丙並びに丁は、 対策に使用する合耳、 動物用医薬品、 その

他必要な物品等の備蓄に努めるものとする。

(経費の負担)

第 8 条  本協定に基づき丁が実施した対策において、 必要とする医薬品、 機

材、餌、その他の物品等の費用の負担は、対策終了後、甲、乙、丙及び丁

が協議して定めるものとする。

ただし、 対策後に当該動物の所有者又は占有者が判明した場合は、 原則、

その者に負担を求めるものとする。

(損害の措置)

第 9 条  対策の実施に伴い、甲、乙、丙及び丁の責に帰さない事由により第

三者に損害を及ぼしたとき、  又は備品等に損害が生じた場合には、 その処

置にっいて、 甲、 乙、丙及び丁が協議して定めるものとする。

(動物の災害対策の啓発等)

第 1 0 条  甲、乙及び丙並びに丁は、

啓発等に努めるものとする。

平常時から動物の災害対策にっいて、

(守秘義務)

第 1 1 条  丁は、対策において知り得た個人情報を、第三者に漏らしてはな

らない。

(実施細目)

第 1 2 条  この協定の実施に関し、

で定めることができる。

必要な手続きその他の事項は、 実施細目

(協議事項)

第 1  3 条  この協定に定めのない事項及びこの協定の実施にっいて疑義が生

177



じたときは、  その都度甲、 乙、 丙及び丁が協議して決定する。

(有効期間)

第 1 4 条  この協定の有効期間は、 協定締結から起算して1年間とする。

ただし、この協定の有効期間満了の1か月前までに、甲、乙、丙及び丁

いずれからも協定解除の申し出がないときは、  さらに 1年間延長するもの

と し 、  その後においても同様とする。

この協定の締結を証するため、 本書4通を作成し、  甲、 乙、 丙及び丁記

名押印の上、 各自その1通を保有する。

平 成 2 9 年 5 月 1 9 日

福島県杉妻町2番1 6 号

甲 福島県

福島県知事 内堀 雅雄

福島県郡山市朝日一丁目 2 3 番 7

乙 郡山市

郡山市長 品川 萬里

福島県いわき市平宇梅本2 1番地

丙 ぃわき市
いわき市長 清水 敏男

福島市中町7番1  7 号

丁 公益社団法人福島県獣医師会

会長 浦山 良雄
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福島県動物救護本部収支状況

(自平成23年4月̃至平成30年9月未)

【収 入】
科 目 金 額 (円 ) 摘 要

①義援金収入I 93,660,000 救援本部
②義援金収入 n . 311,915,649 一般義援金
③県委託事業費 62,606,180

④雑収入 7,811,178 預金利息
合 計 475,993,007

【支 出】
科 目 金 額 (円 ) 摘 要

①人件費 91,600,027 賃金 ・ 共済保険費
②災害補償費 7,628,386 報償費 ・ l]l交傷事故発生時治療

費 ・診察費

③需用費 120,033,616 光熱水費 ・ 消耗品費 ・ 医療材
料費 ・修繕費

④役務費 4,879,723 通信運搬費 ・ 保険料 ・ 手数料
⑤委託料 48,664,116 高圧電気設備保守点検委託

料 ・ 機械警備委託料・一般廃
棄物処理料 ・ 浄化 ,l、曹汲取料 ・
浄化糟維持管理委託料・ 施設
管理委託料 ・ その他

⑥使用料及び賃倍料 31,469,352 家屋倍上料 ・ 使用料
⑦備品購入費 8,976,450

⑧旅費 2,132,230

⑨雑費 3,554,307 会議費等
⑩三春シェルタ 一施設設備費 155,353,597

⑩諸謝金 576,690 収容動物の内部被ばく 調査
合 計 474,868,494

【 残 額 】

義援金の使途内訳 (平成30年9月末現在)
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Abstract

As a result of the2011 nuclear incident that occurred at the Fukushima Nuclear Power

Plant, alarge number of abandoned dogs and cats wereleft within the disaster zone. A

sma1lnumber of these animals were rescued and cared for at shelters. Priortothe dispersal

of these animals to their owners orfosterers , we evaluated the degree of internalradioce-
sium contamination using a specially designed whole-body counter.W e  oonducted863
non -invasive measurements of gamma rays due to intemalradioactive cesium for68dogs
and120 cats at one shelter.After plotting graphs of 1 3 7Cs density we generated exponential

functions of decay from seven dogs and six cats. From the regression formulae,we were

able to determine the blologicalhalf - lives as38.2days for dogs and30 .8days for cats. W e
found that in dogs there was a correlation between the biologicalhalf - life of radioactive
cesium and age . Using our data , we estimated whole-body densities for each cat and dog at
the time when they were rescued.We found that there were deviationsln the data distribu-
tions among the different species,likely due to the timing of rescue,orliving habits priorto

rescue. A  signlficant correlation was found when extracted feline reproductive organs were

analyzed;the coefficients forthe estimation of whole-body densities were approximately7-
fold higherthan those based on the extracted feIine reproductive organs. This may be due
to the factthat majority of the radioactive cesium accumulates within musoulartissue with

less distribution in otherorgans. l t l s  possible to plan the appropriate management period in

an animalshelter based on the use of the biologicalhalf - life of radioactive cesium calculated
in this study. W e  believe that the correlations we uncovered in this workwould be of great
use for the management of companion animals in the event of a future nuclear accident .

lntroduction

0n11March2011,a  major earthquake devastated the Tohoku region ofHonshu Island of

Japan,ultimately causing a nudear meltdown in severalnudear reactors at the Fukushima
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Daiichi Nuclear Power Plant(FNPP).Thelarge amounts of radioactive materialthat were

released caused radioactive contamination throughoutthe Fukushima prefecture and sur-

rounding areas.〇n12March2011,evacuation orders were issued within a20-kmradius of

FNPP.By22April2011,the20-kmarea was designated as a restricted zone,and the move-
ment ofanimals and goods out ofthe area was highly restricted.

During this restriction,a ban was imposed on transportation ofa111ivestock animals inside

the restricted zone,while a11companion animals(dogs and cats)were a11owed out ofthe

restricted zone after body surface radioactive contamination checking,as mandated by the
Fukushima government.

There have been many analyses ofhuman exposure to the release ofradioactive materials
into the environment from nuclear tests and atomic accidents.The primary focus ofstudies

into animalexposure has been the transfer coefficients ofradioactive materials to meats and
milk[1,2].No data about domestica11y raised animals have been published.Prior to the FNPP

accident,the1986Chernobylnuclear accident exerted globalinfluence on the handling of
radioactive materials.Despite alarge number ofdomestic meat animals being transported out

ofthe restricted zone,allhome breeding dogs around nudear power plant were shot dead with

no data on their internalcontamination[3].Withregard to other wild animals,there is alarge

amount ofpublished data on reindeer and roe deer from regions ofUkraine[4],onlynxes

from northern Europe[5-7],and on wildboar from Germany[8].Thus far,there are no
reports pertaining to biologicalhalf-1ives i n  animals,other than those that refer to the degrees
of contamination or biodistribution.

I n  genera1,a multitude of different radioactive materials are released into the environ-

ment directly after a nuclear accident.0ver time,changes occur within key nuclear species
that can have an effect on human exposure.After severalyears,the nuclear species with the

strongest effect are radioactive strontium and cesium.Because the amount ofradioactive

strontium emitted during the FNPP disaster was comparatively1ow,radioactive cesium was

regarded as the greatest threat to human exposure in Japan[3,9].Consequently,radioactive
cesium was selected to be the focus ofthis study.Additiona11y,the quality oflife ofdomestic

animals is taken into serious consideration in modern deve1oped countries,and this is the

second reason we focused our work on  the bio1ogicalhalf-1ife ofradioactive cesium.Cur-

rentlythere are no data on cesium half-life in companion animals,yet this would form an

important part in establishing the optimalmanagement period for radioactively contami-

nated dogs and cats.Indeed,the provision o fdean food and water for dogs and cats is a

major issue for animalshelters.The1onger that an animalstays i n  the shelter,the greater the

probability that the shelter wi11be unable to provide for them adequately,due to increased
numbers.

Although the Fukushima Headquarters for AnimalRescue initia11y established animalshe1-

ters at two1ocations,one shelter i n  Iino-machi,Fukushima,had dosed by January2013.The
second shelter in Miharu-machi,in the Tamura district ofFukushima,was c1osed i n  December

2015after operating for4years and2months.The majorityofthe animals being cared for at

山e Miharu shelter were dogs and cats that were rescued within the20kmrestricted area.

These animals were treated before they were eventua11y transferred to owners or people who

were wi11ing to adopt them.Prior to the use ofour whole-body radiation counter,to prevent
exposure to the families who adopted the animals,we measured the radioactive dosage on

each animalbody surface using a survey meter andlengthened the raising period i n  the shelter

for the attenuation ofthe intemalradioactivity.Because the accurate bio1ogicalhalf -life of
radioactive cesium in cats and dogs is not known,we used parameters for humans.Although

the bio1ogicalhalf-life ofradioactive cesium obtained from rodent and human data is applica-
ble to othertypes ofanimals,there are presumably differences in metabolic rates between

PLOS ONE I D0l:10.1371/1oumal .pone .0169365 January18,2017
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species.Additionaliy,given that many factors af fect metabolic rates,it is criticalto understand
both the representative values and the margins of fluctuation.
To this aim,we insta11ed a whole-body gamma counter at the Miharu shelter to monitorthe

amount ofinternalresidualradioactivityin dogs and cats.Using this counter,measurements

were co11ected from Apri12013,for a period of2.5years.The effective halflife in dogs and cats

was measured i n  a prospective study and the relationship between the bio1ogicalhalf-life and
other factors was analyzed in a descriptive study.Data obtained non - invasively from dogs and
cats that were exposed to a nuclear accident could be highlyvaluable.Indeed,our results

should be usefulfor directing rescue activities ofanimalvictims in the event offuture nuclear
accidents.

Materials and Methods

Animals and ethics

The Ethics Committee ofFukushima Headquarters for AnimalRescue at the Ministryofthe

Environment and Fukushima VeterinaryMedicalAssociation created the ethicalstandard

manualfor animalwelfare(approved by an extraordinary meeting ofReliefofAnimals in
Emergencies in May,2011),studies were conducted in accordance with this manual .We

obtained data for this research study at the Miharu shelter,which is a facilityestablished for

the humane rescue ofdogs and cats affected bythe earthquake that caused the Fukushima

disaster.After the disaster,463dogs and545cats were collected from the restricted zone and

taken to Miharu shelter,where veterinary care was carried out.The shelter also took responsi-

bilityfor the acclimation oftwo to three new generations ofanimals born in the restricted

zone since the disaster.Routine reports were given to multiple representatives from anima1

welfare groups and veterinarians about the operation and management ofthe shelter,the treat-
ment ofanimals,and the co11ection ofdata on health management and exposure.Any neces -
sary improvements were made i n  response to feedback.

At the Miharu shelter,the animals were housed i n  clean cages,at a contro11ed ambient tem -
perature,and given appropriate food and water.To maintain health,animals underwentveter-
inaryhealth check-ups(includingfur checks),bathing,regular exercising, and  were given toys
to play with.During internalexposure measurements,the animals were housed in plastic

cages suitable for their size,and then the measurements were performed non-invasively using

a whole-body counter.To prevent breeding and other problematic animalbehaviors,a skilled
veterinarian castrated or spayed each animalimmediately after its rescue.Almost allintact

male and female cats underwent ovariohysterectomies and orchiectomies.The extracted

reproductive organs were then measured for radioactivityto estimate the amounts ofinterna1
exposure.

Whole-body counter
A whole-body counter was used to evaluatethe internalexposure ofrescued and acdimated

animals.A tota1of863gamma ray measurements were performed non-invasively on68dogs

and120 cats atthe Miharu shelter,to quantify the animals'internalradioactive cesium.Mea-
surements were conducted with the animalremaining insidetheir cage.The externaldimen-
sions ofthe steeldetection tankwere880 mm (W ) , 1 1 4 3mm (D ) , 1 2 2 5mm (H ) a n d 5mm

thickness.Atthe midpoint ofthe height ofthe5-mm-thick steeldetection tank,two3inch x 3

inch NaI(T1)scinti11ation probes(0hyo Koken Kogyo Co.Ltd.,Tokyo, Japan)were insta11ed.
15-m m -thicklead plates shieldeda11outer faces ofthe tank. T o  reduce background counts,the
four vertica1outer faces(front,back,1eft and right)were reinforced with a plastic container

PLOS ONE I D0l:10.1371/1ournal .pone .0169365 January18,2017
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Fig1. A:Front vjew of the detection tank of the whole-body counter. The entire su rface,including the door,is
covered withlead plates. The fourve rtica1outerfaces(front,back,left,right)were shielded with water.B:
lnsidethe detectiontank.The anlmalcage can be seen on top of polystyrene blocks. The Nalradiation
detectorslie on both sides . C:High-voltage powersupply,linearamplifier,multi -channelpulse heightanalyzer
and radioactivity analyzer.
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doi:10.1371/journal .pone.0169365 .g001

fiiied with18L of deionized water.They were set side by side and then fixed with cable ties to
secure them in position(Fig1).

The measuring instruments system consisted ofa Nuclear Instrument Modules(NIM)

standardized summation inverter,alinear amp, a n  Ana1og to DigitalConverter(ADC)mod-

ule,a high voltage power supply,a BIN power supply and a notebook PC with built-in analyti-

calsof tware.0hyo Koken Kogyo Co.Ltd.,Tokyo, Japan,manufacturedthe whole-body
counter instrument.The instrument calibration was performed using avolume source with a

137Cs standard point source,and water contaminated from the nuclear accident as a reference

volume source. The peakphotoelectric absorption of l 3 7Cs was selected at661.66keV energy

and85.1%branching rate ofgamma rays,and calculations were performed.It is possible for
the measured radioactivityto be affected bythe i nfluence ofgamma ray emissions from 134Cs
(796keV),resulting in slight overestimations ofradioacti、vity.The  degree ofthe overestima-
tions was confirmed to beless than5%(at  the time ofinstrument insta11ation)by comparison
to measurements ofthe calibration source by a germanium semiconductor HPGe detector
(40%relatively efficient coaxialtype;Canberra,Meriden,USA).
The animals were measured i n  a polypropylene cage that fit each anima「s individualphy-
sique and restricted their movements during measurements.Animals did not exhibit anyvio-

1ent orlarge movements during the measurements,meaning anesthetics or tranqu出zers were

unneeded.Prior to data co11ection,it was observedthatthe animals tended to sleep when the

cage was darkened,so the decision was made to co11ect measurements withthelights switched
of f In a11instances,the measurements were performed inless t h a n l h .

PLOS ONE I D0l:10.1371/1ournal .pone.0169365 January18,2017
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Measurement of radioactivity of feline reproductive organs
The radioacti、vityofthe surgically extracted reproductive organs was calculated via gamma ray
spectrometryusing a germanium semiconductor HPGe detector(GC3518;Canberra,Meri-
den,USA).In accordance with the sample radioactivity,the measurement times were between

3,600 and200,000 s.The gamma ray energyefficiency was determinedfrom measurements of
standard point sources:133Ba, 137Cs, 6oCo,and 22Na. To derive the calculation efficiencies of

the volumes ofthe measurement samples,solutions ofpotassium chloride containing known

quantities ofpotassium were decanted into polyethylenevials(20 ml,50 ml,and100 m1)and

multiple measurements were conducted onthe volume sources.We obtained a calibration

curve by evaluation ofthe photoelectric absorption peak of 4oK for each ofthe10types ofvo1-
ume ofpotassium solution,andthe measurement samples were corrected for volume effi-

ciency.Corrections ofdecaying efficiencies were made on  deviations from the 4oK volume
source.Numericalcalculations were performed usingthe Simpson's rule[10].

The samples were pretreated uniformly using a homogenizer and sealed i n  polyethylene

f a l s ( 20  ml,50 mlor100  m1,according to their size);measurements were then performed.

Thelimits ofdetection ofradioactivitywere determined from background counts.

Statisticalmethods and analysis of biologicaldecay of radiocesium
The measurements from the whole-body counter were recorded everyfew days untilthe inter-
nalradioactivityofeach animalfellbelow thelimits ofdetection.Thelimit ofdetection was

10-20 Bq/kg in a l h o u r  measurement.The values fromthe f rst day ofcontinuous measure-
ments were normalized to be1,and correlations between radioactivityand time were fitted as
exponentialfunctions ofthe1ogarithmic base.Regression equations and coefficients ofdeter-
mination were obtained using theleast-squares method.For the correlation coefficients,the
square roots ofthe determination coefficients were used,and for tests ofno correlation,the
Kolmogorov-Smirnov-test and the t-test were performed.The significant difference between
137Cs concentration from the whole-body ofdogs and cats,and the genita1organs ofcats was
tested using the Mann-Whitney U test,and for testing ifthere was no correlationthe Kolmo-

gorov-Sminov test andthe t-test were performed.Graphs were created using MicrosoftExce1

2013and statisticalanalyses were performed using R for Windows v.3.2.3.The effective half-

1ife(Teff)was calculatedfrom the regression equations ofexponentialdecayfrom each anima1,

and the bio1ogicalhalf-1ife(Tb)was obtained from the physicalhalf-1ife ofradioactive l 3 7Cs

(30.08years)(Tp)and the effective half-1ife.Efllective half-1ive was calculated by using the
equation be1ow.

1 1 1

T 商 = j +n

Results and Discussion

The Fukushima Headquarters for AnimalRescue have a policy to deliver disaster affected pet

animals(rescued i n  the restricted zone or entrusted from the owner)to either their origina1

owners or fosterers. To this end,a whole-body radiation counter was introduced,as it was

essentialto confirm the degree ofinternalexposure at the time when the animals were due to
1eave the animalrescue center.The use ofwhole-body counters for the evaluation ofhuman

internalexposure hadalready been widely used for this particular nuclear accident[9];

whereas the use ofsuch instruments for animals had onlybeen reported for evaluating radio-

active cesium contamination inliving beefcattle[11].Although there have been examples of
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whole-body counters for dogs i n  studies on the effects of plutonium onliving bodies[12]and
i n  nudear medicine[l3],the Goiania accident case was the only report we could find on the
evaluation ofinternalcontamination inliving dogs[14].We believe that this study is the f rst
report on measurements ofthe elimination rates for radioactive cesium i n  pet dogs and cats

using whole-body counters designed for animals.
Because clean food and waterwere given tothe dogs and cats in the shelter,measurements

were also taken for animals that had higher 1 3 7Cslevels than thelimit ofdetection ofthe

whole-body counter.We obtained high radiation counts fortwo dogs and one cat.However,,
the values did not change with time,so we resumed the measurements after washing the ani-
mals withshampoo andwarm water.0ne ofthese dogs(C7)initia11yproduced a high radia-

tion measurement;C7was restless insidethe cage during these measurements,so we restricted

the animal's movement using a sma11er cage and pi1low,and observed a significant dedine in
measurements for C7after this intervention.This was not seen in twofurther animals(C8and

F7)(Fig2).Although we cannot deny the possibilitythat radioactive cesium was trapped

within metabolically slow organs(such as the bones)ofthese animals,we surmised that

becausethe phenomenon was only observed i n  those few animals,there was a miniscule

amount ofradioactivity fixed on their skin and fur.Using the animaldata gathered from the
decreasing trends over five repetitions,induding thefirst measurements post-washing,we
were able to obtain a significant exponentialdecay curve from the p1otted densities of 137Cs for
the7dogs and6cats.

The regression equations and decay curves ofthe dogs and cats interna1 l 3 7Cs densities are

shown i n  Figs3and4,respectively.The age,bodyweight,number ofmeasurements,coeffi-

cients ofdetermination for the regression formulae,significancelevels ofcorrelation,the effec-
tive half-1ives of 137Cs and their median values,and the bio1ogicalhalf-1ives and their median

values for the7dogs i n  Tableland6cats i n  Table2are shown.The individualbreeds could
not be identified sincethere was an abundance ofmixed breeds.
The effective half-1ives shown i n  Tables land2were derived from the regression formu-

lae ofexponentialdecay shown i n  Figs3and4.The bio1ogicalhalf-1ives were calculated from

these effective half-1ives.Given that the physicalhalf-1ife ofthe target nuclear species 1 3 7Cs is

30.08years,there were no major differences between the bio1ogicalhalf-lives and the effec-

tive half -1ives.In this study,the calculated bio1ogicalhalf-1ives ofdogs showed a1ot ofvaria-
tion,from17.1to73.1days(Table1).In comparison,the upper and1owerlimits for the

biologicalhalf -1ives in cats were narrower,at18.9and43.0 days,respectively(Table2).How-
ever,large individualdifferences were sti11present.There were no significant differences in
the median biologicalhalf-1ife values ofdogs(38.2days)and cats(30.8days)(p - 0.39).In
humans,the bio1ogicalhalf-1ife ofradioactive cesium is age-dependent and is1onger for

adults than for juveniles[15-17].In one study,the average half-1ife of 137Cs i n 23  Japanese

adults was measured to be86days.In humans,the short half-1ife 132Cs demonstrates biphasic

biologicalhalf -1ives of 1-2days for the first phase and50-80 days for the second phase[18].
The existence ofa third phase has also been suggested,based on analyses ofindividuals

exposed during the Goiania accident i n  Brazi1[141. I n  our study,however,we were unable to
accurately demonstrate the existence o f a  second phase i n  dogs and cats.We believe this may
be due to the dogs and cats at the Miharu shelter were not exposed to highlevels ofradioac-
tive cesium.

There have been many studies on internalradioactive cesium contamination i n  wild ani -
mals[4-8]and on the transfer coefficients ofthe meat and milkfrom animalfeed[1,2].

Despite this,there have been very few studies that have focused on the bio1ogicalhalf-1ives of
radioactive cesium scattered into the environment.Although there are detailed analyticalstud -
ies on the internalradioactive distribution i n  cattle during the Fukushima nuclear accident

PLOS ONE I D0l:10.1371/joumal .pone .0169365 January18,2017
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Fig2. Observation of radiocesium deGay after intervention.ln these cases it was not observed
radiocesium decay,so the animals'bodies were washed again.The arrows indicate the point at which the
animals were shampooed.C7moved around in the cage alot during the measurement,so its movement was
limited by using a smaller cage and pillows.

doi:10 .1371/1oumal .pone.0169365.a002
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shown.

doi;10.1371/1oumal.pone .0169365.g003

[19,20],there are few reports pertaining to the detailed metabolism of radioactive cesium[21]

A studywas conducted where radioactive cesium-contaminated feed was given to cattle over a
4-month period,after which the contaminated feed was substituted with dean feed[21].By
evaluating the time-dependent biologicalhalf-1ives i n  cattle urine,it was reported thatthe

PLOSONE I D0l:10.1371/1oumal .pone.0169365 January18,2017

192

8 / 1 5



'.0・pL〇S I ONE

0.1

0.1

0.01

0.1

0.01

' 、-、.、_.・ F1---- l _-、・
、--、〇、、_,.-・------、、 -

y = e(-0.0363)x ● 一'、,-●
R2 - 0.9779

0 10 20 30 40 50

'-' 、、._ F3

◆i、◆一-◆ l,-●

■ -'

y = e(-0.0282)x
R2 =0.9294

0 20 40 60 80 100

1

1

1

0

00

0.1

0.1

0.01

Radiocesium Decay in Dogs and Cats of Fukushima

◆一-、●_ _. F2●一一-●_

●-、---__,-
● ◆一i-、一-

y- e(-0.0177)x
R2- 0.9745

0 50 100 150

4F

ff-
、

f
加

4

li◆

19

62

◆

o

9

i
●

一一0e=
一-

一一

2

y
R

●一．、

0 20 40 60 80 100

0 50 100 150 0 20 40 60 80 100

Fig4.The decay curves of radiocesium(1 3 7Cs)in feline bodies.The graph shows the relative concentration in the whole body
versus the number of days elapsed since the first measurement date. Each regression equation and the coeff icient of determination
are shown.

doi:10.1371/1oumal.pone.0169365.g004

average biologicalhalf-1ife during a 0-9day period was7.1days,whiie during a44-128day
period an average of37.4days was obtainedl21].

During our studythere was no observation ofabiphasic exponentialdecay.We speculated

that the m a1orityofradioactive cesium in dogs and cats resideswithinthe musculature,simi-
1arlyto cattle[19,20].Based onthe report ofcattle exposure to highlevels ofcesium[21], i t
wasthoughtthat a bi- or tri-phasic decaypattern would bealso observed i n  dogs and cats dur-
ing a prolonged period ofhighlevelexposure.However,the non-contaminated food given to
dogs and cats was provided byvolunteer activists.Since thisthe pollutionlevelin dogs and

cats i n  the shelter was not as high asthat inthe cattle.

Because our study obtained the multiple decay curves ofradioactive cesium in dogs and

cats,we tested for correlations ofthe biologicalhalf-1ife ofradioactive cesium with bodyweight
or age.The results ofthe dogs are presented i n  Fig5.The bio1ogicalhalf-1ife demonstrates a

significant correlationwith age,showingthat an age dependence is present in dogs.Although

PLOS ONE I D0l:10.1371/1ournal.pone.0169365 January18,2017
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Table 1. 1 3 7Cs biologiGalhalf - livesand parameter sof the decay curves of radiocesium in canine bodies.

) 〇9 S Sex

Castrated
male

Age
(years)

Body
weight(kg)

Sample
size(N)

Coefficient of
determination(R2)

Significant Ievel of
correlation

p < 0.01

Effective haIf
life(days)

Bio1ogicalhalf
life(days)

:11 7 .5 13.3 8 0 .9385 7 2.7 7 3.1

:l2 lntact male 4.5 17.4 5 0 .9618 P < 0.01 38.1

39.8

38.2

40.0;13 lntact
female

5.5 10.2 25 0.9170 p < 0.01

;14 lntact
female

7.5 6.0 10 0 .9773 P < 0 .01 18.6 18.7

'l5 lntact male 2 g.1 12 0 .9520 P < 0.01 17.1 17.1

32.8;16 lntact
female

0.67 8.5 20 0.8665 p < 0.01 32. 7

;17 lntact male 7 14.3 15 0.5218 P < 0.01 54.4 54. 7

l/1edian 38.1 38.2

:;1ua rt ile
)5 %

2ua rt i ie
'5 %

25.7 25.7

47.1 47.3

doi:10.1371/1ournal .pone.0169365.t001

wealso observe a tendency for the bio1ogicalhalf-1ife to increase withbody weight,no signifi -
cant correlation was observed.Though not depicted in thefigure,no relationship was observed

between age,bodyweight,and bioIogicalhaIf-1ife i n  cats.Because many ofthe cats were mostly

similar i n  term ofpopulation characteristics(i.e , age and bodyweight)in this study,increas-
ing the sample size maybe necessary to probe the relationship between age,bodyweight and

bio1ogicalhalf -life.During the Goiania accident in Brazi1,Prussian blue(an ion-exchange
drug)was administered to exposed individuals to encourage the excretion ofradioactive

cesium fromthe body.Reduction ofthe bio1ogicalhalf-1ife has been reported i n  beagles(as an

effect ofthe Prussian blue),and a correlation between bodyweight and bio1ogicalhalf -1ife was
also demonstrated[15].Consequently,although itwas anticipated that a positive correlation

Table2. 1 3 7Cs biological half -lives and parameters of the decay curves of radiocesium in feline bodies.
Cats Sex

Castrated
male

Age
(years)

Body
weight(kg)

Sample
size(N)

Coefficient of
determination(R2)

S lgn l f lcant level of
correlatlon

p < 001

p < 0 0 1

Effectlve half
l l fe(days)

1 8 8

3 9 2

Biologicalhalf
life(days)

二1 3 4 7 6

3 9 4

5 0.9779 1 8 9

3 9 3二2 Spayed
femaIe

3 22 0.9745

二3 Castrated
male

Spayed
female

7 .5 4.28 24 0.9294 P < 0 .01 24.6

35.6

24.6

: 4 5 4.18 18 0 .9624 P < 0.01 35.8

二5 Castrated
male

5 4.68 24 0.9957 P < 0.01 42.8 43.0

25.8: 6 Spayed
female

2 4.14 6 0.7278 p< 0 .05 25.7

Aedian 30.7 3 0 8

2 4 6;1ua rt ile
15%

;1ua rt i ie
' 5 %

24.6

38.3 38.4

doi:10.1371/1oumal .pone.0169365.t002
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of age and body weight with bio1ogicalhalf-1ife could be demonstrated for dogs-if detailed
experiments were conducted on an increased number ofindividuals-from our data,we can

only say that there is a correlation withage.

Using the regression equation,which showsthe correlations ofbio1ogicalhalf-life withage,
each anima1'sfu11body densities of radioactive cesium internalcontamination attheir time of

capture were estimated for dogs and shown in Fig6.These data are from21dogs and40 cats,

for which radioactive cesium was detected bythe whole-body counter.Additionally,usingthe
median bio1ogicalhalf-life values,the individualwhole-body densities estimated for cats,at

由eir time ofcapture,are shown in Fig6.The biologicalhalf-1ife values(C1-C7,F1-F6)used
forthe calculation i n  Fig6were the data shown i n  Tablesland2.Furthermore,to curbthe

problem behaviors accompanied withbreeding behavior,bothcastration and spaying were

PLOS ONE I D0l:10.1371/」ournal .pone.0169365 January18,2017
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doi:10.1371/1ournal .pone.0169365.g006

carried out on the cats. The corrected radioactive cesium densities of the extracted reproductive

organs atthe time ofcapture,similarly to the whole-body measurements,are shown i n  Fig6.

From Fig6the differences i n  the data distribution ofwhole-body concentration between

the dogs and cats can be clearly observed.The median whole-bodyvalue for the cats was

higher,at9,520 Bq/kg,than for the dogs,at3,160 Bq/kg,and this was a significant diff 1erence
(pく0.01).In addition to this,from the1owest and highest individualdensities i n  dogs,it can
be seen that the distribution range was wide,with a100,000-fold difference.For cats,this dis-

tribution range was narrower,with the highest value only100 timeslarger thanthe1owest.The

order ofthe median values for both dogs and cats was on the same power of 10,and while we

thought no significant difference i n  the median values,we believed that there are reasons for
the differences i n  the whole-body data distributions.Thefirst reason is the capture timing and

duration o f the holding period for the animals'rescue.Amongthe40 cats in which radioactive
cesium was detectedvia whole-body counter,the capture timing for37cats was concentrated

within a100-dayperiod from13September2012to21December2012.For the21dogs,there

was a3.5-year capturing period,from5 June2011to12December2014.The radiocesium pol-
1ution on the soilsurface ofthe restricted zone is expected to decrease withtime,in particular

the radiocesium pollution ofthe cityenvironment is expected to decreased faster thanthat of
the forest environmentthereforethe animals thatlivethere are considered to haveless

PLOS ONE I D0l:10.1371/1ourna[.pone .0169365 January18,2017
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internalexposure as time passes. The second reason is due to the presumed differences in

behavior between dogs and cats.At the time when the dogs were rescuedallofthem roamed
wild outdoors.We assumed that since their range ofactivities was wider andthe consumption

ofwater waslarger,the internalradioactive concentrations for dogs were a reflection ofthe
contamination in their individually marked territories. Their food was provided by volunteer
activists early on in the rescue process,but their drinking water was primarily rain and stand-
ing water.In contrast,the cats hadlived indoors,only occasiona11yventuring outside,and so

be i r  rescue activities were conducted mainly within human habitations.We surmised that

due to this,their habitats might be co11ectivelymore similar to human habitats,and thus have

a comparatively narrow concentration range.In reality,compared withthe dogs,the capture

ofthe cats was more difficult,and because a focused capture ofthe cats was conducted,it was
considered that the distribution ofpo1lution o f i n  cats was not definitively observed.

The distributions ofradioactive cesium densities for the feline reproductive organs are

shown in Fig6.The median value is790 Bq/kg,which shows a significant difference from the
cats'whole-body densities(p<0.01) .Wewere able to obtain corresponding data onthe whole-
body densities and reproductive organ densities for10 ofthe cats,and this relationship is p1ot-

ted in Flg7.From this,we see that the whole-body densities are higher than the reproductive
organ densities,with a significant correlation.0wing to the analysis ofinterna1organs and

musde tissue ofcattle contaminated during the FNPP accident,it is alreadyknown that the

'Correlation coefficient
R=0.7781, p<0 . 0 1 ,N = 1 0

- 11 _

'= m
' _=・ . '

/ r / / J- 1

■ ■ .

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

137Cs concentration of organ(Bq/kg)
Fig7.Correlation between whole-body radioactivity and genitalorgan radioactivity in cats.
doi:10.1371/journal .pone.0169365.g007
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majorityofradioactive cesium accumulates i n  the muscles[19,20],and verylittle is distributed

to other organs.We assumed that even for cats,the whole-body densities would be high.The
whole-bodydensities ofthe10 cats in Fig7were roughly7timesthe reproductive organ
densities.

Our whole-body counter,designed specifically for the dogs and cats i n  this study,was
insta11ed at the Miharu shelter2years after the FNPP accident;ifit had been insta11ed at an ear-

1ier stage more precise high qualityinformation could have been acquired.Radioactive cesium

taken into the animalbody is discharged to the outside ofthe body by giving them clean food
and water.By means ofthe biologicalhalf-1ife ofradioactive cesium i n  this study,it is possible

to plan the appropriate management period in an animalshelter.0ptimizations ofthe anima1

management period contribute to animalwelfare as wellas reduction in administration

expenses.We were able to surveythe bio1ogicalhalf-1ife ofradioactive cesium in dogs and cats

contaminated by an actualnudear accident.We believe that our findings on biologicalhalf-
1ife i n  dogs and cats are valuable.We are confiident that this information is usefulfor the man-
agement ofdomestic animals i n  the event o fa  future nuclear accident.
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Evaluation of radioactive cesium internalexposure of the Fukushima nuclear disaster dogs and

cats using the whole body counter.

Seiichi Wada,Nobuhiko Ito,Masamichi Watanabe,Takehiko Kakizaki,Masahiro Natsuhori,

Jun Kawamata,Yoshio Urayama

Abstract

The Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant(FNPP)の事故によって、警戒区域内に残さ

れたイヌとネ コの多くは飢餓などのために歹l11んでしまったが、 一部は救出されてシェルタ ーで
飼育された。 これらの動物たちをもとの飼い主や里親に引き渡す前に内部被ばくを確認する日

的で、イヌやネコのために設計されたホールボディカウンターで体内被ばくの評価が行われた。

シェルタ ーで管理していた犬68頭 描120頭に対してのべ863回、 非侵襲的に体内の放射性

セシウム定量のためにガンマ線測定を行つた。 測定対象となった動物たちの経時的な測定の結

果、 体表洗、浄後の初回測定を含めて5回以上の有意な測定値が得られた動物のデー タを用いて

'37C s濃度をグラフにプロッ ト した と ころ 、 イヌ 7頭 とネ コ6頭から、有意な指数関数の減衰
曲線を得ることができた。得られた回帰式からイヌとネコの生物学的半減期が求められ、 イヌ

とネコの中央値はそれぞれ38.2日と30.8日で有意差はなかった。 このうちイヌの放射性セシ

ウムの生物学的半減期は、年齢依存性があることがわかった。また、得られた生物学的半減期と、

有意な測定値が得られた全てのイヌとネコの全身セシウム137濃度から、 保護された時点の

イヌの全身濃度とネコの全身濃度を推計しプロットしたところ、 それぞれの分布が異なること

がわかった。これは保護された時期やイヌとネ コの習性の違いから生じたと考えられた。また、

ネコの繁殖を抑制するために去勢や避妊手術で摘出された生殖臓器を半導体検出器で分析した

濃度と比較したところ、 全身濃度と臓器の間には有意な相関関係があり、 また有意差が認めら

れた。 これは、 放射性セシウムの大半は筋肉組織に集積するためと考えられ、 手術で摘出した

臓器から全身の濃度を推計するための係数は約7倍であることがわかった。

lntroduction

2011年3月11日に日本の本州東北部をぉそった大震災により、 福島第一原子力発電所The

Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant(FNPP)の数基の原子炉が炉心溶融を起こし、放出さ

れた多量の放射性物質によって福島県を中心とした広い地域が放射能汚染を被つた。 翌日3月

12日にはFNPPから20km圈内において避難指示が出された。さらに、4月22日には20km

圈内が警戒区域に指定され、 立ち入りと動物や物品の持ち出しが強く制限された。

政府は、食用動物にっいては警戒区域外への移動禁止と殺処分を命じ、家庭飼育動物 ( イヌ、
ネコ) については、 福島県の機関による体表面の放射能汚染チェック後に警戒区域外への移動
を許可した。

核実験や原発事故で環境中に放出された放射性物質によって我々人間が被る被ばくについて
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は、 様々の観点から解析されているが、 動物の被ばくに関するデー タとしては、  肉やミルクな

どへの放射性物質の移行係数が中心で、家庭で飼育される動物に関するデータは見当たらない。
FNPP事故以前で、 放出された放射能がグローバルな影響をもたらした原発事故は1986年の

チェルノブイリであるが、30年ほど前の社会状況のため、食用家畜の多くは警戒区域から外

に運ばれたが、 家庭飼育犬は全て銃で殺されたといわれており、 その体内汚染のデータも見あ

たらない。野生動物に関しては、ウクライナの周辺国において、 ドイッにおけるイノシシ、北

欧諸国におけるオオヤマネコや鹿類のデー タは数多く公表されているが、 汚染の程度や体内分

布に関する論文だけで、 生物学的半減期に関するデー タはない。

一般に原発事故の発生直後には実に多種類の放射性物質が環境中に放出されるが、 時間の経

過とともに人間の被ばくに影響する重要な核種は変化し、 数年後に重要視される核種は放射性

ストロンチウムと放射性セシウムに絞られてくる。2011年の福島第一原発事故では、放射性

ストロンチウムの放出量は比較的少なかったので、 日本における人間や動物の内部被ばくに寄

与が大きい核種は、 放射性セシウムであるため、 この研究では放射性セシウムを対象とした。

また、 現代の先進国においては、 家庭飼育動物の生活の質(QoL)は重視され、 国や自治体は

これらの動物に対して配慮することが求められている。 そのため、 放射性物質で汚染されたイ

ヌとネコの自治体における保護活動で前もって欲しかったが得られなかった情報、 すなわち放

射性セシウムの生物学的半減期に着日した。 なぜならば、 どれだけの期間イヌやネコを清浄な

餌と水で飼育するかは、 動物管理施設にとって重要な問題である。 動物をリリ ースするまでの

期間があまり長くなれば、 施設内の動物数が增えすぎるからである。

福島県動物救護本部が開設した動物シェルターは当初2カ所であったが、 そのうち福島市飯

野町に設置されたシェルタ ーは2013年1月に閉鎖され、 福島県田村郡三春町に設置された三

春シェルター も4年2ヶ月間運営後2015年12月に閉鎖された。 三春シェルターで飼育され

た動物たちの大半が20km圏内で保護されたイヌとネ コであり、  飼育を希望する者に譲渡され

るまで飼育された。そのため、当初は飼い主の被ばくを防止するためにサーベ イ メ ー タ ーで体

表面の線量を確認するとともに、 シェルターでの飼育期間から主な内部被ばく核種である放射

性セシウムの減衰を推計した。 しかし、 イヌやネコの放射性セシウムの明確な生物学的半減期

は知られていなかったため、 推計に用いられたパラメータは人間に用いられた数値を用いた。

このため、イヌとネ コの体内の残留放射能を確認するため、ホールボディカウンタ ーを三春シェ

ルターに設置し、 2013年4月から測定を開始し約2年半運用した。

主に番歯類動物と人間のデータから得られた放射性セシウムの生物学的半減期が他の動物種

にも適用されるが、 代謝速度には種差があるはずである。 また、 代謝速度には多くの変動要因

があり、  その代表値と変動幅を理解することは重要である。 このため、実際に起こった原発事

故で内部被ばくしたイヌやネ コから非侵襲的に得られたデータは貴重であり、 将来再び起こる

かもしれない原発事故時の動物の保護活動に役立てることを目的として研究成果をまとめた。

Results and Discussion

福島県動物救護本部は、 家庭で飼育されていた動物を保護し、 飼い主から預かった動物と警

戒区域で保護された動物を、 元の飼い主か里親に引き渡す方針を持つていた。 そのため、 動物

201

調
査

研
究

要



調
査

研
究
論
文

救護本部はイヌやネコの引き渡し時に、内部被ばくの程度を確認する必要が生じ、動物用のホー

ルボディカウンタ ーの運用を開始した。人間の内部被ばくを評価するためのホールボディカウ

ンターは今回の原発事故でも広く活用された。 動物用の機器としては牛肉の放射性セシウム汚

染を生前に評価することを日的とした研究で使用された報告がある。過去には、 イヌを実験動

物とした核医学研究やプルトニウムの生体影響の研究のためにホールボディ力ウンターを用い

た例はあるが、 愛玩動物の体内汚染を生きたままで評価した報告は見あたらない。 イヌとネ コ

の放射性セシウム排、1世速度に関する本研究は、 動物専用のホールボディカウンターで愛玩動物

を測定した初めての報告と思われる。

シェルターのイヌとネ コには清浄な餌と水が与えられていたので、 ホールボディカウンタ ー

で測定した '37Csの値が検出限界以下となった動物は、 その後は測定を継続されなかった。 三
春シェルタ ーでホールボディカウンターを用いた測定の対象となった動物たちのうち、 イ ヌ 2

例とネコ1例において、 十分な計数が得られたにもかかわらず測定値に経時的変化が見られな

かったので、シャンプー と温水で洗浄して再測定を試みたところ、イヌ1例では(C7 )有意

な傾向変動が観察されたが、Fig.1のとおり2例(C8 , F 7 )では観察されなかった。骨などの

代謝速度が遅い器官に放射性セシウムが取り込まれた可能性も否定できないが、 このような現

象はこの2頭だけで観察されたので、 表皮や被毛に少量が固着していたと推測される。 また、

経時的な測定の結果、 洗浄後の初回測定を含めて5回以上の有意な測定値が得られた動物の

デー タを用いて、 '37C s濃度をグラフにプロッ ト した と ころ 、 イヌ 7頭 とネ コ6頭から、有意
な指数関数の減衰曲線を得ることができた。

イヌ体内 '37Cs濃度の減衰曲線と回帰式をFig.2に、 ネコの減衷曲線と回帰式をFig.3に示
す。また、有意な指数関数の曲線が得られたイヌ7頭の性別、年齢、体重、経時的な測定回数、

回帰式の決定係数、相関の有意水準、137Csの実効半減期と中央値、生物学的半減期と中央値

をtab l e1に示し、ネコ6頭に関する同じデータをtable2に示す。品種については、それを特

定できなかった個体があったことと、 雑種が多かったため示さなかった。

Table1-2に示す実効半減期は、Fig.2-3に示す減衰曲線の回帰式から求められ、実効半減期
から生物学的半減期が計算された。 対象核種は物理学的半減期が30.08年の '37Csであるので、
生物学的半減期と実効半減期は大差なかった。 この研究で得られたイヌの生物学的半減期は

17.1日から73.1日と個体差が大きかった。 ネコの生物学的半減期の最大最小の範囲はイヌに

比べればやや狭かったが18.9日から43.0日とやはり個体差が大きかった。 イヌとネ コの生物

学的半減期の中央値は、 それぞれ38.2日と30.8日であり有意差はなかった。

放射性セシウムの人間の生物学的半減期は、 年齢依存性があり、 若年では短く成人では長く

なる。また、  日本の成人23人の '37Csの実測例では、平均86日であり、短半減期の '32Csを
投与された人間における生物学的半減期には1̃ 2日の第一相50̃80日の第二相があった

と報告されており、 ブラジルのGoiania accidentの被ばく者の解析では第三相の存在も示唆さ
れている。しかし、本研究ではイヌやネコにおける明確な第二相の存在を示すことができなかっ

た。 それは、 三春シェルターで保護されたイヌとネ コでは、 放射性セシウムの暴露が高レベル

でなかったためと考えられる。

動物に関する放射性セシウム体内汚染のデー タは、 大半は餌から食用動物の肉やミルクへの
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移行係数(Transfer coefficient or Transfer factor)であり、野生動物に関する研究もあるが、チェ

ルノブイリ原発事故時の研究を含めて環境に撒き散らされた放射性セシウムに着目した動物の

生物学的半減期の研究は非常に少ない。 福島の原発事故に関わる牛の研究でも体内の放射能分

布を詳細に分析した研究はあるが、 放射性セシウムの代謝に関する研究は少ない。 日本語の論

文ではあるが、 畜産農家への情報提供のために研究を実施し、 4ヶ月間放射性セシウムで汚染
された餌を給与した後清浄餌に切り替え、 牛の尿を経時的に採取し生物学的半減期を求めたと

ころ、0-9日までの期間で平均7.1日、44日目 一128日の期間では平均で37.4日であったと

報告している。本研究では、第二相と思われる減衷曲線は観察されなかった。おそらくイヌと

ネコの体内の放射性セシウムの大半は、 牛などと同様に筋肉中に存在すると推測されるが、 も

し長期間で高度の暴露があったならば、 第二相や第三相の減衰パタ ー ンが観察されたと思われ

る。

本研究のデー タ数は少ないが、 放射性セシウムの生物学的半減期と年齢の関係、 および'体重

との関係を検討した。イヌの結果をFig.4に示す。図に示すように、イヌの生物学的半減期は、

年齢と有意な相関関係を示しており年齢依存性があることがわかった。 生物学的半減期と体重

の間には、 体重の増加とともに半減期が増加する傾向が見られたが、 有意な相関関係はみられ

なかった。 ネコに関しては、 図には示さなかったが生物学的半減期と年齢や体重の間に一定の

関係は見られなかった。 おそらく本研究で減衰曲線を得ることができたネコは年齢が比較的近

いものが多かったため、 年齢と半減時間の間の関係が表れにくかったと思われる。 ブラジルの

Goiania accidentにおいて、 放射性セシウムを体外に排泄促進する日的で被ばく者にPrussian

b lueが投与されたが、 その効果を確認するためにビーグル犬が用いられ、 生物学的半減期が

短縮することが示されたと報告されているが、 そこで示されていたのは体重と半減期の相関で

ある。 イヌにおいても、 個体数を増やした精密な実験を行えば年齢と体重がいずれも半減期と

正の相関を示すことが予想されるが、我々のデータから言えることは年齢との関係だけである。

イヌでは年齢と生物学的半減期の関係を示す回帰式が得られたため、 これを用いて保護のため

に捕獲された時点の体内汚染を推定した各個体の全身濃度をFig.5に示す。 また、 ネコにおい

ては生物学的半減期の中央値を用いて捕獲時の推定をした各個体の全身濃度を同じくFig.5 に

示す。イヌとネコいずれにおいてもTab le1-2に示した個体ではそれぞれの半減期の数値を用

いた。 さらに、  ネ コではシェルターにおいて、繁殖行動にともなう間題行動を防ぐ目的で、避

妊や去勢の手術が行われたため、 そこで得られた生殖臓器の放射能測定データを全身濃度と同

様に捕獲時に補正した臓器濃度をFig.5に示す。

Fig .5から、 イヌとネコの濃度分布に大きな差があることがわかった。 中央値はネコの方が

やや高く9520Bq/kgであり、 イヌのそれは3160Bq/kgと、有意水準1%で有意差があること

がわかった。 また、 イヌでは低濃度の個体と高濃度の個体では10万倍以上の広い範囲の分布

であり、 ネ コでは100倍程度の狭い範囲の分布であった。 イヌとネコの中央値は同じオー ダー

であり、  その差に重要な意味はないと考えたが、分布の差には理由があると考えた。第一の理

由は、 保護のために捕獲された時期である。 ホールボディカウンタ ーで放射性セシウムが検出

されたネコは40頭であったが、そのうち37頭は2012年9月13日から12月21日の約100

日の範囲に集中しているが、イヌ21頭にっいては2011年6月5日から2014年12月12日
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と約3年半の長期間にわたっていたためと考えられる。 第二は、 イヌとネコの習性の違いがそ

の理由として推定された。 イヌについては保護活動が開始された時点では全てが屋外を徘徊す

る生活をしており、ネコに比べて行動範囲も広く、飲水量も多いことからそれぞれのテリトリ ー

とした土地の汚染を反映した結果であると推測された。 餌は比較的初期からポランティア活動

家などが路上に配布していたが、 飲み水は雨水やたまり水であった。 ネ コは屋内に住んでいて

時々屋外に出てくる生活をしているために、 人家の密集している場所での保護活動が多かった

ため生活環境が類似しており、 比較的に狭い濃度範囲であったと推測される。 実際にイヌに比

べてネ コの捕獲は困難だったようで、 イヌの捕獲が大半終了した後で集中的にネコの捕獲が行

われた。

Fig.5にはネ コの生殖器の放射性セシウム濃度の分布を示しているが、 その中央値の値は

790Bq/kgで、 ネコ全身の濃度との間には、有意水準1%で有意差が認められた。 このうち10

例のネコについて、 対応する全身濃度と臓器濃度データが得られていたので、 相関を調べるた

めに作成したグラフをF i g.6に示す。 これによると、  ネコの全身濃度は生殖臓器濃度よりも高

い値を示し、 かつ有意な相関を示した。 FNPP事故で汚染された牛の筋肉や内臓の分析結果

によれば、 放射性セシウムの大半は筋肉に集まるため濃度も高いことがわかっており、 ネコ

においても全身の濃度が高かったと考えられる。 Fig.6の10例の対応するネコの全身濃度は、

生殖器濃度の約7倍であった。

三春シェルタ ーのイヌとネコのために設計したホールボディカウンタ ーは、FNPP事故か

ら約2年目に設置されたため、 もっと早期に設置されていれば、 より精度の高い情報が得られ

ていたと考えられる。 しかし、 実際の原発事故で汚染されたイヌとネコの放射性セシウムの生

物学的半減期が実測され、 イヌの半減期が年齢と相関することがわかった事実は貴重であり、

将来起きるかもしれない事故時の家庭飼育動物の管理に役立つものと考える。

Materials and methods

Anima ls and Ethics
東日本大震災で被災したイヌとネ コを人道的見地から保護するために設置された施設の一つ

である三春シェルターにおいて得られたデー タを元に本研究論文がまとめられた。 動物たちの

大半は当時の警戒区域内で保護の目的で捕獲されたイヌ463頭とネコ545頭である。三春シェ

ルタ ーでは、飼養管理、獣医療、さらに収容動物には警戒区域内で新たに生まれた第2 ・ 3世

代の動物もいたため、馴化の管理も段階的に行われた。 また、 シェルターの運営と管理、 動物

の待遇、 健康管理や被ばくなどのデー タ取得などについて、 複数の獣医師と動物愛護団体の代

表等が定期的に報告を受け、 必要に応じ改善が行われた。

三春シェルターでは動物たちを清潔なケージで管理された室温のもとで適切な餌や水を与え

るだけでなく、  健康を維持するために被毛のケア、 沐、i谷、 および定期的な獣医師による健康

チェックを行い、 イヌには運動をネ コにはおもちゃが与えられた。内部被ばく測定は、動物を

動物の体格に合わせたプラスチックケージに入れ、 ホールボディカウンターを用いて非侵襲的
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に行われた。保護施設における動物の間題行動や繁殖を避けるために、それぞれの動物が保護

された直後に、 避妊手術や去勢手術が熟練した獣医師によって行われた。 避妊手術や去勢手術

が行われたときに摘出された生殖器の一部は内部被ばくの量を推定するために放射活性が測定

された。

Who le-body counter
保護され馴致された動物の内部被ばくを評価するため、 ホールボディ力ウンタ ーを用い、三

春シェルタ ーで管理していた犬68頭 猫120頭に対してのべ863回、 非侵襲的に動物体内の

放射性セシウムを定量するためにガンマ線測定を行つた。

機器の構成は、 動物をケージに入れたままで測定できるように外寸880mm(W),1143mm(D),

1225mm(H)の厚さ5mmの鉄製検出槽の左右中央に '1I) 3inch X3inchのNaI(Tl )シンチレーショ

ン検出器2台を配置し、厚さ15mmの鉛板で全面を遮蔽した。 さ ら に 、 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド カ

ウントを減らす日的で、左右、上、後の4面を厚さ180mmの純水で遮蔽を強化した。- 純水18

リットルを容れたplas t i c  conta inerを隙間なく並べ、崩れないように結束バンドで固定した。

計測機器は、N IM規格のSumma t i o n  inverter,Linear amp,ADC module,High Voltage

power supply,BIN power s u p p l y ,および解析ソフトウ ェア内蔵のノ ー ト P C である 。ホ ー

ルボディカウンタ一機器の製造は、応用光研株式会社(0HY0 KOKEN KOGY0 C0. LTD,

Tokyo) で、 機器の校正はCs-137の標準点線源と原発事故で汚染された水を用いた体積線源

で行われ、Cs-137の光電吸収ピー ク (661.66keV,85.1%)を選んで計算された。測定された
放射能は、 Cs-134のガンマ線の影響を受け、 やや過大評価となる。 校正用線源の測定をゲル
マニウム検出器と比較して、過大評価の程度は5%以下であることを機器の設置時に確認した。

動物は、 それぞれの体格に合わせて、 測定中の運動の自由度が制限されるサイズのポリプロピ

レン製のケージに入れて測定された。 動物たちは麻酔や沈静を行わなくても測定中に暴れたり

大きく動いたりすることはなかった。測定槽内に明かりをっけた場合と暗くした場合を事前に

比較したところ、暗くすると動物は寝ていることが多く、安定した測定が行われると判断し槽

内の明かりは消して測定した。測定は全例とも1時間行われた。

Measurement of radioactivity
外科手術で摘出された生殖器の試料の放射活性は、 高純度ゲルマニウム半導体HPGe検出

器(同軸型相対効率40%、CANBERRA社、USA) を用いて、ガンマ線スぺクトロ メ ト リ ー

によって測定した。 測定時間は、 サンプルの放射能に応じて、 3,600̃ 200,000秒間行つた。

ガンマ線エネルギ一効率は、Ba-133、Cs-137、Co-60、Na-22、Co-60の標準点線源を測定す
ることによって決定した。また、測定試料の異なる容積の計数効率は、既知量のカリウムを含

む塩化カリウムの水溶液をポリェチレンバイァル(20ml ,50ml ,100 ml)にいれて容積線源を

複数測定し、 K-40の光電吸収ピー クを評価することで、  測定試料の容積の違いによる計数効
率の校正を行つた。 さらに、  異なるェネルギーのガンマ線が試料中を通過する際に減衰する効

果の容積線源 4oKからのズレを補正した。 数値計算はシンプソンの公式を用いて計算した。

サンプルは、ホモジナイズし、その質量に応じてポリェチレンバイァル(20ml ,50ml ,100 ml)
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に密封し測定した。 放射能の検出限界は、 バッ ク グ ラ ウ ン  ド計数から決定された。

Statistica l methods and Analysis of bio logicaldecay of dogs and cats
ホールポディ力ウンタ ーの測定は、 動物ごとに体内放射能が検出限界を下回るまで数日間か

ら一週間の間隔で経時的に測定して記録した。 続いて測定開始日の値を1として経過時間との

関係を自然対数の底の指数関数と見なして最小自乗法で回帰式と決定係数を求めた。 相関係数

には決定係数の平方根を用い、 無相関の検定にはt検定を行い、 2群データの有意差の検定に

はMann-WhiteneyのU検定を用いた。 グラフの作成にはMicrosoft Exce l2013を使用し、統

計解析には JSTAT ver.16.1とR for Windows ver.3.2.3を使用して解析結果が一致しているこ

とを確認したデー タを用いた。 また、 実効半減期は得られた各動物の減衰曲線の回帰式から求

め、 放射性セシウム137の半減期を30.08年として、 実効半減期から生物学的半減期を計算で

求めた。
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編集後記

どうぶつ家族の会から寄贈された コンテナ





東日本大震災より 7年が過ぎま した。 地震と津波の天災のみならず、 原発事故とそれに伴う

風評被害という人災が加わった四重苦を背負いつつ、 被災動物の救護に明け暮れてきた7年間

でもありました。

災害時の動物救護におきましては物資面での備蓄をしていたものの、 大災害に対しては知識

も浅く無防備に近い状況であり、 想像を超える混乱と苦労を強いられ、 心が折れる日々が続き

ました。 しかしながら、  国内外の多くの方々からの多岐にわたる物心両面でのご支援をいただ

きまして、数多くの壁を乗り越え今日に至ることができましたこと、改めまして深く御礼を申

し上げます。被災した犬猫のみならず、救護活動に従事していた多くの人々がそのご支援によっ

てどれだけ救われてきたか計り知れません。

この災害におきましては、 「未曾有」 と 「想定外」 といった2つの言葉に隠されてしまった
本質的な問題が数多く存在します。 私達は改めて災害に学び、 災害を忘れず、 災害に備えるこ

とが最も重要であることを身をもって体験いたしました。今後起きうるであろう災害に備える

ためにも、 これらの間題点を明らかにしていくことが私達の役目であると考えております。

これまで長きにわたり多大なるご支援 ・ ご声援を賜りました国内外の皆様方に、心より感謝

中し上げますとともに、 震災記録誌を発刊するにあたり、 改めまして震災直後より動物救護の

最前線に立ち、復興半ばにして病に倒れた福島県獣医師会常務理事 (当時) の島崎昌三先生の

ご冥福をぉ祈り申し上げます。
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